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			主な登場人物
		

		
			オックス・モオルダア・ムスタファ
		

		　ＦＢｌ（エフビーエル）特別捜査官。自称優秀な捜査官。天才的推理と「少女的第六感」で数々の難事件を解決・・・するのか？

		　苦手なものはたくさんあり過ぎてここには書ききれない。

		始め彼の名前は「オックス・モルダア・ムスタファ」ですが、諸事情により、#005 「殺人豆」から名前が変わります。詳しくは本編を参照。

		

		
			ダナア・スケアリー・ザ・プリンセス
		

									
		　モルダアのパートナー。死体を切り刻むのが大好きな検死官（無免許）でもある。

		　自分はセクシーでゴージャスであると言い張っている恐怖の女。

		

		
			アンタモ・スキヤナー
		

									
		　ＦＢｌ副長官。モルダアたちに上から指示を出す人。モオルダアをおどかすことに情熱を燃やしている。

		　チョコレートと塩辛いものが大好き？

		　毛が薄いので髪は短くしている。ハゲを隠さないといういさぎよい一面もあるということ、なの？

		

		
			怒百目鬼 鐵円（ドドメキ テツマル）
		

									
		　謎の人物。時々登場する予定。

		　始めは警部の肩書きで登場する予定だったが、それだと話がややこしくなるので取りやめに。今のところ全てが謎に包まれている。

		

		
			ウィスキー・ドリンキングマン
		

									
		　常にウィスキーをラッパ飲み。闇の組織の一員。裏で糸を引く男。色々たくらむ男。

		

		
			その他
		

									
		　エピソード毎に紹介。

	
		
			#001 「ムッシューとマドモアゼル」
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		　電話が鳴っている。この電話の音がそれまで何も動かなかった薄暗い部屋に多少の変化をもたらすかと思われが、この部屋にある全てが動こうとしない。ゴミ箱からあふれだしたゴミも、その近くに山積みになっているビールの空き缶も、部屋の至る所に散乱している書類や本の全て。どれも電話の音には反応しない。それに、この部屋には人間だっているのである。毛布にくるまって横になっている男である。この男ははたして生きているのであろうか。もし生きていないのであれば、この部屋の電話機は全く無駄な働きをしていることになる。しかし、そんな心配はいらない。電話が鳴るまで、この何もおこらない部屋には男の寝息と、心臓が動くかすかな鼓動が静かにこだましていたのである。

　一分ほどたって電話の音は鳴りやんだ。すると、今になってようやく電話の音に反応するものがあった。部屋の片隅でガチャッという音がした。どうやら、ビールの空き缶の山が崩れたようだ。不安定に積み上げられたものというのは、電話の音のようなちょっとした振動であっても、崩れてしまうことがある。電話の音には全く反応しなかった男は、缶が崩れる音には驚いたのか、目を半分だけ開けて音のした方を見たが、それが缶の音だと解るとまた目を閉じて眠ろうとした。

　いったいこの男はいつまで寝ようというのだろうか。昨晩、この男が眠りについてからもうすぐ二十時間が経とうとしている。もう今日の陽は沈もうとしている。この男は太陽の光を浴びることなど全く興味がないらしい。男が一瞬の覚醒から再び眠りに落ちようとした時、二度目の電話が鳴った。先ほどの電話が鳴りやんでからさほど時間が経っていない。電話をかけているのは多分さっきと同じ人物であろう。男は観念したという感じで、のそのそと起き上がると、電話のありかを探した。

　男は脱ぎ捨てられたTシャツの下に電話機を見つけた。

「もしもし」

「おい、モルダア。何やってるんだ！」

いきなり何やってるんだ、といわれても返す言葉がない。実際には何もしていなかったのだし。それにしても、電話の向こうにいるのは誰なのか。どうして男の名前を知っているのか。眠り過ぎたモルダアにはそんなことはどうでも良かった。ただ、電話に出たことをすこし後悔しているような感じがした。寝ぼけていても彼の「少女のような勘」だけは働くようだ。

「おい、きみ。寝てたのか？今何時だと思ってるんだ？」

「いや、寝てませんよ。起きてましたよ。本当に。大丈夫ですから」

何が大丈夫なのかは解らないが、その声で嘘をついていることは電話の相手も十分に気付いているはずである。

「モルダア。いい加減に出勤したらどうなんだ。キミを雇ってからもう一年以上は経ってるんだぞ。いったい今まで何をやっていたんだ？」

モルダアはやっと電話の相手が誰なのかが解った。彼がＦＢｌ（エフ・ビー・エル）の面接を受けた時の面接官だ。名前も顔も覚えていないが、こいつはきっと極端に甘いものと極端に辛いものが好きな男だ。モルダアの、「少女的第六勘」は彼にこう伝えた。

「ボク採用だったんですか？なんだ、呼んでくれたら、いつでも行ったんですけどねえ。なにせ呼ばれなかったもんだから。でも心配はいりませんよ。これまでずっと遊んで暮らしてきたわけじゃないですから。ちゃんと色々やってましたよ」

「私はキミのことを呼ばれなくても来る人間だと思っていたが、どうやら誤解だったらしいなあ。本当だったら、とっくの昔にクビなんだが、キミのお兄さんの件もあるしなあ。明日の朝必ず来るように。初出勤だけど、歓迎会はナシだぞ」

　はたしてこの二人の会話は会話になっているのだろうか。まあ、それを気にしてもしょうがない。この先ずっとこんな感じなのだから。それにしても、モルダアが色々やっていたというのはどういうことなのであろうか。彼の兄、モルダー・ムスタファは「花の精リトル・ムスタファ」の調査中に失踪した。モルダアがＦＢｌのペケ・ファイルを担当しようとしたのも兄の意志を継ぐためであったのだが、彼がこれまでしてきた色々なこと、とはリトル・ムスタファの調査に関することなのだろうか。

　受話器を置いたモルダアは床に目をやると一面に散乱している書類をかき集めた。彼がしてきた色々なことの成果がその書類なのかもしれない。書類の一番はじめにはこう書いてある。「骨盤矯正で腰痛を治そう」

「結局、役に立たなかったなあ」そうつぶやくとモルダアは書類をゴミ箱に投げ入れた。もちろんあふれるほどゴミの入っているゴミ箱にその書類が入るわけもなく、それらは再び床に散乱することになった。そしてモルダアは、明日に備えて寝ることにした。
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		　翌朝、モルダアはいつもなら熟睡している時間に無理矢理起きた。目覚めてから起き上がって顔を洗い、身支度を調えてドアの外に出るまでほとんど夢遊病者のようだった彼は、これからどこに行くのかさえ解っていないような状態だった。ところが彼が電車の窓から外を眺めている時だった。突然ある疑問が彼の頭の中を支配しはじめた。

「少女的第六感」が働いたのであろうか。「ＦＢｌとはいったいどのようなものなんだ？どうして一年以上無断欠勤していたボクに今頃になって電話をしてきたんだ？ボクは今までＦＢｌを警察のような特別な団体、いわゆる国家権力だ、と言い張って銃を乱射しているようなかっこいいものだと思っていたが、そういうボクの想像ははたして合っているのであろうか？それに、ボクの兄貴はどうしてLittle Mustaphaの捜査なんかしていたんだ？ＦＢｌっていったい何をしているところなんだ？」

モルダア君、心配することはないよ。キミがＦＢｌのビルに一歩足を踏み入れればそんなことはすぐに解ること。きっとキミの「少女的第六感」がきみに教えてくれるだろう。とは言ったもののどうしたらいいのでしょうか。ＦＢｌにはどういう組織に属していて、どれだけの権限があって、どんなことが出来るのか。そういったことを決めておかないと、話は先に進まなくなるか、あるいは全く意味不明なものになっていくでしょう。まあ、そんなことはどうでもいいや。リアリティーはあってもなくても同じこと。結局はフィクションの中の出来事ですから。

		
			3 都内某所。ＦＢｌのビルディング。
		

		　これって舞台は日本なのかあ。まあ、日本語で書いてるわけだし、それに舞台を外国にしてしまうと色々解らないことだらけなのでしばらくは日本にしましょう。そのうちＦＢｌ海外進出もあるでしょう。



　モルダアは汗だくになって13階のオフィスへたどり着いた。なぜかこのビルにはエレベーターがないのだ。モルダアがＦＢｌのオフィスへ足を踏み入れると広いフロアには誰の姿もないように思われた。今日は休日？モルダアがオフィスの入り口で ぼーっとしていると、奥の方から声が聞こえた。

「おい、モルダア、何やってるんだ！」

声のする方を見ると、あの男が座っている。昨日モルダアの家に電話をかけてきた男。以前よりも多少白髪が増えたようだが、彼を面接した男に違いない。よかった、今日は休日じゃなさそうだ。それにしてもこの男の名前がまだ思い出せない。このまま名前も解らずにいるのはさすがに失礼な感じがする。どうしたものか？

「いやー、すいません。少し遅刻しちゃいました」

そういいながら、モルダアはその男が座っている机に向かって歩き出した。机に近付くと、やっぱりあった。男の机には名前の書かれたプレートがついていた。----副長官スキヤナー。かなり偉い人----そうだったのか。この人は副長官だったんだ。

「今何時だか知ってるか？モルダア。午後の一時だぞ」

「ええ、知ってますよ」

「私は今日の朝こい、と言ったはずだ」

「ボクにとって一時は朝ですよ。一時の一は朝一番の一ですからね」

全く意味の解らない言い訳である。スキヤナーもこの発言には返す言葉が見つからないようだ。

「それにしても、あれですねえ。みんなはどこへ行ったんですか？」

スキヤナーは眉毛を上げ、口を半分開けて「はっ？」という表情をした。相手の言っていることが理解できない時のこういう顔は、どうにも面白い。スキヤナーは今何かを考えようとしているけど何を考えていいのかすら解らなくて、頭の中が一瞬真っ白になっているはずである。

「ここの人たちですよ。ボクはここにスーツを着た捜査官たちがたくさんいてざわざわしてると思ってたんですけど」

「なんだ、そういうことか。そんな人たちはここにはいないよ。捜査官が何人もいたら面倒だろ。まあ話の展開によっては何人か別の捜査官が登場するかもしれないけどな」

今度はモルダアの頭の中が真っ白だ。

「そうだ、モルダア。スケアリーにはもうあったのか？」

「何アリー？誰それ？」

「キミのパートナーだよ。後でキミの部屋に行くように言ってある。しばらく待っていればやってくるだろう」

「ボクの部屋ってどこですか。このフロアにはこんなにスペースがあるのに、部屋が別にあるの？捜査官が誰もいないのに、いったいこの広いフロアは何のためにあるんですか？」

「ここは私の部屋だ。ちょっと広すぎるけどな。キミの部屋は地下にある。お兄さんの使っていた部屋だよ。太陽嫌いのキミに地下室はもってこいだろ？」

「ゲッ、地下ですか。面倒だなあ。それじゃあ、何か用事がある時は地下からこの13階まで上がって来なくちゃいけないんですよね。それにどうしてこのビルにはエレベーターがないんですか？ボクはここまでくるのに三回も休憩しちゃいましたよ」

「それはまあいいじゃないか。どんな建築家もうっかりミスをすることもあるんだよ」

全然良くない。それはどう考えても許されないミスである。モルダアはそのうっかりミスのうっかり建築家を取っ捕まえて八つ裂きに、いや火あぶりに、いやいやもっとモノスゴイことをしてやりたい気分になったのだが、それはどうにもならないこと。こういう時には笑うしかない。モルダアは「へへっ」っと笑ってみせた。スキヤナーはそれを見てちょっと気味が悪い感じがしたが、そういうモルダアの態度は兄とそっくりであることに気付いた。まったく遺伝とは奇妙なものである。

「それじゃあ、ボクは部屋にいればいいんですね？」

「そうしてくれたまえ。部屋にいればそのうち事件も起きるだろう」

そのうちって、どういうこと？ここはそんなに暇なところなの？モルダアはいいしれぬ不安を感じはじめていた。［少女的第六感］がモルダアに何かを伝えようとしているのであろうか。

　モルダアはスキヤナーのデスクに背を向け13階から地下室までの長い道のりを歩み始めた。広いフロアにモルダアの足音だけが響き渡っていた。ペタッ、ペタッ、ペタッ、ペタッ・・・・。
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		　モルダアが地下の自分の部屋へ入ると、そこはひどい有り様だった。どうやらこの部屋は兄モルダーが失踪する前のそのままの状態で放置されていたようだ。花の精リトル・ムスタファに関する書類、新聞の切り抜き、たばこの吸い殻。それからまだある。一度解けてドロドロになってからまた固まった食べかけのチョコレート。一見、悪臭を放ちそうだが、それらはあまりに長い間放置されていたせいか、臭いを出し切ってしまった感じである。モルダアはそれらを見ても少しも驚く様子はなかった。こんな光景は毎日彼の部屋で見ているのだから。モルダアは椅子に腰掛けると両手を首の後ろに持っていき、のけぞってみた。

　ちょうどその時、ドアをノックする音が聞こえた。モルダアはのけぞらした上半身をさらにのけぞらしてドアの方に目をやった。モルダアは危うくひっくり返りそうになった。ドアのところに立っていたのは、モルダアがこれまで見たこのないような、美女！

　こんな時こそ冷静にならなければいけない。こういう美女の前で不自然な行動をしたらすぐに嫌われるんだ。何気なく、ごく自然に振舞って相手の警戒心を解く。それが一流のやり方。優秀な捜査官は一目惚れなどしないものさ。でも、最後にはキミのハートをいただきさ。

　そんなことを考えているモルダアは自分の振る舞いがどう見ても怪しくなっていくことに気付いていない。モルダアはこの美女を迎え入れるのに、立ち上がるべきか座っているべきか決めかねて、椅子から尻を半分だけ浮かせて、中腰の状態になっていた。

　不思議そうな顔をしていた美女が口を開く

「あのう・・・」

「まあ入りたまえ。キミが来ることは解っていたんだ」

モルダアが遮った。多少落ち着きを取り戻したのか、今はちゃんと椅子に座っている。ただいつまでもつのかが問題である。モルダアは部屋に入ってきた美女を目で追った。後から香水の甘い香りが続いた。普通のスーツを着ているにもかかわらず、妙に艶かしい感じがする。それが美女の美女たるゆえんなのかなあ。そんなことを思いながらモルダアは視線を美女のつま先から徐々に上げていく。モルダアの頭の中は今や蝶々の舞う花畑。何がなんだか解らない状態になってきていた。しかし、次の瞬間モルダアと美女の目と目が合う。「しまった！」モルダアは自分の緩みきった表情をとっさに引き締めた。しかし相手はこんなふうにスケベな目つきで見られることにはなれているのか、少しも気にしていないようだった。さすがは美女である。

「まあ掛けたまえ」

モルダアが椅子を指差すと、美女は微笑んでから椅子に腰掛けた。「ちょっと、今の見た？微笑んだよ。営業用のニコニコじゃなくて、多少の色気を含んだ微笑みだよ」モルダアは勝手に盛り上がっている。美女はバッグの中から書類を何枚か取り出した。取り出す間に、美女は二度も足を組み替えた。太股。ふともも。フトモモ！モルダアは視界の下の方で、その光景をしっかりと脳裏に焼きつけた。

「わたしが今日来たのは、あなたに新しい・・・」

「いや、説明はいいよ。その書類にサインすればいいんだろ。ダーリン・・・いや、パートナー」

モルダアは美女の取り出した書類が、ＦＢｌの正式な捜査官になるために必要な契約書か何かに違いないと決めつけていた。それに、書類というものは大抵サインをするものと決まっている。頭の切れる男はそんなことは当たり前のように知っているものさ。

「あら、さすがは優秀な捜査官ですね。わたしが説明する前に全部理解してしまったのね」

美女の目が輝いている。ああ、よかった。ＦＢｌに入って本当によかったよ。こんな美女がパートナーで、さらにかなりの確率でこの美女はこの優秀な捜査官に惹かれている。モルダアはまた顔中の筋肉が緩みそうになるのを必死にこらえた。

「捜査官ならこんなことは朝飯前さ。じゃあ書類をこちらに」

美女はモルダアの横まで近付いてきてから、机の上に書類を広げた。座っているモルダアの肩に美女の腰がほとんどくっつきそうなくらいに近づいている。それから腰をかがめてモルダアの耳元に口を近付けた。

「ここと、ここと、ここにサインをするのよ」

美女のささやくままに、モルダアはサインをした。書類に何が書かれているのかなど少しも確かめることはしなかった。モルダアの頭の中は、この美女とこれから繰り広げられるロマンスのことで一杯になっている。

「ねえダーリ・・・じゃなくてパートナー。今夜は少しタフな捜査をキミと一緒にすることに・・・」

モルダアが言い終わる前に美女は、さっと書類を片付けて部屋から出ていってしまった。

「ねえ、ちょっと！どこ行くの？」
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		　モルダアの部屋からでていく美女はドアのところでもう一人の女とすれ違った。この女、不細工というほどではないが、さっきの美女と比べたらかなりくたびれた感じがする。女はしばらく、小走りで遠ざかっていく美女の方を眺めていたが、美女が非常階段の扉の向こうに見えなくなると、部屋の中であっけにとられているモルダアのほうを見た。

「あのかた、どなたですの？」

全く変なタイミングで夢からたたき起こされた感じのモルダアは質問にまともに答えられるはずがない。

「美女のフトモモ・・・」

女は眉間にしわを寄せて明らかな嫌悪の表情をしめした。これでモルダアもやっと我に返った。それにしても驚くほど恐ろしい表情をする女である。

「あっ、失礼。ところでキミは？」

「あらいやだ。聞いていませんでしたの？あたくし、あなたのパートナーのスケアリーですのよ」

「えっ、キミが？じゃあさっきの女はだれなんだ？」

「だからあたくしも聞いたんじゃありませんか」

そいつは困ったことになった。いったい何の書類にサインなんかしたのだろうか。なんだかいやな予感がする。例の「少女的第六感」である。いや、待てよ。書類にサインをもらいにくるのはパートナーでなくてもいいはず。あれきっと事務の女の子かなんかに違いない。もしかするとあのスキヤナーの美人秘書かも知れない。なかなかやるな、あのおっさん。

「スケアリー、ここには事務の人とか秘書とかいるんだろ？」

「いるわけありませんわよ。ここにいるのはあたくしと副長官とあなただけですのよ」

モルダアの「少女的第六感」はますます活発に働き始めていた。
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		　「おい、またあの女来てなかったか？」

モルダアの部屋に入ってきたのはスキヤナーだった。妙に涼しい表情だ。13階から階段で下りてきたにしては汗一つかいていない。

「副長官、今降りてきたんですか？」

スキヤナーの表情に違和感を感じたモルダアが聞いた。

「そうだが、それがどうした？」

「13階から階段で下りてきたなら、もっと息を切らしててもいいと思って」

「階段なんかでくるもんか。私は窓拭き用のゴンドラを使ってるんだ。キミも早く操作を覚えた方がいいぞ」

なんてことだ。つまりスーツ姿の人間が窓から出入りをしているということなのか。想像してみると何とも気の滅入る光景である。

「そうだ、キミにこの書類にサインしてもらわなくちゃいけないんだ。これでキミも正式にＦＢｌの捜査官として認められることになるぞ」

スキヤナーは持っていた書類をモルダアに手渡した。

「ところで、あの女って何のことですの？」

二人のやりとりを見ていたスケアリーがしびれを切らして割って入った。話が途中で終わってしまうことが許せない性格らしい。

「ああ、そうだったな。あれはひどい女だよ。保険会社から来たとかいってこのビルに入り込むんだがねえ、あれは詐欺師だぞ」

モルダアは今日二度目のサインをしながら、しっかりとこの話に耳を傾けていた。

「新しい捜査官が入ると必ずやってきてな、色仕掛けで生命保険に入るように勧めるんだ。まあ、ふつうはそんなことに引っかかるようなことはないんだが、一度断っても何度もくるらしいんだ。それだけならまだいいんだが、くるたびにむこうの行動が過激になっていくらしい。私が聞いた話じゃ・・・うへへっ。私が聞いた話だとその女が四回目にやってきたときにな・・・うへへっ」

完全なスケベオヤジになった スキヤナーをスケアリーがもの凄い形相で睨みつけている。

「おっと、失礼。レディーの前でする話ではなかったな。まあくるたびにスカートの丈が短くなった、としておこう」

なんだ、どうせだまされるんだったらもっと粘ればよかった。それにしても四回目には何が起きるんだ？気になって仕方がない。

「そこまでして、生命保険を勧めてどうしようっていうんですの？」

「それが、ただの生命保険じゃないんだな。ある時、契約してしまったやつがいてな。確か、五回目にその女が来たときだったかな」

五回目には何が起きるんだ？四回目よりももっとすごいのか？しかし、もうすでにだまされてしまったモルダアには知るよしもない。

「そのかた、どうなってしまったの？」

「契約した次の日にトレーラーにひかれて死んじまったんだ」

「まあひどい」

「ひどいのはそれだけじゃないんだ。その保険金の受取人は誰だったと思う？」

「ご家族のかたかしら？」

「なんと、事故の前日に入籍していた謎の女だったんだ。つまりその女がここにやってきていた女ということだな。保険のサインと一緒に婚姻届にもサインをさせていたらしいんだ」

「そういえばさっきこの部屋から女のかたが出ていくのを見ましたわよ、あたくし」

「本当か？モルダア。まさか騙されなかっただろうね」

下を向いたまま話を聞いていたモルダアの顔は真っ赤になっていた。

「まさか。ボクがそんな手に引っかかる訳ないじゃないですか」

「声が震えてますわよ。モルダア」

モルダアはそれには何も答えずにすっと立ち上がった。

「それじゃあ、ムッシューにマドモアゼル。ボクはそろそろ帰宅することにするよ」

「なんだ、もう帰るのか？それにムッシューってなんだ？」

「知りませんか？ジェームス・ボンド。優秀なエージェントっていうのはフランス人なんですよ」

「何言ってるんだ。ジェームスボンドはイ・・・まあいいか」

モルダアはすでに部屋を飛び出していた。

「どうしたんだ？変なやつだなあ。ところでスケアリー、今日は焼き肉でも食べにいかないか？息子がバイトしている店に行けば安く食べられるぞ」

「まあ、ステキ！」

		
			7
		

		　モルダアは大急ぎで帰宅した。優秀な捜査官としてやるべきことはただ一つ。何とかして明日までに契約を解消しないといけない。もしできなかった場合、モルダアはどんな方法で殺害されるのだろうか。以前の被害者のように事故を装って殺されるのだろうか。それとも殺し屋がやってくるのだろうか。あるいは朝飲むコーヒーに毒が入っているのか。モルダアの「少女的第六感」は彼に余計なことばかりを考えさせた。モルダアは電話帳を調べて、消費者相談センターに電話をかけてみた。

「もしもし、保険の契約を解消したいんです。それって同僚や上司にばれないようにできるんですかねえ？ボクは優秀な捜査官だから秘密厳守でお願いしますよ」

はたしてモルダアは助かるのだろうか。

		
			#001 「ムッシューとマドモアゼル」

			Little Mustapha
		

	
		
			#002 「猿軍団」
		

		
			1 とある高原の小さな牧場
		

		　介蔵じいさんは牧場で一日の仕事を終え、今はほろ酔い気分で裏庭においたベンチに座っている。さっきまで隣に座っていた梅子ばあさんは、牛の様子を見に牛舎へ行った。陽はもうすでに落ちてしまったがそれほど冷え込むこともなかった。介蔵じいさんは一日の中でこの時間が何よりも好きなのである。こうしてここに座っているとき介蔵じいさんは生活の中で唯一の安らぎを得られるのである。ここにいるときは何もしない。近くの森を眺めたり、月が出ていれば月を眺めたり。ただそれだけである。そうしてしばらくしたら、寝室に行って眠る。こうしたことを介蔵じいさんは何十年と続けてきた。そして今夜もそうなるはずだった。

　介蔵じいさんが二本目のビールに手を伸ばした時だった。牛たちが異常な様子で騒ぎ出した。牛舎から梅子ばあさんが飛び出してきた。

「じいさん、大変じゃ！じいさんや！ヤツらがきたんじゃ！じいさんやあ！」

介蔵じいさんの顔は真っ青になっていた。じいさんには「ヤツら」が誰なのかははっきり解らなかったが、牛たちに何が起こっているのかははっきり解っていた。ヤツらがやってきたのだ。「ばあさんやあ！」介蔵じいさんが家の中へかけていった。

　暗い牛舎の中では梅子ばあさんが必死になって牛たちに襲いかかっている「ヤツら」を追い払おうとしている。牛たちに襲いかかっているのはニホンザルの群であった。どうしてニホンザルが牛を襲っているのだろうか？餌にするわけではあるまい。とにかくサルたちは牛に襲いかかっている。梅子ばあさんは何とか牛たちを助けようと近くに落ちていた棒きれを拾ってそれを振り回していたが、相手の数が多すぎる。サルたちは梅子ばあさんの振り回す棒を巧みにかわしてまた牛の背中に飛びつく。棒が空を切る音だけが虚しく響いていた。

「やめねえか！悪魔の使いめ！」介蔵じいさんが猟銃を手に牛舎へ入ってきた。サルたちは介蔵じいさんの声に全く反応しなかった。介蔵じいさんは空へ向かって猟銃を撃った。一瞬、サルたちは動きを止め、介蔵じいさんの方をみた。梅子ばあさんもサルたちと同じように介蔵じいさんの方を見た。そして、じいさんに近づく影に気付いた。

「じいさん、後ろ！」

梅子ばあさんが言い終わる前に、影は介蔵じいさんに襲いかかった。それはじいさんよりも背の高い巨大なサルだった。不意に襲われた介蔵じいさんはよろめいた拍子に銃の引き金を引いてしまった。銃口は梅子ばあさんの方を向いていた。そして放たれた散弾は梅子ばあさんの顔半分を牛舎の壁まで吹き飛ばした。

「ああ、なんてことを・・・」

介蔵じいさんは呆然として銃を床に落とした。その瞬間、銃声に驚いて固まっていたサルたちが一斉に介蔵じいさんに襲いかかった。サルたちに囲まれた介蔵じいさんはしばらく素手で応戦していたが、最後に巨大なサルが牧草用のフォークでとどめを刺した。

　牛舎の中に一瞬の静寂が訪れた。その直後、牛舎の外がぱっと昼間のような明るさになった。その強烈な光は瞬く間に牛舎の中まで入り込んできた。目がくらんで何も見えない。やがて光は何かに吸い込まれるようにして消えていった。消えたのは光だけではない。そこにいた牛たちがすべていなくなっていた。その光景を見届けたサルたちはしばらくじっとしていたが、巨大なサルが、ほかのサルたちに向かって何か合図をすると、サルたちはみな森の中へ消えていった。

		
			2 ＦＢｌビルディングの地下室
		

		　スケアリーが部屋へ入ってくると、モルダアがパソコンの前で固まっている。

「あら、珍しく朝から出勤ですの？」

モルダアは反応しない。どうやら、パソコンと一緒にフリーズしているらしい。スケアリーはモルダアには何も言わずにパソコンのを操作して正常に動くようにした。こういう時には、人間よりも先にパソコンに適切な処置をすれば人間の方は勝手に動き出すのである。

「やあ、スケアリー」モルダアも正常に動きだした。

「何ですの？電話で言ってたおもしろい事件って」

「これだよ、高原牧場殺人事件」

モルダアはパソコンのモニターを指差したが、再起動したパソコンのモニターには何も表示されていない。

「それって、今日の新聞に載ってた殺人事件のこと？それとペケファイルがどう関係してるというんですの？」

「老夫婦が殺されただけならただの殺人事件なんだが、それだけじゃないんだ。事件のあった高原では以前から、謎の光を目撃したという人が何人もいるんだ」

「あなた、もしかして犯人がUFOに乗ってきた宇宙人だとでも言うおつもりかしら」

「そうは言ってないよ。でも、事件のあった地域で今までにあった犯罪と言えば信号無視くらいなんだぜ。そんな場所で殺人事件が起こるなんて、謎の光が関係している可能性は大いにあると思うんだけどなあ。まさにペケファイルじゃないか？」

「まあ、何でもいいですわ。あなたがそう思うのならあたくしも暇つぶし・・・」

突然、部屋の扉が開いてスキヤナーが入ってきた。

「おい、モルダア！何やってるんだ」

「何、って。ちゃんと仕事してますよ」

「えへへ、知ってるよ。ちょっと驚かしてみようかと思ってな」

「あんまり驚きませんでしたわ」

スケアリーは驚かなかったが、モルダアはちょっと驚いた。まあそんなことはどうでもいい。

「それより、モルダア。おもしろいこと聞いちゃったぞ」

なんだかスキヤナーは嬉しそうにニヤニヤしている。

「さっき保険会社から電話がかかってきたんだけどなあ、キミ生命保険を解約したそうじゃないか？」

「何のことだか解りませんよ」

モルダアの顔が真っ赤である。これを見てスキヤナーはさらに嬉しそう。

「キミ、何されたんだ？あの女に」

「あらいやだ、モルダア。あなたお色気保険金詐欺に引っかかってしまったの？」

「ホントに何のことだか解りませんよ」

モルダアはほとんど泣きそうである。あれほど秘密にしてくれと頼んだのに、あの弁護士はきっと会う人みんなに言いふらしているに違いない。今度あったら承知しないぞ！モルダアは心の中で叫んでみた。

「それよりも副長官、何しにきたんですか？仕事のじゃまですよ！」

「いや、ただキミをからかいに来ただけだ。13階は眺めはいいんだが、どうにも寂しくてな。まあ、この辺で失礼するよ」

スキヤナーはまだ嬉しそうにしながら扉の方に歩いていったが、扉のところでふと立ち止まった。

「そうそう、キミたち高原牧場に行くなら旅費は自分たちで出してくれよ。最近財政難で困ってるもんでな。それから、美女にはくれぐれも気をつけるんだぞ。ウヘヘヘヘッ」

スキヤナーが出ていった後も廊下から彼の笑い声がしばらく聞こえていた。

「ウフフフッ、ウヘヘヘッ、アハハハッ・・・・・」

		
			3 高原牧場、事件現場
		

		　地元の警察はみなくらい顔をして現場検証をしていた。こののどかな田舎で起きた事件にしては少し残虐すぎる事件であった。周辺には何人かの報道関係者がいて、何かおもしろいネタを見つけようとしていたが、あまりやる気はなさそうである。もうすでに警察の発表は終わり、犯人の情報が得られるまで特に報道すべきネタは期待できなかったのである。あと彼らがやるべきことは、大げさな手法で事件を報道し大衆の興味を引くことである。

　

　モルダアとスケアリーが高原牧場に到着した。モルダアは車から降りると内ポケットから手帳を取り出し近くにいた男に見せた。

「ＦＢｌのモルダア捜査官だ！」

よし、きまったぞ！前から一度やってみたかったんだよなあ。この男はきっと「お待ちしてました、来てくださって助かりますよ」とか言うに違いない。なんと言ってもボクは優秀な捜査官だから。しかし、モルダアの期待に反して、男はぽかんと口を開けている。

「モルダア、そのかたはテレビ局のかたですのよ」

モルダアは聞こえないふりをしてそのまま犯行現場へと歩いていった。

　遺体はすでに牛舎から移動されていたが、さっきまで遺体に群がっていたと思われるハエがあたりを飛び回っていた。モルダアは牛舎の入り口からそっと中をのぞいてみた。中の様子がよくわからない。

「死体はまだあるのかな？」

モルダアは入り口で番をしている警察官に聞いてみた。その警察官にもう遺体がないということを聞くとモルダアはホッとした表情をした。死体を見るのが怖かったのか？

「それより、あなたは誰ですか？」

警察官にきつい口調で聞かれた。モルダアはむっとしてポケットから手帳を出した。

「ＦＢｌのモルダア捜査官だ！キミは我々が来ることを知らされてないのかね」

「知りませんよ。それにＦＢｌって何ですか？」

モルダアの「少女的第六感」はこの質問に含まれた重大な問題をモルダアに伝えた。「ＦＢｌって何？」これはモルダア自身が一番気にかけていた疑問である。やっぱりＦＢｌっていうのはインチキ団体だったのか？

「あたくしはＦＢｌのスケアリー捜査官ですのよ。ニコラスという刑事様はここにおいでじゃないかしら？その方に聞いていただければ、おわかりになるはずですわよ」

警察官はスケアリーにそういわれて、渋々牛舎の中にいるニコラスという刑事のところへ行った。しばらくしてその警察官が戻ってきて、モルダアとスケアリーを中に入れてくれた。ニコラスという刑事はちゃんと解っていたらしい。ＦＢｌはそこそこ偉い団体らしい。・・・ニコラス刑事？

「あなた達はＦＢｌのかたですね。来てくださって助かりますよ」

モルダアは予期していなかったところでこの台詞を聞いてちょっと嬉しかった。

「何しろこんな田舎じゃめったに起こらない忌まわしい事件ですからねえ。警察官たちもこういった事件の捜査には不慣れでしてね。遺体を見て卒倒する警察官もいたくらいですよ。全くお恥ずかしい」

ニコラス刑事はこの田舎には似つかわしくない都会的な清潔感を漂わせている。それに二枚目だ。それにしてもなんだか、ＦＢｌはかなり偉い団体みたいだぞ。大丈夫か、モルダア？

「ニコラス刑事さん。我々に任せてください。ニコラス刑事さん。我々がどんな難事件でも解決してみますよ。ニコラス刑事さん」

「頼みます、モルダア捜査官。我々もできる限り協力します。それからボクのことはニコラスと呼んでくださってかまいませんよ」

「いや、絶対にニコラス刑事さんと呼ばせていただきます。おもしろいから」

ニコラス刑事は何がおもしろいか解らなかったが、取りあえず二人に事件の詳細を教えることにした。

「被害者はこの牧場の持ち主で牛屁端介蔵（ウシヘバタスケゾウ）、六十九歳と牛屁端梅子（ウシヘバタウメコ）、六十五歳の夫婦。牛屁端梅子は散弾銃で頭部を撃たれて即死したようです。牛屁端介蔵の方は体中に傷を負っていますが、直接の死因はフォークで胸部を刺されたためのようです」

「フォークって食べるときに使うやつですか？ニコラス刑事さん」

モルダアは間違っていることを知っていたが、どうしても言いたかったので聞いてみた。

「違いますよ、そこに落ちてるやつです」

ニコラス刑事はいやな顔ひとつせずにモルダアに言った。相当にいい人か、或いは相当に鈍い人なのかもしれない。ニコラス刑事が指差した先には食べるときに使うフォークの何百倍もある干し草用のフォークがおかれていた。先端には介蔵じいさんのものと思われる血がべっとりとついていた。モルダアが顔をしかめてフォークから少し後ずさった。どうやらモルダアは血とか死体とかが苦手なようだ。しかし、優秀な捜査官を自負するモルダアはがんばってフォークに近づいてみた。

「それにしても犯人はどうしてこんな方法で牛屁端夫妻を殺害なさったのかしら？二人とも散弾銃で殺害なさればいいのに、どうして介蔵様だけフォークで刺すなんて原始的なことをなさったのかしら？」

殺害なさるって、どう考えても変な言い回しであるが、スケアリーとはそんな人。気にすることはない。

「それが、おかしいんですよ」

ニコラス刑事が答えた。スケアリーの変な言葉遣いには気付かないふりをしている。或いは本当に気付いていないのか？まあ、それはどうでもいい。

「そのフォークからは犯人のものと思われる指紋が検出されたんですが、散弾銃からは介蔵さんの指紋以外は出なかったんですよ」

おかしい。確かにおかしいがＦＢｌのお二人さん、もう一つおかしなことがあるのに気付きませんか？実はニコラス刑事は二人がこのことを聞かないのをさっきから不思議に思っていたが、とうとうしびれを切らして自分から言うことにした。

「それから、もう一つ不可解なことがあるんですけどねえ・・・」

「ウシさんがいませんわ」

スケアリーは気付いていたらしい。さっきからずっとフォークを観察していたモルダアが顔を上げた。

「牛強盗だな、これは」

こう言うとモルダアは腰をあげフォークについた一本の毛を見つけてそれを慎重に手帳に挟んだ。モルダアはその場を離れて牛舎の隅の方へ向かった。何か面白いものを発見したらしい。

　モルダアが見つけたのは搾乳機だった。これが事件と何の関係があるのか知らないが、モルダアはこういう機械を見るとどうしても触ってみたくなるらしい。スケアリーとニコラス刑事は牛の行方について意見を交わしているようだった。モルダアは搾乳機のホースの先についた吸引口を持ってスケアリー声をかけた。

「ねえ、これでキミの・・・」

「その機械に触るんじゃねえ」

突然、近くにいた警察官がモルダアを怒鳴りつけた。かなり歳をとった警官だ。

「その搾乳機は介蔵じいさんのお手製なんじゃ。そいつは介蔵じいさんの形見じゃ。用もないのに触ったりするんじゃねえ」

モルダアはかなりびくついていたが、この警察官が怒鳴ったおかげで、モルダアはスケアリーに平手打ちを喰らわずにすんだのである。モルダアがスケアリーに何を言おうとしたのか？だいたい想像がつくでしょう。

　モルダアはもうやることがなくなってしまい困っていた。取りあえず、体を傾け壁に手をついて事件現場を眺めることにしよう。モルダアはそれが難事件に直面して、いよいよ脳が活発に働き始めた時の優秀な捜査官のポーズと思っていた。モルダアが壁に手を当てると、なにかヌルヌルしたものが指に触った。モルダアの指先には赤錆色をしたウニの身のようなものがついている。モルダアの「少女的第六感」は彼に緊急事態を告げている。

「ねえ、これなんだろう？」

「ああ、それは触っちゃだめですよ。それは梅子夫人の脳みそです」

ニコラス刑事が言い終わる前に、モルダアは朝食が胃からこみ上げてくるのを感じた。しかし、優秀な捜査官は嘔吐などしない。幸い、よく泥酔するモルダアは、胃からこみ上げてくるものの扱いにはなれている。モルダアは息を止めて、牛舎の裏へと走っていった。

　牛舎の裏のぬかるみにうずくまっていたモルダアは、自分の吐き出したもののそばに何かを発見した。モルダアは近くにいた警官を呼び寄せた。

「キミ、これは何だ？」

「これは豆腐にワカメですねえ。こりゃあ、味噌汁だ！」

「そんなことは解ってるよ。自分で食べたものなんだから。そうじゃなくて、このぬかるみについた足跡のことだよ。何かの動物の足跡みたいだけど」

「ああ、こいつのことかあ。あんた、こんなもんもわからんでどうする？これはサルの足跡に決まってるさあ。この時期は餌が少なくて、よく山から降りてくるんだあ」

「そうか、サルかあ」

モルダアの「少女的第六感」は初めてまともなことに機能し始めた。足跡は森へと続いていた。

		
			4 牛屁端邸
		

		「ねえモルダア、あたくしはここに事件と関係のあるものがあるとは思えませんのよ」

「そんなことはないね。ここには、いや、この地域一帯には何かがあるんだ。ボクがさっき遊んでいた搾乳機だけどねえ、あれにはモーターもエンジンもついていなかったんだ。そんなもので牛の乳が吸い出せると思うかい？」

「壊れていたんじゃありません？動力源だけはずして修理に出したとか。それか、もしかすると手動なのかも知れませんわ」

「それなら手で乳搾りすればいいじゃないか。この事件とあの不思議な搾乳機は関係があるに違いないよ。あれはきっとUFOと同じ動力で動いているんだ。それはそうと、さっきの搾乳機でキミの・・・」

「モルダア、これを見て」

モルダアはまた九死に一生を得た。スケアリーが何かに気付いてモルダアの言葉を遮らなければ、モルダアはスケアリーからどんな仕打ちを受けていたか知れたものではない。で、スケアリーは何を見つけたのであろうか。

　スケアリーは引き出しから写真を取り出しモルダアに手渡した。写真には若かりし頃の介蔵じいさんと何人かの友人らしき人物がが写っている。隣には梅子夫人。まだこのときには牛屁端の妻ではなかったかも知れない。そして反対側の隣にはさっきモルダアを怒鳴りつけた警官が写っている。

「あの警官は介蔵さんの幼なじみだったのかあ。そこにあるファイルは何だろう？」

モルダアは写真と一緒に入っていたファイルを調べてみた。中には新聞の切り抜きが納められている。

「面白いものを見つけたよ、スケアリー。やっぱり今回の事件は謎の光と関係しているのかも知れない」

新聞にはだいたいこんなことが書かれていた。「森へキャンプに出かけたまま消息を絶っていた五人組が一ヶ月後に発見された。五人の健康状態はきわめて良好であり、一ヶ月の間森をさまよっていたとは思えないほどであった。しかし、五人の記憶はきわめて曖昧であり彼らが一ヶ月の間どのように過ごしていたのかを調べるのは不可能であると思われる。五人の証言が一致しているのは、彼らが道に迷ったときに森の奥に光が見えて彼らがその方向へ向かったということだけである」ほかにもたくさん切り抜きがある。どれもこの地域で起こった失踪事件や、謎の発光物体目撃の記事ばかりである。どうやら、さっきの写真に写っていたのはこのときに失踪した五人のようだ。

　モルダアは目を輝かして新聞を読み上げていたが、スケアリーは部屋の中を物色するのに忙しくて何も聞いていない。

「ねえ、モルダア。おかしくありませんこと？この家にあるものは、どれもみんな高級品ばかりですわ。なんだかジェラシーですわ。牧場ってそんなに儲かるのかしら？」

「そうは思えないねえ。あの牛舎の大きさからいって、この牧場はかなり小さなものだよ。これだけのものを買いそろえるにはもっと大規模にやらないと無理だね」

「それじゃあ、何かサイドビジネスでもしていらしたのかしら？」

「それよりもっといい方法があるよ。経費をかけずに牧場を運営すればかなり儲かるはずだよ。つまり、さっきの搾乳機さ。あれは電気代もガソリン代もいらない。トラクターを調べればきっとエンジンがついてないだろうね」

「あなたはどこからそんなでたらめを思いつくんですの？仮にそんな夢のような機械があったとして、どうして介蔵様だけが使っていらっしゃるの？」

「ボクは事実を言っているだけさ。少なくともさっきの写真に写っていた五人はその夢のような機械の扱いを知っているだろうね。彼らは失踪していた一ヶ月間で地球のものとは全く違う技術を身につけたに違いない。さっき、搾乳機をいじっていた時にあの警官がボクを怒鳴りつけたのは、ボクにその秘密を知られたくなかったからだと思うね」

「どうして、秘密にしなくてはいけませんの？」

「キミはドクター・ムスタファを知っている？」

「何ですのそれ？初耳ですわ」

「ボクはこの一年間、兄貴の失踪事件を独自に調べていたんだ。Little Mustaphaを調査していた兄貴はドクター・ムスタファの存在に気付いたようなんだ。そのころから彼の調査は何者かに妨害されるようになっていった。そして、最後には謎の失踪。恐ろしいよねえ」

「恐ろしいけども、それがなんだというの？」

「ボクが調べたところによると、ドクター・ムスタファは地底に宇宙人をかくまっているらしいんだ。そこで宇宙人たちとお互いの科学技術を交換しあっているということなんだ。かれらは、つまり宇宙人たちは地球の生命体に強い関心を持っているみたいで、いろんな動物を、人間も含めて、実験しているという噂だよ。数ある神隠し事件は彼らの手によるものだと思うね。面白いことにドクター・ムスタファによるものと思われる失踪事件があった前後には必ず謎の発光物体の目撃が報告されているんだ」

「ちょいと待ってくださいな。それじゃあ、あなたのお兄さまはドクター・ムスタファに誘拐されたとおっしゃるの？」

「それは違うと思う。ボクの兄貴を誘拐したのはほかの連中さ。ドクター・ムスタファの存在を隠そうとしている人たちがいるようなんだ。それもかなりの権力を持った連中、つまり政府の人間だよ。ドクター・ムスタファの技術はかなりのお金を生み出すからね。それだけじゃない。使い方次第では、世界一強力な軍隊だって作れるはずだよ。そんなことは、大衆に知られてはまずいからね。ただ、この新聞の記事に関して言うと介蔵さんたちは明らかにドクター・ムスタファに誘拐されているよ」

「それじゃあ、どうして介蔵様たちは無事に帰ってこられたのかしら？」

「彼らには切り札があったんだよ。つまり牛だよ。牛と引き替えに宇宙人の技術を手に入れたとしか考えられないよ」

「どうして、牛が切り札になるんですの？」

「人間は食べてもまずいけど、牛は実験の後に食べられる。ドクター・ムスタファは焼き肉好きなんだ」

「あらそうですの。なんだか解ったような、解らないような感じですわ。それがどうして、殺人事件に発展するというんですの？あなたのおっしゃる政府の人間に消されたのかしら」

「それが解れば話は早いんだけどねえ・・・政府の人間ならこんな派手な人殺しはしないよ」

　そこへ、モルダアの携帯電話にニコラス刑事から連絡が入った。牛舎から姿を消していた牛の死骸が見つかったらしいのだ。しかも現場から二十キロ離れた田んぼの畦道で。

「スケアリー、なんだか大変なことになってきたようだよ。キミは今すぐニコラス刑事のところへ行って、牛を調べてきてくれ。それからこれが何なのかを調べて欲しいんだ」

モルダアは牛舎で見つけた一本の毛をスケアリーに渡した。

「ちょいと、何であたくしがあなたに指図されているの？ちょっとモルダア！お待ちなさい！」

モルダアはもう部屋の外に出てしまっていた。いまモルダアは「少女的第六感」だけで動いているのかも知れない。スケアリーは渋々モルダアの指示に従うことにした。

		
			5 高原にある公民館
		

		　公民館に３人の老人が集まっている。その他にここには誰もいない。こんな公民館に集まらなくてもこの高原の高原村には高原の住人が集まれる場所はたくさんある。しかも、ここが一年前に禁煙になってからは誰もここに来ることはなくなった。今では管理すらされておらず一見、廃墟のようなたたずまいである。

　ここにいるのは、あの「村の若者五人組失踪事件」の五人のうち生きている３人である。これはなんだか怪しい雰囲気。

「おい、猛介さんよ。わしらは大丈夫なんかのう？」

一人が聞いた。猛介さんとは牛舎でモルダアを怒鳴りつけた警察官である。本名は牛ノ尻猛介（ウシノジリモウスケ）という。なんだか、こっちのほうが牧場主のようだ。きっとこの辺には土地柄、牛とつく名字が多いのだろう。ほかの二人の名前は・・・めんどくさいからいいや。どこかに牛という字がついてるはずです。

「心配すんな。これは単なる事故だよ」

「心配せずにおれるか。こいつは悪魔の仕業に違えねえ。森の悪魔が俺たちの計画に気付いたんだよ」

「馬鹿なこと言ってるんじゃねえ。だれもわしらの計画には気付いとらん」

牛ノ尻巡査はほかの二人とは違って強気である。

「何も心配することはねえさ。高原署の鬼の猛介がこう言うんだから、間違いねえよ」

「そこまで言うなら、安心だけどもよ。あの、都会から来た二人組は大丈夫か？」

「ああ、あれなら心配ねえ。あれはどうしようもないおとぼけ二人組だ。それよりも、ニコラスのやつが気になるな。あいつは以外といい勘していやがるから」

「最近赴任してきたあの刑事さんかい？あいつなら大丈夫だよ。この村にとけ込もうと必死だからな。わしらに都合の悪いことをするはずがねえさ」

「そうか、それなら一安心だな。でもおまえら気をつけるんだぞ。この計画には村の将来が懸かってるんだからな」

「大丈夫、大丈夫。この計画を実行するまで何年かかったと思っとるんだ。こんなとこで、失敗なんかするはずがねえ」

「もし、わし以外の警察が来て介蔵じいさんのことを聞かれても、何にも話すんじゃねえぞ。何にも知らないことにしておくんだ。後は鬼の猛介がうまいことごまかしておいてやるから」

牛ノ尻巡査は念を押すようにそう言うと公民館から出ていこうとした。

「おい、どこ行くんだ？」

「警察の仕事さ。ヤツらがよけいなもん見つけないよう見張ってないといかんからな」

牛ノ尻巡査を見送った二人はまだ公民館の椅子に座っていた。二人はまだどこか不安そうである。二人はお互い何もしゃべらずにただ座っている。しかし、考えていることは二人とも同じ。介蔵じいさんと梅子ばあさんの身に起こったことと同じことが自分たちにも起こるんじゃないか、ということだった。二人は黙ってタバコに火をつけた。禁煙のはずの公民館は皮肉なことにタバコをいくら吸っても注意する人間すらいない。

　公民館を出た牛ノ尻巡査も内心は心配していた。介蔵じいさんの死は事故によるものなどではない。何かが起きたのだ。森の悪魔？いや違う。そんなことはあるはずがない。牛ノ尻巡査は努めて森での失踪事件のことは考えないようにした。いまはなんとしても計画を進めなくてはいけないのである。

　公民館の駐車場に止めてある車に乗り込むまで冷静になろうと必死だった牛ノ尻巡査は、公民館の裏山のてっぺんからサルの群が彼を見ていたことには気付かなかった。

		
			6 高原村、観光名所の売店
		

		「マダム、高原ソフトクリーム一つ。ミルクとラズベリー、ミックスで」

モルダアが妙に気取って注文している。

「あら、あんたもテレビに出てるひとかね？」

「違いますよ。ボクはＦＢｌの優秀な捜査官です」

「えふびる？なんだいそりゃ？まあ何でもいいや。あんたスーツなんか着てるからテレビの人かと思ったよ。さっきなあ、何とかっていうニュース番組の何とかって有名なリポーターが来てなあ。サインくれって頼んだのに、断られちゃったのよ。ホントにテレビじゃあいい人なのになあ。あんな無愛想だとは驚いちまったよ」

「何とかじゃ、解りませんよ」

「それにしても、恐ろしい事件だったなあ。あの介蔵のあんちゃんがなあ」

「介蔵さんのことを知っているんですか？マダム」

モルダアは一応聞き込みをしているらしい。

「そりゃあ、知ってるさ」

売店のおばちゃんがモルダアにミルクとラズベリーミックスのソフトクリームを渡してから話し始めた。

「介蔵のあんちゃんはわたしより十も年上なんだけどなあ、昔はよく一緒に遊んだもんさ。まあ、こんな小さい村じゃ子供はみんな友達みたいなもんだから、介蔵のあんちゃんが特にわたしを可愛がってくれてたわけでもないんだけどな。そんでも、毎日山登ったり、川で泳いだり、よく遊んだもんだ。でもな、わたしが小学校の上級生になったぐらいかな。介蔵のあんちゃんが急に遊んでくれんようになってな。家にこもりっきりになったみたいな感じだったわなあ。ご両親の話では人が変わっちまったように勉強してるってことだったよ。これは、後で知ったことなんだけどな。ちょうどそのあたりがあの失踪事件の頃だったんよ。あんた知ってるだろ、失踪事件」

売店のおばちゃんはモルダアの答えも聞かずに後を続ける。

「それからというもの、身体が丈夫なだけが取り得でほかはまるっきり駄目だった介蔵のあんちゃんがな、村一番の優等生になっちまったのよ。わたしは一度介蔵のあんちゃんに聞いたことがあんだけどなあ、介蔵のあんちゃんは偉い学者さんになって、世界をびっくりさせるような発明をするんだとか言ってたよ。でも、結局学者さんにはならずに、牧場やることになったんだけどねえ。何でも、それが猛介のあんちゃんが裏でいろいろやってたらしいよ。猛介のあんちゃんは、介蔵のあんちゃんが学者になることに何故か反対しててね、無理矢理介蔵のあんちゃんと梅子さんを結婚させて、介蔵のあんちゃんが牧場主になるようにしむけたらしいよ。それでも、介蔵のあんちゃんは学者になることは諦めなかったみたいでねえ。梅子さんから聞いたんだけど、つい最近までなんだかすごいことを研究していたみたいだよ。この村の全員が大金持ちになれるかも知れないって、言ってたのにねえ。ホント、死んじまってがっかりだよ」

「へえ、そうなんですか。ところでマダム・・・」

モルダアの手からソフトクリームがカップだけ残して落ちていった。おばちゃんの話が長くてソフトクリームが溶けてしまったらしい。

「あらいやだよ。あんた、早く食べないからせっかくの高原ソフトが台無しじゃないか」

「すいいません、マダム。ところで、猛介のあんちゃんって誰ですか？」

「あんた、猛介のあんちゃん知らないのかい？高原署の鬼の猛介だよ」

鬼の猛介と聞いてモルダアはピンと来た。あの警察官に違いない。モルダアを怒鳴りつけ、そして失踪事件の写真にも写っていたあの警察官。鬼のという肩書きのつくやつはすぐに人を怒鳴りつけやがるんだ。それにしても、鬼の猛介はちょっと気になる存在だなあ。モルダアの「少女的第六感」が働き始めた。しかし、モルダア自身あの怖い警察官はちょっと苦手であった。

「マダム、猛介さんはどうして介蔵さんを学者にさせたがらなかったんでしょうか？」

「さあねえ。あの失踪事件があってからあの五人はどっかおかしな感じだったからねえ。村のもんはみんな森の悪魔に取り憑かれたなんて言って馬鹿にしてたけどねえ。この村じゃあ、昔から森に悪魔がいるって言い伝えがあってなあ・・・。ほら、これ新しいソフトクリーム。ミルクが切れちゃったからワサビとラズベリーのミックスだよ」

ワサビとラズベリーとはなんだかいやなミックスであったが、モルダアはおばちゃんの親切心を踏みにじってはいけないと思い笑顔で受け取った。

「ありがとう、マダム。それに、貴重な話も聞かせてくれて。それじゃあ、マダムごきげんよう」

「おい、こら、泥棒！待ちなさいよ。ちゃんと二個分の代金払っていきなよ」

なんだ、サービスじゃなかったのか。

		
			7 タバコの煙たちこめる公民館の一室
		

		「わしは心配だよ。やっぱり計画は中止にすべきなんじゃないか」

「何言ってんだよ。いまさら止めてどうすんだい。わしらの人生の半分を賭けてやってきたことじゃないか。まあ、介蔵さんは気の毒だったなあ。あいつがいなきゃ、この計画は実現不可能だったんじゃから。それにしても、不思議な話だよなあ。わしはあのときの事がいまだに信じられんよ。わしらの目の前で介蔵さんの脳みそが半分、別の脳みそと・・・」

「おい！その話はするんじゃねえよ。誰かに聞かれたらどうする」

さっき牛ノ尻巡査と別れた二人はまだ公民館の部屋にいた。二人ともここに居たいわけではなかった。しかし、二人はなるべく外には行きたくなかった。どこにいても不安なことには変わりはないのだが、なるべく人目に付かないところに居たかっただけである。二人はまたしばらく黙っていた。この廃墟のような公民館に重苦しい空気が流れる。

「猛介さんかい？」

一人が何かの気配を感じてドアの外に向かって声を上げた。

「誰もいやしないよ。猛介の仕事は夜中まであるんだ」

「そんなことはない。外に誰か居るんだ。物音が聞こえたんだ」

本当は二人とも物音を聞いていた。聞いたとしてもそれが空耳か風の音だと思いたかったのだ。ただ、思えたとしても、現実は変わらない。物音は少しずつ二人のいる部屋に近づいてきている。二人はほとんど同時につばを飲み込んだ。

「誰かいるのか！」

一人が大声で怒鳴った。外からは何も聞こえてこない。静けさが戻った。この不気味なほどの静けさが何よりも二人を安心させた。

「何だ、誰もいないよ。風のいたずらってやつだよ」

落ち着いた二人はまたタバコに手をのばし、火を点けようとした。ちょうどそのとき、部屋のドアが静かに開いた。二人は飛び上がった。ただ立ち上がっただけなのだが、あわてた二人はお互いが飛び上がったように見えたに違いない。

　ドアのところに、何かが立っている。廊下の窓から差し込む西日でその顔はほとんど影になっていたが、それが人間の影の形ではないことは誰にでも解った。

「悪魔だ・・・」

一人がほとんど声にならない声でつぶやいた。ドアのところの影が静かに部屋の中へと入って来た。それが近づくにつれて、次第に容姿が明らかになっていく。それは悪魔と言うよりも、モンスターといった方が良さそうな生き物である。体中が灰色の毛に覆われている。皮膚が見えているのは顔の部分だけである。外見はまるでニホンザルそっくりなのだか、体長は二人よりも目線一つ分ぐらい大きい。そして、まるで人のようにきれいな姿勢で二足歩行をしている。それ以上に人のようなのがその顔である。皮膚の色が赤いことをのぞけばそれはまるっきり人間の顔そのもの。澄んだ、黒い目で二人をまっすぐに見つめている。その顔は何か薄気味の悪い笑みを浮かべているようにも見える。

　このモンスターに見つめられた二人はただカタカタと音を立ててふるえていた。口を動かして何かを言おうとしているが、音が出てこない。モンスターの手に握られたものを見てそいつが何をしようとしているか解ったからだ。

　モンスターが静かに右手を挙げると手にしていた銃を二人の胸めがけて撃ち込んだ。胸に一発ずつ。二人ともほとんど同じ場所を撃たれた。見事な腕前！と感心している場合ではない。二人はばたりと倒れるとそのまま動かなかった。モンスターは持っていた銃を二人の前に投げ捨てて、その場を去った。

　公民館を出て、裏山へ去っていくモンスターの後にサルの群が続いた。

		
			8 高原署
		

		　田んぼの畦道で見つかった牛の解剖を終えたスケアリーは廊下でモルダアの姿を見つけた。窓の外を眺めて何か考えているようである。

「ちょいとモルダア、いままで何をしていらしたの？」

モルダアはスケアリーを見てキャッと情けない悲鳴を上げた。スケアリーは牛の解剖を終えたばかりで白衣は血だらけだった。

「なんだよそれ。キミ血だらけだぞ」

「当たり前ですわ。それより、あなたのそれは何ですの」

スケアリーの視線はモルダアのワイシャツに向けられている。ワイシャツにはソフトクリームをこぼしたシミが沢山ついている。

「これは・・・いや、なんでもない」

危うく一人でソフトクリームを食べたことを話してしまうところだった。

「ウシさんの解剖はとっても大変でしたのよ。それから、介蔵さんの解剖もしましたのよ。なんだかとってもエキサイティングな解剖でしたわ」

「キミは何でも解剖するんだねえ」

「あたくしは無免許ですから。無免許に限界はありませんのよ」

「？？？」

「介蔵さんの遺体、ご覧になります？まだ縫い合わせてないからいろんなところが見えますわよ」

「いやあ、今日のところは遠慮しておくよ。それより、何か解ったのかい？」

「あなたに、お伝えする事は沢山ありますわよ」

スケアリーは血まみれのゴム手袋をモルダアのほうに差し出した。モルダアはまた悲鳴を上げてのけ反った。それを見てスケアリーはなんだか嬉しそうである。スケアリーは早くもモルダアの弱点を発見したようだ。

「それじゃあ何からお話しいたしましょうか？」

「何でもいいから、重要なことからお話ししてくれないか」

「それじゃあ、お話しして差し上げますわ。まず一つ目は、介蔵さんはなかなかいい体をしていましたのよ。なんだか切り刻んでしまうのがもったいなかったんですのよ」

「それで？」

「それだけですわ」

「それだけって、そんなことが一番重要なのか？」

「あら、あたくしには重要なことですわ。それじゃあ二つ目は、介蔵さんの頭蓋骨に小さな穴があいていましたのよ。肉眼ではほとんど見えないくらいの小さな穴でしたわ。過去の記録を見ても介蔵さんには特に病歴もありませんし、怪我をして治療をした記録もありませんでしたわ」

「それこそ重要な事じゃないか。それで、キミの意見ではその穴は何なんだ？」

「あたくしの意見では、その穴は小さな穴ですわ」

「？？？」

「それから、ウシさんのほうですけど・・・」

「ちょっとまて！小さな穴とはどういう事だ？キミはただ遺体をバラバラにしただけでなんにも考えていなかったのか？」

「まあ、なんて事をおっしゃるの。あたくしは普通の人では気がつかないような小さな穴を見つけたんですのよ。それだけでも大変なことなんですのよ。何でしたら、あなたがもう一度遺体を調べてみてはいかが？」

「それは、ちょっと、無理だけど・・・」

モルダアが小さくなっていく。

「こんな事は考えられないかな。その小さな穴から介蔵さんの脳に何らかの処置を施した可能性はないかな」

「さっきも言ったように、介蔵さんには頭部への外科手術の記録はございませんのよ。それにあんな小さな穴から脳の手術をするなんて不可能ですわ」

「地球上の技術ではね」

「あらいやだ。またそんなこと言って」

「介蔵さんの脳は調べたのか？」

「まあ、ざっとは調べましたわ」

「もっと詳しく調べてみてくれないか。きっと何かがあるはずだ」

「あなた、またあたくしに命令して。何様のおつもりですの？まあ、いいですわ。そのうち調べて差し上げますわ」

そのうちじゃ困る。モルダアは言いたかったがスケアリーの機嫌が悪くなっている事に気付いていたから止めることにした。きっとこの女は怒るとすごく怖いに決まっている。

「それから、あなたに頼まれていた毛の分析結果が出ましたわ。あのフォークについていた毛は人間のものではないそうですわ。DNAを調べた結果 Macaca Fuscataに近い動物のものらしいいんですの」

「真っ赤っか？なんだって？」

「 Macaca Fuscataですわ。日本名はニホンザルと言うらしいわ」

「言うらしいわ、って。始めっからニホンザルって言ってくれよ。それよりも今、近いって言ってたよね。つまり、ニホンザルではないということなの？」

「そういうことになりますわ」

「じゃあ、なに？日本にサルは他にいないからねえ。新種のサルかなあ」

スケアリーは困った顔をしている。彼らは今、未知の生物の存在を示す証拠を手にしている。しかし、それを認めてしまったら、モルダアを喜ばせるだけである。スケアリーの困った顔を見たモルダアはすでに何かを感じていたようだ。モルダアの頭の中はドクター・ムスタファが宇宙人の技術で作り出した謎の生物の事でいっぱいである。

「それよりもモルダア。あなたは何をしていらしたの？ソフトクリームを食べていただけ、なんておっしゃったら承知いたしませんわよ」

やばい、ばれている。でも大丈夫。モルダアはちゃんと事件の手がかりを手に入れていた。ポケットから何かのパンフレットを取り出してスケアリーに手渡した。そのパンフレットにはこう書かれている。「高原村高原ファミリー・ランド＆高原ファミリー・シー」-----大規模なレジャー施設を作る予定らしい。

「これは例の失踪事件の五人の家を回ってるときに見つけたんだ。書斎の引き出しの奥の方に厳重にしまわれていたんだよ」

「あなた、令状もなくてよくそんなことが出来ましたわね」

「えっ、令状なんかいるの？家に行ったら誰もいなかったから勝手に入って探して来ちゃったよ。それじゃあ、これを見つけたことは内緒ね。それよりも、おかしいと思わない？」

「何がですの？」

「このレジャーランド、例の五人が作ろうとしてたものらしいんだ。ボクはある人から介蔵さんたちが何かを計画していると聞いていたけど、レジャーランドとは驚きだねえ」

「よろしいと思いますわよ。あたくし遊園地は大好きですから」

「それはいいんだけどね。これだけの施設を作る金がどこにあると思う？この村にあるお金、全部出しても半分も作れないはずだよ。それなのにこんな計画を立てるということは、彼らには大金を手に入れる手段があったということだよ」

「どんな手段かしら？」

「彼らが身につけた技術をどこかの政府とかテロリストとかに売るんだよ。考えられなくはないねえ」

「まあ！」

スケアリーは驚いたのか、それともあきれたのか、よく解らない。

「そういえばさっき、牛のこといおうとしてなかった？」

「そうですわ、忘れるところでしたわ。牛の背中にこんなものが埋め込まれていたんですのよ」

スケアリーは透明のプラスチック製のケースをモルダアに見せた。中には小さな金属の固まりが入っている。

「このスポーツカーの形をした金属は、ボクにはグリコのおまけに見えるけど」

「この金属は地球上には存在しないものよ」

「ということは地域限定グリコってことか？！」

「そいうことね、モルダア」

		
			9
		

		「スケアリー、ボクはこれから森へ行ってみようと思ってる」

「あら、そうですの？それじゃあ、あたくしは旅館に帰って温泉にはいることにいたしますわ」

「あれ、なんだ。キミは来ないのか？」

「あたくしは森へなんか行きませんわ。大事なお洋服が汚れてしまいますから」

こういう仕事に大事なお洋服なんか着てくるな！モルダアは頭の中で怒鳴ってみた。ちょっと虚しい。しかし、困ったことになった。モルダアはてっきりスケアリーが一緒に来るものだと思っていたが、一人で森へ行くのは怖い。もう陽はほとんど暮れている。今さらスケアリーに頼む訳にもいかないし・・・。モルダアは考えていた。「ボクの天才的直感はボクに森へ行けと命令しているが、これは正しい事なのか？もしかすると森へ行ってもなんにもなくて無駄足に終わるかも知れない。それだったらわざわざ森になんて行かなくても・・・いやいや、駄目だ。ボクは優秀な捜査官。ボクの直感が間違っているはずはない。でもどうしよう。きっと森は危険でいっぱいに違いない。そうだ、あのニコラス刑事を連れて行けば・・・。それは駄目だ。ボクはああいうタイプの人間は好きじゃない。悔しいがあいつは二枚目だ。女たちはいつだってあんな感じの男とつきあいたいと願うんだ。その願いが叶わなかったときの妥協として、僕等がいるんだ。全くやりきれないな。ボクはマイホームの代わりの自動車。フランス料理の代わりのファミレス。メロンの代わりの柿。でもボクには解ってるぜ。きれいな身なりをして、出来る男を気取っているみたいだけど、どうせどっかでへまをやらかしてこんな田舎に左遷されたに違いない。一流なのは顔だけで後は全部三流なのさ」

モルダアが、どうしてニコラス刑事と一緒に森に行きたがらないかよく解らないが、まあ毛嫌いというやつだろう。モルダアは一人で森へ行くことにした。

		
			10 悪魔の住む森
		

		　モルダアが森に着いた頃にはもうすっかり日が暮れていた。そこは森というより小さな山といった方が良さそうなところである。この地域が山間にあるので、そこら中が森のようであるし、山のようでもある。山に見えても住人が森と言えばそれは森なのである。森の入り口でモルダアはちょっと尻込みをしている。夕方から吹き始めた強い風が森の木々を揺り動かしている。森の外から見るとまるで森全体が一つの巨大な生き物のように見えた。モルダアは手足が震え出さないように一つ大きく息をして歩き始めた。森の中へ入ったモルダアは以外と落ち着いていることに自分でも驚いた。暗い森の中を懐中電灯の明かりを頼りに奥へと進んでいく。しかし、モルダアはどこへ行けばいいのか解っているのだろうか？多分解っていない。本当は怖がっているのかも知れない。怖くてそんなことは気にしていられないのだろう。

　モルダアの恐怖感は森の中を歩き回った疲労のためか、次第に薄らいでいった。モルダアが時計を見るともう、森に入ってから一時間がたっている。「そろそろ、何かが出てきてもいい頃だけど」そう思って、モルダアは立ち止まって辺りを見回してみた。この先をさらに進むともうすぐ森から出てしまいそうな感じである。右側は木が生い茂っていてとても入っていけそうにない。左はほとんど崖のような急な斜面が下っている。「やっぱり何も無いのかな」モルダアは引き返そうとしたが、思いとどまった。そして、崖のすれすれまで慎重に進んで下をのぞいてみた。やはり彼の「少女的第六感」は本物なのだろうか。モルダアは崖の下に動くものを発見した。

「恐怖の人間サルだ！」モルダアの目に映ったのは全身毛むくじゃらの生物。介蔵じいさんとあの二人を殺した森の悪魔である。モルダアは自分の説を裏付ける未知の生物の発見にかなり興奮しているようだった。それにモルダアは「恐怖の人間サル」という名前まで考えていたらしい。それにしても、他にもっといい名前があるはず。イエティ、野人、恐怖の人間サル。どう考えても恐怖の人間サルではおかしい。これでは森の悪魔がかわいそうだ。

　モルダアは双眼鏡を取り出して、崖の下を覗いた。真っ暗で何にも見えない。「くそ、このバカ双眼鏡め！」モルダアは双眼鏡を振ってからもう一度覗いた。振って見えるようになる訳はないのだが、人は夢中になるとよく解らない行動をするようである。モルダアは双眼鏡を諦めて、肉眼で下の様子を見ることにした。このとき後ろから人影が近づいていることにモルダアは全く気付いていなかった。

　崖の下では恐怖の人間サルが、ニホンザルの群を操って何かの作業をしている。どうやら下には洞窟の入り口があって、サルたちはそこに何かを運び込んでいるらしい。恐怖の人間サルは身振りでサルたちに指示を出していたが、驚いたことに時々人間の言葉を使った。もちろんサルたちが人間の言葉を聞いて行動するわけではない。それはどちらかというと恐怖の人間サルの独り言に近いものだった。恐怖の人間サルはサルたちの様子を見ながら「早くしろ」とか「もたもたするな」とか言っているのである。恐怖の人間サルはほとんど人間と変わらない思考をするようだ。

　モルダアは崖の上で腹這いになって下を覗いている。先ほど彼に近づいてきた人影はモルダアから少し離れた木の後ろでモルダアの様子をうかがっている。モルダアは下がよく見えないためか、崖から身を乗り出しては落ちそうになって、少し戻るといったようなことを繰り返していた。

　やがてサルたちの仕事が終わると、恐怖の人間サルを先頭にサルたちは洞窟の中へと消えていった。これを見たモルダア、どうするのかと思ったら、どうやら洞窟の中に入ろうと決心したようだった。モルダアは時々男らしい。しかし、そんなときに限ってうまくいかない。モルダアが立ち上がったときだった。

「動くな！この変態野郎！」

モルダアのすぐ後ろに警察官が立っている。モルダアは驚いて両手を上げてしまってから後悔した。「しまった、こういう時は手帳を取り出して、エージェントだ！って言うんだった」

まあ、そんなことを言っても効果はないと思うが。

「おまえだな、覗きをしてたのは」

「へっ？」

「へっ、じゃない。さっき旅館から露天風呂を覗いてるヤツがいるって通報があったんだ」

モルダアが崖の下ではなくもう少し上の方を見ると、旅館の明かりが見えた。

「あれ、なんだ。ここは旅館のすぐ裏だったのか。ボクはここまで来るのに一時間も歩いちゃいましたよ」

「とぼけようったって駄目だぞ。ちょっと一緒に署まで来い」

「何言ってるんですか。犯人が見つかったんですよ。今すぐ下の洞窟に行かないと。あなたは重大なミスを犯すことになりますよ」

「犯人なら今捕まえたよ。私の任務は覗きの犯人を捕まえることなんだからな」

「ボクは覗きなんかしてませんよ。殺人事件の捜査ですよ」

「旅館の裏で双眼鏡持って殺人事件の捜査とは、大した嘘をつくもんだ。いいから、一緒に来い！」

警察官がモルダアの腕をつかんでねじり上げた。モルダアはアヒャヒャヒャヒャ、とよく解らない悲鳴を上げていたが、そのまま警察官に引っ張られて、パトカーのところまで連れて行かれ、高原署へ向かうことになった。

		
			11 再び高原署
		

		　両脇を警察官に抱えられて高原署に入ってきたモルダアは入り口のところで勤務を終えて帰宅する牛ノ尻巡査とすれ違った。牛ノ尻巡査はモルダアの方を見ながら近くにいた若い警官に聞いた。

「あいつ森にいたのか？」

「ええ、覗きの犯人がやっと捕まりましたよ。捕まえたときには殺人犯を見つけたなんて嘘を言ってたらしいですよ。まったく、ああいうふうにだけはなりたくないですよねえ」

牛ノ尻巡査はこれを聞いて少し顔をこわばらせたが、そのまま黙って外へ出ていった。

　取調室ではモルダアが事情を説明するのに苦労していた。恐怖の人間サルの話など誰も信じてはくれない。取調室の外では精神科の医者を呼ぶべきかどうかが真剣に話し合われていた。

「だから、さっきから言ってるように恐怖の人間サルがいたんですよ。今すぐ行って調べてくださいよ」

「解ったよ。明日調べてきてやるから」

「明日じゃ駄目ですよ。今行かないとヤツらはどこかに行っちゃうかも知れない」

「ヤツらっていうのはキミの覗き仲間のことか？」

「違いますって。サルの群れとその親分の恐怖の人間・・・」

そこへスケアリーとニコラス刑事が入って来た。「最悪だ」モルダアが誰にも聞こえないようにつぶやいた。ニコラス刑事のヤツは心配そうな顔をしているが、絶対に心の中で笑ってるんだ。ボクが天才的頭脳を使ってもう少しで犯人を捕まえられるというところまで漕ぎ着けたのに、このニコラス刑事の野郎が台無しにするんだ。モルダアはほとんど泣きそうである。

「何してたんですか、モルダアさん。まさかホントに・・・」

ニコラス刑事が先に言いかけたが、すぐにスケアリーに邪魔された。

「ちょいとモルダア！あなたがあたくしの事に興味があって、あたくしのゴージャスなボディーをご覧になりたいのは解りますけど、覗きなんていうのは卑怯じゃあありませんこと？見たければ見たいとはっきりおっしゃってくれればいいんですのよ」

「キミは僕が見たいと言ったら見せてくれるのか？」

スケアリーは否定する代わりにモルダアにパンチを浴びせた。モルダアは驚いて言葉が出てこない。

「スケアリーさん、それはやりすぎですよ。モルダアさんが犯人と決まったわけではないんですから」

「あら、失礼いたしましたわ。あたくし、取調室の容疑者を見るとつい暴力を振るいたくなってしまうんですのよ。ウフフッ。ダーティーハリーならぬダーティースケアリーってとこですわ。ウフフフッ」

「モルダアさん、いったい森で何をしていたんですか？」

「捜査に決まっているじゃないか。スケアリー、ボクはヤツを見つけたんだ。恐怖の人間サルを」

「恐怖の人間サル？」

二人が同時に聞き返した。

「例の毛の持ち主だよスケアリー」

スケアリーは何のことだか解ったがニコラス刑事は何がなんだか解らない。モルダアは介蔵じいさん殺害現場で見つけた毛のことをニコラス刑事に説明した。

「本当ですか？スケアリーさん」

どうしてスケアリーに聞くんだ？ボクが信じられないって言うのか？どうやらモルダアはニコラスが何をしようと気に入らないらしい。すべてはモルダアの思いこみなのだが。

「本当ですわ。ニコラス様」

ニコラス刑事は頭を抱えている。モルダアはちょっと得意になっている。

「ボクの考えでは少なくともあと３人の命がねらわれていると思うね。犯人はこの村で起きた失踪事件の関係者を狙っているはずだよ」

「どうしてそんなことが言えますの？」

「黒幕がどこの組織の人間かは解らないけど、いずれにしろあの五人が手に入れた技術が外に漏れることは望んでいないはずさ」

「その技術って言うのは何なんですか？」

ニコラス刑事は半信半疑ながらも興味を示したようだ。

「介蔵さんの家に行って搾乳機やトラクターを調べてみれば解るよ、ニコラス刑事さん」

それを聞いてニコラス刑事は渋い表情になった。実は介蔵じいさんの家は先ほど何者かの手によって放火され、家にあったものはほとんどが灰になってしまったのである。

「うーん、困ったなあ・・・」

ニコラス刑事を困らせてモルダアはかなり元気を取り戻していた。しかし、放火とはどういう事だ？謎の組織の仕業か？モルダアも少し困ってしまった。そのとき取調室のドアが開いてニコラス刑事が呼び出された。何か事件があったようだ。ニコラス刑事と一緒にスケアリーも部屋を出ていく。「おい、キミのパートナーはそいつじゃなくてボクだぞ！」モルダアはまた少し落ち込む。

　しばらくして、スケアリーだけが戻ってきた。

「モルダア、二人が遺体で発見されたようですわ」

「やっぱり、ボクの言ったとおりじゃないか」

モルダアがすっと立ち上がって目を輝かせた。

「それでどんな状況なんだ？」

「今、ニコラス刑事様が現場に向かっていらっしゃるわ。それからあなたはもうここを出てもいいそうですわよ。覗きの件は日を改めて取り調べをするらしいですわよ」

あれだけ説明してもまだモルダアの容疑は晴れていないようだ。

「ところでモルダア。二人ってどなたなの？お名前はなんとおっしゃるの？」

「まあ、それはいいじゃないか。きっと牛という字がつく名前だよ。そんなことより、ボクはもう一度あの森へ行って来るよ」

「そうですの。それではあたくしはステキなニコラス様のところへ行ってまいりますわ」

また一人だ。まあいいか。犯人はそっちにはもういない。森の洞窟に潜んでいるんだ。

		
			12 公民館
		

		　二人の遺体はほとんど同じ格好で部屋の壁に寄りかかるようにして並んでいる。二人とも目を開けたまま死んでいる。森の悪魔に銃を向けられたときの表情がそのまま凍り付いてしまったようだ。遺体の周りには先に到着した警官が数人いたが、この異常な事態に何をすればいいのか解らないといった感じである。

　ニコラス刑事とスケアリーが到着した。二人が部屋に入ってくるのを見た警官の一人が彼に近寄ってきた。

「刑事、大変なことになりましたよ」

警官は内緒話でもするように小さな声で言った。

「どうしたんだ？」

「それがですねえ・・・」

警官はスケアリーの方を見て言うのを止めた。部外者には聞かれたくないと言った感じである。

「この人なら大丈夫だ。ＦＢｌのスケアリー特別捜査官だ。我々に協力してくれているんだ」

スケアリーは得意げな顔をしている。警官はまだ信用できないといった目つきでスケアリーを見ていたが、仕方なく先を続けることにした。

「二人の被害者は銃で撃たれているんですが、それが・・・」

「それが、何だ？はっきり言いたまえ緊急事態なんだぞ！」

ニコラス刑事の厳しい態度にスケアリーは思った。「すてき・・・」

警官は思いきってニコラス刑事に続きを話した。

「二人を撃った銃は警察で使われている銃です。もっと厳密に言うと牛ノ尻巡査の銃だったんです」

「何だって？牛ノ尻巡査の銃！？」

ニコラス刑事は混乱した。モルダアの言うことが正しいのなら牛ノ尻巡査は命を狙われているはずである。それが何故、彼が殺す側の人間になるんだ？

「キミ、牛ノ尻巡査に連絡は取ったのか？」

「ええ、さっきから電話していますけど出ません。まあ、当たり前ですかね。えへへ」

警官はニコラス刑事の質問に気楽な感じで答えている。ニコラス刑事は明らかにいらだっている。この二人の死亡推定時刻と牛ノ尻巡査が外出していた時間はほぼ一致する。ただし、それだけで牛ノ尻巡査を犯人と決めつけるわけにはいかない。

「ああ、そういえば・・・」

さっきの警官が何かを思いだしたようだ。

「さっき、牛ノ尻巡査が帰宅するときボクはちょうど署の出入り口のところにいたんですよ。 あの何とかいう捜査官が覗きで捕まった時ですよ。牛ノ尻巡査が署を出てしばらくして、また外を見たら牛ノ尻巡査の車はいつもと違う方に走っていたみたいでしたよ。暗くて良くわかんなかったけど、あれはおそらく牛ノ尻巡査の車でしたよ」

「まあ、きっと逃げるおつもりなんですわ。早く追っ手を！」

「あの道を行っても遠くには逃げられません。森に突き当たって行き止まりですよ。でも何でまた森になんて行くんだろう。もしかして牛ノ尻巡査も覗きをするんじゃないか」

「キミは天才だよ」

ニコラス刑事はお気楽な巡査に向かってつぶやいた。

「スケアリーさん、ボクは森にいくよ。あそこにはきっと何かがある」

ニコラス刑事は颯爽と部屋を後にした。彼はスケアリーもついてくるものだと思ったが、彼女は来ていなかった。やはり服は汚したくないらしい。

「それじゃあ、あたくしはもう一度温泉にでも入りましょうかしら」

		
			13 森
		

		　モルダアは再び森の中を一時間近く歩き続けていた。恐怖の人間サルを目撃した場所へは旅館の裏から行けばすぐなのに、何故か一度目と同じ道のりを歩いている。こうして息を切らして森の中を歩いた方が臨場感が出る、というのが理由のようだ。モルダアは恐怖の人間サルを見つけた場所の近くまで来た。ここから上に進めば崖の上。下に行けば洞窟の入り口へ行けるに違いない。ここで、モルダアは尻込みをしている。よく解らない自信と勢いだけでここまで来てしまったけど、本当に一人で行って大丈夫なのだろうか。モルダアは銃など持っていないし、護身術を身につけているわけでもない。そんな人間が恐怖の人間サルが潜んでいる洞窟に入っていって無事でいられるはずがない。「まあ、いいさ。いざとなったら道を間違えたとか言ってごまかせばいいんだ」そんな言い訳が通じるはずはないのだが、モルダアの「少女的第六感」がモルダアの足を前に進ませるのだから仕方がない。

　洞窟の入り口の方向は周りよりも暗く感じられた。木の生え方が他とは少し違うようだ。外から見てここに洞窟があると気付かれないようになっているのかも知れない。立ち止まって見ると木々が巧いこと視界をふさいで遠くまで見通せないようになっている。「なるほど、よくできているもんだ。それにさっきの崖に上からだって、普通の人ならまず始めに旅館の明かりに目がいく。それから露天風呂。下に洞窟があるなんて絶対に気付かないな」モルダアは一人でブツブツ言っている。こうすることによって何とか自分を落ち着かせようとしているのかも知れない。でも、そんなことをしたところで迫り来る危険からは逃れることは出来ない。

　モルダアの目の前の大木の後ろから突然、大きな影が飛び出してきた。「あっ、恐怖の・・・」モルダアが名前を言い切る前にその影はモルダアに襲いかかってきた。怪物に体当たりされたモルダアは簡単に突き飛ばされて落ち葉の上に背中から落ちた。次の瞬間、怪物はすでにモルダアに馬乗りになっていた。モルダアは暗闇の中で怪物の目がぎらぎら輝いているのを見て、何かに気付いたようだった。ただ、今はそんなことを考えている場合ではない。怪物は両手でモルダアの首をしめ始めた。

「悪いがな、おまえさんは知りすぎた。こうするしかないんだ。かんべんしろよ」

モルダアは意識が遠のく中で怪物がこう言ったのを聞いた。モルダアの視界が次第に狭くなっていく。優秀な捜査官、こんなところで最期を迎えてしまうのか。いやいや、そんなはずはない。森の中に一発の銃声が響いて、怪物はどさりと倒れ込んだ。モルダアはその隣にうずくまってむせかえっている。

「大丈夫ですか、モルダアさん」

ニコラス刑事だ。

「モルダアさんの言うことを信じて来てみたんですが、危ないところでした」

ニコラス刑事はいい人だ。命の恩人だ。モルダアはニコラス刑事に抱きつきたい気持ちをこらえるのに必死だった。優秀な捜査官は命の危機にも動じてはいけないのだ。決して抱きついたりなどしてはいけない。

「これが例の恐怖の人間サルですか？」

モルダアが黙っているのでニコラス刑事が聞いた。

「いや、これは違うよ」

モルダアが倒れている怪物の首のところをつかんで皮を剥いだ。中からは牛ノ尻巡査の顔が出てきた。この怪物は着ぐるみを着た牛ノ尻巡査だったのである。

「なんて事だ。それじゃあ、今回の事件は全部牛ノ尻巡査の犯行だったのか？」

「いや、そんなはずはないよ。ニコラスさん。この着ぐるみは・・・」

そこまで言うとモルダアは坂の上に動くものを見つめて固まってしまった。ニコラス刑事がその方向を見るとそこにはもう一体の怪物の姿があった。二人がその存在に気付くと怪物は逃げ出した

「まだいたのか。おい待ちやがれ！」

ニコラス刑事は銃を抜いて怪物を追った。モルダアも後に続こうとして、腰を少し浮かせた。ところが、牛ノ尻巡査の毛むくじゃらの腕が素早く動いてモルダアの胸ぐらをつかんだ。

「きゃあ、助けて！」

モルダアは叫ぼうとしたが、声が裏返ってしゃっくりのような音しかしなかった。

「安心しろ。もう、あんたを殺そうとはしない」

牛ノ尻巡査が苦しそうに言った。モルダアはこの苦しそうな喋り方が演劇じみててやだなあと思ったが、本当に苦しいのならまあいいか、とも思った。いずれにしろ、こんな時に思うことではない。

「ヤツらはわしらより何枚もうわてじゃった。わしらで何とか出来ると思ったのが間違いだったんだ。若いの、おまえさんは真実を知りたいんじゃろう？だがなあ、世の中には知ってはいけないこともあるんじゃよ」

「それは、失踪事件と関係があることですか？」

「そこまで、知っていたか。仕方がない。おまえさんには本当のことを話すとしよう。わしはおまえさんを殺そうとした。これがせめてもの償いじゃ」

モルダアはそんな償いよりももっといいものをもらいたかったが、死にそうな男からそんなものはもらえないだろう。仕方がないので話を聞くことにした。

「すべての始まりはあの事件じゃった。わしら五人はこの森にキャンプに来たんじゃ。もちろんそのときはここにヤツらがいることは少しも知らなかった。新聞には道に迷ったと書いてあったがな、あれは嘘じゃ。わしらが子供の頃から遊んでるこの森で迷子になるわけがねえ。わしらは一晩キャンプをして帰る予定じゃった。そんな事はわしらには普通の遊びじゃった。ところがあの晩だけは妙な胸騒ぎがしてなあ。悪い予感は的中じゃった。夜中に目を覚ますとわしらは突然光に包まれたんじゃ。そして気がつくとわしらは見たこともねえ場所にいた。そこは広い部屋だった。そこには窓も電球もないのに昼間みたいに明るいんじゃ。わしの横では他の四人もわしと同じように不思議そうな顔をして辺りを見回していたんじゃ。

　わしらは何日もその部屋に閉じこめられていた。そこへ、あの男がやってきた。男と言ってもあれは人間ではないかもしれんがな。そいつは我々を連れてその建物の中を案内したんじゃ。その中はどこも最初にいた部屋と同じで明るかった。男はそこで様々な実験をしているということをわしらに説明した。しかし、どうしてわしらがそこに連れて行かれたかについてはなにも言わなかった。でも、わしらもバカではない。その男が何を企んでいるかはそのうち解ってきた。わしらは建物の中で他の人間たちも見た。人間と言うより、人間だったものたちといった方が正確じゃな。そこでは人体実験が行われていて、人間を何か別のものに変えようとしているらしかった。そして、わしらは気付いた。そのうちわしらも実験の材料にされるのだということをな。

　そうと知って、わしらは取引をした。その建物の中ではいつも肉を焼くにおいがしていた。わしらにはそれがすぐ牛肉を焼いている肉だと解った。あの男は焼き肉が好きに違いない。そこで、わしらは牛を男に供給する代わりにわしらを逃がしてくれと頼んだ。しかし、それでは男は納得しなかった。牛に加えて、わしらのうちの一人に簡単な実験をさせるならいい、と言ったんじゃ。わしらはその要求を承諾して、じゃんけんで誰が実験台になるかを決めることにした。負ける気はしなかったよ。介蔵のヤツは必ず最初にパーを出すんだ。勝負は一発で決まり。介蔵がパーで後は全員チョキ。

　男はその場で実験を始めたんじゃ。天井から妙な機械が出てきて、介蔵の頭に向かって光線を出したんじゃ。すると驚いたことに、介蔵の脳みその半分が吸い出されちまったのよ。そんで、介蔵の頭に別の脳みそを入れたんじゃ。その脳みその中には最新の技術が入力されているという話じゃった。こんな事をして介蔵が生きていられる訳ねえと思ったんじゃが介蔵は何事もなかったようにぴんぴんしていたんじゃ。それから、その脳みそもちゃんと機能していたようじゃ。村に戻ってからの介蔵は天才じゃった。介蔵に比べたら他のどんな学者も小学生と一緒じゃ。あの搾乳機を見たじゃろ？あんなものが作れる人間は改造人間介蔵ぐらいのもんじゃ。それから、介蔵から抜き出した脳みそを巨大なサルの頭に入れたんじゃ。わしの考えではな、介蔵夫妻や他の二人を殺した森の悪魔って言うのがそいつなんだ。わしらの計画がばれちまったんだろうな。ヤツらは介蔵に殺されたようなもんだな。皮肉な話だよ。わしらが介蔵の能力を利用して金儲けを企んだばっかりに。でもよ、これは欲でしたこたじゃねえぜ。わしらはこの寂れた村を何とかしたかっただけなんじゃ。

　おまえさん、署に帰ったら介蔵の脳を調べようとしてるな。じゃがもう遅い。介蔵の遺体はわしがこっそり持ち出して、焼いちまったよ。あの女の捜査官がバラバラにしてくれたおかげで簡単に持ち出せたよ」

「牛ノ尻さん。あなた死にそうなのに良くしゃべりますね」

モルダアが余計なことを言う。

「そうだった。わしはニコラスに撃たれて死にそうなんだった。わしが死ねば証拠は全部なくなる。残念だが、今回の殺人事件は迷宮入りじゃよ。何なら、わしを犯人にしてもいいがね。この事件はわしが招いたようなもんだからな」

そういうと、牛ノ尻巡査は静かに目を閉じた。

「ちょっと、まだ死んじゃ駄目ですよ。その後のことも詳しく聞きたいんですから」

牛ノ尻巡査は何も言わない。どうやら息を引き取ったようだ。それとほぼ同時に森の奥から閃光が走った。一瞬森が昼間のような明るさになったが、しばらくするとその光は上の方へと上がっていった。光は上空へ行くにつれてどんどん小さくなり、やがて夜空に吸い込まれるようにして消えていった。



「モルダアさん。今の見ましたか？」

戻ってきたニコラス刑事はかなり動揺しているようだった。

「さあ。あれが、謎の光ってやつかなあ」

モルダアはその光が何であるのか見当がついていたが、言うのはやめにした。

「恐怖の人間サルはどうしました？ニコラスさん」

「もう少しで捕まえられそうだったんですけど、光とともに消えちゃいました」

「それじゃあ、何にも残らなかったのか。この山のサルを逮捕してもしょうがないしなあ」

モルダアが独り言のように言った。

		
			14
		

		　高原村を出た車の中でモルダアは黙って窓の外を見つめていた。

「ちょいと、モルダア。いくらペーパードライバーだからって、こんな田舎道ぐらい運転を代わっていただいてもよろしいんじゃありません？」

モルダアは黙ったままだ。スケアリーは平手打ちを喰らわそうと思ったが、出来なかった。モルダアは何か真剣に考えているようだった。スケアリーはちょっと面白くない。

「どうして、捜査をやめてしまうんですの？まだ調べることは沢山ありそうですわよ。あの村には」

モルダアを邪魔するようにスケアリーが事件の事について聞いた。

「もう、あの村には何もないよ。少なくとも僕等が調査することはね」

そういうと、モルダアはまた黙り込んでしまった。

		
			15 スケアリーの報告書
		

		　今回の湯けむり殺人事件であたくしは沢山温泉につかってすっかりリラックスさせていただいたわ。信じられないことにモルダアは一度も温泉に入らなかったのよ。高原署では今回の事件の犯人は牛ノ尻巡査と断定して捜査を打ち切りましたわ。ただし、動機が考えられない上に証拠も不十分ですので、本当のところは解りませんわ。牛ノ尻巡査の着ぐるみには指紋は付いていませんでしたわ。あのフォークから検出された指紋はいまだに誰のものか特定出来ませんの。それから最後まで名前を付けてもらえなかった、かわいそうな二人の殺害に使われた銃ですけど、あれは警察署から何者かの手によって持ち出された可能性があるそうですのよ。「誰か知らない人が高原署に入ってきたような気がする」ってあのお気楽な警官が言っていたそうよ。高原署の銃器の管理については十分な審査が必要ですわ。

　それから、覗きの常習犯、変態モルダアが言っていたいくつかの事についてですけども、これに関してはほとんど証拠が残っていませんのよ。謎の動力で動く搾乳機やトラクターはすべて焼けてしまって、証拠にはなりませんのよ。ところで、放火した犯人は誰なんでしょうね？牛ノ尻巡査かしら？あり得なくもないですけど、それでは話が面白くありませんわ。きっと国際的犯罪組織の仕業だと思いますのよ。それで、残った証拠というと、未知の生物の毛と未知の素材で出来たグリコのおまけ。毛の方は、証拠としては十分ではありませんのよ。突然変異というものがありませから、一匹だけ他のサルと少し違うサルがいたとしてもこれは新種の発見とは行きませんのよ。グリコのおまけの方は、専門機関で分析する必要がありそうですわ。

　それにしても、ニコラス様が森に行かれるなんて。きっと変態モルダアと一緒にあたくしのことを覗いていたに違いありませんわ。せっかくいい人を見つけたと思ったのに、がっかりですわ。

		
			16 　ＦＢｌ ビルディング13階
		

		　スキヤナー副長官がスケアリーの報告書を読んで、前に座っているモルダアのほうを見た。

「意外だなあ。キミには覗きの趣味もあったのかあ」

「違いますよ、ボクは覗きなんかしてませんよ」

「それにしても、キミたちは何をしていたんだ？ここにある謎のグリコのおまけだけじゃなんにもならないんだよ」

「でも、その物質がなんなのか調べれば、いろいろなことが明らかになると思うんですけど」

「まあ、そのうち調べるとしよう」

「ところで副長官。後ろにいる人は誰ですか？」

スキヤナー副長官の後ろには男が一人座っていて、さっきから何度もウィスキーの瓶を口に運んでいる。昼間だというのに。こんな男を見て誰なのか気にならない人はいない。

「ああ、彼は謎の人物だから気にしなくてもいいよ。キミの活躍次第では重要な存在になってくるかもしれんよ」

「そうなんですか」

モルダアは一応納得したが、気にせずにはいられない、

　モルダアが13階の部屋を出た後、謎の人物は謎の物質で作られた謎のグリコのおまけを持って部屋を出ていった。謎の人物は家に帰ると五角形の、正確には五角柱のおもちゃ箱に謎のグリコのおまけを投げ入れた。

		
			#002 「猿軍団」

			Little Mustapha
		

	
		
			#003 「ドドメキ」
		

		
			1 ＦＢｌペケファイルの部屋
		

		　ここはペケファイルの部屋。今まではモルダアの部屋となっていたがよく考えたらモルダアの部屋と言うよりペケファイルの部屋の方が正確なのでこれからはペケファイルの部屋と呼ぶことにする。そんなことはどうでもいいのだが、モルダアは先ほどから一人この部屋で銃を手にして遊んでいる。きっとアクション映画の主人公にでもなったつもりなのだろう。ホルスターからさっと銃を取り出しては壁に向かって構えてみたり、銃を構えたまま素早く上半身を左右に回してみたり。そんなことを回転椅子に座ったままやっているので、モルダアはさっきから部屋の真ん中でぐるぐる回り続けている。椅子の上でぐるぐるしていても顔は真剣そのもの。何しろ頭の中でモルダアは今、凶悪犯のアジトへ進入してどこから飛び出してくるか解らない悪者と対決しようとしているのだから。

　モルダアの頭の中で繰り広げられているアクション映画が最高潮に盛り上がってきたそのとき、部屋の扉がものすごい勢いで開いて、それと同時に「おい、モルダア何やってるんだ！」という声が。妄想と現実がごちゃ混ぜになっていたモルダアは、このことに相当驚いたらしい。キャア、と悲鳴をあげながら椅子をぐるりと回転させて、振り向きざまに扉の方に向かって発砲した。銃から放たれたBB弾はパチンという音を立てて今入ってきた人物の太股に当たった。

「あっ、ごめんなさい」

まずいことになってしまった。モルダアが扉の方をよく見ると、そこには顔を真っ赤にして怒りにふるえるスケアリーの姿が。「このままじゃものすごく痛い目に遭うぞ。何とかしないと」モルダアはそう思ったが、何とかする前にスケアリーはモルダア目がけて突進してきた。スケアリーはモルダアを椅子ごと突き飛ばして、そのままモルダアに馬乗りになった。

　モルダア、絶体絶命！スケアリーのパンチに備えて顔を横に背けたモルダアの目の前には先ほど放たれたBB弾が転がっていた。

「おい、きみたち何やってるんだ！」

部屋の入り口でスキヤナーが目を丸くしている。間一髪、モルダアは危機を免れた。

「きみたちはいつからそういう仲になったんだ？うへへっ。それにしても昼間から職場でそんなことをされたら困るんだよ。やるんだったら仕事の後、しかるべき場所でしなさい」

スキヤナーは何か勘違いをしているようだ。状況を見れば無理もない。スケアリーは決まりが悪そうに立ち上がった。

「違うんですのよ。これは殺人未遂ですのよ」

スケアリーはモルダアのモデルガンを拾ってスキヤナーに渡した。

「モルダアがこれであたくしを撃ったんですのよ。ですから、あたくしのした事は正当防衛ですわ」

「何言ってるんだよ」モルダアが言い返す。「キミがボクを驚かすからいけないんだ。正当防衛はボクの方だ」

二人の子供のような言い合いをスキヤナーは全く聞いていないようだった。彼はさっきからモルダアのモデルガンを眺めている。

「へえ、最近のモデルガンは良くできてるなあ。でも、何でこんなもの持ってるんだ？」

「だから、ずっと前から銃を持たせてくれって言ってるじゃないですか。ボクが銃を持てばきっと、もっといろいろな事件が解決するはずですよ」

モルダアは以前、事件で一緒に捜査をしたニコラス刑事にぞっこんなのである。森の中で銃を手していたニコラスをみて、銃を持てばきっと自分もこんな風に格好良くなれるんだと思っているようだ。それでモデルガンとは何とも悲しい話ではあるのだが。

「驚かされて発砲するようなヤツには、銃は持たせられんなあ。キミ自身の安全のためにも銃はおあずけだ」

スキヤナーはそういうと天井に向けてモデルガンの引き金を引いた。飛び出したBB弾が天井に当たり、壁に当たり机に跳ね返って最後にスケアリーのおでこに命中した。

「あっ、ごめん」

スキヤナーはかなりあわてている。スケアリーはまた顔を真っ赤にして怒っているが、さすがに上司には飛びかかれないようだ。スケアリーは突然振り返るとモルダアにパンチを浴びせた。不意をつかれたモルダアはそのまま床に倒れ込んだ。顔のすぐ横にはモルダアの撃ったBB弾がまだそこにあった。そこへもう一発のBB弾がころころ転がってきた。そのBB弾はもう一つと同じ場所に転がってきて、二つが隣り合うところでぴたりと止まった。

「おっ、すごい！」

三人はほぼ同時につぶやいた。

		
			2
		

		「ところで、副長官。何しに来たんですか？」

「ん？まあ、別に特に用はなかったんだけどなあ。またきみを驚かそうと思って来てみたら逆に驚かされてしまったよ」

「そんなことだと思いましたよ。今回の話にあなたは登場しない予定だったんですよ。それに、こんなBB弾騒動も予定にはないんですよ。まったく、作者は何を考えているんですかねえ？」

さすがはモルダア。何でもお見通し。でも思いついたものは書きたくなってしまうんですよ。

「それより、あたくしのイメージが台無しですわ。あたくしのようなレディーが男の方を殴るなんて。ホントに失礼しちゃうわ。それと、今回の話って言ってましたけど、あなたは今回の話の内容を知っていらっしゃるの、モルダア？」

そんなはずはない。話の内容を決めるのはこの私である。でもまあいいか。ここはモルダアに説明してもらおう。

「今回の話はとあるバーで始まることになっていたんだ。ボクがある事件のことについてキミを呼び出して、そのバーで待ち合わせるんだ。そこにはぼくら二人ともう一人重要な人物が来ている。その人物はボクに事件から手を引けと警告をするんだ。つまりこれはかなりオリジナルに近い話の内容だね」

「オリジナルってなんのことですの？」

「ペケじゃなくてエックスの方だよ。でもこのペケファイルはもうすでにパロディーの域を通り越して、ストーリーは一人歩きを始めてしまっているよね。今更オリジナルに近づけても意味がないんじゃないか、ということで予定を変えたのかも知れないなあ」

「あり得なくもない話だなあ」スキヤナーが口を挟んだ。「ある情報によると我々の名前を変えようと言う案もあるらしいんだ」

ええ、そうなの？それは知りませんでした。でも確かにやりづらいんですよねえ。時々、私は書いているときに「モルダー」とか「スカリー」とかオリジナルの方の名前を書いてしまうんです。でもしばらくはこのままで行きますよ。

「副長官。それはどこから手に入れた情報ですか？」

「それは国家機密だから君たちにも言えないよ」

「そういう情報を密かに教えてくれる方が今回登場するはずの方だったんじゃありませんの？あたくしの推理ではその人は怒百目鬼 鐵円（ドドメキ テツマル）という名前に違いありませんわ。あの登場人物の紹介に名前が出ていらした」

「そうかあ。それにしても、今回の話はどうなるんだろう？」

どうしましょうかねえ？

「とりあえず、あたくしはそのバーに行ってあなたを待ってみることにしますわ。それじゃあお先に失礼いたしますわ」

スケアリーはさっさと部屋を出ていってしまった。残された二人はしばらく考えて込んでいたが、二人の目と目が合うと、同時に口を開いた。

「バーってどこのことだろう？」

		
			3 路上
		

		　モルダアはスケアリーの後を追ってＦＢｌビルディング前の道路まで来たが、もうすでにスケアリーの姿はなかった。スケアリーはいったいどこへ行ったのだろうか。モルダアが考え込んでいると、何かが彼の頭の上に当たって路上に落ちた。見るとモルダアの前でBB弾が二三回バウンドしてそれから排水溝に落ちていった。モルダアがＦＢｌビルディングの方を振り返って見上げると、13階からスキヤナーが顔を出してモルダアに向かって手を振っている。よく見るとその手にはモルダアのモデルガンが握られていた。スキヤナーはモデルガンで彼を撃ったらしい。

「おいモルダア！忘れ物だぞ」

そういうと、スキヤナーはモデルガンを放り投げた。13階から。スキヤナーの手を放れたモデルガンは加速度をつけてすごい速さでモルダアに迫ってくる。モルダアはおきまりの悲鳴を上げるまもなく両手で頭を押さえて迫りくるモデルガンから身を守ろうとした。幸いモデルガンは彼の30センチほど手前に落下した。もちろん粉々である。あたりに散らばったモデルガンの残骸とモデルガンに装填されていたBB弾をモルダアは悲しそうに見つめている。買ったばかりなのに・・・。モルダアの足下はBB弾だらけ。

「この事件からは手を引くんだ」

モルダアの背後から彼に声をかけるものがいる。

「なんですか。あなた、まだ出てくる場面じゃありませんよ」

「世の中には知ってはならない真実も・・・。キミどうしたんだその顔、誰かに殴られたのか？」

モルダアの顔にはスケアリーに殴られたときの青アザが出来ていた。モルダアは女に殴られたなんて解ったら、優秀な捜査官としての名誉に関わると思ったので何も言わなかった。

「そんなことより、あなたドドメキさんでしょ。ボクがこれからスケアリーとバーで落ち合ってから出てきてくださいよ」

「そんなこと言われても、私の出番がなかなかこないから自分で出てきたんだよ。まあ、これからも私の気分次第で情報を提供するから、そのつもりで」

「それは最後のせりふですよ。ボクはこれからバーに行きますから、そのときまで待っててくださいよ」

モルダアはそう言ってその場を離れようとしたが、もしかして、いまドドメキさんに色々聞いたら、UFOのこととかDr.ムスタファのこととか教えてくれるんじゃないかとも思った。何しろこのドドメキさんは話しに加わりたくて仕方がないみたいだから。モルダアは振り返ってドドメキさんの姿を探したが、彼はモルダアが目を離していた隙に姿をくらましていた。

　やっぱり謎の人物みたいだ。

		
			4
		

		　モルダーはそこら中のバーを探して回ったがスケアリーは見つからなかった。もうそろそろペケファイルの部屋に戻ろうかと思っていると、彼の携帯電話が鳴った。スケアリーからのようである。電話を持ってるなら最初からかければいいのに。

「ちょいとモルダア！いつまであたくしを待たせるつもりなんですの？」

「待ってくれよ。キミがどこに行くか言わなかったからボクは町中のバーを探して歩いてたんだよ」

「あたくしがバーなんて薄汚いところ行くわけないじゃございませんか。あたくしはオープンテラスのカッフェでずっと待っていましたのよ」

「オープンテラス？ああ、解った、スタバでしょ」

「ちょいと冗談はよしてくださらない？あんな所はファミレスと変わりませんわ。恥ずかしくて入れませんわ」

「まあ、どこにいてもいいんだけど。もう待ってる必要はないみたいだよ。さっきドドメキさんが出て来ちゃってさあ、色々話していったんだ」

「あらいやだ。そうですの。失礼しちゃいますわ、もう。それじゃあ、あたくしはカフェラッテを飲み終わったらもう帰りますからそのおつもりで」

「あれもう帰っちゃうの？ところで・・・」

モルダアの話を聞かずにスケアリーは電話を切ってしまった。

「なんだ。それじゃあボクも帰るかな」




		
			5 ＦＢｌビルディング
		

		　ＦＢｌビルディングの地下の廊下を息を殺して歩いてくる人影がある。その人影はペケファイルの部屋の前まで来ると、少し中の様子をうかがって、それからものすごい勢いで部屋の扉を開けた。

「おいモルダー！何やってるんだ！」

誰もいない部屋にスキヤナーの声が虚しく響きわたる。

「あれ、みんないないのか・・・。なんだか今日は調子が悪いな。それじゃあ私も帰るかな」

今日は調子が悪いスキヤナー。帰り際にビルの前に散乱しているBB弾を踏んで転んだことは言うまでもない。

		
			6 モルダアのアパート
		

		　モルダアが自分の部屋に入ると中にスケアリーがいた。

「あれ、どうしてキミがここにいるんだ？」

スケアリーは何も言わずにモルダアを見つめている。見つめていると言うよりは睨みつけている。モルダアは自分がまた何かやらかしたのだと思い、謝ろうとしたがいったい何を謝ればいいんだ？

「あの、何を怒ってるのか解らないけど、何か悪いことをしたなら謝るよ、この通り」

とりあえず謝ってみたが、なんの効果もない。そのままモルダアを睨みつけていたスケアリーはふわりと浮かび上がった。何で？と言われても知らない。

　浮かび上がったスケアリーは床と水平になるとモルダア目がけてものすごい勢いで飛んできた。

「嘘！あり得ない！」

		
			7
		

		　ここでモルダアは目を覚ました。

「なんだ夢だったのか」

そう、夢だったのです。納得いかなくても、収集がつかなくなったら夢にしてしまえばいいのです。

「それにしても変な夢だったなあ」

モルダアは机の上を確認した。そこにはさっき買ってきたばかりのモデルガンが置いてある。「やっぱり夢だった」モルダアは大事なモデルガンが無事だと解って一安心。でもモルダアは彼の顔に大きな青アザが出来ているのにはまだ気付いていない。


		
			#003 「ドドメキ」

			Little Mustapha
		

	
		
			#004 「HANAKO」
		

		
			1 五年前・千葉県郊外・怪しい研究所
		

		「キミ、人間の意志というのはどこに宿っていると思うかね？」

白衣を着た科学者らしき男が助手らしき男に話しかけた。

「それは、博士、脳に決まっているでしょう」

「そう言いきれるか？あの子の脳には何にもなかったはずだ。意志は私たちの手で与えてやるはずだったろう」

「そうですけど博士、あれはまだ試作品の段階ですから、私たちが気付かないミスがあったのかも知れませんよ」

この二人の怪しい会話が交わされているこの怪しい研究所の研究室には、チューブでつながれた大小様々なフラスコや試験管やビーカーが雑然と並べられている。その中には赤、青、黄色といったこれまた怪しい色の付いた液体が入っている。さらにその液体はぶくぶくと泡立ち、割れる泡からは煙が出て、これでもかと念を押したような怪しさを醸し出している。この薄暗い研究室で二人の怪しい会話はまだ続く。

「私はねえ、人の意志というのは脳以外の細胞の一つ一つに宿っていると思うんだよ。たとえばトカゲのしっぽを見れば解るだろ。あれは体から切り離されても動き続けてる。それは、切り離されたしっぽにも意志があって、何とか逃げようともがき続けているんじゃないかと思うんだが」

「博士、本当にそんなこといってるんですか？もしトカゲが意志といわれるほどのものを持つほど高等な動物ならともかく、トカゲというのはほとんど刺激に対する反応だけで動いているんですよ。しっぽが動くのも外界からの刺激にしっぽの筋肉が反応してるだけじゃないですか？」

「刺激に反応しているのは私ら人間だって変わらないだろ。ただし人間の場合、外界からの刺激には思考というフィルターを通してから反応が行われるわけだが。この思考というのも刺激がなければ機能しない。つまり人間がものを考えるのは外界からの刺激があるからなんだよ。そして、刺激というのは体のどの部分でも受けることが出来る。それが神経を伝わって脳に送られ、脳からその刺激に対する反応が返される。そのやりとりの過程で刺激と反応は体中を通っていて各細胞はそこで何が起こっているのかを知るわけだ。刺激に対する反応を意志というなら、各細胞も意志を持ちうると言えるんじゃないのか？」

「詭弁じみてますけどねえ。ボクには良く解りませんよ」

科学者風の男はしばらく黙って何か考えてからまた口を開いた。

「臓器移植で拒絶反応が出ることがあるだろう。あれはきっと移植される側と臓器を提供した人間の意志の不一致によって起きてると言えるな。細胞同士で意見が合わないんだ。もしその二人が一緒に話をしたとしたら絶対に意見が分かれると思うよ」

この話を聞いた助手らしき男はしかめ面をしていたが、なんとか口元だけでは笑って見せた。

「博士、それは冗談なんですか？まあ、どっちにしても僕等の専門はそんな事じゃないんですから」

二人は黙って研究を再開した。アブクをたてているカラフルな液体が何なのかは知らないが、きっと怪しいことを研究しているに決まっている。そして、そんな研究はほとんど成果をあげることなどないのだ。科学者らしき男はそんな研究も熱心に続けているのだが、助手の方はもうだいぶ飽きているようだ。先ほどから何度も時計に目をやっては早く帰りたいような感じである。何度も同じ失敗ばかり繰り返す実験装置を見飽きてしまった助手は、装置から目を離して部屋の中を眺めていた。彼は部屋の扉の外に小さな女の子の姿を見つけた。女の子はガラス張りの扉に両手を当てて二人の様子を見ている。助手はその姿を見ると、にこっと笑ってその女の子に手を振った。女の子はそれを見ると嬉しそうに笑いながら廊下を逃げるように走っていった。

「いいなあ、子供は・・・」

「おい、キミ。ちゃんと記録をとってないとダメじゃないか！」

「ああ、すいません博士。それにしてもこんな実験が成功するんですかねえ。人間が一生かかって消費するエネルギーなんて。いっそのことプルトニウムとか使ったらどうなんです？」

「馬鹿なことをいうな。それにあの子を見れば解るだろう。我々の仕事はもうすぐ完成するんだ。ほら、次の実験に取りかかるからちゃんと記録をとるんだ」

科学者はそう言うと、ビーカーを取り上げて中の青い液体をフラスコの中に注いだ。フラスコに注がれた青い液体はゴム管を伝わって緑の液体の入った隣のフラスコに流れていく。緑の液体は青い液体と反応して黄色に変わった。その黄色い液体がまた隣のフラスコへと流れていく。

　この様子を見ていた二人の顔色が変わった。

「博士！すごいですよ！」

「解ってる。黙ってみていろ！」

二人は流れる液体を期待を込めて見守っている。

　隣のフラスコには赤い液体が入っている。ゴム管の中をゆっくりと流れていく黄色い液体の様子が、蛍光灯の光を通してよく見える。黄色い液体が徐々に赤い液体の入ったフラスコに近づいて行き、最初の一滴が赤い液体の中に落ちていった。そして、二つの液体が合わさった瞬間、それは大爆発を起こした。

ボッカーン！

		
			2 現在・ＦＢｌ（エフ・ビー・エル）ペケファイルの部屋
		

		　モルダアは浮かない顔をして、自分の鞄の中身を整理している。普段からあまりぱっとしない表情なのだが、今日はいつにもまして、表情が暗い。鞄の整理はする必要はないのにやっている。モルダアはただこの部屋から出たくないがために、何かをしているふりをしているのだ。「あーあ、今日は部屋で寝てれば良かった。日曜だっていうのに出勤したあげくにこんなことになるなんて」彼の頭の中では先ほどから何度もこのフレーズが繰り返されている。

　そんな中、バタンと大きな音を立てて部屋の扉が開いたと思うとスケアリーが入ってきた。

「ちょいとモルダア！まだこんなところにいらしたの？早くしないとみなさまお待ちかねですのよ」

「今回はきみ一人で行ってくれないなかなあ。ボクはなんだか気分が悪いんだ」

「あらいやだ。あなたは少女の変死体と聞いておじけづいてるんじゃございません？でも大丈夫ですのよ。調べてみたら、変死体じゃなくて『変な』死体、らしいですわよ」

モルダアは死体が怖いのである。本当に、これでよく捜査官なんかになれたものである。

「変な死体？それってどんなふうなの？」

「さあ、知りませんわ。でもきっととっても変なんだと思いますわ」

変死体ではなく変な死体。これを聞いてなぜかモルダアは興味を示し始めた。死体は怖いが変な死体なら見てみたい、ということなのだろうか。

　二人は少女の「変な」死体が発見された現場へ向かった。

		
			3 事件現場・都内・普通の小学校
		

		　モルダアとスケアリーは事件現場の小学校に着くまでに何人もの警察官を見た。小学校で死体が発見されたとあっては、警察も付近の住人も神経質にならざるを得ない。二人を乗せた車が警官たちの間をすり抜けていく。

「犯人はやっぱり異常者かしら？」

スケアリーがモルダアに聞いた。

「さあね。それにまだ殺人と決まった訳じゃないだろ。何しろ変な死体というくらいだから」

「なんだかあなたにまともな質問をすると、損をした気分になりますわ」

「それ、どういう事？」

「どうでもいいですわ。それよりも、あたくしは今回の事件の内容が気になりますわ。少女の死体が出てくるなんて、きっとエログロな内容に決まっていますわ。そりゃ、あなたのような人にはお似合いかも知れませんけど、あたくしのイメージが心配ですわ。それに、そんなものを文章にして発表したらきっと作者様の人格も疑われてしまうかも知れませんわ」

「作者とかいう言葉を出すとまた前回みたいに夢だったことになっちゃうぞ。それに、僕等が呼ばれるぐらいの事件だから、普通の異常者は出てこないよ。つまり異常すぎてどこが異常なのか解らないような異常者がね」

お二人さん、心配してくれてありがとう。でも今回はちゃんと話は考えてあるから大丈夫。

　モルダアとスケアリーが到着したのは、ちょうどシートにくるまれた遺体が運び出される時だった。スケアリーはこれを見ると、死体を運んでいる二人の警官に駆け寄って行った。

「ちょいと、困りますわ。あたくしたちが到着する前に死体を動かすなんて。いったいどなたの指図ですの？」

警官は少し驚いていたが、一人の警官がスケアリーに言った。

「何ですかあなた方は？ここは立ち入り禁止ですよ」

「我々はＦＢｌの優秀な捜査官。モルダアとスケアリーだ」

代わりにモルダアが答える。これを聞いた警官の一人は、何か嫌なことを思い出したような表情をして「ああ」とつぶやいてからこう続けた。

「誰でもいいですけど、もう検分は十分にやりましたし、何しろ臭いんですよ。この遺体」

なるほど、確かにこの辺りには先ほどから何かが臭っている。

「そんな理由で、あたくしが到着する前に遺体を発見現場から動かすのは許せませんわ！」

スケアリーは死体の横たわる薄暗い事件現場を見てみたかったに違いない。一方、モルダアは遺体が運び出されてほっとしているようだ。これで、遺体を見なくてすむ。

「まあ、いいじゃないか。重要なのは遺体だけじゃないんだから」

モルダアの言葉を聞いた警官は、モルダアを話のわかる人だと勘違いしたらしい。

「すいませんねえ、ＦＢｌのお二人さん。でもここで良ければ遺体を見ていってください」

警官は遺体の乗った担架をおろして、シートをめくった。スケアリーは興味深そうに担架を覗き込んだ。モルダアもそうするしかほかにない。遺体を怖がっているなんてこの警官に知られたら、優秀な捜査官の面目丸潰れ。しかし、モルダアはこういう時の対策はちゃんと考えてある。顔は担架の方に向けられていたが、目線は全く違う方を向いている。二人はそれそれ違うものを見ているはずなのに、二人ともほぼ同時に驚きの声を漏らした。

「この遺体は本当に人間の遺体なんですの？これではなんて言うか・・・」

「人形みたいでしょ」警官が後を続けた。「私も何度か遺体は見たことがありますけど、こんなきれいなのは初めてですよ。傷もなければ、腐敗も始まっていない。それに顔色も生きている人間と変わらない。死亡時刻と気温を考えたらあり得ないことですよ」

　二人のこの会話はモルダアには少しも届いていない。モルダアの視線は一点に釘付けになったまま動かない。モルダアはいったい何を見て驚いたのだろうか？モルダアの視線をたどっていくとそこには一人の女性がいる。というより女性の胸が、とてつもなく巨大な胸がモルダアの視線の先にあった。モルダアの様子がおかしいことに気付いたスケアリーもモルダアの見ている方を見た。

「まあ！凄い！」

さすがのスケアリーもその女性の胸の大きさに驚いたようだ。

「あの女性は誰ですか？」

モルダアが警官に聞いた。

「ああ、あの人。凄いでしょ？あの人は死体の第一発見者で名前は谷間多・溶子（タニマダ・ヨウコ）というらしいです。以前この学校で教師をしていたらしいんですがね。なんでも昔が懐かしくなって、たまたまここに来てみたら死体を見つけたとか言うことですよ」

「へえ、タニマさんですか」

「いやいや、タニマダですよ」

「それより、現場はどこですの？」

「女子トイレですよ」

警官は遺体にシーツをかぶせて運んでいった。タニマダ先生のおかげでモルダアはとりあえず遺体を直視するという危機を乗り越えた。

		
			4 女子トイレ
		

		「おかしいなあ」

この死体発見現場に入ってきた時からモルダアはこの言葉を繰り返している。

「いったい何がおかしいというんですの？」

「ここ、トイレだよねえ。だけど、なんだかおかしいんだよ」

モルダアの少女的第六感が働きだしたのだろうか？いやいや、そうではない。モルダアはトイレなのにアサガオが並んでいないことをおかしいと言っているのだ。確かに男子トイレに慣れている人にとっては女子トイレの光景はどこかおかしな印象を与えるものである。そんなことはどうでもいいのだが・・・。

「あたくしが見た限りでは、特に変わった様子はありませんわ」

スケアリーが中を見渡してから口を開いた。死体のあった場所にはテープが貼ってあり発見された時の死体の輪郭をかたどってある。死体は一番奥の個室から体半分を出した形で横たわっていたようだ。

　モルダアは何も言わずに女子トイレの中を歩き回って窓や床を調べていた。

「ちょっと、あなた達は何ですか！？ここは立ち入り禁止ですよ」

女子トイレにスーツを着た刑事風の男が入ってきた。かなり苛立っているようである。

「あら、失礼いたしましたわ。あたくしたちはＦＢｌのスケアリーと変態モルダアですのよ」

「ああ」

この男も何か嫌なことを思い出したような表情で言った。

「本当はあなた達の力など借りたくなかったのですけどねえ。上の命令だから。それで犯人は誰なんです？あんた達のことだからもう解ったんだろう？」

この刑事風の男はかなり挑戦的な態度で二人に言った。

「まだ、事件と決まった訳じゃありませんよ」モルダアが答える。

「死体の様子からも、ここの状況からみても、あの少女が誰かに殺されたとは思えないんだ」

「あなた、死体なんか見ていらっしゃらなかったじゃないの。良くそんなことが言えますわ」

「死体の様子はキミ達が実況してくれたじゃないか。それに、ここを見てみろよ。刑事さん、昨日はこの辺も雨が降っていましたよねえ？」

「まあ、そうだが、それがどうした」

刑事風の男はいたって無愛想である。モルダアは後を続ける。

「ここには一人の足跡しかないんだ」

トイレの床には泥で汚れた靴で付けたと思われる足跡があった。それは大人の足跡としては小さすぎ、明らかにあの少女のものである。足跡はトイレの入り口からまっすぐに死体が横たわっていた場所まで続いている。

「つまり、少女はここまで歩いてきた、ということになるよねえ。もし犯人と一緒に来てここで殺されたと言うんなら、どうして犯人だけ下駄箱で靴を脱いだんだ？ということになる。或いはここにやってきた少女を犯人が待ち伏せして殺害したということも考えられるけど、それでもおかしいことがあるんだ。学校に入る時には上履きに履き替えるというのは小学生なら誰でも知っているはずなのに、泥の付いた靴の足跡があるというのはどういうことなんだろう。なんだか解らないことがたくさんですよ」

モルダアはそう言いながら辺りを見回して、他に何か怪しいところはないか調べているようだった。

「ところであの少女の持ち物とかはなかったの？」

モルダアが刑事風の男に聞いた。

「帽子とランドセルがあったけど、今鑑識で調べてるとこだよ。きっと今頃犯人断定の手掛かりを見つけているところだろうけど」

この刑事風の男はモルダアの言うことをまるで信じていない。それにしても、モルダアは意外と鋭い推理をしているようだ。やはり、少女的第六感が働いているのだろうか？

「それと、もう一つ解らないことがあるんですけどねえ。どうしてここにはアサガオが並んでないんだろう？スケアリーは気にならなかった？」

やっぱりダメみたいだ。

		
			5 校庭
		

		「タニマダさん。我々はＦＢｌの者ですが、少しお話を聞かせてもらえませんか？」

モルダアに呼び止められたタニマダ先生は、ＦＢｌと聞いても何のことだか良く解らなかったが、モルダアが手帳を手に持って見せているのできっと警察の関係者だろうと思って、二人の質問に答えることにした。私もＦＢｌって何なのか未だに解らないのだが、そのうち明らかになるでしょう。どうして、最初に決めておかないんだ、という感じですが面倒なことは後回しです。それよりも話を続けましょう。

「タニマダさん。どうしてあなたはここに来たんですか？」

「さっきも警察の方に話しましたけど、私は以前ここで教師をしていたんです。私が教師になって最初に来たのがこの学校なんです。それに家も近くにあるので休日にはよくこの学校に遊びに来るんです」

こんな質問はもう何度となく警察に聞かれているのだがタニマダ先生はモルダアの質問少しも腹を立てずに答えている。小学校の教師というのは子供のする意味のない質問に答えるのには慣れているのである。この場合も同じだったのであろう。

「そうですか。でもどうしてトイレに入ったんですか？」

「トイレに入るのに特別な理由が必要なんですか？」

これにはタニマダ先生もちょっとムッとした。それにしてもモルダアはどうしてこんな質問をするのだろうか？きっとモルダアは今何も考えていない。モルダアの視線は、タニマダ先生に声をかけて彼女が振り向いた時からずっと彼女の巨大な胸に釘付けになっているのである。タニマダ先生の胸は、どちらかというとやせている部類に入る彼女の体つきには全く不釣り合いな感じである。その胸はブラウスのボタンを上から二つあけて着ていてもまだ苦しそうにして、三つ目のボタンをはじき飛ばしそうな勢いである。こんな胸を見てモルダアは何も考えられるはずはない。スケアリーはそんなモルダアの様子を眉間にしわを寄せて見ていたが、モルダアの思考が停止していると解るとモルダアの代わりにタニマダ先生に質問をした。

「あの少女が誰だか解りませんでした？この学校に勤務していらしたなら、もしかして顔を知っていませんでした？」

「さあ・・・私がいたのは五年前ですし。私が担任をしていたクラスの生徒ならともかく、それ以外の生徒のことまではよく覚えてないんです。それにあの子、特徴のない感じだったでしょう。亡くなった方にこんなことを言うのは良くないことかも知れませんが。なんて言うか、どこにでもいる顔っていうのかしら」

どこにでもいる顔と言ったらタニマダ先生も負けてはいない。その胸を除けばタニマダ先生はどこにでもいる人なのである。こういうのは良くないかも知れませんが、少しも可愛くないし、美人でもないのである。

「そうですか。良く解りました」

スケアリーのした質問への答えなのにモルダアが対応している。視線はまだタニマダ先生の胸に注がれている。

「それでは、後でまた何か聞かれるかも知れませんから、この後は警察の指示に従うようにしてください」

モルダアはまるでタニマダ先生の胸に話しているように見える。スケアリーはこのモルダアの態度が気に入らないようである。モルダアはスケアリーに対しては一度もこのような反応は示さなかったのだから、タニマダ先生に少なからず嫉妬心を覚えているのかも知れない。

「モルダア。話は人の目を見てするものですわよ」

タニマダ先生がいなくなるとスケアリーがモルダアに言った。

「ボクは変な好奇心であの胸を見ていたんじゃないよ。あれは生物学的な興味からだよ。それにボクは胸には特にこだわっていないんだ」

生物学的な興味とは何とも微妙な返事である。私がエッチなビデオを見るのは生物学的な興味からだ、と言ってもあなたは信じます？まあ、とっさの言い訳としては上出来な感じです。

「まあ、どうでもいいですけど、あたくしはあの少女の変な死体を切り刻んできますから、このへんで失礼いたしますわ」

こういうとスケアリーは二人が乗ってきた車に一人で乗って死体の運ばれた病院へと向かっていった。車が無くなって、モルダアは身動きがとれなくなったことに気付いた。

「どうしよう？・・・まあいいか。特にすることもないし」

モルダアは何かを考えるふりをしながら校庭をぶらぶら歩くことにした。

		
			6 警察署、鑑識課の部屋
		

		「おやおやこれは面白いものが出てきましたよ」

鑑識官の一人が何かの書類を見ながらもう一人の鑑識官に言った。もう一人の鑑識官は先ほどの遺体発見現場から届けられたランドセルを手に持って興味深そうに眺めている。

「面白いって、このランドセル以上に面白いのか？」

「まあ、それはどうかな。どちらが謎かという点ではそのランドセルに勝るものはないけどな」

「それで、何が面白いんだ？」

「そのランドセルから採取した指紋だけど、ほら見てみなよ」

こういうと鑑識官はもう一人に書類を見せた。

「おっと、これは問題だね。まったく、あんなヤツは病院に閉じこめておけばいいのになあ。病気は病気なんだから、完全に直るまで社会に出しちゃダメなんだよ」

「とうとう、少女誘拐殺人犯になっちまったなあ」

なんだかやる気のない鑑識官二人である。どうやらランドセルには前科のある男の指紋が付いていたらしい。

「そんなことより、このランドセルはどうやったら開くんだ？」

ランドセルを持っていた鑑識官は指紋のことよりランドセルが気になっている。それもそのはず。ランドセルは見た目こそ普通のランドセルだが、構造が普通とは全く異なっているのである。どうやっても開けることが出来ない。表面は合成皮革で覆われていて普通のランドセルのようだが、その内側は何か堅い金属のようなもので出来ていた。そして、ランドセルのふたは開閉するようには出来ていない。中と外とをつなぐのはランドセルが背中に当たる部分についている細い管だけしかなかった。中は空洞になっているようだったが、きっとこの管から何かを入れるか、或いはこの中のものを取り出すかしていたのであろう。

「なあ、その管はどうなんだ。なんだか自転車のタイヤに空気を入れるところに似てるけど」

「そう言われるとそうだな」

ランドセルを持った鑑識官が管の先端をつまんでみた。するとシューという音とともに何かの気体が吹き出したようだった。その気体には何とも言えない不快な臭いがついていた。

「何か臭くないか？」

「うん、この管からなんか出てきた」

「こんなことしてても埒があかないよ。こうなったら力ずくでやるしかないよ」

そう言うと鑑識官の一人が部屋の外へ出て何かを持ってきた。

「これで、ランドセルの中身が明らかになるよ」

鑑識官は円盤形の刃のついた電動ノコギリを持っていた。

「そんなので、このランドセルが切れるのか？これずいぶん硬そうだけど」

「大丈夫だよ。これは金属でも切れる特殊な電ノコなんだから」

こんな二人に鑑識を任せていいのだろうか？まあ私としては見守るしかないのですが・・・。

　鑑識官の一人が電ノコのスイッチを入れるとそれはキーンという耳を突く音をあげた。

「さあ、そこにランドセルを置けよ」

ランドセルを持っていた鑑識官は机の上にランドセルを置いた。もう一人の鑑識官がランドセルの上にゆっくりと電ノコを近づけていく。電ノコの刃がランドセルに触れると、がりがりという音とともに火花が飛び散った。火花は電ノコの刃の回転にあわせて勢いよく机の上に飛ばされていく。

「なあ、ここじゃあ危ないんじゃないか？」

「大丈夫、大丈夫。すぐに終わるから」

こう言って、電ノコを持った鑑識官は電ノコの刃をランドセルに当て続けた。ランドセルはそうとう硬いらしく、電ノコで切っていると言うよりは、電ノコの刃でランドセルを削っている言った方が正確だった。やがて、電ノコの刃はランドセルの表面から一センチぐらいの深さまで達した。

「ずいぶん厚い装甲なんだなあ」

「何だよ、装甲ってのは。戦車じゃないんだから」

こんなことを言いながらも、電ノコを持っている鑑識官はそうとうに苦労しているらしく、額にはもう汗が噴き出していた。

「もうすぐだ。もうすぐ中が見えるようになるぞ」

相変わらず激しく火花が飛び散っている。電ノコの刃が二センチの深さまでランドセルを削っていった時、それまでのガリガリいう音が少し小さくなった。

「やったぞ、これで中身が・・・」

電ノコの刃がランドセルの中の空洞部分まで達した次の瞬間、ランドセルは大爆発を起こした。

ボッカーン！
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		　モルダアは校門のすぐ脇の壁に背中をもたせかけて校舎を眺めていた。タニマダ先生の巨乳のせいで彼の頭はかなり混乱しているらしい。おかしい、どう考えてもあの顔に、あの体型にあの胸は釣り合っていない。モルダアは先ほどから遺体のことなど全く考えていないようだ。モルダアはぼんやりとしながら視線を空に移した。昨晩とはうってかわって良く晴れている。青空に浮かぶ雲がタニマダ先生の胸に見えてくる。まったく、モルダアは何をやっているのだか。彼の魂はタニマダ先生に抜かれてしまったようである。そんなモルダアの上着の裾を誰かの手が引っ張っている。上の空のモルダアはしばらくそれに気付かなかったが、彼が気付かないでいるとその手はモルダアの体が傾くぐらいの力で上着を引っ張った。モルダアは驚いて横を向くと、そこには一人の少年が立っていた。

「おじさん、トイレの花子さんが死んだんでしょう？みんなは殺人事件だなんて言ってるけど、そうじゃないよね。花子さんは最初から生きてないから、死んでも殺人にはならないんだ」

モルダアにはこの少年の言っていることが良く解らなかった。というのも、彼の頭の中からは少女の遺体のことなど完全に消えてしまっていたのだから。

　少年は黒いサングラスをかけて、モルダアに話しかけている時もモルダアの方を見ていなかった。どうやらこの少年は視力に障害があるらしい。この少年の言う「トイレの花子さん」というのはモルダアもよく知っている。しかし、いくらモルダアといえどもトイレの花子さんを信じている訳ではなかった。こういった都市伝説や迷信のたぐいは文明社会で存在することが難しくなってきているのである。良識のある大人なら誰でもこんな話は一笑に付してしまう。ただし、モルダアはこの少年の考えには少なからず面白味を感じたらしい。

「キミはこの学校の生徒か？」

「違うよおじさん。この学校は健康な人間しか入れないんだ。ボクはわざわざ遠くの盲学校まで通ってるんだ。家はすぐ近くにあるんだけどね」

おじさんと呼ばれてモルダアは少し気にくわなかったが、気にしないことにした。この子は目が見えていないんだから。

「キミ一人でここまで来たのか？危ないだろう。付き添いの人とかいないの？」

「それなら大丈夫だよ。家はすぐ目の前なんだ。それに少しはものも見えるんだよ」

「へえ、そうなの。ところでどうして死んだのが花子さんだと思うの？」

「そんなの当たり前じゃないか。トイレで死んでたんでしょ。この学校には昔から花子さんがいたんだ。日曜も学校にいるなんて花子さんぐらいしかいないよ」

「キミも日曜だっていうのに学校に来てるじゃないか」

「ここはボクの学校じゃないし。それに・・・」

ここまでいうと少年は何かに気付いたのか校舎の方に顔を向けた。モルダアがその方向を見ると、向こうからタニマダ先生が巨大な胸を揺らしながらこちらに小走りにやってくるのが見えた。ゆさゆさ揺れているタニマダ先生の胸を見ていると、荒波にもまれる一艘の釣り船が頭に浮かんだ。きっとあの胸の上に小さな船が浮かんでいたらそんな感じだろう。モルダアは船酔いをしそうになってきたので努めて胸を見ないようにした。

　タニマダ先生は二人に近づくとニコニコしながら少年に声をかけた。

「あら、久しぶりじゃない」

「あっ、タニマダ先生だ」

少年も嬉しそうだ。

「あれ、お二人は知り合いなんですか？」

モルダアが意外な表情で二人を見比べている。

「そうなんです」タニマダ先生が答える。

「この子は、この学校の生徒じゃないんですけど、よくこの学校に遊びに来てたんですよ。盲学校にはあまりたくさんの生徒さんがいないでしょ。それで近くのこの学校で遊んでたんです。明るくて人なつっこい子ですから、この学校に友達もたくさんいるんですよ。それに私もこの近くに住んでいるものですから、私のところにも時々遊びに来てくれるんです」

タニマダ先生がこの少年のことを話す様子は凄く楽しそうだ。タニマダ先生はきっと子供が好きな理想的な教師なのだろう。モルダアはそんなことを思っていた。

「先生。ボク、先生の顔が見たいんだけど」

タニマダ先生はにこりと笑うと「どうぞ」といって顔を少年の方につきだした。少年は両手でタニマダ先生の顔をなで回している。「へえ、そんなことでものを見ることが出来るのかあ」モルダアは感心しながら少年の様子を見ていた。

「先生は相変わらず綺麗だなあ」

綺麗だと？モルダアはこの少年がお世辞を言っているのかと思ったが、まあ気にしないことにしよう。きっと心は綺麗なのだろう。

　少年の手はタニマダ先生の顔を一通り触ると首の方へ降りていった。そしてそこから手はさらに下へ降りていってとうとうタニマダ先生の巨大な胸に触れた。

「あっ、ずるい！」

モルダアが思わず口走ってしまった。モルダアのこの声を聞いてタニマダ先生は少し恥ずかしそうにして腰を引いた。もっと恥ずかしいのはモルダアの方である。「ずるい」ってどういうことだ。モルダアもタニマダ先生も顔を真っ赤にしている。

「あの、私これで失礼します。私の連絡先は警察の方にお伝えしましたから」

こう言うとタニマダ先生はそそくさと校門を出ていった。
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		「キミはいつもあんな風に人の胸を触っているのか？」

モルダアは羨ましそうに少年に話しかける。

「当たり前だよ。目が見える人は見ればそれがどうなってるのか解るけど、僕等には何も解らないんだよ。ボクにだってあの胸がどんな風になっているのか知る権利はあるんだよ」

権利とか言われるとモルダアは何とも言えなくなってしまう。モルダアにはあの巨大な胸の見た目は解るが感触は解らない。この少年はあの巨大な胸を見ることは出来ないが感触は解る。平等と言えば平等なのかも知れない。それでもやっぱりずるいなあ。

「おじさん。おじさんにいいこと教えてあげようか」

少年が何かイタズラを考えているような表情でモルダアに話しかけた。

「いいことって、何のことだ？」

「タニマダ先生のことだよ」

この少年が何を知っているのかは知らないが、モルダアはタニマダ先生と聞くとなぜだか気になって仕方がない。とりあえず聞いてみることにしよう。

「前はタニマダ先生の胸はあんなに大きくなかったんだよ。ボクは昔から良く触ってるから解るんだ。ボクが初めてタニマダ先生に会った時には、あの胸には何にもなかったんだよ」

「それっていつのことだ？」

モルダアは興味津々である。

「ボクがまだ幼稚園にいた頃だよ」

「キミは今何年生なんだ？」

「今は四年生」

「すると五年ぐらい前ってことだね」

「そうだね。その後すぐにタニマダ先生はこの学校を辞めちゃったんだけど。何で辞めたかはボクはちゃんと知ってるよ。それはねえ、タニマダ先生の胸が大きくなったからなんだ」

「なんで胸が大きくなると辞めなきゃならないんだ？」

「おじさん、それでも捜査官なの？おじさんの仕事仲間で禿げた人がいたとして、その人がある日突然フサフサの髪の毛を生やしてやってきたら、話しづらくなるでしょ？それと同じことだよ」

「つまり、タニマダ先生は整形手術であの胸を作ったってことか？」

「シリコンじゃあんな風にはならないよ。あれは確かに本物の感触だよ。タニマダ先生の胸には何かが起こったんだ」

「キミはホントに四年生なのか？なんだかきみの話は・・・」

「いいから聞きなよダンナ。先生が辞めた理由はそれだけじゃないんだぜ。何しろあの胸だから、世の男どもは黙っちゃいねえんだ。この学校の男子教員の中にもあの胸の虜になったヤツがいてねえ。それがよせばいいのにタニマダ先生に手を出そうとしやがったんだ。でも悪いことは出来ないもんでね。その男子教員がタニマダ先生を何とかしてやろうとしているところを他の教師に見つかっちまったんだ。それがどういう巡り合わせか知れねえが、その現場こそが今日ダンナ達が調べていたあの女子トイレってわけなのよ」

少年の語り口にモルダアが驚嘆している。

「キミは本当の歳をいわないと逮捕するぞ」

「えへへ。これはテレビのまねだよ。でも話は本当だよ」

なんだか訳が解らなくなってきた。

「つまり、タニマダ先生は本当は巨乳じゃなかったんだけど、五年前に急に巨乳になってそれが原因で学校を移ることになったってことだね。それと今日の遺体発見現場はそのことと大いに関係がある場所だということか」

モルダアは一応話をまとめてみたがやっぱり訳が解らない。そこへスケアリーの乗った車が到着した。

「キミ、この話はまた後でゆっくり聞かせてもらうよ。ボクはちょっと行かなきゃならないみたいだ」

モルダアはこう言ってスケアリーの方へ歩いていった。

「何か解ったのか？スケアリー」

車を降りたスケアリーは眩しそうに空を見ている。

「こんなところでは日に焼けてしまいますから、中に入りませんこと？」

「ああ、そうなの。それじゃあ、そうしようか」

校舎の中に入っていく二人を少年が不適な笑みを浮かべて見送った。
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		「それで、何が解ったんだい？」

モルダアが改めてスケアリーに聞いた。

「色々、面白いことが解りましたのよ」

いいながらスケアリーは上着を脱いだ。どうやらスケアリーは服を着替えてきたようだ。その服装にモルダアは唖然とした。スケアリーは体のラインがはっきりと解る細身のシャツを着ている。そのシャツの胸元は大きく開いている。そして何よりも驚いたのはスケアリーの胸が普段より大きくなっていることだ。開いた胸元から谷間が顔をのぞかせている。「あらゆるものを寄せて、集めて、持ち上げている」モルダアにはそれが解っていた。解っていても、目はそこに釘付けにならざるをえない。

「色々って、どんなこどだ？」

モルダアが谷間に向かって話しかける。

「あなたの家の前にUFOが飛んできて、中からあなたのお兄さまが出てきたそうよ」

「へえ、それで」

モルダアはスケアリーがこんな悪い冗談を言っても全く気付いていない。今日のモルダアは谷間のおかげで全く調子を狂わされてしまったようだ。

「モルダア。話は人の目を見てするものですわよ！」

スケアリーにこう言われてモルダアはやっと我に返った。「しまった！」モルダアは思ったが、もう後の祭り。スケアリーは勝ち誇ったような顔をしてモルダアを見ている。そして、もう気が済んだのか、また上着に袖を通した。

「それで、いったい何が解ったっていうんだ。もしかして、あの遺体は元から生きてないから、死んでいても死んだことにならない、とか言うんじゃないだろうね」

モルダアはさっき少年から聞いた話が少し気になっていたようだ。それを聞いてスケアリーが驚いている。

「まあ、あなたどなたからそれをお聞きになったの？」

「いやあ、ただ、そんな風に思っただけだけど・・・」

スケアリーの反応にモルダアの方が驚いている。もしかして、本当の花子さんだったのか？それだと凄く怖いんだけど。

「あの少女は人間ではなかったんですのよ。とは言っても半分の半分ぐらいは人間だったんですけど、人間として活動するには足りないものが多すぎますわ」

「それは興味深いねえ。人間のように活動できないはずの人間が、人間のように足跡を残して学校のトイレまでやってきてそこで息絶えたと言うことだね。人間と言うよりは人造人間という方がいいかな？」

谷間が目の前になくなって、やっとモルダアの少女的第六感が働きだしたようだ。

「あなたの趣味で言うなら人造人間ですわね」

「それで、何が足りなかったんだ？」

「足りないものよりも、あるものの方を言った方が早いくらいですわ。彼女の体で人間と同じものは筋肉と皮下脂肪ぐらいのものでしたわ。何しろ、消化器官が全くありませんでしたのよ。口から食道まではあったんですけど、食道はゴムで出来ていましたのよ。なんだかあたくしガッカリでしたわ。胃の内容物を見るのが解剖のクライマックスでもありますでしょう？それなのに胃がないなんて・・・」

胃の話を聞いてモルダアは嫌な顔をしていた。

「そうなのか。そんな解剖だったら、ボクも見に行けば良かった」

「でも、血は出てきましたわよ。一応血管はありましたし」

「げっ、それじゃあダメだ」

「あっ、そうそう。これはあなたに言っておかないと。またあなたの機嫌を損ねてしまうところでしたわ」

スケアリーは他にモルダアの喜びそうなものを発見しているようだ。

「遺体の背中に穴が開いていましたのよ。その穴は一本の太い血管につながっていましたの。人間で言うなら大動脈に当たる部分ですわ」

「穴だって!?それは何かを差し込むような感じに出来ていなかった？」

モルダアの少女的第六感がいよいよ活発に働きだした。

「そうねえ、あれに似ていましたわ。自転車とかのタイヤに空気を入れる、空気入れの先の部分に」

スケアリーの答えを聞いてモルダアはすぐにピンと来た。

「ランドセルだ！遺体発見現場で見つかったランドセルがそこにつながるんだよ、きっと」

モルダアの興奮した表情に相反するようにスケアリーの表情は曇っていった。

「そのランドセルなんですけもど。あなたに悪いお知らせですのよ。あのランドセルは爆発して木っ端微塵ですの」

「へっ、なんで？」

とたんにモルダアが情けない表情になる。

「さあ、良く解りませんわ。何しろものすごい爆発だったそうですのよ。それで爆発があった時のランドセルの様子を知っている人はみなさん重傷で意識がありませんのよ。警察では爆弾テロの可能性があるとして容疑者の逮捕に向かったそうですのよ」

「容疑者ってだれ？」

「あのランドセルに山ほど指紋を残していった人物ですの。名前は三世田・陀気夫（ミセタ・ダケオ）といって、以前未成年に対するわいせつ行為で逮捕されていますわ。その後の精神鑑定の結果、その方は統合失調症の兆候があるとされて治療を受けていたそうですけど」

「見せただけで逮捕とはねえ。もしかしてそれは見せたのではなくて、出てただけだったのかも知れないよ。泥酔してたりしたら出しっぱなしということもあり得なくもないからね」

「どちらにしても、出てたものは出ていたのよ。あなたも十分に気を付けた方がいいですわよ。もし捕まったなら、あなたはデテタ・モルダアになってしまいますけども」

この二人はいったい何を話しているのだろうか？まじめにやらないとどんどん話が長くなっていきます。

「そんなことより、警察は間違った犯人を追っているよ。確かにその男は事件に関係があるはずだけど、爆発とは関係がないと思うよ。出しっぱなしの男に爆弾テロは出来ないだろうし」

「それじゃあ、他に犯人が居るとおっしゃるの？」

「爆発が事件なのか事故なのかにもよるけどね。あの少女の遺体は始めは小学校にあったんだ。しかも、ほとんど人のこない日曜日にね。あれは爆発させることを目的に作られたとは思えないけどねえ」

「へえ、そうですの」

どうでもいいようなスケアリーの返事である。

「もう一度あの遺体を調べてみた方が良さそうだな」

モルダアはなんだかやる気が出てきたようだ。教室を出て車へと向かうモルダアの後をスケアリーが納得のいかない表情で追いかけていく。
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		　モルダアが車のところまでくると、そこにはまだ先ほどの少年がいて、一人で遊んでいる。スケアリーはまだ校舎の入り口で靴を履きかえるのに手間取っている。事件現場といえども、学校内では靴を脱ぐのが決まり。モルダアはスケアリーがまだ来ないようだと解ると少年に話しかけた。

「やあ、少年。キミの言ったとおり死体はトイレの花子さんだったよ」

「やっぱりな。ボクの推理が間違ってたことはないんだ」

嬉しそうに言う少年を見て、モルダアも笑みをもらした。

「キミも将来ボクのような優秀な捜査官になれるかも知れないぞ」

ボクのようなとは少し間違っている。

「ところで、キミにもう一つ謎を解き明かして欲しいんだけど。引き受けてくれるかなあ？」

「うん、いいよおじさん」

モルダアがスケアリーの方をちらっと見てから少年の耳に顔を近づけて何かを話している。モルダアが話し終わると、今度は少年がモルダアに何かを言った。

「よし、交渉成立だな」

二人が顔を見合わせて何か薄気味悪い微笑みを浮かべている。そこへスケアリーがやってきた。

「あら、モルダア。もう新しいお友達が出来ましたの？」

スケアリーがからかうようにモルダアに話しかける。

「この子はキミよりもずっと話がわかるぞ」

モルダアがにやにやしながら言い返した。

「おじさん、その人誰？とっても優しそうな綺麗な声だね。きっと顔も綺麗なんだろうなあ？」

スケアリーは少年が盲目であることに気付いた。しかし、そんなことより少年の言葉がよっぽど嬉しかったのか、満面の笑みを浮かべている。

「お姉さん。ボク、お姉さんの顔に触っていいかなあ？」

「この子は手で触ってものを見ることが出来るんだ」

モルダアが説明した。もちろんご機嫌なスケアリーは喜んで少年の前に顔を出した。

「どうそ。あたくしの美しいお顔をごらんになってあそばせ」

少年はタニマダ先生にした時と同じようにスケアリーの顔をなで回し始めた。そして今回も同じようにその手は次第に顔から下の方へと下がっていく。スケアリーは少し怪訝そうな顔をしていたがそのまま少年の好きなようにさせていた。しかし、その手がスケアリーの胸をタッチするとスケアリーはあわてて体を後ろに引いた。スケアリーは何が起きたのか解らないような顔でモルダアを見ていたが、次の少年の言葉で全てを理解した。

「おじさん。さすがだね。おじさんの予想どおり、このおばさんの胸はインチキだよ。寄せて集めて持ち上げてるんだ」

おばさん!?インチキ!?この後何が起こるのかは火を見るよりも明らか。

「やっぱりそうだったか。さすがは優秀な・・・」

モルダアの言葉をスケアリーの鉄拳が遮った。これをまともに喰らったモルダアはそのまま仰向けに倒れてしまった。

「今度やったらただじゃおきませんからね。良く気を付けるんですのよ！」

スケアリーは車に乗り込むと、もの凄い勢いでドアを閉めてそのまま一人で行ってしまった。

「おじさん大丈夫？」

少年が仰向けになったままのモルダアの顔を覗き込んでいる。

「いやあ、大したことはないよ」

モルダアは少年の差し出した手に捕まって起きあがった。

「あれ、スケアリーは？」

「車に乗ってどこかに行っちゃったみたいだよ」

「なんだ、またかあ。困ったなあタクシーでも呼ぶか」

「それよりもおじさん、約束だよ」

少年がモルダアに手のひらをさしだして何かを要求している。モルダアは納得がいかなかったが仕方なくポケットから財布を出した。どうやら、モルダアはスケアリーの胸の秘密を探るのに少年を金銭で雇ったらしい。

「なんだか、損ばっかりしてる気がするなあ」

それは自分が悪いんだ、モルダア。

「キミは五千円ももらって何に使うんだ？」

「テレビゲームのソフトを買うんだ」

「そうか、まったく最近の子供は贅沢だ・・・」

少年に五千円札を渡そうとしていたモルダアの手が止まった。

「キミは目が見えないのにテレビゲームなんかするのか？」

モルダアが不思議そうに少年を見ている。

「おじさん、あまいな。それじゃあ出世できないぜ」

少年はモルダアの手から五千円札をもぎ取ると、全力で走ってモルダアから離れていった。

「あいつ、目が見えてたのか！？」

少年にしてやられたモルダアはあまりに悔しくて追いかける気にもならなかった。おまけにモルダアの財布の中はほとんど空っぽ。仕方なくバスと電車を乗り継いでスケアリーの後を追うことにした。

		
			11 遺体安置所
		

		　モルダアが到着するとスケアリーは建物の入り口のところで待っていた。モルダアはスケアリーの顔色をうかがってみたが、多少ほとぼりは冷めているようだった。

「やあ、待たせたね。僕等はすっかり騙されてしまったみたいだよ。あのガキは盲目なんかじゃなかったんだぜ」

モルダアの白々しい態度にスケアリーは少しあきれたのか、モルダアを睨みつけて脅かすのをやめにした。

「もうそんなことはどうでもいいですわ。あなたも、確かめたかったのならあんな卑怯な手を使わずに私に頼めば良かったんですのよ」

「キミはボクが触りたいと言ったら・・・」

モルダアはここまで言って言葉を飲み込んだ。以前、彼は同じことを言って痛い目に遭っているのだ。

「それよりも早いとこ調査に取りかかりませんこと。あたくしもう何だか疲れてしまいましたわ」

二人は遺体が保管されている部屋へと向かった。

		
			12
		

		「人間かどうか解らないのに人間の遺体と同じ場所に保管してるのか」

人造人間にお目にかかれると思って多少興奮していたモルダアは他の人間の遺体の入ったケースに囲まれていることにまだ気付いていない。普段なら絶対にこんなところには入らないはずなのに。

「そりゃそうですわ。人間じゃなくても少しは人間らしいところもあったんですから。それにさっきもいったように血液だって・・・」

そう言って、スケアリーが少女の遺体の入ったケースを引き出そうとした。

「ちょっと待って！血液ってどのくらいあったの？」

「ほんの少しですわよ。まあ、あなたにはちょっと怖いかも知れませんが、すぐに慣れますわ」

そう言うと、スケアリーはぐいと取っ手を引っ張って少女の遺体の入ったケースを引きずり出した。モルダアは顔を背けていたが何時までもそうしていても仕方がないので思い切って遺体の方に目をやった。

　メスで切り開いた後の縫い目が痛々しい感じだったが、それでも遺体は発見された時と同じように綺麗な人間の肌の色をしていた。これなら大丈夫。モルダアはホッとして遺体に近づいた。

「それで、何を見たいんですの？もう一度切り開いて見せましょうか」

「いやいや、それはいいよ。さっき言ってた背中の穴を調べたいんだ」

スケアリーが遺体を裏返すと背中の真ん中に小さな穴が開いていた。モルダアが穴の周りを押してみる。この人造少女の背中は本物の人間と全く同じような弾力を持っていて、モルダアはなんとなく気味が悪いと思っていたが、ここまで来たら怖がっていられない。その穴を注意深く観察した。穴の中には金属の部品のようなものが見えた。それはどうやらナットで固定されているようだった。

「この金属の部品は調べてみたの？」

「そんなことはしませんわ。あたくしは自転車屋さんじゃありませんから」

「まあそうだろうねえ」

確かにそれは、自転車の空気を入れる部分に似ていた。自転車屋さんじゃなくてもこれぐらい取り外せそうなものだが。

「何かペンチなようなものをたのむ」

モルダアが人造少女の遺体を見ながらスケアリーの方に手を差し出した。まるで手術中にメスを要求する外科医のようだ。

「ご自分で取ったらどうなんですの？」

スケアリーは腕組みをしてモルダアの様子を見ていた。モルダアは仕方なく近くの解剖用の道具が置いてあるプレートの上からナットを回せそうな器具を探した。モルダアは歯を抜く時に使うのと同じあの恐ろしいペンチを見つけだして、遺体の背中に取り付けられた金属をはずした。そして、はずした金属を鼻の前に持ってきて臭いをかいでみた。それからそれをスケアリーの鼻の前にも持っていった。

「あっ、臭っ！何なんですのこの臭いは！？」

「ボクが田舎のおじいちゃんの家に行くと、裏の沼でよくこの臭いを嗅いだよ。メタンガスなんだろ、あれは」

「まあ、そうですけれど。メタンガス自体にはあまり臭いがありませんのよ。臭いのは生成の過程で出来る不純物の方ですわ」

「純粋なメタンガスじゃ大爆発は起こらないだろうしなあ」

「モルダア、ここに何か詰まっていますわ」

スケアリーが金属の部品の中からピンセットで何かを取りだして、モルダアに見せた。

「何かの繊維みたいだね。キミ、これがなんだか調べてくれないか」

「あたくしは、あなたの指図は受けません！」

「へっ？」

「でもまあいいですわ。あたくしも少し興味がわいてきましたから。でもそれは明日にさせていただきますわ」

モルダアはすぐにその物質がなんなのか知りたかったが、今日はなるべくスケアリーの機嫌は損ねない方がいいように思われた。もう痛いのは勘弁です。

「それにしても、ミセタという人はどうしてこんなものを作ったんでございましょうか？これは明らかに犯罪ですわ。完全ではないにしても、一部は人間なんですのよ。きっと、クローン技術を使っていらっしゃるんだわ。そんなことが許されてはなりませんのよ！」

スケアリーが妙に息巻いている。こうなってくれるとモルダアには都合がいい。しかし、一つ間違っている。

「スケアリー。いくら何でも一人の人間の力ではこんなものは作れないよ。それに出しっぱなしのミセタにはとうてい無理だね。この人造少女はミセタの少女連続誘拐殺人で最初の被害者になる予定だったんじゃないかな。つまり、この人造少女を作った人間は他にいて、ミセタがそうとは知らずに誘拐したと考える方が理にかなっているよ。まあ、これは彼が捕まれば全て解るだろうけど。問題は誰が作ったのかということだな」

「この金属の部品は何かの手掛かりになりませんかしら？」

「うーん、どうだろう？」

モルダアは遺体を見ながら少し考えていた。

「この人造少女の中で人間のものでない、つまりゴムとか金属で出来た部分はどのくらいあるんだ？」

「そうですわねえ・・・。骨はグラスファイバーのようなもので出来ていましたわ。それから、皮膚は全部人間のものだったんですけれど、足の裏だけはゴムで出来ていましたわ。きっとこの人造少女の細胞は自分で新しい皮膚を作ることが出来なかったんじゃないかしら。それで、すり減りやすい足の裏は皮膚よりも丈夫なゴムで作ったんですわ」

モルダアはそれを聞くと、人造少女の足を持ち上げて、足の裏を照明に近づけた。

「モルダア、何をなさっているの？そんなことをなさってるとまた変態モルダアと呼ばれてしまいますわよ」

そう呼んでいるのは今のところスケアリーだけだ。モルダアは少しも気にせず足の裏を念入りに調べている。

「芸術家とか職人とか、物を作る人間は作品にサインを入れたがるものだよ。スケアリー、ちょっとこの足の裏のゴムをはがしてくれないか？」

モルダアがあまりに熱心なのでスケアリーは文句を言いたいのを我慢してモルダアの言うとおりにした。

　メスを使って慎重に足の裏のゴムをはがしていくスケアリーが何かに気付いた。

「あら、いやだ。これなんですの？」

モルダアが見るとゴムの裏側にアルファベットが印刷されていた。そこには「BANGDAY」と書かれていた。その文字を見てモルダアも驚いたようだ。そして、上着の下に手を入れてサスペンダー型のホルスターからお気に入りのモデルガンを取りだした。（どうしてモルダアがモデルガンを持っているのかについては、前回、さらに詳しくは前々回のエピソードを参照してくれたまえ）

　モルダアがそのモデルガンをひっくり返してスケアリーに見せた。

「これは、どういうことですの？」

目の前の現実が信じられないといった感じだ。モデルガンのグリップの底には、全く同じ書体で「BANGDAY」の文字が刻まれていた。

「これは驚いたね。キミは知らないかも知れないけど、このBANGDAY（バンデイ）というメーカーは玩具メーカーとしてはなかなか知られた会社なんだ。つまり、この人造少女はバンデイの新しい玩具だったってことだな」

「モルダア、現在の法律ではこんなものを作るのは犯罪ですのよ」

「それは、そうだよ。でも近い将来クローン人間が法律で認められるようになったら、そのうち人造人間だって。そうなった時にこの人造少女をいち早く売り出せばバンデイは大儲けが出来るってわけだ」

「こんなものが流行ったら、人類は滅亡してしまいますわ」

「でもほしがる人は沢山いるだろうなあ」

モルダアは自分が人造少女の改良版の人造美女を購入することを想像して、思わずニヤッとしてしまった。しかし、次の瞬間、大きく首を振って「いや、いかん！そんなことをしちゃダメだ！」とつぶやいた。スケアリーはその様子を不思議そうに眺めていた。やっぱりこの人は変態なんですわ・・・。

		
			13 夜
		

		　モルダアは自分の部屋へ帰るとしばらくテレビを見ていたが、そのまま眠ってしまった。今はタニマダ先生の巨乳に押しつぶされる夢でも見ているのかも知れない。警察署では、昼間モルダア達と話をした刑事が、事件の捜査と爆発事故の後かたづけのために疲れ切ってしまったのか、自分のデスクで居眠りしている。スケアリーはとっくの昔にふかふかのベッドに入って、すやすやと眠りについている。人は誰でも寝ないでは生きていられない。そして、安心して眠れるものはそれだけで幸せでなのである。

　ここに、眠れない人間が一人いる。タニマダ先生は部屋の明かりを消して、何度も眠りにつこうとしていたが、目を閉じてもいっこうに眠れる様子はなかった。昼間の出来事がそれほど彼女にストレスを与えていたのだろうか？タニマダ先生は先ほどから起きあがるたびに窓やドアのところに行ってちゃんと鍵が掛かっているかを確かめている。今はもう眠ることを諦めたのか、ベッドに座っている。部屋の電気は消えたままだ。タニマダ先生は何かにおびえているのだ。何度戸締まりを確認しても安心できないくらいに。

　タニマダ先生の部屋の電話が鳴った。タニマダ先生はハッとして、一瞬逃げ出すかのように腰を浮かせた。しかし、それが電話の音だと解るともう一度ベットに腰を下ろした。電話はベットから手の届くところにある。電話が鳴り続けているが、タニマダ先生はなかなか出ようとしない。時刻はもう深夜の二時を過ぎている。こんな時間に誰が電話をかけているのだろうか。タニマダ先生は電話が鳴り終わるのを祈るように待っていたが、それはなかなか鳴り止まない。タニマダ先生がゆっくりと電話に手を伸ばし、受話器を取った。

「先生。いけませんよ、起きていいるのは解ってるんですから」

受話器から小さな低い声が聞こえてくる。声は小さいがはっきりと聞き取れる。冷酷な感じのするしゃべり方だ。

「いいですか、先生。約束は守ってもらわないと、こちらも面倒なことになるんでねえ」

「解っています。警察には何にも話してはいません」

「おっと、あんまり大きな声で話さないでくれませんかねえ。人に聞かれちゃ困りますから」

「でも、私どうすれば・・・」

「なに、簡単ですよ。普通にしていればいいんですよ。昼間やってたようにね。後は我々が処理しますからねえ。あなたはそれまで、黙っていてくれればいいんですよ。くれぐれも変な気は起こさないでくださいよ。我々はこの件が片づくまで、密かにあなたに監視を付けていますから。もし、あなたが約束を守らないようなことがあれば・・・解っていますね。それじゃあ先生、お休み」

　タニマダ先生はほとんど落とすようにして受話器を置いた。その手はかすかに震えているようだった。この怪しすぎる電話はいったい何を意味しているのであろうか。カーテンが少し開いているを見たタニマダ先生はあわててそれを閉じた。そして、またベッドに座り込むと頭を抱えてうずくまった。

「ああ、どうしてこんなことに・・・」

タニマダ先生にはこの不安な夜が何時までも明けることがないように思われた。

		
			14 警察署
		

		　取調室の前にいるモルダアを見つけてスケアリーが近寄ってきた。

「ちょいと、モルダア。こんな朝早くから呼び出して、いったい何だって言うんですの？あたくし、昨日は事件のことについて色々調べ事をしていたので、ほとんど眠っていませんのよ」

嘘ばっかり。

「まあ、いいじゃないか。あの変態ミセタが捕まったよ」

「あら、意外とあっさり捕まったのねえ。それで、どうなんですの？」

「予想どおり、爆弾テロの容疑は否定しているけどね。誘拐に関しては認めているようだよ。まあ、誘拐といっても相手が人間ではないから、盗難になるのかなあ。そうなると、誘拐より相当に罪は軽くなってしまうけど、こういう場合ってどうなるんだろうなあ。まあ、どうでもいいか。それより、キミ。ミセタから色々聞きだして欲しいんだけど。ボクはどうしても行かなきゃならないところがあるんだ」

モルダアはほとんど一人で喋っている。

「行くって、どこへですの？」

「タニマダ先生の家だよ」

「まあ、あなたはあの胸を拝みに行くつもりですのね。あなたって本当に・・・。まあいいですわ。変態は変態に同情するといいますから。あなたはミセタ容疑者とは話さない方がいいかも知れませんわ」

変態が変態に同情するなんて、誰が言っているのだろう？スケアリーは時々変なことを言う。

「そうじゃないよ、ボクは昨日の五千円を・・・じゃなくって・・・えーっと、とにかく彼女は何か重要なことを知っているはずなんだ」

モルダアは昨日彼から五千円をふんだくった少年の住所を教えてもらいに行くらしい。事件のことはいいのだろうか？まあいいか。モルダアはまだ気付いていませんが確かにタニマダ先生は怪しいんですから。

		
			15 タニマダ先生の住むマンション
		

		　モルダアは三階にあるタニマダ先生の家のドアをノックしたが、中からは何の反応もなかった。しばらく待ってからもう一度、今度は強めにノックすると少し間をあけてドアが少しだけ開いた。その少し開いたドアの隙間からタニマダ先生の顔が少しだけ見えている。ドアにはまだチェーンロックが掛かっているようだった。

「あら、あなたはモルダア捜査官でしたわね？」

そう言うとタニマダ先生は一度ドアを閉めてチェーンを外してから今度は大きくドアを開けた。それと同時にモルダアの目にはやはり例の巨乳が飛び込んできた。ラフな服装のためか、昨日よりもさらに巨大に見える。

「ちょっとタニマ先生！昨日のあの少年ですけどねえ・・・」

「あの、私はタニマダですけど」

モルダアはまたタニマダ先生の胸に向かって喋っていたので思わず名前を間違えた。

「あっ、失礼しました。タニマダ先生」

モルダアはタニマダ先生に名前を訂正されて、視線を胸から彼女の顔に移した。タニマダ先生、昨晩は一睡も出来なかったのか、目の下にはくっきりとクマができかなりやつれた感じである。

「先生、大丈夫ですか？顔色が良くないようですけど」

「大丈夫です。昨日のことでちょっと疲れていますから。きっとそのせいですよ。それよりも昨日の少年というのは？」

「そうでした。あの少年なんですけどねえ・・・」

モルダアがここまで言った時、タニマダ先生はハッと息をのんでそのまま凍り付いてしまったように動きを止めてしまった。彼女は向かいのマンションの同じ階に見慣れない二人の姿を見つけた。ただでさえ青白い顔がますます青くなっていく。

「どうしたんです？」

タニマダ先生の様子を不審に思ったモルダアが彼女の見ている先に目をやったが、彼には何も見えなかった。向かいのマンションの二人はモルダアが振り向く前に物影に隠れたらしい。

「いえ、何でもありません。あの、ここじゃ何ですからどうぞ中に入ってください。さあどうぞ」

モルダアは何がどうなっているのか良く解らなかったが、言われるがままに部屋の中に入った。

「それで、何の話でしたっけ？」

呆然として部屋の中を眺めているモルダアに向かってタニマダ先生が言うと、モルダアは思い出したようにさっきの話の続きをした。

「先生。あなたはあの少年が実は盲目ではないと知っていたんですか？」

「えっ、まさかそんなことはあり得ません」

「でもボクはあの子がもの凄い速さで走っていくところを見たんですよ。目が見えないならあんな速さではとても走れないですよ。それにね、テレビゲームを買うなんてボクに言ったんですよ。まあ、うまく騙すつもりだったんだろうけど、それを聞いてボクにはすぐあの子は目が見えると解っちゃいましたよ」

本当はうまく騙されたのだが。

「まあ、別にあの子を補導する訳ではないんですけどね。それは、他の人がやることですし、きっと悪いイタズラとして放っておかれるでしょう。でも、まあボクとしては大人を騙すのは良くないことだから、ちょっと懲らしめてやろうと思いましてね。それで、先生ならあの子の住所を知ってると思って来てみたんですよ」

こうは言っているが、五千円がないと今月はちょっと辛いモルダアであった。そんなことはどうでもいいのだが、モルダアのこの話を聞いてタニマダ先生は少し安心したような表情になった。彼女は昨日の遺体発見については何も聞かれることはないと思ったのだろう。

「それじゃあ、私の分もお願いできますか？あたしが胸を触られていた分も懲らしめてもらわないと」

タニマダ先生はこう言ってにっこり笑った。

　タニマダ先生が胸の話などをするから、モルダアはまた先生の胸が気になりだした。それと同時に、先生は笑うと意外と可愛いんだな、なんてことも思っていた。タニマダ先生が先を続けた。

「でも私、あの子の住所は知らないんです。せっかく来ていただいてのに」

「そうなんですか・・・」

とモルダアが答えているが、今はタニマダ先生の胸の方が気になっている。あんな胸にしなくても、よく見れば可愛いのになあ。どうして大きくしたんだろう？「前はタニマダ先生の胸はあんなに大きくなかったんだよ・・・」モルダアの頭に昨日少年から聞いた話がよぎる。こんなことはモルダアには関係のないことだし、聞くべきではないことも解っている。解っていても、どうしても気になる、気になる。もう一つおまけに気になる。そして、とうとう尋ねてしまった。

「あの、先生。あなた今までに整形手術とか受けたことは？」

モルダアのこの質問に少し和らいでいたタニマダ先生の表情が一瞬でこわばった。

「あっ、すいません。ボク失礼なこと聞いちゃいましたね。何でもないですから、気にしないでください。それじゃあ、ボクはこのへんで失礼します」

モルダアは冷や汗をかきながら玄関へ向かった。

「モルダアさん、待ってください！」

モルダアがびくっとして立ち止まってから振り返る。見ると、タニマダ先生は目に涙をいっぱいにためて今にも泣き出しそうである。そして、その目でモルダアの目をじっと見ていた。しまった、こんな馬鹿な質問をして女の人を泣かせたら、優秀な捜査官失格だ。いや、それよりも男としてダメな感じだ。モルダアはなんと言っていいのか解らずただ立ちつくしていた。どうしよう？どうしよう？モルダアの顔からさらに冷や汗が吹き出してくる。

「あの、モルダアさん」

タニマダ先生が先に口を開いた。その声は涙をこらえて多少震えてはいたが、何か吹っ切れたようにしっかりとしたところもあった。

「あの、これはあの子の電話番号です。ここにかければきっと住所も解りますよ」

タニマダ先生は、思いがけないことを言われて唖然としているモルダアの手に一枚のメモ用紙を半ば強引に握らせた。
「ああ、どうもありがとう・・・」

なんだ、ボクが整形手術のことを聞いたのはどうでも良かったのかなあ？何がなんだか解らないまま、モルダアは玄関に向かって歩いていった。靴を履いてもう一度振り返ると、タニマダ先生がモルダアの方を見て先ほど見せたのと同じようににっこり笑ってモルダアを見送っていた。モルダアもヘヘッと不自然な笑顔を作ってそれに答えた。

		
			16
		

		　タニマダ先生のマンションの向かいにはまだ二人の怪しい男がいて、タニマダ先生の家を見張っていた。二人はタニマダ先生の部屋から出てきたモルダアの姿を目で追っている。

「あの男、何か感づいたんじゃありませんか？始末しちまいましょうか」

「いやあ、それはよした方がいい。あれは、ＦＢｌの捜査官だ。あの男に手を出したらやっかいなことになるぞ」

「ＦＢｌ？何ですかそれは？」

「オレが知るわけねえだろ。これを書いてる作者でさえ解ってないんだ」

「何ですかそれは。それより、大丈夫なんでしょうねえ？」

「なに、先生には十分警告しておいたよ。まあ、いざとなったら少し脅かしてやれば絶対に喋りはしないよ」

この怪しい二人はまた黙ってタニマダ先生の部屋の監視を続けた。でも何で私のことまで知ってるの？

		
			17 再び警察署
		

		　取調室の前でモルダアが待っているとスケアリーが中から出てきた。

「あら、随分とお早いお帰りですこと。あの少年から五千円は取り戻せたんですの？」

「それが、ダメだったよ。・・・ボクはキミに五千円取られたこと話したっけ？」

「あなたのすることはだいたい想像が付きますわ。でもまあ、あたくしもあの少年をとっちめてやりたいとは思っていますから、少しは協力してあげてもよろしくってよ」

「そうか、それはよかった・・・」

モルダアは話が違う方向へ進んでいることにようやく気付いた。

「そんなことより、ヤツはどうだったんだよ。変態ミセタは」

「ああ、そうでしたわね。あたくしが見たところによると、ミセタはあなたが思ってるほどの変態ではなさそうですわよ。どちらかというとあなたの方が上かしら。確かに以前は精神的に不安定で入退院を繰り返していたそうですけど、最近とても厳しいテストをパスして正常だということが認められたそうですわ」

「ええ!?そうなの。それじゃあ、あの人造少女はどう説明するんだよ」

「そこが良く解らないところですわ。ミセタが病院でテストを受けている時もミセタの家には人造少女がいたんでございますから。でも、この人造少女自体が正常では考えられないものですから、そんなところをおかしいと思うのも無駄なことかも知れませんわ」

「それで、人造少女のことは何て言ってた？」

「それなんですけど、あなたの予想とは大分違っていましたわ。ミセタは殺害目的で少女を連れてきたんじゃないと言っていましたわ。でも、そのころはまだミセタの精神状態も完全ではありませんでしたから、ああいったことになってもおかしくはありませんわね」

「というと？」

「五年前のことですわ。ミセタは車で千葉県の山の中を走っていると道ばたに少女がうずくまっていたんだそうなんです。辺りには人気もないし、町までは相当の距離があるところだったので、ミセタが不審に思って少女に話しかけたそうですの。でも少女は何にも答えなかったんですの。無理もありませんわね。あの人造少女には脳がなかったんですから。それで、ミセタは家まで送るから車に乗るように、と少女に言ったそうよ」

「それは、どうにも危険な光景だねえ」

「普通ならそうですわね。それからミセタは近くの町まで車を走らせて、町の中で少女にどこで降ろせばいいかとか、住所はどこかとか色々聞いてみたそうですけど、少女は黙ったまま。町の景色を見ても表情一つ変えることはなかったそうですわ。そうなると、ミセタが不安になってしまいますのよ。なにせ前科があることですし、それが未成年に対するわいせつ行為だったんですから。見知らぬ少女を自分の車に乗せているところなどを見られてしまっては大変なことになりますわ。それでミセタは急に怖くなって少女を乗せたまま自分の家に帰ってきてしまったそうですのよ」

「何で、途中で降ろさなかったんだろう？」

「そりゃ、あなたならそうするかも知れませんわね。でも少女を一人町中に置き去りに出来なかったんですのよ。行動はおかしなどころがありますけれど、それは病気のせいですわ。ミセタは優しい人なんですのよ。以前に捕まった時のわいせつ行為だって、あれは見せただけだったそうですわよ」

「ホントに見せただけだったのかあ。でも出てたのではなくて見せたのならそれはれっきとした犯罪だよ。それで、その後人造少女はずっとミセタの家に？」

「そのようですわ。始めはすぐに少女の家を見つけて帰そうと思っていたそうですけど、何しろ少女は何も喋りませんし、文字を書いて見せても反応がなかったそうですわ。それから、何も食べずに生きていられる少女を見てミセタはとっても驚いていたそうですの。うふふ、あとミセタはおかしなことを言うんですのよ。その少女は時々おならをするんですって。うふふふ」

「メタンガスだ！」

「そうかも知れませんわね。うふふふ。ああ、そうそう。それで思い出したんですけど、少女はミセタが見つけた時からずっとランドセルを降ろさなかったそうですわ」

「やっぱりランドセルは燃料タンクだったんだな」

「昨日の爆発事故から考えたら、花子はランドセルからエネルギーを得ていたといえますわね」

「花子ってだれ？」

「あの人造少女にミセタが付けた名前ですわ。犬にはポチ。猫にはタマ。女の子は花子。ということらしいですわよ。ミセタは少女に名前を付けて自分の家におくことにしたらしいんですの」

「そこはちょっと犯罪者っぽいところだな。ところで、ミセタは花子が人間でないと知っていたのかなあ？」

「さあ、どうかしら。そんなことはどうでもよかったんじゃございません？ミセタは花子が彼の心に空いた穴を埋めてくれたと言っていましたのよ。実際に彼の病気の症状は見る見るうちによくなって、その結果テストもパスできたんですから」

「癒し系人造少女というわけか。でもどうして学校のトイレなんかにいたんだろう？」

「さあ、解りませんわ。ミセタがうっかり戸締まりを忘れて外出したスキに花子は家を出ていったということですけど。でも脳のない人造少女のすることに理由なんかあるとは思えませんわ」

「キミは人間の意志が脳だけに宿っていると思っている？ボクの考えじゃ脳以外のどの器官にも人間の意志というのがあると思うんだけどねえ」

モルダアはスケアリーに反論されると思って身構えていたが、スケアリーは黙っている。

「どうしたんだ？ボクがなんか失礼なこと言ったか？」

「あたくし喋りすぎて疲れましたから、しばらく黙っていようと思って。ホントに、どうしてあたくしがあなたのために、こんなに沢山お喋りをしなくてならないんですの？どうせ何にもしてこなかったのなら、あなたも取調室に居るべきだったんだわ。ホントに腹が立ちますわ」

なんだかスケアリーの機嫌が悪くなってきたようだ。でも大丈夫。モルダアには一応収穫があったのだから。

「何にもしていなかった訳じゃないよ。ほら、ここにちゃんとあの少年の家の電話番号が」

モルダアはスケアリーにタニマダ先生から渡されたメモを見せた。でもスケアリーはまだ喋るつもりはないようだ。

		
			18
		

		　スケアリーが黙ってしまったのでモルダアは困っている。少女を車に乗せたミセタもきっとこんな気分だったに違いない。そんなことをモルダアが思っていると、廊下の向こうで二人の姿を見つけて近づいてくる者がある。昨日、女子トイレにいた刑事である。

「これはこれは。ＦＢｌの優秀な捜査官様じゃないですか。おそろいでどうしたんです？」

刑事は嬉しそうに二人に話しかけた。刑事は自分の力でこの事件をほとんど解決したと思っているようだ。

「どうやら、お二人にはわざわざ来てもらうこともなかったようですなあ。そうそう、モルダアさん。あんたの言ってたバンデイとか言うメーカーですけどねえ。私はあんたのおかげでとんだ恥をかくところでしたよ」

モルダアは昨日、この刑事にバンデイについて調査をするように言ってあったのだ。

「何か解ったんですか？」

「キミの無能さは良く解ったよ。あっはっは。冗談、冗談。あの人造人間を作ったのは全く別のところにいたんだよ。キミはバンデイが作ったに違いないとか言っていたが、私はそんなことは絶対にないと思っていたねえ。まあ、これを見てみなさいよ」

刑事がモルダアにゴムの板を見せた。

「これは防震用のゴム板ですか？これが何か？」

モルダアにこう言われて刑事は持っていたゴム板を裏返した。そこにはまたBANGDAYの文字が印刷されていた。

「バンデイっていう会社はこういったゴム製品なんかも作っているんだよ。キミはバンデイが人造人間を作っているなんていうから、私も信じかけたんだけどねえ。どう考えてもあんなオモチャ屋に人造人間なんかが作れるはずはないと思ってな。ということでバンデイに乗り込んで捜査を始める前に色々調べてみたら、バンデイが玩具だけじゃなくゴム製品を扱っていることが解ってね。それで、以前にバンデイに特殊なゴムを発注した企業や研究機関がないか調べてみたんだよ。そうしたら、ある大学の教授があの人造人間に使われているのと全く同じ種類のゴムを大量に購入していることが解ったんだよ」

「本当ですか？」

モルダアはかなり動揺しているようだ。それより、こんなところでまた新しい人物が登場してくるとは、ちょっといい加減じゃないか？まあ、いいか。

「それで、その教授っていうのは？」

「ハポン大学の呂古（ロコ）教授というんだが。なにやら怪しい研究をしているということで、誰からも相手にされてなかったそうだ」

「もうロコ教授にはあったんですか？」

「いやあ、それがねえ。実験中に爆発事故が起こって亡くなったそうだ。それにその爆発のせいで研究の資料が全部灰になってしまったとかで何を研究していたのか、大学の方でも良く解らないそうだ」

「それは、いつのことです？」

「五年前だ。クレイジー・ロコ教授が死んで人造人間だけが生き残ったということだろうよ。まあ、あの遺体は専門機関で調べてもらうことにしたから、キミたちはもう用なしってことだなあ。後は私ら優秀な警察に任せてきみたちは家でゆっくり休みたまえ。アッハッハッハ」

刑事は勝ち誇った顔をして二人に背を向けて歩いていった。

「刑事さん。クレイジー・ロコと言うよりはロコ・ロコといった方が正確ですよ。この場合」

「モルダア、何をいってらっしゃるの？」

やっとスケアリーが喋った。

「なんだか気に入らないから、ボクの知識をひけらかしてみただけだよ」

「あたくしもあの刑事さんはちょっと嫌な感じがいたしましたわ。でも事件はもう解決したみたいですし、私たちは帰った方が良さそうですわよ。それにあの少年の家に行って、たっぷりお仕置きをしてやりませんと」

これでは、何にも解決していない。ここに来てようやくモルダアの少女的第六感が多少働きだした。クレイジー・プロフェッサーのプロフェソール・ロコ・ロコにあんな人造少女が作れるはずはないのだ。モルダアはなぜだか知らないがそんな気がしてならなかった。しかし、今は何も手掛かりがない。仕方がないのでスケアリーの言うとおり少年の家に電話をかけてみることにした。


		
			19 警察署前
		

		　モルダアが携帯電話でメモに書かれた番号に電話をしている。

「おかしいなあ。この番号は現在使用されておりません、だって」

「ちゃんと書かれたとおりの番号におかけになったの？」

「うん。それは間違いないけど。もしかして引っ越したのかなあ・・・」

「書いてある番号が間違っているのかも知れないわ。でもこのまま引き下がることは出来ませんわ。なんとしてもあの少年を懲らしめてやりませんと、気が済みませんわ！」

スケアリーは、妙にやる気を出している。彼女はポケットから電話を出すとどこかへ電話をかけた。

「もしもし、あたくしＦＢｌのスケアリーですけれど、ちょっと調べてもらいたいことがあるんですのよ。以前使われていた番号なんですけれども」

そう言ってスケアリーはメモに書かれた電話番号を読み上げた。どうやら電話会社にかけているらしい。調べるのには多少時間が掛かるようだ。

「ＦＢｌって言ったら何でも出来るのか？」

「当たり前ですわ。ＦＢｌに不可能はありませんのよ。でもそれは、あたくしに限ったことですけどね」

「それって、どういうこと？ボクじゃ・・・」

スケアリーが手を上げてモルダアを遮った。番号を調べ終わったらしい。電話の向こうの声を聞いて、スケアリーが眉間にしわを寄せている。何が解ったというのだろうか？

「モルダア。これって偶然なのかしら」

「どうしたの？」

「この番号を使っていたのはバンデイ研究所という団体だったんですって」

「バンデイ研究所！？」

このバンデイ研究所は玩具のバンデイと関係がないとは思えない。しかし、どうしてタニマダ先生がこの電話番号を知っていたのだろうか。或いはただの書き間違いでそれが偶然バンデイ研究所が使っていた番号と同じだっただけなのか。二人とも黙って考えていたが、メモを持っていたスケアリーがあることに気付いた。

「ねえ、モルダア。この字は少しおかしくありませんこと？ほら、よく見ると字が震えていますでしょ。学校の先生が書く字としましては、ちょっとお粗末じゃございませんこと？」

モルダアもメモを見てみた。確かに字が震えている。決して下手な字ではないのだが、所々で文字の線があらぬ方へ曲がろうとしているのを無理矢理強制したかのような字になっている。手が震えていればこんな字になるかも知れない。

「タニマダ先生には何かあるな」

モルダアは今朝タニマダ先生が部屋で見せたあの涙ぐんだ顔を思い出していた。それから別れ際に見せたあの笑顔を。それからあの巨大な胸を。

「タニマダ先生にはもう一度あって話を聞かなきゃいけないなあ。キミ、悪いけど行ってくれるかなあ？ボクはあの人を前にするとどうしても、何て言うか、自分を見失ってしまうんだよ」

「まあ、あなたならそうでしょうねえ。解りましたわ。それに、あたくしバンデイのことについて色々調べるのは面倒だと思っていたとこですから。それじゃあ、あなたはバンデイのことを調べてみてくださいな。きっと大変な作業だと思いますけど、くれぐれも手抜きにならないようにお願いいたしますわ」

「それなら心配いらないよ。バンデイの資料はさっきの刑事が集めてくれてたみたいだから。意外といいヤツかも知れないよ。あの刑事は」

これで、あのいやらしい刑事の鼻をあかすことが出来ると思ったのか、モルダアは颯爽と警察署の中に戻っていった。

		
			20 タニマダ先生のマンション
		

		　タニマダ先生はベランダへ出られる窓に掛けられたカーテンの隙間から外の様子をうかがっている。玄関から外に出れば向かいのマンションで見張っている男に見つかってしまうだろう。外へ出るにはベランダからしかない。タニマダ先生はもう何10分もこうして外をうかがっていたのだが、ついに覚悟を決めたのかカーテンを開けてベランダへ出た。そして非常用はしごの上げ蓋を開けてゆっくりと下のベランダに降りようとした。そのとき玄関でチャイムが鳴った。タニマダ先生は一瞬動きを止めたが部屋には戻らずそのまま下の階へと降りていった。一階まで降りるとタニマダ先生は道路へ飛び出し、裸足のまま走っていった。

　タニマダ先生の部屋の前ではスケアリーがイライラしながらチャイムのボタンを押し続けている。

「もう知りませんわ！」

タニマダ先生が出てこないので、スケアリーはエレベーターの方へ引き返していった。

		
			21 警察署内の一室
		

		　モルダアがその部屋にはいると机の上に山積みにされた資料が目に入った。その山の向こうの窓際で一人の若い警官が椅子に座って雑誌をぺらぺらめくって暇そうにしていた。

「あの、バンデイの資料を調べたいんだけど。刑事さんはどこに行ったのかなあ？」

モルダアに声をかけられた警官は雑誌を眺めていた目を上げてモルダアの方を見た。

「ああ、あなたＦＢｌの人でしょう。確かモルダアさんだ。どうです、凄いでしょう。この資料の山。あの刑事はぼくらをこき使うくせに、自分では面倒なことを少しもやらないんですよ」

「この資料は全部キミが？」

「まさか。ボクと仲間の何人かで一晩かかりましたよ。でも、刑事は最後にちょっとだけ確認しただけなんです。あなた、資料を見たいんですか？持ち出さないんなら見てもいいですよ。ホントは刑事から見せるなと言われてるけど。もう事件は解決なんでしょ。それにボク、あの刑事は好きじゃないから」

「事件が解決かどうかはキミの集めてくれたこの資料が決めてくれるよ」

「へえ、そうなんですか」

警官はまた雑誌を読み始めた。

　モルダアの前には何千枚もの資料とダンボール箱が綺麗に積み上げられている。その一部だけが崩されて散らばっていた。この散らばっている資料が刑事の調べた分なのだろう。

「ねえ、キミ。刑事はこれだけしか調べなかったの？」

「そうですよ。必要なことは全部解った、とか言って。始めはバンデイに関する資料を片っ端から集めろって言っていたのに」

「全く素人だなあ・・・」

モルダアも素人っぽいのだが。しかし、怪しいことは徹底的に調べなくてはいけない。とは言うものの、モルダアもこの資料の山を見て少しやる気が萎えていることは確かである。

「あの、キミ。この中にはどんな物があるんだ。分類わけとかしてあるのかなあ」

「さあ、どうだろう。ボクが集めた分は一応やってますよ」

警官がめんどくさそうに答えて机の前にやってきた。

「ここら辺が、バンデイから送ってもらった帳簿のコピーで、この辺がバンデイに関する記事の切り抜き。ほとんどが経済面の記事ですけどね。それからこの箱の中はバンデイ研究所爆発事故の時の証拠品」

「バンデイ研究所!?」

モルダアが興奮して箱を開けた。中には爆発でバラバラになってしまった実験器具のかけらや、書類の焼け残りのような物が入っていた。

「バンデイ研究所では何の研究をしていたんだ？」

「新しいエネルギーの研究とか言ってましたねえ。石油に変わる燃料ってヤツですか。でももの凄い爆発だったんですよ。ボクも事故処理の手伝いに行かされましたよ。現場は、ここに建物があったとは思えないぐらいに見事に吹っ飛ばされていましたよ。ほら、これがそのときの記事。見てくださいよ、ボクが写ってる」

モルダアは新聞の写真などは見ずに記事を読んでみた。どうやら生成したガスに引火したことが爆発の原因らしい。25人の研究員と一人の少女の遺体が発見された、と書いてある。

「この少女ってのは・・・」

「あの、人造人間だと思うでしょ？でも、爆発事故の被害者の遺体って大抵が体の一部だけなんですよ。だから身元だってちゃんと確認できてないんですよ。一応、研究員の一人の娘ということになっていますけど」

「そうなのかあ」

モルダアはまだ何かがあるだろうと思って証拠品の入ったダンボール箱をかき回し始めた。

「あんまり乱暴にしないでくださいよ」

「金属の部品と紙の資料を一緒に入れておいて、それはないだろう」

そう言いながらモルダアはダンボール箱の中をあさり続けた。すると底のほうから一枚の写真が出てきた。上半分は焼けてなくなっている。その写真の下の部分には沢山の足と白衣の下の方が写っている。上の部分を足せば、おそらく研究員の集合写真になるのだろう。

「おい、きみ！これを見てみろよ！」

モルダアが何かに気付いたようだ。モルダアの興奮する様子に警官も写真に興味を持ったらしい。モルダアの指しているところに目を近づけて写真を調べてみた。

「二人ですねえ」

警官もモルダアが何に驚いたのかが解ったようだ。沢山の長ズボンと白衣に混じって、二人分の赤い靴、ハイソックス、スカートをはいた足が映っている。

「この二人の少女が人造人間だったとしたら、一人は爆発で死んで、もう一体は残っていて昨日発見されたことになるなあ」

そう言いながらも、モルダアにはピンと来ない。これだけではバンデイが人造少女を作っていた証拠にはならないのである。

「この写真と遺体の足を比べてみれば解りませんかねえ？」

警官が言った。

「こんな薄汚れた写真じゃどうにもならないよ。それより他に何かないかなあ。これだけ資料があるんだし・・・」

やっぱりこの資料の山を片っ端から調べなければならないようだ。モルダアが途方に暮れて資料を眺めていた。

「あれ！？モルダアさん。こんなところにもバンデイ研究所がありましたよ」

警官が持っていた雑誌をモルダアに見せた。

「これは誰かが読んでいた雑誌だと思ったけど、これもバンデイに関する資料の一部だったんですねえ。よく見たら五年前の雑誌だ」

モルダアが警官に渡された雑誌を見る。

「キミ、お手柄じゃないか。これでこの事件が解決したら、ボクがＦＢｌの力を使ってキミがあの刑事より早く出世できるようにしてあげるよ」

「本当ですか！？」

警官は目を輝かせたが、嘘である。

		
			22
		

		　モルダアの手にしている雑誌は、たいした内容もないゴシップネタ中心の女性雑誌である。その雑誌の最後の方に広告欄があって、片隅の小さなスペースにバンデイ研究所の文字があった。

		
			「夢のセクシーボディーをあなたの物に。当研究所が開発した細胞ダプリケーション技術があなたの体に足りない部分を補ってくれます。簡単な治療を受けるだけで見違えるようなプロポーションを手に入れることが出来ます。今なら抽選で一名様に完全コースを無料でプレゼント！ただし、健康な若い女性に限ります」

		

		こんなことが書いてあった。そして、その連絡先がまさしくタニマダ先生に教えられた番号なのである。運がいいのか悪いのか、タニマダ先生は抽選で選ばれた一人というわけだ。

　細胞ダプリケーション技術・・・。きっと、バンデイ研究所は若い女性の細胞が必要だったに違いない。あの写真に写っていたズボンを見れば解る。あそこにいた研究員はおそらくみんなオッサンだ。人造人間を作るのには活力にあふれた細胞が必要だったのだろう。かといって子供から細胞を取ったりしたら、後々問題が生じた時にやっかいなことになる。そこで若い女性のコンプレックスにつけ込むという方法をとったのだろう。整形手術を受けた人はその事実を隠したがるはずである。細胞と引き換えに見違えるようなプロポーション。・・・なにもあんな巨乳にすることはなかったのに。

　モルダアはまたタニマダ先生の胸を思い出していた。それから別れ際に見たあの笑顔とその前の涙をいっぱいにためた顔と。どうして気になるのかモルダア自身解っていない。あの巨大な胸のせいでモルダアの少女的第六感は鈍っているようだ。

「ねえ、モルダアさん」

警官が声をかけた。

「あのロコって言う教授はどうなるんでしょうねえ？」

「ああ、そんな人もいたよなあ。ボクの考えじゃロコ教授はバンデイの証拠隠滅に利用されたんじゃないかと思うよ。バンデイは人造人間がまだ一体生き残っていることを知っていたはず。その一体がバンデイ以外の者、たとえば警察とかに発見された場合、そのうちバンデイに疑いがかかることになる。そうなる前に人造人間の架空の開発者をでっち上げる必要があったんだよ。人造人間を作っていそうなイメージのロコ教授は、恰好の人材だったんだよ。実験室での爆発は事故ではなくて、本当はバンデイに殺されたんだな。ゴムの発注書なんか後からでも作れるしね。証拠を隠すためには人殺しも平気でする。恐ろしい会社だねえ・・・」

モルダアはしみじみと独り言のように話していたが、何かを思いだしたのか急に顔色を変えた。

「あっ！しまった！ということはタニマダ先生も！」

モルダアの少女的第六感がやっと本来の機能を始めたらしい。モルダアが部屋を飛び出していった。

		
			23
		

		　警察署の廊下を足早に歩きながら、モルダアはスケアリーに連絡を取るためにポケットから携帯電話を取り出した。するとちょうどその時、その電話が鳴った。スケアリーからである。

「ああ、スケアリーか。ちょうどよかった。まだタニマダ先生のところにいるのか？」

「それが、モルダア聞いてくださいな。大変なことになってしまったのよ」

モルダアの表情が曇る。なんとしても最悪の事態だけは避けたい。

「タニマダ先生に何かあったのか？」

「そうなんですの。タニマダ先生がひき逃げにあったんですのよ」

「それで、大丈夫だったの？まだ生きてる？」

「まだ生きていますわよ。でも本当なら死んでいてもおかしくない事故だったんですのよ。でもあの胸がクッションの代わりになって一命をとりとめたそうですのよ。ところでモルダア、随分焦っているようですけど何か解りましたの？あたくし結局タニマダ先生とは何にもお話しできませんでしたのよ。それに今もまだ意識がない状態ですし」

「色々解ってしまったよ。その前に、タニマダ先生のひき逃げはただの事故じゃないよ。彼女は命を狙われているんだ」

「あらまあ、それは大変ですわ！」

「例の人造少女はタニマダ先生なんだ。というよりタニマダ先生の細胞を使って作られているんだ」

「あなた、随分と自信がおありのようですけど、そんなことは不可能ですわ」

「細胞ダプリケーション技術を使えば可能だよ。タニマダ先生の胸だってそれで大きくなったんだから」

「ダプリケーション？複製するってこと？あたくしはそれが不可能だって言っているんですのよ」

「でも人の細胞を取り出して培養するぐらいは出来るでしょ？実際に人造少女にも複雑な器官は付いてなかった訳だし。皮下脂肪と筋肉だけでしょ、人造少女に付いていたのは。それがタニマダ先生の細胞から作ったダプリケート細胞というわけだよ。DNAとか調べたら解るんじゃないの？あの人造少女からだってDNAとれるんでしょ？」

「まあ出来ますけども。でもどうして人造少女がタニマダ先生だとおっしゃるの？細胞なら他の人からもとれるはずですわ」

「タニマダ先生はバンデイ研究所に行ったことがあるんだ。そこで細胞を取られてるはずだ」

「でも人造少女の細胞とタニマダ先生の細胞が同じ物だとする根拠が解りませんわ」

「意志の共有だよ」

「？？？」

「キミは双生児が感情や意志を共有することがあるのを知ってるだろ？それと同じことがタニマダ先生と人造少女の間にも起こったんだよ。人造少女が女子トイレにいて、タニマダ先生が第一発見者になったのにもちゃんと理屈があるんだ。キミはどうしてタニマダ先生が昔勤めていたあの学校へ行くか知ってる？」

「懐かしくなって、といっていましたけど」

「懐かしいとは少し弱い言い方かも知れないな。本当はタニマダ先生はあの学校ではなくてあの女子トイレに行くのが目的だったんだと思うよ。タニマダ先生はただの転勤で学校を変わったんじゃなくて、あの女子トイレで起こった事件が原因で半ば追い出されるような感じで転勤したんだ。それだけにタニマダ先生のあのトイレに対する感情は強いものなんだ。それも元をたどればあの巨乳が原因だし、その元はバンデイになるんだけど。そういう強い感情が同じ細胞を持ったあの人造少女に伝わったと考えてもおかしくはないだろ。そして、タニマダ先生が学校に着く何時間か前に人造少女が先にトイレにたどり着いて、そこで燃料供給が絶たれたんだろうなあ。そういえば、あの部品に付いていた繊維だけど、どうなった？」

「面倒だから調べていませんわ。それよりもそのトイレで起きた事件って誰から聞いた話ですの？」

「それは・・・あの少年から」

「まあ、あなたはあんな詐欺師みたいな少年の言うことを信じているの？せっかく聞いてあげたというのに損をしてしまいましたわ」

そういわれるとモルダアも自信がなくなってくる。スケアリーが怒って電話を切ると思ったのか、モルダアが慌てて付け加えた。

「ああ、まだ切らないで！タニマダ先生が狙われていることは確かなんだから。警察に頼んで護衛を付けてもらってくれ。ボクはこれからバンデイの社長の蛮泥（バンデイ）氏に会ってみるよ」

「それってあたくしにも来てもらいたいってことかしら？それならお断りですわ。まあ護衛の件ぐらいなら頼んであげてもよろしいですけどね」

スケアリーが電話を切った。スケアリーは肝心な時に限って動いてくれない。

		
			24 千葉県、蛮泥邸
		

		　モルダアが蛮泥邸に着く頃にはだいぶ日も傾いてきていた。蛮泥氏の豪邸は郊外にある住宅もまばらな地域にある。坂の一番上に建っていて、遠くからでもよく見える建物だ。自宅の裏にはバレーボールのコートが二面はとれそうな広さの倉庫がある。その向こうは崖になっているらしい。倉庫の裏に見えるのは薄暗くなった空だけで、なんだか倉庫が空に浮かんでいるかのような錯覚に陥りそうである。バンデイが事件の黒幕と考えているモルダアにはこの豪邸が悪魔の棲む城にさえ思われた。

　モルダアが蛮泥邸の玄関の前に建ってインターホンのボタンを押した。家の中でチャイムの鳴る音が聞こえるが、誰も出てこない。もう一度ボタンを押してからモルダアは辺りを見回した。この玄関前からは裏の倉庫がよく見える。それにしても、どうして自宅に倉庫なんか作るんだろう？きっと何か怪しい者を隠しているに違いない。巨乳が目の前にないとモルダアの少女的第六感はよく働くようだ。

　しばらくすると化粧の濃い中年の女性がドアを開けた。

「ＦＢｌの者ですが、バンデイ社社長の蛮泥さんはご在宅でしょうか？質問したいことがあるんですが」

「ご主人様はご在宅ではありません」

「ご在宅ではありませんて、なんか変じゃない？」

化粧の濃い女性は眉間にしわを寄せてモルダアをにらんでいる。この顔はスケアリーよりずっと怖い。

「ああ、失礼しました。あなたは蛮泥婦人ですか？」

「私は使用人です。ご主人様に用事があるなら、また明日いらしてください」

「そうなの？でもボクここまで電車で来たんですよ。車で来ればすぐだったのに。それでねえ、電車賃でボクは有り金をほとんど使い果たしちゃったんですよ。だから、これから帰ったとしたら、もう明日の分の電車賃はなくなっちゃうんですよ」

「それが、どうしましたか？」

「蛮泥さんが帰ってくるまでここで待たしてもらえないかなあ、ということですけど」

「お帰りください！」

そう言う使用人の顔を見てモルダアは怖じ気づいた。鬼の形相とはこのようなものをいうのだろう。スケアリーとは比べものにならないほど恐ろしく、また醜い表情をしている。

「わ、解りましたよ」

モルダアは恐怖のあまり大事な捜査のことを忘れて引き返そうとした。だが最後にもう一度、振り返って倉庫の方を見てみることにした。特に何を見るという訳ではなかったのだが、あの怪しい雰囲気をもう一度味わっておこうと思ったのである。モルダアが振り返ると、誰かが倉庫の中に入って行くような気がした。しかし、もう日はほとんど沈みかけているため、それが人の影なのか目の錯覚なのか良く解らなかった。それでもモルダアの少女的第六感はモルダアを倉庫の方へ走らせた。

　倉庫のシャッターは人が少しかがんで入れるくらいの高さまで空いていた。モルダアは中の様子をうかがってみたが、人の姿は見えなかった。どこかに隠れているのだろうか。モルダアは胸のホルスターからモデルガンを取りだして、倉庫の中に入っていった。

　倉庫の中にはダンボールが規則正しく積み重ねられている。きっと中に入っているいる商品ごとに分けられているのだろう。モルダアはそのダンボールの合間ををモデルガンを構えて奥へと進んでいく。倉庫の中には蛍光灯がつけられていたが、倉庫の中では物が見えればそれで十分であるために、蛍光灯がついていても薄暗い。普段のモルダアなら尻込みをして奥へは入っていかないのだが、モデルガンを持っているため多少、気持ちが大きくなっているのだろう。でも、所詮モデルガン。大丈夫なのだろうか？

　モルダアは奥へ奥へと進みとうとう倉庫の一番奥までたどり着いた。そこまで来てもモルダアには人の姿は確認できなかった。

「あれ、やっぱり見間違いだったのかなあ？」

モルダアがモデルガンを降ろして、辺りを見回している。

「これは、これは、モルダアさん。ようこそおいでくださいました」

突然、モルダアの背後から声がした。彼は慌ててモデルガンの銃口を声のした方に向けた。

「そんな物騒な物を向けるのはよしてくださいよ。私は丸腰ですよ」

ダンボールの積み重なった後ろから男が手を上げてモルダアの前に姿を現した。モルダアはその姿を見てモデルガンを降ろした。その男はモルダアの二倍以上の年齢がありそうな紳士であった。細身ではあったが少しもみすぼらしい感じはしない。白髪の交じった口ひげは上品に整えられている。「この人なら大丈夫だ」モルダアはそう思ったのだろう。モルダアがモデルガンの銃口を下げるのを見て、男は不敵な笑みを浮かべながら上げていた両手を下げた。

「あなたはバンデイ社社長の蛮泥さんですね」

「いかにも、そうだが。キミはF.B.lのモルダア特別捜査官だね」

特別捜査官？モルダアは今まで自分でも気付いていなかったが、彼はただの捜査官ではなくて特別捜査官だったらしい。

「キミは私の作った癒し系美少女、花子のことを聞きに来たんだろう？」

蛮泥氏はモルダアの聞きたいことを全て知っているような口振りで話している。

「そうですけど、そんなこと言っていいんですか？あなたのしたことは犯罪なんですよ」

「フッフッフ・・・。キミは私がそんなことも解らない人間だと思っているのかね。大丈夫だよ。私は自分の身を守ることぐらいは心得ているよ。それより、キミは私がどうやってあの人造少女を作ったか知りたくないかね？それを聞きにここまでやってきたはずだが、違うかね？」

モルダアはここで返す言葉を失った。知りたいのは山々だが、ここでこの男の言うことを聞いていたらこの男は自分に都合のいい嘘ばかりを言うに違いない。モルダアが黙っていると男が後を続けた。

「あの人造少女はなかなかの出来だったのだが、何しろまだ試作の段階だったんでな。欠陥もたくさんあったんだよ。我々は二体の試作品を作るところまで研究を進めていたんだ。最初に作ったのものは動きもぎこちなくてな、とても人間のようには見えなかった。それで、使う細胞に改良を加えてみたところ人間そっくりの動きをするようになった二号機が完成したんだよ。それが君達の見つけたものだよ。あれが人間ではないなんて誰も思わないだろうね。キミにもあれが動いているところを見せたかったよ。ところが、二号機にも欠陥があってな。あいつは自分の意志があるかのようによく動き回るんだ。知っていると思うが、あれにはまだ頭脳が組み込まれていなかったんだよ。頭脳になる電子回路の製作と、完璧な燃料の開発が出来ればほぼ完成だったんだ」

「その燃料は、やっぱりメタンガスなんですか？」

「あの臭いを嗅いだら誰でも思うだろうな。でもあれはただのメタンガスではない。ハイパーメタンを生成できる、ハイパー牛糞から作られた特別なガスだ。ただし、生成の仕方が問題でね。ハイパー牛糞を直接ランドセルの中に入れるしかなかったんだよ。キミは確かガスの吸入口に繊維を見つけたはずだねえ。あれはハイパー牛糞の中に残っていた干し草の繊維だよ。正確にはハイパー干し草だがね」

「そうですか。・・・でもあなたは何でぼくらの捜査のことを知っているんですか？」

「私は色々な情報を教えてくれる地下の組織とつながりがあるんだよ」

「地下？それってもしかして地底人ですか！？」

モルダアの思考は地下という言葉を聞いて一気に飛躍してしまった。宇宙からやってきて地底にすんでいる宇宙人は、モルダアにとっては永遠の捜査対象なのである。

「地底人？キミは面白い男だな」

蛮泥氏に笑われてモルダアは少し恥ずかしくなった。完全に蛮泥氏のペースである。

「それよりも、人造少女のことをもっと教えてくださいよ」

「そうだな、あれはランドセルから送られるエネルギーと微量の電流に反応して筋肉が動くようになっていたんだが、それだけで動いているとは思えないほど人間らしかったな。それだけじゃないぞ、時には人に笑いかけたりもしたんだ。研究員達はその二号機の出来栄えに大喜びだったな。それで、二号機は研究所のマスコットとして建物の中を自由に歩き回らせることにしたんだよ。それが逃げ出すとは誰も思わなかったからな。それも、あの大爆発の直前にね」

「あなたは、細胞に宿る記憶や意志というものの存在に気付いていませんでしたね」

「フッフッフッフ。キミもそんなことを言うのかね。研究員の中にもそんなことを言っている人間がいたなあ。まあ、二号機を探す時にはその説も参考にさせてもらったよ。向かう先はあの先生のところだと推測して、先生の住んでいたところは全て探し回ったよ」

「それでも、見つからなかった。人造少女は異常者の家に軟禁されていたんですからねえ」

「そこは私にも読めなかったよ」

「それで、あなたはロコ教授を利用しましたね」

「ふん、あんな男は生きている価値もない。社会のゴミだよ。客としては気前がよかったがね」

蛮泥氏はあっさりロコ教授殺害を認めてしまった。モルダアはどうして蛮泥氏がこれほど正直なのか不思議に思っていたが、このまま行けばモルダアが蛮泥氏を逮捕してモルダアのお手柄、ということになるのでそのまま蛮泥氏に喋らせておいた。

「でもどうして人造人間なんです？あなたのメーカーならロボットだって作れるでしょう。それにわざわざ犯罪になるようなことをしてまで人造人間を作るなんて」

「フッフッフ。バンデイはただの玩具屋とは違うのだよ」

「知ってますよ。ゴムとかも作ってるんでしょ」

「そう言うことじゃないよ！」

「まだ他にも製品があるんですか？食品とか？」

蛮泥氏は明らかにイライラし始めていたが、何とか表情には表さないようにしている。

「リアリティーだよ。モルダア君。リアリティーこそ我々が求めるものなのだよ。もし、理想のタイプの女性がデパートで買えるとしたら、素晴らしいことだとは思わないか？」

やっぱりそうなるのか。モルダアの頭の中には人造美女を購入した自分の姿がある。

「ああ、いいなあ、いいなあ・・・」

一人でつぶやくモルダアはかなり危険な感じである。モルダアの妄想はまだ続く。モルダアは人造美女にそっと近づいて行き、その体に触った。そのとたん人造美女はモルダアにパンチを浴びせた。ハッとして、モルダアが現実に帰ってくる。

「蛮泥さん！それは嘘だ！あなたの目的はそれだけではありませんね」

妄想の中で何かに気付いたのだろうか？モルダアが続ける。

「モデルガンに人造人間。ボクは何だだか恐ろしい感じがするんですよ。あなたはもしかして・・・」

「さすがはモルダア君。理解が早いね。私の軍隊を使えば大陸にある日本の領土を取り返すことは簡単だよ」

「大陸は元から日本じゃありませんよ」

「キミには解らないだろうけどな。途上国の繁栄には我々の力が必要なのだよ」

「蛮泥さん。やっぱりあなたを逮捕しなくてはいけませんね」

「そうか、それは残念だな。ところでモルダア君。キミはなかなかいい物を持っているじゃないか。そのモデルガンは私のデザインなんだ」

モルダアは持っていたモデルガンを見て、このモデルガンもバンデイの製品だと言うことを思い出した。

「でも、それはちょっとキミには大きすぎるんじゃないかな。それに、そのモデルは射程距離が短いし、弾もまっすぐ飛ばないぞ。もしよければ、キミの後ろにある新製品を持っていかないか？せっかく来た記念だ。タダでいいぞ」

タダと聞いてモルダアは大喜び。しかも最新型が手にはいるなんて。モルダアは興奮して振り帰ると自分の後ろに積まれていた箱の一つを開けてみた。

「うわー、凄いなあ。これ買ったら五万円はするヤツばっかりだよ！ホントにいいんですか？」

「遠慮はいらないぞ。どうせキミがそれで遊ぶことは出来ないんだからな」

興奮しているモルダアは蛮泥氏の意味深げな言葉には全く気付いていない。蛮泥氏はそっと横に手を伸ばして、鉄パイプを取った。こんな倉庫に鉄パイプがあるのはおかしい。きっと蛮泥氏はあらかじめこの鉄パイプを用意しておいたに違いない。蛮泥氏はモルダアを殺害することを前提にこれだけの秘密を彼に明かしたのである。

「その横の箱には小型のもあるぞ。ズボンの裾の下に隠しておいたら優秀な捜査官らしくていいんじゃないか。専用のホルスターも用意してあるぞ」

そう言いながら蛮泥氏はモルダアに近づいていく。

「凄いよこれ。アルミの削りだしだ！」

モルダアは後ろで蛮泥氏が鉄パイプを振りかざしていることには全く気付いていない。

「天国に行ったら、それで気の済むまで遊ぶがいいさ。モルダア君」

蛮泥氏はここまで言ったらさすがのモルダアも気付くだろうと思ったが、モルダアはまだモデルガンに夢中である。蛮泥氏はモルダアの恐れおののく姿を見たかったのだが、仕方がないのそのまま後ろから襲うことにした。モルダア危うし！

「ＦＢｌですのよ！動くんじゃありません！」

鉄パイプが振り下ろされようとしたその瞬間、倉庫の入り口からスケアリーと何人かの警官が入ってきた。彼らの銃は蛮泥氏に向けられていた。蛮泥氏は鉄パイプを投げ捨てて倉庫の奥へと一目散に走っていった。そこに裏口があったらしい。

　モルダアは何が起こったのか良く解らずに、スケアリー達の方を見ている。

「こら！モルダア。早く追いかけなさい！」

「は、はい！」

スケアリーに怒鳴られたモルダアは蛮泥氏の後を追いかけた。警官達はこのやりとりをあきれた顔をして見ていた。その中には昨日モルダアと一緒にバンデイのことを調べた警官もいた。彼はモルダアをちょっと尊敬していたが、ここでモデルガンの入った箱を前にしゃがんでいたモルダアの姿を見て心底ガッカリだった。

		
			25
		

		　倉庫の裏ではモルダアが辺りをきょろきょろ見回している。そこへスケアリー達がやってきた。

「スケアリー。消えちゃったよ。あの人」

「そんなはずありませんわ」

スケアリーが崖の下を覗いてみる。

「ほら、やっぱり消えてなんかいませんわ」

崖の下には頭から血を流して倒れている蛮泥氏の姿があった。この倉庫の裏は崖になっているにもかかわらず柵がなかった。夕闇の中を慌てて走って来た蛮泥氏は、おそらく足を滑らせて崖の下に転落したのだろう。

「歳なのに無理するから、足を滑らしたに違いありませんわ」

「或いは、秘密を守るために自分で落ちたのかも知れないぜ」

「そんなことするような人だとは思えませんわ。あなた、自分が殺されそうだったってことにお気づきになっていらしたの？」

「ん？何が？」

「あたくしの到着がもう少し遅ければ今頃あなたがあんな風になっていたところですのよ」

スケアリーが崖下の蛮泥氏をあごで指した。

「ところで、どうして君たちはここへやってきたの？」

「タニマダ先生の意識が戻って全部話してくれましたのよ。あたくし、あの方が少し気の毒になってしまいましたわ」

「手術を受けたことが？それならいいんじゃないか？あの胸がなかったら命はなかったんだから」

「あたくしは、そういう意味で言ったんじゃございません！あなた、もう少し女心を理解する努力をしてみてはどうなの」

ムッとした表情のスケアリーはそう言いながら持っていた銃をしまった。

「なんだ、キミもモデルガンなんか持ってたんだ」

「これは本物ですわよ」

崖下の蛮泥氏を見つめたままスケアリーが答えた。

「えっ!?まさか、そんな・・・」

		
			26 モルダアの報告書
		

		　という訳で、蛮泥氏が死んでしまったので今回も真相は闇に葬り去られてしまいました。私が蛮泥氏から聞いた話を裏付けるような証拠はまだ発見されないまま。蛮泥氏の倉庫からはスーパーコンピューターに匹敵する処理能力を持つ小型のコンピューターが発見されたが、それが人造人間を動かすための物であるかどうかは不明。

　蛮泥氏に産直牛乳を配送している千葉県の牧場の存在が明らかになりハイパー牛糞に関する調査を試みたが、物的証拠は得られなかった。しかしこの調査の結果、牧場が戦時中の化学兵器工場の跡地にあることが解り、安全が確認されるまで牧場は操業停止になっている。私のせいでこの牧場は廃業せざるを得なくなるかも知れない。私の家には牧場関係者と見られる人物からの嫌がらせの電話が絶えない。

　蛮泥邸の倉庫から証拠品として押収したモデルガン二丁とステルス戦闘機のプラモデルは私が保管、使用することにした。バンデイはやっぱりモデルガンや精巧なプラモデルを作っているのが一番いいのだ。プラモデルは私が自宅に帰るとすぐに作ったが、なかなかの出来栄えだ。少し接着剤がはみ出してしまったのが悔やまれる。モデルガンの方は文句のない性能だ。近所のモデルガンショップで試し打ちをしたところ、ほとんどが的の真ん中に命中した。私に嫌がらせの電話をかけるヤツはこのモデルガンで脅してやることにする。

　それと、スケアリーだけ銃を持っているなんてずるい。私の見たところあれはワルサーPPKだ。あれはずる過ぎる！えこひいきだ！

		
			27 スケアリーの報告書
		

		　あたくしって、捜査官として、人間として、それから女としても完璧すぎますでしょう。それだから今まで女の方が自分の容姿のことで悩むなんてことは考えられなかったんですのよ。でもあたくしは今回の事件でタニマダ先生から話を聞いて少し考えさせられてしまいましたわ。

　幸せになるために手に入れた理想のボディーがタニマダ先生の人生を大きく狂わせてしまったなんて、悲しい話ですわ。タニマダ先生は人間としてはとっても素敵な方でしたのよ。それはあの胸の治療から生まれた悲劇が元でタニマダ先生の性格が変わったのか、それとも元からタニマダ先生が良いかただったのかは知りませんが、教師としては最高の人材ですわ。あの変態モルダアの言っていた意志の共有というのが本当にあり得るのなら、ミセタの病気を治したのは人造少女ということになりますわ。タニマダ先生は人の心の苦しみを理解できる心の広い方ですから。そういう人の協力があって心の病気というのは完治するものなんですのよ。

　ところで、あの巨大な胸ですけれども、医師の診断によれば、あれは整形手術によって作られた物ではないそうですのよ。詳しいことは解らないけどもホルモン注射かなにかであそこまで大きくなったのだろう、ということでしたわ。でも、物には限度というのがございますわ。あの異常なまでに巨大な胸はきっとスケベな蛮泥氏の趣味ですわね。

　それから、盲目を装っていたあのクソガキの消息は未だにわかりませんわ。ああいう子供はとっ捕まえて懲らしめてやりませんと。いずれきっとモルダアのような変態になってしまいますわ。

		
			28 警察署裏口
		

		　警察署の裏口に特殊なコンテナの搭載されたトラックが止まっている。数人の作業員が手際よく動いて警察署の中から何かを持ち出してトラックの中に積み込んでいる。その様子を一人の男が見守っていた。男はウィスキーの瓶を手に持ち先ほどから何度もそれを口に運んでいる。積み込みが終わると一人の作業員がその男に近づいてきた。

「遺体の積み込みが完了しました」

男はうなずくと、静かにトラックに乗り込んだ。トラックが夜の闇の中へと消えていく。コンテナの後ろには「防衛庁」と書かれてあった。

		
			29 ＦＢｌビルディング13階
		

		スキヤナーがモルダアとスケアリーの前で彼らの報告書を読んでいる。読み終わると軽くため息をついてから、二人に言った。

「私が思うには、一番の謎は盲目のふりをしていた少年じゃないか？」

言われた二人は「確かに」といった感じでうなずいている。

		
			#004 「HANAKO」

			Little Mustapha
		

	
		
			#005 「殺人豆」
		

		
			1 事件現場
		

		　男が殺害された現場へ向かうモルダアはいつものように沈んでいる。事件発生からの経過時間を考えれば、きっとまだ遺体はそこにある。隣でスケアリ−は同じ理由で嬉しそうだ。

「ちょいと、モオルダア。今回は前回みたいに実は人間じゃなかったなんてことはないでしょうね。あたくしの実力というのは遺体の状態がひどければひどいほど発揮されるんですから」

モオルダアはグチャグチャの遺体を想像して少し吐き気がした。しかし、モオルダアには気になることがある。

「なんでさっきからみんなボクのことをモオルダアって呼ぶんだ？ボクの名前は・・・」

「あら、あなた知らされていませんの？あなたの名前はモオルダアですのよ。聞いたところでは、このコーナーをホームページ翻訳サービスで英語にしてみたら、あなたの名前が本家と同じ綴りになっていたのよ。それではなんだか、勘違いしたファンのオリジナルエピソードみたいな感じがしますでしょ。ですからあなたは名前が変わったんですの」

「なんで、そうなるんだ？これだって勘違いしたファンのオリジナルエピソードみたいなもんじゃないか。そんな理由で名前が変わるなんて納得がいかないよ。ボクにはちゃんとモル・・・」

「ですから、もうその名前を口にすることは出来ませんのよ。そうそう、あなたの身分証をみればきっと納得しますわ」

モオルダアは胸のポケットからエフ・ビー・エルの身分証を取り出して自分の名前を確認した。

「あっ、なんだこれ！いつの間に」

モオルダアの身分証の名前は彼の知らぬ間に書き換えられていた。

「これで解ったでしょう。今回の冒頭に出たのが最後で、これからはあなたはモオルダアですのよ。前の名前は今後一切使われませんから。でもあたくしは、発音的にこっちの方が本家に近い気もするんですのよ。まあどうでもいいですわ。あたくしには関係のないことですし」

モオルダアがシュンとしてうなだれていると二人を乗せた車は事件現場に到着した。



　現場はマンションの一室で、被害者はこの部屋で一人暮らしをしていた男性のようである。モオルダアは部屋の前で警備をしていた警官に手帳を見せた。

「エフ・ビー・エルのモ・オ・ル・ダ・アだ！」

モオルダアが大きな声で一語ずつはっきりと警官に伝えた。どうやらモオルダアは名前を変えられたことに関して開き直っているようだ。モオルダアに大声で名前を告げられた警官は驚いて口を半分ぽかんと開けたままモオルダアとスケアリーを中に入れた。警官は二人が通り過ぎたあと耳から無線機のイヤホンをはずして、眺めていた。

「これを補聴器と間違えたのかなあ？」

警官はそう考えて納得することにした。そうではないんだけれども、いきなり何か見えない力によって自分の名前が変えられてしまった男を理解する方が難しいのかも知れない。そんなことより二人はどこへ行ったのだろう。モオルダアは死体が苦手なはずだったが、名前のことで頭がいっぱいなのかずんずん中へ進んでいってしまった。それとも名前が変わって性質も変わってしまったのだろうか。

「キャ！」

部屋の奥からモオルダアの情けない悲鳴が聞こえてきた。やっぱり中身は変わっていないようだ。

　スケアリーは遺体にかぶせられたシートをはいで遺体の様子を見ている。きっとこのシートがめくられた時にモオルダアが悲鳴を上げたのだろう。今モオルダアは遺体に背を向けている。

「ちょいと見てみなさいな、モオルダア。銃創ですのよ。これはなんだかとってもエキサイティングな殺人事件のようですわよ」

モオルダアが壁の方を向いたまま答える。

「銃殺なんかじゃないと思うけどねえ。この狭い部屋の中で撃たれたら弾は貫通して壁に穴を開けてるはずだし、血だってそこら中に飛び散ってるはずだよ。それにこれはまだ殺人事件と決まった訳じゃないよ」

「あら、またそんなことをおっしゃる。銃殺じゃないにしても部屋の中はこんなに荒らされて、これは争ったあとに違いありませんわ」

スケアリーの言うとおり、部屋の中は食器が散乱していたり、電気スタンドが倒れていたりして散らかっている。

「この男が争った相手が人間だったら殺人になるけどね。キミはボクらが変な事件にしか呼ばれないのを知ってるだろ」

「でもこれは見た限りでは変な事件ではありませんわ」

「変なのは、この現場ではなくて警察への通報の方だよ」

スケアリーは納得がいってないようだ。それもそのはず。

「モオルダア、どうしてあなただけそんなことを知っていらっしゃるの？なんだか全てお見通しみたいな喋り方ですわ」

「まあ、そう聞こえるのも無理ないかもしれないねえ。でも悪いのは作者のせいだよ。前半をかなりはしょってるから、こんなことになるんだ」

「まあ、そうなんですの。でもどうしてそんなことになるんです？」

「今回はニューアルバム完成記念エピソードとして急きょ考えられたものだからあんまり長くしたくないんだって」

「まあ、ひどい話だこと。ところでその通報のどこが変だって言うんですの？」

モオルダアは辺りを見渡して空き缶を見つけ、拾い上げてスケアリーに見せた。

「これだよ」

「枝豆の缶詰？」


		
			2 エフ・ビー・エル、ペケファイルの部屋
		

		　モオルダアとスケアリーが通報の内容を記録したテープを聴いている。それはこんな感じ。

		
			「もしもし、警察ですか。友人の様子がおかしいんです。調べてくれませんか」

「おかしいって、どんなふうに？もう少し詳しく言ってもらえませんか」

「私の友人の佐備田徹男（サビタテツオ）です。早くしないと、あの人殺されたのかも。私ついさっきまでサビタと電話で話してたんです。そしたら急にサビタが悲鳴をあげて、私がどうしたのかと聞いてもまともに答えられませんでした。相当なパニック状態だったんでしょう。サビタは豆に襲われてるとか言ってましたが、そのうちに電話が切れてしまいました」

「豆ですか？本当に豆？まあ、解りました。すぐに警官を向かわせますから、その人の住所を教えてください」

「サビタの住所は・・・」

		

		ここでモオルダアがテープを止めてスケアリーの顔色をうかがった。

「本当に変な通報ですわ。でもこれがなんだって言うの？サビタはあなたが現場で見つけた枝豆の缶詰に入っていた豆に襲われたと思っていらっしゃるの？」

「さあ、どうだろう。ボクだって豆が人を襲うなんて考えたことはないけどね。資料によると・・・」

モオルダアがここまで言うと部屋の扉がゆっくりと開いた。

「おいモオルダア。何をやっておるのだ」

スキヤナーがいつもと違って静かに問いかけた。普段の横柄でがさつな感じは少しもない。

「何って・・・、ちゃんと捜査をしておりますけど」

モオルダアもつられて静かに返した。

「そうか、それならよいのだ。まあ、がんばりたまえ」

そういってスキヤナーはゆっくりと扉を閉めて行ってしまった。部屋の中の二人には彼が大事そうに何かのケースを脇に抱えているのが見えた。

「どうしたのかしら、副長官は」

「なんだか、気味が悪いほど上品な感じがしたねえ」

二人は不思議な顔をしてスキヤナーの居たほうを眺めている。

　二人の頭はスキヤナーのせいで意味もなく混乱していたが、そんな混乱が最高潮に達するともうどうでも良くなってくる。そんな感じのたわいもない混乱だった。二人はまた話を事件に戻した。

「資料がどうしたっておっしゃるの。モオルダア」

「ああ、そうだったね。資料によるとサビタはデパートの広告とかカタログのモデルをしていたらしいんだ。それが最近、彼はぶくぶくと太ってきて仕事の依頼が少なくなったんだ。それで、枝豆ダイエットをしていたようだよ」

「枝豆でやせられるのかしら？」

「わらをもつかむ、ってやつだったんじゃないか。ボクはそんなものではやせるはずないと思うけどね」

でもそれがなんだっていうのだろうか。二人ともそう考えて黙り込んでしまった。枝豆ダイエットをすると枝豆に襲われるのだろうか。そんなことはあり得ない。それじゃあ、やっぱりサビタは誰かに殺されたのだろうか。

「枝豆ダイエットというくらいだから、サビタは毎日枝豆ばかり食べていたはずだよねえ？」

モオルダアが漠然とした何かを感じて口を開いた。

「そうですわねえ。リンゴダイエットはリンゴばかり食べるし、ヨーグルトダイエットはヨーグルトばかり。枝豆ダイエットなら枝豆ばかり食べるでしょうねえ」

「それだけ枝豆を食べていたらきっと頭の中は枝豆だらけになるよねえ。そういう状態の時に自分の命に関わるような状況に置かれてパニックになったとしたら、何か別のものが枝豆に見えるということはあり得るよねえ。それか、何か別のことを言おうとしたのに豆という言葉が出てきたとか」

「それは面白い考えですわねえ。でもあたくしの推理では、通報してきたサビタの友人が嘘を言っているのよ。その人は捜査を攪乱させるためにわざとあんな嘘を言ったに違いませんわ。犯人はサビタの友人に間違いありませんわ。そのほうが話が面白くなると思うんですけど」

「面白くなるって、どういうことだよ。まあ、いいか。面白ければそれでいいか。それじゃあ、通報したサビタの友人を調べてみようかな」

「あたくしはサビタの解剖に向かいますわ」

二人はいっしょにペケファイルの部屋を出ていった。

		
			3
		

		　エフ・ビー・エルのビルディングの外に出たときスケアリーが何かに気付いて前を行くモオルダアを呼び止めた。

「ちょいとモオルダア。あれをご覧になって」

スケアリーはエフ・ビー・エルのビルディングの上の方を指さしている。モオルダアがそこに目をやると、13階の窓の中にスキヤナーの姿が見えた。スキヤナーはバイオリンを弾いている。

「あれ、あの人バイオリンなんか弾くのか？」

「そんなことありませんわ。きっとさっき持っていたケースがバイオリンだったのね。でも副長官は音楽はからっきしダメなはずですわよ」

「あの歳になってバイオリンに挑戦かあ。芸術に目覚めたのかなあ。でも、なんだか嫌な予感がするよ。きっといつかボクらにひどい演奏を聴かせるに決まってるよ」

「それは、問題ですわねえ」

13階では二人に見られているとも知らず、スキヤナーがバイオリンの猛特訓をしている。そのバイオリンがどんな音を奏でているのかここからは良く解らない。でも顔だけは一流の表情だ。自分の演奏に酔いしれてうっとりしているスキヤナーはどこか不気味である。

		
			4 病院、検死解剖をする部屋
		

		　スケアリーが遺体の乗っている台の上のライトをつけると、それはドテッとて横たわっているサビタを照らした。遺体というのはドテッとしているものだが、サビタのお腹の周りに着いたブヨブヨの脂肪がさらにそれを強調している。

「これから被害者サビタテツオの解剖を始めますわ」

スケアリーは誰もいないこの部屋で、一人で喋っているように見えるが、そうではなくてボイスレコーダーに解剖の様子を記録しているらしい。

「サビタテツオ、三十五歳。身体的な特徴は、ブヨブヨ。顔は二枚目なのにこんなにブヨブヨしていたら、モデルの仕事がなくなるのも当然ですわ。うふふっ。胸部に直径一センチほどの円形の傷がありますけど、これは変態モオルダアが言ったとおり銃創ではなさそうですわ。ですから、これが直接の死因になったのかどうかは解りませんわ。それから、よく見ると体中に小さな傷跡がありますのよ。ちょっと、あたくしの高級ルーペで調べてみましょう。・・・。これは小型の昆虫の歯形に似ていますわ。どこか虫の沢山いるところに遊びにでも行っていたのかしら。昆虫の毒によるアレルギー反応が死因かも知れませんわ。それでは、胸の傷を見てみましょうかしら。傷の深さは・・・とても深いですわ。これじゃあ、切って見ないといけませんわね」

スケアリーはメスを手にとって遺体の胸部を切り始めた。こんなやり方があっているのかどうか良く解らない。何しろスケアリーは無免許なのだから。なんだか、皿の上のステーキを切っているようにも見える。やり方がどうであっても上手くできればそれでいい。無免許とはそういうものである。スケアリーは見事に遺体の胸を切り開いて内臓が見える状態にした。

「まあ、これはひどい！内臓がグチャグチャですわ。内臓の損傷による内出血ですわ。きっとこれが死因に間違いありませんわ。胃の損傷が特に激しいですわ。でもどうしてこんなことになったんでございましょうか？あの胸の傷と何か関係があるのでございましょうか？なんだか解らなくなってまいりましたわ・・・」

スケアリーがもっと詳しく調べようと身を乗り出したとき、彼女は遺体の下に何かうごめくものを見つけて思わずのけぞった。

「あら、なんですのこれは！」

遺体の下から一匹の昆虫が這い出してきて、台の上を歩いている。スケアリーは緑色で丸っこいその小さな昆虫をピンセットでつまむと、プラスチックの透明ケースの中に入れた。

「これがマメでしたのね・・・」

スケアリーが小さなケースの中でもがいている昆虫を見ながらつぶやいた。

		
			5
		

		　検死を終えたスケアリーへモオルダアから電話がかかってきた。

「あら、モオルダア。サビタの友人のところへはもう行きましたの？随分と早いようですけど」

「それなら、やめにしたよ。よく考えたらサビタの友人が犯人というのはありそうにないから」

「そうでしょうね、あたくしもそう思ってましたわ」

「そうでしょうねって、キミが言ったことじゃなかったけ？まあ、いいか。それよりも、また事件だよ。今ボクは現場に来ているんだけど、また豆が人間を襲ったみたいだ。」

「また、缶詰の豆ですの？」

「今度は缶詰じゃないよ。居酒屋で注文されて出てきた枝豆が突然襲ってきたって言うんだよ。居酒屋にいた大勢の客が目撃しているから確かな話だよ」

「居酒屋の客って、今はまだ昼間ですのよ」

「キミは居酒屋なんかには行かないかも知れないけど、何件かの居酒屋は昼間から開いてるし、客も沢山はいってるんだよ」

「まあ、どっちでもいいですけど。その豆についてあなたに見せたいものがあるんですの。それから、事件が解決するまで枝豆警報を出した方が良さそうね」

「何それ、枝豆警報？」

モオルダアの質問にスケアリーは答えなかった。それよりも前に電話を切っていたらしい。モオルダアは現場にいた警官に枝豆警報を出すように命令してからその場を離れた。

「枝豆警報ってなんだ？」

現場にいた警官達はお互いの顔を見合わせながら首をかしげていた。

		
			6 エフ・ビー・エル、研究室
		

		　モオルダアが研究室にはいるとスケアリーと少年が彼を待っていた。

「その子だれ？容疑者？」

「この子はエフ・ビー・エルの職員ですのよ。昆虫に詳しい生物学者ですの」

「違うよ、昆虫博士だよ。クラスではそう呼ばれてるよ」

なんだか怪しい感じになってきました。エフ・ビー・エルは近所の小学校で昆虫博士というあだ名で呼ばれている少年を生物学者として雇っているのだろうか。

「キミが見せたいって言ってたのはこの少年のことかな。確かに興味深い。このシリーズが始まって以来のぼくら以外のエフ・ビー・エル職員が小学生だったとはね」

「そうじゃありませんわ。サビタの解剖中に問題の豆を見つけたのよ」

こう言って、スケアリーは先ほどの解剖中に見つけた虫の入ったケースをモオルダアに渡した。モオルダアはケースに顔を近づけて中の虫を注意深く観察した。

「確かに豆っぽいけど、これってカメムシじゃないの？」

「それはカメムシに似ていますが、少し普通と違うところがあります」

昆虫博士の少年が口を開いた。

「そのカメムシはボクが前に飼っていたカメムシとは少し違うんです」

「そりゃ、カメムシなんて沢山種類があるからねえ。それでどこが違うって言うんだ、博士」

「そんなことは解りませんよ。ボクはまだ小学生ですから。でもマメにつくカメムシは害虫としても知られています」

やっぱり小学生じゃダメみたいだ。モオルダアは少しあきれていた。

「モオルダア、その虫がサビタの体内に入り込んでサビタの内蔵を食い荒らしたということは考えられませんかしら？解剖の結果はその可能性を大いに示しているのよ。あの胸の傷から体内に進入したんですわ」

「それなら、博士に聞いてみたらどうだ？おいキミ、この虫が人間の内臓を食べるために人間を襲うことがあると思う？」

「知りません。ボクはまだ小学生ですから。でも、虫というのは人間を故意に襲っているわけではないんですよ。人に危害を与える虫というのはあまりいません。でも時々、イナゴの大群が畑に襲来したりすると人間は襲われていると思ってしまうんです。あれがもし一匹ずつやってきたのなら、普通のバッタとしか思わないんですけど。どちらにしても虫はただ本能のままに行動して餌を探しているだけですから。それじゃあ、ボクは塾があるから帰ります」

モオルダアとスケアリーは黙って少年の話を聞いていた。なんだか偉いことを言われたような気がしたが、モオルダアの質問の答えにはなっていなかった。

「なんなんだ、あの子は。本当にここの職員なのか？」

「さあ、知りませんわ。あたくしがここに来たらあの子がいたんですのよ。もしかしたらここに忍び込んでいたイタズラ坊主かも知れませんわ」

モオルダアはケースの中のカメムシを虫カゴに移した。広い場所に移されたカメムシは隠れるところを探してカゴの中をあちこち動き回っている。

「新種の人食いカメムシなのかなあ、これが。動物の死肉に集まる虫はいるけど、生きた動物の肉を食べる虫なんかいるのかなあ」

「でも、居酒屋の事件だってそうだったんでしょう。みなさんはマメが襲ったとおっしゃっていますけど、あれもきっとこの虫の仕業ですわ。二つの事件で近くに枝豆があったというのはタダの偶然かしら」

「擬態かも知れないよ。周囲のものに体の形を似せて存在を目立たなくするってやつ。擬態には二種類あって、一つは敵から身を守るため。もう一つは獲物を捕らえるため。もしこのカメムシが本当に人食いカメムシだとしたら、こいつの体は確かにマメっぽいけどね」

モオルダアはカゴの中のカメムシを見ながら、枝豆に姿を変えたこのカメムシが集団でモオルダアに迫ってくるところを考えてみてゾッとした。虫は本能のままに行動する、というのはさっきの少年が言っていたことだ。そういう虫に襲われるというのは何とも悲惨な感じである。虫にいくら謝ったって許してくれるはずもない。虫の目的はただ一つ、餌を捕獲することだけなのだから。

　モオルダアが恐ろしい想像をしていると、彼の胸ポケットの中で携帯電話が鳴った。驚いたモオルダアは「助けて！」と叫んで胸を押さえた。虫に食べられる想像をしていたモオルダアは電話を虫と勘違いしたらしい。しかし、次の瞬間スケアリーと目が合うとモオルダアは我に返り、恥ずかしそうに電話をポケットから取り出した。スケアリーに自分が携帯の音に驚いたところを見られて決まりが悪いモオルダアは妙に気取った声を出して電話に出た。彼は始め渋い表情でそれから驚いた表情になり、最後に大きく驚いた。

「なんだって、それは大変だ！」

また事件らしい。

「スケアリー、病院へ直行だ！」

モオルダアは電話を切ると急ぎ足で部屋を出ていった。スケアリーは先ほどからモオルダアの様子を眺めていた。「モオルダアの観察は昆虫の観察なんかよりずっと面白いですわ」


		
			7 病院、検死解剖をした部屋
		

		　病院職員の男性が体中から血を流して倒れている。その体の至る所にはサビタの胸にあったのと同じような傷が口を開けている。これだけ体に穴を開けられて男は生きているはずはない。仰向けに倒れたこの男の目は天井を向いて開けられているが、もう何も見てはいない。男が最後に助けを求めた口も開いたままである。その口から一匹の昆虫が這い出してきた。昆虫は男の体を抜け出すと、近くにあった机の下の隙間へカサカサと入っていった。

		
			8 病院の警備員室
		

		　この事件を担当している刑事がモオルダアとスケアリーに現場の様子を大まかに説明し終わると、これを見た方が話は早い、と言って二人に監視カメラの録画テープを見せた。

　カメラには先ほどスケアリーが検死解剖をおこなった部屋が映されている。そこへ新しい被害者、今ではその部屋で血だらけで倒れている男が入ってきた。モオルダアには嫌な予感がした。きっとこれからこの男が何かに襲われて血だらけになるに違いない。

「この人はこの病院の職員で、つまり被害者ですね。検死が終わったサビタの遺体を移動するためにここに入ってきました」

刑事が解説した。映像はまだ続く。男は車輪付きの担架を遺体の入っているケースの横に置いてからケースを開けた。

「ここです、よく見ていてください」

刑事のこの言葉を聞いてモオルダアは怖くなって目を閉じようとしたが、ちょっと興味があったので我慢して見ていた。

　男が死体の入ったケースを開けると、中から黒い布のようなものがずるずると落ちてきた。黒い物体は床に落ちると男の足にまとわりついているようだった。男はかなり慌てて黒い物体を払いのけようとしている。これはいったい何なのだろうか。スケアリーはもっとよく見ようとして画面に近づいた。モオルダアは解ったような顔をしてじっと遠くから見ているが、実は怖くて動けない。

「あら、これってもしかして・・・」

スケアリーの顔から少し血の気が引いている。男にまとわりついている黒い物体は大量発生した例の虫だったのである。それは群れをなしているために遠目には大きな黒い物体に見えたのである。画面の中の男もきっと始めはそれが群れをなした虫だとは気付かなかったのだろう。その物体の正体に気付くと、男はますます必死になって暴れ回り虫を払いのけようとした。口も大きく開けている。このビデオに音声はないがきっと助けを呼んでいるか、恐怖のあまり叫んでいるに違いない。男がどんなに暴れ回っても、虫の群は男の足下から徐々に男の上半身へと向かってくる。そして虫が男の体半分を覆ってしまうと男は倒れて画面からはみ出してしまった。画面には男の足だけが映っている。倒れたあと、男の体はほとんど動かなかったが、時々ピクピクと痙攣するのが痛ましかった。

　モオルダアはこれを見て恐怖のためほとんど気絶しそうだったが、映像がカラーではなかったので何とか耐えていた。画面の中で男の足が完全に動かなくなった後しばらくして、男の写っていない上半身のほうから血が流れてきて画面にその様子が映った。

「まあ、ひどい。きっと心臓か動脈に穴が空いたんですわ」

スケアリーのこの言葉でモオルダアは失神した。モオルダアは警官に抱えられて部屋を出た。スケアリーはその様子をちらっと見たがあまり心配はしていない。予想どおりだったから。

「これは、大変なことになりましたわよ。あの昆虫の繁殖力はあたくし達の想像を超えていますわ。すぐに対策を立てないといけませんわ。刑事さん、この事件が解決するまで枝豆警報とカメムシ警報を頼みましたわよ！」

「なんだって？何警報？」

刑事は意味がわからなかったがもうスケアリーは部屋を出ていた。

　部屋の外にはモオルダアが椅子に座って待っていた。

「あら、変態の上に臆病で恐がりのモオルダア。もうお目覚めですの」

「いやあ、最近睡眠不足でねえ。それに、もし一歩間違えたらキミがあの男みたいに襲われていたかも知れないんだぜ。そう考えたら急にフラッときちゃってさ」

「あら、そうですの。本当なら嬉しいですけど、嘘だってことはちゃんと解っていますから、無駄な抵抗はおやめなさい。そんなことより、これは意外と大変な事件ですのよ。このままではどんどん被害者が増えていきますわ」

そうです、確かに大変なことですが、この二人に解決できるのでしょうか。私はそこが心配でございます。

「とりあえず、あの昆虫の生態をもっと詳しく知る必要がありそうだね。研究室に行って捕獲した一匹を詳しく調べてみよう」

二人は研究室に戻ることにした。立ち去るモオルダアの足はまだふらついている。

		
			9 再びエフ・ビー・エル、研究室
		

		　研究室へ向かう廊下でモオルダアとスケアリーが虫について話し合っている。

「でもどうしてあんなに大量に発生したんだろう。キミが調べた時には一匹しか見つからなかったんだろ？」

「まあ、一匹じゃないにしろあんなに大量発生していたら、だれでも気付きますわ。あれはあたくしが検死解剖を終えてからやって来たか、遺体の中で繁殖したんですわ。もし人がエサなら遺体に卵を産み付けて、かえった幼虫がその遺体をエサにしたのね」

「でも時間が短すぎないか？あそこに写ってたのは全部成虫みたいに見えたけど」

「ハエの仲間にはほんの数日で卵から成虫になるものもあるそうですわよ。サビタが亡くなってからもうそろそろ一日はたっていますから、成虫になっていたとしてもおかしくはありませんわ。それにしてもあの繁殖力には驚きですわ」

「まさか、さっき捕まえたのも大量になってるってことはないよね？」

「大丈夫ですわ。あのカゴの中には幼虫のエサになるものがございませんでしょう。それに万が一のために強力殺虫剤持ってきましたから」

「それなら大丈夫だ」

本当に大丈夫かは知りませんが、強力なら大丈夫でしょう。きっと。

　研究室に到着した二人は扉を開けると、その場で固まってしまった。虫カゴに入れていたはずの人食い虫がいなくなってる。二人は辺りを見回しながらそっと虫カゴのほうへ近づいて行った。よく見ると虫カゴに穴が空いている。人の皮膚を食い破る昆虫なら安物の虫カゴぐらい簡単に破れたのだろう。

「まったく、しょうがないなあ。こんな虫カゴだれが持ってきたんだよ。さっきの小学生か？」

「それよりも、その虫カゴに虫を入れたあなたが悪いんですのよ」

「そんなことはないよ。あのプラスチックケースの中じゃ死んじゃうと思って・・・」

モオルダアはまだ何かを言おうとしたが何かに気付いてやめた。それはスケアリーのパンチがとんでくると思ったからではない。スケアリーも同じことに気付いていた。二人は同時に壁のほうにある棚に目をやった。その中で何かがガサガサと音を立てているのだ。

「ねえ、あそこには何が入っているんだ？」

「あたくしに聞いても解りませんわよ」

今回はスケアリーも多少怯えているようだ。研究室の中を見渡してみると、動物の剥製や、内蔵のホルマリン漬けなどがたくさんある。これらはちゃんとした処理をしているから虫が付いたりはしないのだが、もしかしてあの棚の中にそうではないもの、つまり人食いカメムシのエサになるようなものが入っていたとしたら、あの棚の中では人食いカメムシが大量発生しているかも知れない。

「ちょいとモオルダア。あの棚の扉開けてみてくださらない」

「嫌だよ。なんでボクが」

「開けないと、きっとあなたはこの先ずっと弱虫で臆病な変態モオルダアと呼ばれますわよ」

それは困る。モオルダアは優秀な捜査官。そんなふうに呼ばれては面目丸潰れである。仕方がないので、モオルダアが棚を開けてみることにした。

「あたくしが殺虫剤をかまえておきますから大丈夫ですわ」

棚の前に立つモオルダアの少し後ろでスケアリーが言った。

「頼むよ。なんか出てきたらすぐに殺虫剤をかけてくれよ」

モオルダアはいったん棚の扉に手をかけたが、すぐに手を引っ込めた。なんだか開けようとすると中でゴソゴソいっている音が大きくなるような気がするのである。モオルダアはこんなことを何度か繰り返していたが、さすがのスケアリーもこの時は何もいわずにモオルダアを見守っていた。モオルダアは最後に大きく息を吐き出して扉に手をかけた。そして、とうとう扉を開けると同時にすごい勢いで後ろに下がった。

　開いた扉からは何も出てこない。なんだか拍子抜けである。

「あれ、なんだ。なんにもいないじゃないか」

モオルダアが言いながら棚の中を覗き込んだ時である。中からぞろぞろと人食いカメムシの大群が出てきたのである。慌てたモオルダアは足を滑らして後ろへ倒れてしまった。そこへ人食いカメムシの大群がじわじわと近寄っていく。

「まあ、大変ですわ」

スケアリーが慌てて人食いカメムシに向かって殺虫剤を吹きかけたが、効き目がない。人食いカメムシはそのままモオルダアのほうに近づいて行き、もうすでに何匹かはモオルダアのズボンの上をはい回っている。「キャア、ごめんなさい！許して！」

モオルダアはなぜか謝りながら足をバタバタさして人食いカメムシを追い払おうとしている。スケアリーはさらに殺虫剤をかけてみたが、モオルダアがむせただけでやはり効き目はなかった。

「あらまあ、どういたしましょう」

		
			10
		

		　扉が開いて、バイオリンを持ったスキヤナーが入ってくる。スキヤナーは姿勢を正して壁際の中央まで来ると軽くお辞儀をした。

「ようこそ天才バイオリニスト、スキヤナーの演奏会へ。それでは一曲目。クライスラー作曲、愛の喜び」

そう言ってスキヤナーは持っていたバイオリンを弾き始めた。スキヤナーが弦にあてた弓を引くとバイオリンはキーッと悲鳴をあげた。その音は黒板を爪で引っかいた音とそっくりだった。

　しかし、スキヤナーは何をやっているのだろうか。きっと彼はいつか開かれるであろうバイオリン演奏会のリハーサルをしているのだろう。それにしてもひどい音である。しかし、そんなことはおかまいなし。今朝からすっかり天才バイオリニストになりきっているスキヤナーはこの部屋に入ってきた時に、モオルダアとスケアリーが部屋の隅で人食いカメムシと格闘していたことにすら気付いていなかったのだから。

　スキヤナーが一曲目を弾き終えた時-----実際にはほとんど音楽になっていなかったのだがスキヤナーの頭の中では見事な演奏が繰り広げられていた-----スキヤナーはまた軽くお辞儀をして辺りを見回した。ここでようやく部屋の中にモオルダアとスケアリーがいることに気付いた。二人は耳を押さえてうずくまっている。

「なんだキミ達。こんなところで何やってるんだ。私の素晴らしい演奏を聴きに来たのかね」

モオルダアが耳を押さえていた手を離すとよろよろと立ち上がった。

「なんだか知りませんが副長官。あなたのおかげで助かったみたいですよ」

モオルダアの周りには人食いカメムシの大量の死骸があって床が見えない。殺虫剤にはびくともしなかった人食いカメムシはスキヤナーのバイオリン演奏が始まるとバラバラとモオルダアの体から落ちていったのである。そしてしばらくは苦しそうにもがいていたが演奏が終わる頃にはほとんど全ての人食いカメムシが死んでしまった。床に散らばった死骸の中にはまだひっくり返ったままもがいているのも何匹かいたが、これもそのうちに動かなくなった。

「ホントに、忌々しい人食いカメムシですわ」

スケアリーはまだ生きてはい回っていた最後の一匹を見つけて、それを足で踏みつぶそうとした。スケアリーの足が床に着く寸前モオルダアがそれを押さえた。そのひょうしにスケアリーは倒れたが、モオルダアは気にしていない。

「ちょいと、モオルダア。何てことをするんですの！」

スケアリーは今にもモオルダアに飛びかかりそうだったが、モオルダアはそれには気付いていないようだ。モオルダアは最後の一匹の生き残りを慎重に捕まえて近くにあったケースの中に入れた。

「これは貴重な研究資料だから、殺すのはもったいないよ」

スケアリーはモオルダアを踏みつぶしたい気分だったが、彼の言うことももっともなのでやめにした。

「ところで、副長官。それなんですか？新しい楽器型の武器ですか？そういえばギターが銃になってる映画がありましたねえ」

モオルダアはそんな武器に興味津々なのだが、残念ながらただのバイオリンである。

「ちょいとそれ貸してくださるかしら」

スケアリーがスキヤナーのバイオリンをかまえて弾き始めた。スケアリーは本物の「愛の喜び」の出だしのフレーズを弾いた。

「普通のバイオリンみたいですけど、どうして虫が死んでしまったんでしょうねえ？」

モオルダアとスキヤナーはスケアリーがバイオリンを弾けることに驚いていた。

「でもまあ、どうでもいいですわね。とりあえず人食いカメムシの撃退法は解ったんですから」

「へえやるもんだなあ。どこで習ったんだ」

スケアリーにバイオリンを返されたスキヤナーがもう一度それを弾いてみた。キーッ、キーッとまた地獄の音楽が部屋にこだました。

		
			11 モオルダアの報告書
		

		　人食いカメムシがどのように発生したのかは不明である。もしかするとどこかの農園で危険な農薬が使われたのかも知れない。その影響でカメムシに突然変異が起きたとも考えられる。しかし、奇跡的に人食いカメムシの弱点を知ったため、今ではもう人食いカメムシは絶滅したと思われる。

　我々はスキヤナー副長官のバイオリン演奏の巨大スピーカーによる放送を事件のあった地域一帯でおこなった。その結果、いたる所で人食いカメムシの死骸の山が見つかった。この放送のあと子供が気絶したという苦情が多数寄せられたが、虫に食われて死ぬよりはましであろう。スケアリーの提案でスキヤナー副長官のバイオリン演奏がCDとして売り出されることになった。人食いカメムシの噂が人々の恐怖心をあおり、このCDは飛ぶように売れていると言うことである。スキヤナー副長官は一夜にして天才アーティストの仲間入りをしてしまったのである。ただし、スキヤナー副長官は「芸術は金儲けのためにあるのではない」などと言って、印税の受け取りを拒否したので、我々の所には何も入ってこない。

　このCDがとあるレコード会社の財政難を救ったことは確かであるが、現代音楽として店に並んでいるこの狂気の音楽が現代音楽の人気をまたしても下げてしまうことは必至である。皮肉にも現代音楽の作品としては驚異的な売り上げを見せたこのCDのおかげで、現代音楽は気持ち悪い音楽というイメージがさらに強くなったに違いない。

　スキヤナー副長官のバイオリンの音色の秘密を調べるため音響研究所でスキヤナー副長官の演奏を分析しようと試みたが、演奏が始まるとどうしても分析用のコンピューターが暴走してしまうので、分析は断念せざるをえなかった。帰り際に研究所の所長に「グッド・バイブレーション！」と言ってみたら、怖い顔でにらまれてしまった。冗談が通じない人は困る。

　私は人食いカメムシが絶滅したと思われる今でも、枝豆を食べる前にはスキヤナー副長官のCDをかけることにしている。今はいなくてもまた新種の人食いカメムシが出てこないとも限らない。それに世の中には未だに発見されていない昆虫が何万種といると言われている。その中のある種がまた人を襲うこともあるだろう。そうなった時には、きっとスキヤナー副長官のセカンドアルバムが発売されるはずである。その時には私がマネージャーとなり印税の管理は私がすることにしよう。

		
			#005 「殺人豆」

			Little Mustapha
		

	
		
			#006 サマータイム（第一話）・C'est la Vie
		

		
			1 警察署 in 静岡県下田市
		

		　真っ暗な部屋の中から窓の外を眺めている。今年の太陽はやけに張り切っていつもより何倍もその光の輪を広げているように思える。窓の外には太陽の熱に照らされた真っ白な世界が広がっている。セラビ刑事のような年寄りには少し応える暑さであったが、そうも言っていられない事件が起きたようだ。

　電話で事件の知らせを受けた背裸眉（セラビ）刑事は、持っていた受話器を半分たたきつけるようにして電話機の上に置いた。彼が刑事になってからずっと追い続けている連続殺人事件がまた発生したのである。彼が刑事になったのが何時のことかというと、もう三十年近くも前である。三十年もの間連続殺人事件が起こっていたとしたら、これはちょっとしたギネスものであり、犯人は伝説的な殺人鬼ということになるだろう。そして、そんな事件をマスコミが放っておくはずがない。しかし、誰もそんな事件のことを知らないのは、この事件を連続殺人事件と考えているのはセラビ刑事ただ一人だからである。

　セラビ刑事はあと何年かすれば定年という歳にしてはキビキビとした動きで上着を着ると、事件現場へと向かった。彼は事件が起きるたびに、まだ手がかりすらつかめていない犯人の顔を思い浮かべる。そしてそのたびに想像の中の犯人は彼の無能さをあざ笑っているのだ。この犯人逮捕への執念が彼を何時までも若いままにしているのかも知れない。

　警察ではセラビ刑事の追っている事件の被害者の死因を事故死、或いは病死として処理している。これらの被害者の死因については不可解な点が多いものの、セラビ刑事の独断だけで連続殺人事件としてしまうのは問題があったようだ。そのためマスコミも大々的に事件を報じることはなかった。地元の噂好きの連中はこの事件を何かの祟りだとか、妖怪の仕業だとか、本当に殺人事件なのだとか言って話を盛り上げている。それから世の中には、こういった不可解な事件の犯人が宇宙からやって来た知的生命体の仕業だと思ってしまいがちな人間もいる。

		
			2 エフ・ビー・エル、ペケファイルの部屋
		

		　モオルダアは一人で椅子に座り何かの資料を嬉しそうに眺めている。何が嬉しいのかは良く解らないが一人でニヤニヤしているモオルダアはとても気味が悪い。そこへ疲れた顔をしたスケアリーが入ってきた。

「あーあ、ホントにイヤになってしまいますわ。こうジメジメしていると、あたくし休暇を取って南仏の別荘にでも行こうかしら・・・」

ここでスケアリーはモオルダアのニヤニヤ に気付いた。

「ちょいとなんですの？気持ちが悪い。あなたもしかして変なキノコでも食べたんじゃないでしょうね」

「変なキノコは食べてないけど、変な事件が起こったんだよ。しかも、警察の方ではこれまでのボクらの活躍がかなり評判らしくてね。是非とも協力して欲しいって言ってきたんだ。やっぱりボクみたいな優秀な捜査官は引っ張りだこなんだなあ」

それで嬉しかったのね・・・。それにしても、今までそんなに活躍していたのかどうか、私には良く解りませんが。スケアリーはどうでもいいといった感じで椅子に深く腰掛けた。

「それで、何が起きたと言うんですの？もう虫はイヤですわよ。気持ちが悪いから」

「キミはキャトル・ミューティレーションってしってる？」

モオルダアのこの一言でスケアリーの表情が曇った。この人はまたくだらないことを言っていますわ。そんな感じ。

「それって昔流行ったやつでございましょう？牧場で牛が死んでいて調べてみるとその牛から血液と内蔵がなくなっていたっていう。それが宇宙人の仕業なんて言っていましたわねえ。そんな話はあたくし信じていませんし、それに流行が終わるとそういった事件が起こらなくなってしまうのも可笑しな話ですわ。ミステリーサークルだってそうですわ。あれ、最近はほとんど出現しないじゃありません？」

「彼らだって何時までも同じことばかりはしないさ。彼らは計画的にことを進めてるんだよ。血液と内臓を取り出すのは次の段階への準備ということだね。高原牧場の事件では牛が丸ごと誘拐されたじゃないか。あれがきっと次の段階ということだと思うけどね」

「あれが誘拐だという証拠はありませんわ。どうでもいいですけど、今回の事件というのはまた牛なんですの？」

「いやいや、今回はさらに次の段階ってことになるかな。内臓が抜き取られた人間の遺体が発見されたんだ」

モオルダアは得意げに持っていた資料をスケアリーに渡した。

「しかも、これは今回が初めてじゃないんだ。ペケファイルの資料によれば、似たような事件がたくさんあるんだ。しかもどれも今回の事件発生現場の近くで起こっている。ニンゲン・ミューティレーションだよ。また血液と内臓を抜き取られてミイラ化した遺体が発見されたとなれば、まさしく我々の出番じゃないのか？」

スケアリーは資料を見て異常な事件が以前から起こっていたことは認めたが、モオルダアの言うことはまるで信じていなかった。

「モオルダア、あなたはそんなことをおっしゃっていますけど、あなたの言っていることは矛盾だらけですのよ。宇宙人さん達が牛の内臓と血液の調査を済ませてそれから牛を誘拐して、それと同じようにニンゲンの内蔵と血液を調べてから今度はニンゲンを誘拐するというのね」

「そうだよ。ある動物が体内に持っている細菌やウィルスが彼らの驚異になることもあり得るからねえ。それで下調べってわけだよ」

「でも，あなたは以前にこう言っていましたわよ。彼らは何人ものニンゲンを誘拐して人体実験をしているって。今更内臓と血液を調べても意味がないんじゃございませんこと？」

「ああ、そうだったねえ・・・」

急にモオルダアの元気がなくなっていく。それを見たスケアリーは得意になっている。

「モオルダア、捜査というのはもっと科学的に行わなければいけませんのよ。この資料に書いてあるように、このミイラ化した遺体は全部事故死か病死ですわ。内臓がないのは野犬か何かの動物に食べられたに違いありませんわ。こんな事件は調査するだけ無駄ですわ」

　モオルダアは自分のニンゲン・ミューティレーション説を簡単に覆されてかなり弱っていたが、事件への関心が薄れていたわけではなかった。死体がミイラ化するというのは特殊な環境下でしか起こりえない。それに、どの遺体も森や雑木林と言った湿気の多い場所で発見されている。そんな場所ではミイラ化するよりも前に腐食が始まるはずである。仮に何かの偶然で自然にミイラ化が起こったとしても、彼の元にある資料は別の問題を提示している。

　ミイラ死体となったAという人物は家族から警察に捜索願が出された二日後に遺体が発見されている。家族の話によるとAは夕方、友達のところに遊びに行くと言って家を出たまま帰らなかったそうである。友人はその日Aとは会っていないようだ。Aが遺体になってからミイラになるまで二日以上はかかっていないということになる。こんな短期間にミイラというものはできあがるのであろうか。宇宙人ネタで盛り上がってしまったモオルダアの少女的第六感は、盛り上がったついでにモオルダアに新たな好奇心の種をまいているようだ。それにこれまでの被害者が全て若い女性だったというところもモオルダアの興味を惹いた。

「ねえ、スケアリー。人間というのはこんなに簡単にミイラになるものかなあ」

スケアリーはモオルダアに痛いところをつかれた。実は最近疲れ気味のスケアリーはあんまり仕事はしたくなかったようである。しかし、仕事をさぼるために嘘をつくわけにもいかない。

「それは、あたくしも気になってはいたんですけど。確かにこの点だけは奇怪ですわね。でもこれは警察に任せた方が・・・」

スケアリーの浮かない表情を見てモオルダアの少女的第六感がさらに働いた。

「スケアリー。この事件がどこで起きたのか知ってるのかい？湯煙の街、下田だぜ！」

「あらまあ、そうでしたの。それなら調査してみる価値はありそうですわ。あたくしお風呂セットを用意してきますわ」

スケアリーは下田行きの準備のため部屋を出ていった。でもどうしてモオルダアはここまでしてスケアリーを説得する必要があったのだろう。パートナーが事件性を否定しても怪しいと思ったら一人でも捜査に向かうのが優秀な捜査官じゃないのか？でも私は知っています。モオルダアは車を持っていないのでスケアリーが一緒じゃないと身動きがとれないのです。

		
			3 遺体発見現場
		

		　セラビ刑事は遺体発見現場の様子を見て多少あっけにとられていた。ここは普段はほとんど人がやってこない森の中。その点は今までのミイラ死体事件と変わらなかった。しかし、遺体の周囲の様子が今までとはまるで違う。今回の遺体発見は被害者の死から発見までの時間が一番短い。それが原因とも考えられたが、長年ミイラ化死体の事件を追ってきたセラビ刑事には納得のいかないことが多い。遺体からは内臓が抜き取られていたものの、ミイラにはなっていない。それに何よりもおかしなことに遺体の周囲には、遺体をここまで引きずってきた時に出来た跡や、足跡などが残されていた。今までの事件ではこんなことは一度もなかった。そのためにセラビ刑事を三十年も追う羽目になったのであり、そのためにこれらの遺体は事故死、或いは病死として片付けられてきたのである。それにここで死んでいるのは若い女性ではなく、浮浪者風の中年男性だった。「犯人ももうろくしたのかな？」これらの事件を連続猟奇殺人と考えているセラビ刑事はこんなことを考えてみたが少しも面白くなかった。

　死体を前にして呆然としているセラビ刑事のところへもう一人の若い刑事が近づいてきた。この刑事は古媚手清（コビテ・キヨシ）という、野心に満ちた若者である。彼はセラビ刑事の元へ慌てた感じで近寄ってきた。

「ちょっと、セラビ刑事。困りますよ勝手に捜査を始めちゃ。エフ・ビー・エルの捜査官が来ることになっているんですから」

「何だと!?おまえはこの状況を見て何とも思わないのか？これは明らかに殺人じゃないか。しかも、犯人はこれだけ手掛かりを残しているんだ。その何とかっていうところの役立たずの捜査官なんか待っていたら犯人が逃げちまうよ」

セラビ刑事がつばを飛ばしながらもの凄い勢いで言い返すので、コビテ刑事も少し尻込みしたが、それでも何とかセラビ刑事を説得しようとしてみた。

「頼みますよ、セラビさん。これは上からの命令なんですから。下手に逆らったりしたらあなたこの事件の担当をはずされてしまいますよ」

担当をはずされると聞いてセラビ刑事は少し弱気になった。セラビ刑事は何とかしてこの犯人を自分の手で捕まえたいと思っている。何しろ三十年もこの事件を追ってきたのだから。

「ちくしょー。解ったよ。その無能な捜査官が来るまで待てばいいんだろ。でもなコビテ。上の命令なんかに従ってたらどんな事件も解決しないんだ。よく覚えておけよ」

コビテ刑事はこれを聞いて感心したような表情を見せたが、内心では何とも思っていなかった。

　コビテ刑事は事件解決に情熱を注ぐタイプの人間ではない。彼はとりあえず出世がしたかった。目の前にいるセラビ刑事はプライドと名誉のためにろくな人生を送れなかった。コビテ刑事はそんなふうにだけはなりたくなかった。だから刑事としての正義などは二の次なのだ。上からの命令には必ず従う優等生にならなくてはいけないのである。

		
			4 事件現場へ向かうスケアリーの車の中
		

		　エフ・ビー・エル・ビルの前を出発した車は、スケアリーとモオルダアを乗せて快調に進み下田の事件現場まで近づいてきた。しかし、ここで渋滞に巻き込まれてなかなか前に進めない。今、世間は夏休み。この辺りは行楽客を乗せた車で毎年大渋滞になるのである。ノロノロと五メートルほど進んでは止まる車を運転しているスケアリーはかなり苛立っているようである。隣の車の中では学生風の男女のグループが楽しそうにじゃれ合っている。これを見てスケアリーのイライラは増すばかり。

　隣にいたモオルダアは事件のことを考えているのかどうかは知らないが、先ほどから一点を見つめていた。それからふと何かを思いだしたように少し体を前に乗り出すと、胸のポケットからボイスレコーダーを取り出した。

　いったい何を始めるのでしょうか。ちなみにこのボイスレコーダはモオルダアが最近購入した優秀な捜査官アイテム。スケアリーがボイスレコーダを使っているのを知って、無性に欲しくなったので急きょ購入したもの。

　モオルダアがボイスレコーダの録音ボタンを押して喋り始める。

「ダイアン。今回の事件には少し手こずるかも知れないよ。でもボクの才能を持ってすればすぐに解決するだろうけどね。まあ、ちょっとした日帰り旅行といった感じかな。しかし、この渋滞というのは体にこたえるね。ボクの天才的プロファイリングに影響を与えなければいいのだけど。それじゃあダイアン、スケアリーがボクを睨んでいるからこの続きはまた後で」

スケアリーはモオルダアのことを睨んでいるというか唖然として眺めているというか。イライラと驚きが同時に最高潮に達している。

「モオルダア。あなた何をしているの？」

「ん？これのこと？」

モオルダアは一度しまったボイスレコーダを再び取り出して見せた。

「ボクも優秀な捜査官としてこれ、使うことにしたよ」

「それはいいんですけれど。何で今使うんですの？それにさっきの喋り方は何ですの？それからダイアンってどなたなんですの？」

スケアリーが一度に大量のハテナをモオルダアに浴びせかけた。それに対して逆にモオルダアが不思議そうにしている。

「これってこういうふうに使うものじゃないのか。これに録音する時はダイアンに語りかけることになってるんだろ？キミは何を不思議がってるんだ？」

スケアリーは色々言い返したかったがこれ以上イライラするのはイヤなので軽くため息をつくと後は黙っていた。

　それにしてもモオルダアさん。そのボイスレコーダの使い方はどうなんでしょう。まあ合っているといえば合ってるんですけど。今時そのネタを知っている人がどれだけいるか。それにそれは違うドラマのパロディですよ。でも、まあいいか。FBIの特別捜査官ってところはいっしょですから。ここまでやったら後でコーヒーを飲んで決めぜりふも言ってもらいましょう。（このネタが解らない人はデビット・リンチの「ツイン・ピークス」を観ましょう）

		
			5 遺体発見現場
		

		　セラビ刑事はコビテ刑事がいなくなったすきを見て勝手に捜査を開始していた。命令違反であってもいつ来るか解らないエフ・ビー・エルの捜査官二人を待っているのは確かにおかしい。それに遺体はすでにひどい悪臭を放ち始めていた。そのためか命令違反で捜査を開始したセラビ刑事に反対する警官もいなかった。セラビ刑事は何人かの警官に付近の捜索を命令した。凶器や取り出された内臓が見つかるかも知れないと思ったようだ。

　モオルダアとスケアリーを乗せた車はセラビ刑事が無断で捜査を開始してからまもなく事件現場に到着した。とは言っても、事件現場は森のかなり奥にあるため車を止めてから道のない森の斜面をしばらく登らなければいけなかった。

　現場を警備していた警官が息を切らして坂を登ってくるエフ・ビー・エルの二人を見つけて彼らに近づいていった。彼はセラビ刑事から二人が到着しても現場には入れるな、と命令されていた。

「ここは事件現場です。関係者以外の立ち入りは出来ません」

「何言ってるんだ。我々は、我々はエフ・ビー・エル。フーッ。キミ達が、キミ達が呼んだから来たんだ」

坂を登ってきたモオルダアはかなり息が苦しそうで、上手くしゃべれていない。

「そうですわ。・・・。あたくし達はわざわざ渋滞を・・・、通り抜けて・・・、やっとここまでやって来たというのに。・・・。ホントに、失礼な方ですわ」

スケアリーも息が上がっている。二人とも運動不足のようだ。

「そうですけど、今はちょっとまずいんですよ。私の立場もありますから今は勘弁してくださいよ」

警官は二人を現場に入れなければいけないのは解っていたが、セラビ刑事は怒ると怖いので二人を前にして弱っている。そこへ、コビテ刑事が戻ってきた。警官はさらに悪いことになったと渋い顔をしている。きっと二人を中に入れないことをコビテ刑事にとがめられるに違いない。二人の刑事の間に板挟み状態でかわいそうな警官である。

「エフ・ビー・エルの方達ですね」

コビテ刑事は二人に気付いて声をかけた。それから警官に向かって言った。

「キミ、どうしてこの二人を入れないんだ」

「いやあ、あの、ちょっとした手違いといいますか・・・」

警官は冷や汗をかきながら何とかその場を取り繕ってみようとしていたが、全くダメである。その様子を見たコビテ刑事はだいたい事情が読めたようだった。事件現場はこの場所からはさらに斜面を登って平地になった場所にあるのでそこの様子は見えないが、熱血漢のセラビ刑事が無断で捜査を始めているというのは想像できる。

「まったく、よけいなことばっかりして」

コビテ刑事は小さくつぶやいてから、モオルダアとスケアリーを現場まで案内した。

　セラビ刑事はコビテ刑事がエフ・ビー・エルの二人を連れていたのを見たが、少しも悪びれることなく検分を続けている。

「セラビ刑事、あれだけ言ったのにどうして勝手に始めるんですか」

コビテ刑事がイラついた口調で言う。

「いいじゃないか。ここで遺体を観察してたってしょうがないぜ。それよりそこの二人！」

セラビ刑事がモオルダアとスケアリーを睨みつけた。

「あんた達は優秀な捜査官なんだろ。早く事件を解決してくれよ」

是非とも来てくれと頼まれたのに現場に来たら少しも歓迎されていない。モオルダアとスケアリーは変な気分だったが、とりあえず現場の状況を調べてみることにした。

　遺体にはすでにシートがかけられていた。モオルダアは無謀にもその遺体に近づいて行きシートに手をかけた。こんなことをして大丈夫なのでしょうか。モオルダアは死体が苦手。特に今回は血だらけでドロドロ。でもモオルダアはそのことを知りません。彼の頭の中でそのシートの下にはミイラ化した死体があることになっているのです。ドロドロはダメでもカラカラのミイラなら大丈夫。ミイラ死体なんて珍しいものへの好奇心が彼を第一にその死体の方へ向かわせたようである。

　モオルダアはバッとシートをめくった。モオルダアの予定ではここで謎のミイラ死体とご対面となるはずだったのだが、彼の目には想像とは違うものが飛び込んできた。モオルダアは自分が何を見ているのか理解できず一瞬固まっていた。やがて彼が今見ているのは血で赤黒く染まった人の顔であることが解った。その瞼は閉じられておらず、うつろな瞳がモオルダアを見つめているように見えた。モオルダアは慌ててシートを手から放すとキャっと悲鳴をあげて近くにいたスケアリーの腕にしがみついた。そして遺体を指さして言った。

「スケアリー！大変！血、血が・・・」

よく見るとモオルダアは無意識にスケアリーの服の袖に手をこすりつけて拭いているようだ。

「ちょいと、何をやっているの！」

スケアリーがモオルダアを突き放した。

「変死体に血はつきものですわ。まったく慣れないことをするからいけないんですのよ」

スケアリーが厳しい口調で言うと、モオルダアが手をこすりつけていた部分をパッと払った。それから今度は彼女が遺体のシートをめくった。

「まあ、これはひどい状態ですわねえ」

スケアリーも自分の予想以上に遺体の状態がひどいので多少驚いたようだ。しかし、ここで一番驚いていたのは二人の様子を見ていたセラビ刑事とコビタ刑事に違いない。あっけにとられた二人はしばらくこの「優秀な捜査官」達を呆然と眺めていた。

		
			6
		

		　スケアリーは遺体にかぶせられたシートをさらにめくっていった。腹部には内臓を取り出すために空けられた大きな穴があった。内臓をくり抜かれたその穴の中にはまだ固まりきっていない血が溜まっていた。スケアリーはこれだけ悲惨な状態の遺体を前にしても冷静である。見方によっては、彼女はその様子を楽しんでいるようにさえ見える。

「モオルダア。これはどうやら肉食動物の仕業じゃなさそうですわ」

「そのようだね。それから以前のミイラ事件とも違うものだね」

モオルダアは何とか平常心を取り戻してはいたが、死体の方には背を向けている。もちろん死体が怖いから、なんて思われては優秀な捜査官のプライドに関わるので、死体に背を向けていても周囲の様子を調べているようなふりをしている。ただし、死体を怖がっているということはもうバレています。

「スケアリー。どうやらボクらがやってくるまでもなかったようだね。きっと犯人はすぐに捕まるよ」

「あら、どうしてそんなことをおっしゃるんですの？少なくともこの遺体の状態はとってもエキサイティングですわ。それに事件の捜査のために何日間かこの辺りに泊まっていかないと温泉にも入れませんわ」

スケアリーは温泉目当てなので、どうしてもこの事件を捜査したいらしい。

「仕方ないよ。文句があるなら犯人に言ってくれよ。でもおかしいなあ。だいたいこういう殺人をやらかす人間は繊細で綿密な計画を立てるはずなんだけどな」

モオルダアはこう言いながら辺りをうろつき始めた。もちろん死体が目に入らないように。

「きっと犯人は全く計画を立てなかったか、計画が欠点だらけだったということだな。この地面についた跡は遺体を引きずってきた跡だな。こんな跡は残すべきじゃないけど、きっと犯人は死体を持ち上げるのが生きている人間を持ち上げるよりも困難だということを知らなかったんだろうねえ。まあ、この斜面を引きずってきたんだから、けっこうな体力はあったんだろうね。それから、この引きずった跡に血は付いていないから、死因は絞殺か何かだね。それからここで犯人は内蔵を取り出した。きっと切れないナイフかなんかを使ったんだろうね。遺体がグタグタになってるのはそのためだよ。きっと、犯人は血液も抜き取ろうとしたはずだよ。でも途中で諦めたのか、或いは自分のしていることが恐ろしくなったのか、途中でやめたみたいだ。猟奇殺人鬼としての才能には恵まれていない犯人ってことだね」

何を根拠にしているのか解らないが、モオルダアがもっともらしいことを言っている。彼の言うことを聞いて、スケアリーがもう一度遺体を見てみると、彼女はあることに気付いた。

「モオルダア。これを見て」

モオルダアは怖いから見ない。遺体の手首には刃物で切った跡がある。

「これで血が抜けると思ったのかしら。死んだ人間の手首を切ったって血が出てくるはずありませんのに。そんなことも知らずに殺人だなんて、身の程知らずな犯人ですわ。なんだかあなたの言うことがあっているような気がしてきましたわ」

「そうだろ。きっとこの辺りを探せば色々な物証が出てくるはずだよ」

そういって、モオルダアは犯人がここで使った刃物や抜き取った内臓などを捨てにいきそうなところを探してゆっくりと首を右から左へと回していく。

「たとえば、あの下草が茂っているところの向こうとか」

モオルダアが人の背丈ほどの草が密生している辺りを指したと同時に、その草がざわざわと揺れ始めた。モオルダアはびっくりして差した指を引っ込めた。引っ込めてもざわざわは止まらない。何があるのだろうか？モオルダアとスケアリーは目を合わせてから、黙ってざわざわに近づいていく。彼らが近づくにつれて、ざわざわも大きくなっていった。二人は一度立ち止まってその様子を見ていた。

「ちょいとモオルダア・・・」

二人には茂みの奥から何かが近づいてきているのが解った。スケアリーは腰の銃に手を当てて構えている。モオルダアは怖くて自慢のモデルガンを取り出すことさえ忘れている。

　茂みの奥からは草を踏みつける足音が聞こえてきた。その足音が大きくなると同時に茂みの揺れも大きくなる。そして足音が彼らの目の前まで近づくと、ガバッと茂みが左右に分かれてその間から人が飛び出てきた。

「ふーっ。暑い暑い」

それはセラビ刑事の命令で付近を捜索していた警官だった。モオルダアは驚いて危うく失神するところだった。

「刑事！ありやしたぜ。血の付いた包丁が。ほら、指紋もバッチリ付いていまさあ！」

なぜか盗賊みたいな喋り方。とりあえずモオルダアの説が正しかったようだ。モオルダアはスケアリーの方を見て得意げである。

「キミ。内蔵はなかったか？」

「誰ですかい？あんたは。ああ、エフ・ビー・エルのお方ですな。ありやしたよ。でもねえ、虫がたかっちゃってて、ひどい有様でしたよ。早く片付けねえと全部食われちまいやすよ」

いったいこの警官は何なんだ？

		
			7
		

		　セラビ刑事が変な警官と話しているモオルダアとスケアリーの方へ近づいてきた。それに気付いたモオルダアが先にセラビ刑事に話しかけた。

「刑事さん。もうほとんど事件は解決みたいですよ。せっかくここまで来たのにボクらの出る幕はないみたいだ」

「そうかもしれないな」

セラビ刑事は穏やかに返した。さっきまでのように二人を邪魔者扱いした感じはなくなっている。

「キミはどうしてこの事件の犯人がこれまでのミイラ事件の犯人と違うと思うのかね？」

セラビ刑事はこれまでのモオルダアとスケアリーのやりとりをずっと見ていて、モオルダアがこの現場の状況に関して自分と同じような考えを持っていることを知ったのだ。セラビ刑事はモオルダアに多少の興味を持ったに違いない。ただし、モオルダアの推理に根拠などありません。モオルダアはあの血まみれのおぞましい遺体を見てしまってから、この恐ろしい事件からは一刻も早く手を引きたいと思っていたのである。そこで自分たちが事件を担当する必要がなくなって欲しい一心で「こうあって欲しい」ということを口にしていっただけなのである。しかし、それがほとんど現実となってしまってモオルダアも内心では驚いている。これも少女的第六感がなせる業なのだろうか。

「まあ、ボクは優秀な捜査官ですしねえ。この現場を見た時からおかしなことにはすぐに気付きましたよ」

モオルダアが適当な嘘をセラビ刑事に返した。

「それじゃあ、あとは警察にお任せしてボクらはこのへんで失礼しますよ」

モオルダアは早く帰りたくて仕方がない。

「ちょっと待っちたまえ」

立ち去ろうとするモオルダアをセラビ刑事が呼び止める。

「もし、この事件の犯人がこれまでの事件の犯人と違う人物だとしたら、この先また別のミイラ事件が起こるとは思わないかね。いや、私の考えでは必ず起こるはずだ。しかもこの数日中にね。新しい被害者を出さないために、私と一緒に犯人を探してくれないかな」

　モオルダアはあまり乗り気ではない。ドロドロ死体のせいでかなり弱気になっている。それを見ていたスケアリーが横から口を挟んだ。

「あら、いい考えじゃございませんこと？出来れば一週間ほど滞在できればあたくしはかなり癒されると思いますわよ」

癒される？ああ、温泉のことですね。彼女は温泉が目当てなのでした。セラビ刑事はスケアリーの言っている意味が良く解らなかったがとにかく協力してもらえそうなので一安心のようだ。

　コビテ刑事は遠くから彼らの様子をじっと見つめていた。なんだか彼は怪しい感じ。

		
			8 宿屋
		

		　モオルダアとスケアリーはセラビ刑事に紹介された「宿屋」という旅館にやって来た。正式名称は「温泉旅館・宿屋」という。旅館で宿屋とは妙な名前だが、どうやら宿屋というのはこの旅館の経営者の名字らしい。二人が旅館の入り口から入ると奥から若い娘が飛び跳ねるようにして出てきた。

「ようこそおいでくださいました。エフ・ビー・エル御一行様でございますね。私はこの旅館の若女将であると同時におてんばな女子高生でもある宿屋亜依（ヤドヤ・アイ）ともうします。よろしくね！キラッ」

キラッっと言ったわけではないが、この娘はキラキラした若さを振りまいている。モオルダアはこんなのが嫌いではないので思わずニヤニヤしてしまう。しかし、スケアリーを見ると彼女は握りしめた拳をプルプルと震わせているので、慌ててゆるんでしまった顔面に力を入れた。

「すぐにお部屋の用意が出来ますから、しばらくお待ちくださいね」

そういうと若女将は奥へと消えていった。

「ねえモオルダア。この旅館はやめにしてほかにいたしせんか」

スケアリーはこの旅館が気に入らない。彼女は今出てきた若女将であると同時におてんばな女子高生でもある娘の若さに嫉妬しているのである。過ぎてしまった時間は誰にも取り戻すことは出来ない。

「せっかくセラビ刑事が紹介してくれたんだから、ほかの旅館に変えたりしたら失礼じゃないか。あの人始めはなんかイヤな感じがしたけど、こんな旅館まで手配してくれて、結構いい人かも知れないよ」

モオルダアの言うことはもっともなので、スケアリーは諦めることにした。

　しばらくすると、こんどは女将が奥から出てきた。すっ、すっ、と上品な歩き方で二人の方へ近づいてくる。

「私はこの旅館の女将であると同時に魅力的な大人の女でもある宿屋瞳（ヤドヤ・ヒトミ）でございます。先ほどは娘が失礼しました。あの子は刑事ドラマなんかが好きなもので、お客様のような方が泊まりにいらっしゃると、勝手に出てきてしまうんですよ。普段は旅館の仕事なんか少しもしたことないのに。ホントに困った子ですこと。オホホホホ。さあ、お部屋の用意が出来ましたのでどうぞこちらへ」

オホホホだって。何ともお上品でございます。

　二人は女将の後について奥へと入っていった。このヤドヤ親子の名前を聞いて、モオルダアは部屋に向かう間ずっとある疑問を抱いていた。私も気になっています。そしてなんだかイヤな予感が。モオルダアが前を歩く女将に聞いた。

「あのすいませんが、ご主人の名前を教えてもらえないでしょうか？」

「主人ですか？いいですけど。主人の名前は宿屋眼陀真（ヤドヤ・メダマ）と申します」

やっぱりそう来たか！

		
			9 警察署・署長室
		

		　署長とコビテ刑事が向き合って座っている。署長はかなり高齢のようで薄ら笑いを浮かべながらゆっくりとコビテ刑事に話しかけた。

「どうだねコビテ君。事件の方は」

「はい署長。全て順調にいっています」

「うん、うん、それはよかった。それで、あのエフ・ビー・エルはどうだね」

「はい署長。予定どおり捜査に協力することになりました」

「うん、うん、それはよかった。うん、うん。それじゃあ、次の計画に移らなくてはいけないねえ、コビテ君」

「はい署長。もうすでに準備は出来ています。でも署長。あのエフ・ビー・エルですが意外と手強そうですよ」

「なに、心配いらないよ。彼らならきっとやってくれるさ。うん、うん。キミはよけいな心配はしないで私の言うとおりにやればいいのだよ。うん、うん。ところで今そのエフ・ビー・エルはどこにいるのかね」

「はい署長。予想どおり宿屋に」

「うん、うん、それはよかった。それじゃあ、予定どおり頼んだよ。うん、うん」

「はい署長。でもどうしてこんなことをするんですか？」

「うん、うん。よけいな詮索はせんでもよい。キミも早く権力の座に着きたいんだろ？うん、うん。だったらな、今は言われたとおり動いておればいいのだ。うん、うん、うん」

「はい署長、それでは失礼いたします」

　怪しいです。この二人の会話も、署長の喋り方も、いろいろ怪しい。

		
			10 宿屋・モオルダアの泊まっている部屋
		

		　部屋に通されたモオルダアはポケットから例のボイスレコーダーを取り出して、録音ボタンを押した。スケアリーは別の部屋にいるから今度は思う存分話せる。

「ダイアン。この事件はボクが思っていたよりも難解なようだ。セラビという刑事が言うにはこれから、本物のミイラ殺人事件が起きると言うことだが、本当だろうか。もしそうなら、もう一度これまでの事件についてよく調べなくてはいけないが、それはこれからセラビ刑事と会う予定だからそこでいろいろ調べられるだろう。それにしてもあの刑事は始めあんなにボクらを追い出したがっていたのに、どうして急に協力を求めてきたのだろう。もしかして気分によって態度ががらりと変わる『お天気デカ』だったらちょっとイヤだなあ。そんなことよりも、不可解なのは今日の事件だ。いったいあのお粗末な殺人事件は誰の仕業だろう。まあ、それは今日発見された証拠品よって明らかにされると思うけど。どういう動機であんなことをしたのだろうか。ただの出来心による模倣犯『軽い気分 de コピーキャット』なのだろうか。しかし、少しも模倣できていない。これはちょっと気になるところだ。それにしても、あの死体は怖かった。今でも目をつぶると、あの血だらけの顔が思い出されるよ。だからさっきからずっとまばたきはしていないんだ。ボクは優秀な捜査官だからまばたきぐらいしなくても大丈夫なんだ」

ここで、モオルダアはボイスレコーダーを机の上に置いてから窓を開けて外を眺めた。窓の外には崖の斜面が見えている。崖の上にある旅館だったら眺めもよかっただろうけど、崖の下にあっては窓から見えるのはごつごつした岩ばかり。特に何も見るものがないのでモオルダアは窓を閉めた。それからおもむろに机の上のボイスレコーダーを手に取るとまた録音を始めた。

「ダイアン。一つ言い忘れたよ。明日の朝食には目玉焼きが出てくるような気がしてならないんだ」

何のことだか、まったく。

		
			11 警察署
		

		　モオルダアがセラビ刑事を捜して警察署の廊下をうろうろしていると後ろから呼び止められた。

「おい、エフ・ビー・エル。こっちだ。こっち」

見るとモオルダアが一度前を通り過ぎた部屋からセラビ刑事が顔を出して手を振っている。

「エフ・ビー・エルって呼ぶのやめてくれませんか」

言いながらモオルダアが部屋へ入ってくる。部屋にはセラビ刑事がこれまでに集めたミイラ事件の資料が大量に積まれてあった。

「どうも最近人の名前が覚えられなくてね。思い出すまではエフ・ビー・エルでいいだろ」

「モオルダアですよ。でも、ボクの名前は話の途中で変えられちゃったりするから、覚えても無駄かも知れませんがねえ」

モオルダアは前回の話（「殺人豆」）の途中で突然名前を変えられたことを根に持っているようだ。でもまあ許してくださいよ。

「なんだか良く解らないが、モオルダア君か。何とか忘れないようにはがんばってみるがね」

「それよりも、これがミイラ死体の捜査ファイルですか？凄い量ですねえ。エフ・ビー・エルにあった資料とは雲泥の差だ」

「そりゃそうだ。これは私のライフワークみたいなもんだからな。三十年以上もこの事件を追ってるんだ」

セラビ刑事はモオルダアが生まれた頃か、或いはそれ以前からずっと謎のミイラ事件を捜査している。モオルダアは何とも言えない畏敬のようなものを彼に感じていた。

「それで、セラビ刑事の考えはどうなんですか。あなたはさっきこの先にミイラ事件が起きると言ってましたよねえ。それは前の事件が起きて今年が７年目だと言うことと関係があるんですか」

「なんだ、キミもそれには気付いていたのか」

「まあ、一応ペケファイルの資料で調べていますから。ペケファイルには変な事件がいっぱいなんですよ。でもそれ以外にこれから事件が起きるということの根拠はあるんですか。それに、この事件が殺人だという根拠は。殺人だとすれば、少なくと犯人は一人ではありませんね。カルト教壇か黒魔術とかでしょうねえ、血と内臓を抜くなんてのは。でも、まあそれだけ資料があればきっと目星はついてるんでしょうけど」

セラビ警部がムッとした目つきになった。

「それがないんだよ」

「ないって、それじゃあその資料の山は何の役にも立たないってこと？」

「なに言ってるんだ。それでもキミは優秀な捜査官なのか？この資料の山が我々に教えてくれる事実。それは犯人を捕まえるのが容易ではないということだよ」

「はあ、そのようですねえ」

モオルダアはセラビ刑事の言っていることがよく理解できていなかった。

「事件は７年おきに起こるということ。被害者は全て若い女性だと言うこと。遺体の発見は今日の遺体発見現場のある地域に集中していると言うこと。それはこれだけ大量の資料がなくても解る共通点ってことだな。それではこの大量の捜査ファイルが語っている事実とはだね、つまりこれらの事件で共通点がそれしかないということなんだよ」

モオルダアは唖然としている。それではまるでこの事件が殺人事件ではなくて、警察が発表したように事故死や病死だったということを証明するための捜査を長年続けていたようなものだ。それでも、セラビ刑事は殺人事件として今でも捜査を続けているのだ。どうしてだかは良く解らないが、きっと何かそう確信するところがあるのかも知れない。もしかしてそれはモオルダアみたいな「少女的第六感」なのでしょうか？

　モオルダアが黙ってセラビ刑事を見つめているとセラビ刑事が先を続けた。

「それでも気になるところは沢山あるんだ。これらの事件の遺体は発見されるまでにかなり日にちが経ってる。大抵の被害者はまず行方不明になって家族や知人から捜査願いが出されてたんだが、いくら捜索しても見つからなかったんだ。それもそのはずで、遺体が見つかった場所は被害者とは何の関係もない場所だったんだ。私はこのことをずっと気にしていたんだが、七年前はそれが役に立ったんだ。例の行方不明から二日で発見された件だ。私は捜索願が出されると、半信半疑だがあの現場付近へ行ってみるとやっぱりあったんだよ。ミイラが。家族の話では友人の家に行くのにそんなところを通るはずがないし、被害者は今まで一度もあの辺りに行ったことはないと言うんだ」

モオルダアは神妙な面もちでセラビ刑事の話を聞いていた。

「ふうん、確かに興味深いですねえ。現場には足跡も何もなかったんですか？それから付近に車を止めた後とかは？」

「なかった。キミが気付きそうなことは全部調べてみたよ」

「そうかあ」

モオルダアが大きく息をついた。

「それじゃあ、どうすればいいんだろう。試しにその現場一帯に警備をつけてみたら？」

セラビ刑事はモオルダアの案をきいて軽くほほえんだ。

「そんなことしても、犯行が延期されるだけだよ。それに起こるかどうか解らない犯罪のために警官を手配するほど警察は暇じゃないんだぜ。なんならキミが警備をしてみるか？」

「いやあ、それはちょっと遠慮しておきますよ」

モオルダアもヘヘッっと笑って見せた。そこへ警官が一人やって来た。警官はドアのところに立ってセラビ刑事を呼んだ。

「刑事、あのグタグタ遺体事件のことなんですけど」

「なんだ、そのことか。それならコビテに任せてあるって言ったろうが」

「いやあ、それがコビテ刑事がどうしてもセラビ刑事の力を借りたいとおっしゃるもので」

「まったく仕方がないなあ。一人じゃ何にも出来ないのか、あの男は」

セラビ刑事は立ち上がっから、モオルダアの方に向き直った。

「エフ・ビー・エルさん、ちょっと失礼するよ。さっきの犯人が解ったのかも知れない」

颯爽と部屋を出ていくセラビ刑事をモオルダアが後ろから呼び止めた。

「セラビさん。犯人は人間以外だということは考えたことはありませんか？あの地域だけで起こる自然現象とか、或いは我々がまだ出会ったことのない生命体とか」

セラビ刑事は一瞬驚いたようにして振り返った。それから大声で笑った。

「キミ、面白いことを言うねえ。アッハッハ。さすがは噂どおりの『優秀な捜査官』だ。残念だがね、この辺にUFOがやって来たことはないよ。アッハッハ。それじゃあまた後でな、エフ・ビー・エルさん」

モオルダアは本気で言ったのに、セラビ刑事は冗談だと思っている。それにしてもセラビ刑事は全くモオルダアの名前を覚えようとしない。

		
			12 宿屋
		

		　モオルダアが自分の部屋へ向かって廊下を歩いていると、向こうからお風呂セットをもったスケアリーが歩いてくる。

「あれスケアリー。何やってるんだ？検死解剖に立ち会うんじゃなかったのか？」

「それが、ひどいんですのよ。あたくしが病院へ行ったらあたくし達が今調査しているミイラ事件とこのグタグタ遺体事件は別のものだから、あたくしは立ち会ってはいけない、なんておっしゃるのよ」

「おっしゃるって、誰が？」

「コビテとか言う若い刑事ですのよ。でもあたくしが立ち会うぐらいはいいじゃありませんかって言ったら、署長からの命令で関係者以外はダメだなんておっしゃるのよ。それであたくし腹が立ったものですから、署長のところに異議を申し立てに言ったら、署長さんて、なんだかとってもいやらしい目つきで、うん、うんって言ってばかりで、あたくし気味が悪いからそのまま帰ってきてしまいましたわ」

「へえ、それはどうにも怪しい話だねえ。何か隠したいことでもあるのかなあ。でもあのグタグタ遺体事件はもうすぐ解決しそうだったぜ。今頃はセラビ刑事が犯人を捕まえてるかも知れないなあ」

「あら、そうですの。それで、ミイラの方はどうなったんですの？」

「そうそう、そのことでキミに聞きたいことがあったんだけど。ある特定の地域だけで人間がミイラになるような気象状況が発生することはあり得るかな。たとえば今日の事件現場の辺りで」

「あり得ませんわ」

「そうか、そうだよねえ」

モオルダアは始めから自信がなかったが、簡単に返されてさらに自信がなくなってしまった。やっぱり宇宙人の仕業かなあ。でもモオルダアはそれは口に出さないようにした。また簡単に否定されてしまいそうだったから。

「あらゆる方面から時間をかけてゆっくり捜査すべきだと思いますわ。そうすればあたくしも沢山温泉に入れますし。それじゃあ、あたくしは失礼いたしますわ」

スケアリーはすたすたと大浴場の方へ歩いていってしまった。

　モオルダアは自分の部屋に入るとしばらくぼーっと立ったまま何かを考えていた。不可解なことだらけで、何も考えがまとまらない。いつものように宇宙人の仕業にすればこんな不可解な事件でも彼の想像は際限なくふくらんでいき、今のように考え込むこともなかったのだが。いくら考えても解決の糸口はどこにも見あたらない。考えても答えが出ないなら、考えても意味がないや。と思ったのかは知りませんがモオルダアは考えるのをやめて畳の上に横になろうとしていた。

　その時、誰かがモオルダアの部屋のドアをノックする音が聞こえた。

「お茶をお持ちしました」

ドアの外で声がする。

「どうぞ」

とモオルダアが返事をすると、ドアが開いて若女将であると同時におてんばな女子高生でもあるヤドヤ・アイが入ってきた。彼女はニコニコしながら手に持っていた缶入りのお茶をトンと机の上に置いた。

　モオルダアはこの自販機でも買える缶入りのお茶を見て何とも言えない感じがしたが、この旅館ではこれがふつうなんだろうと思って納得することにした。モオルダアは缶のフタを開けてお茶を飲んだ。若女将はモオルダアがお茶を飲む様子をジロジロ見ている。いったいなんだというのだろうか。モオルダアはこんな風に見られているとゆっくりお茶を飲むことが出来ない。しかし、モオルダアには少し気になることがあった。こういう光景はどこかで見たことがある。女将がいて隣で料理を食べる客がいる。そうか、これは旅番組だ！ということはモオルダアもここでお茶を一口飲んだら何かコメントを言わなくてはいけないのだろうか。しかし、自販機で売ってるお茶を飲んでどんなコメントをすればいいというのだ？

「あー、旨い！ん〜、旨い！」

旨いを連発するのはダメなコメントだ。

		
			13
		

		「おいしいですか。私のお小遣いで買ったんですよ。手ぶらで遊びに来るのもよくないと思って。でもそんなに喜んでもらえて感激！」

「なんだ、キミは仕事でお茶を持ってきたんじゃなくて、ここに遊びに来たのか。キミはいつでも客おところに遊びに来るのか？」

「それはどんなお客様かによってです。こんな温泉旅館に来るのはくたびれた人ばかりですから」

「ああ、そうか。キミは刑事ドラマが好きなんだってねえ。でもボクはエフ・ビー・エルだから警察とは違うんだよ」

「警察じゃなくてもいいんです。私はこんな旅館で歳をとっていくのまっぴらだと思ってるの。だから私は高校を出たら優秀な女スパイになるの。そしてどこかの優秀な捜査官と熱い恋に落ちるの。きゃ、恥ずかしい」

そう言っておてんばな女子高生はモオルダアの眼を見つめた。こんな風に無邪気な眼で見つめられると、なんだか嬉しくなってしまう。しかし、モオルダアは優秀な捜査官。こんなところで女子高生と妙な関係を持ったりはしてはいけないのだ。

「だったら、こんなところで油を売ってないでもっと勉強しなさいよ」

「もー、いじわるねえ。これでも私、いろんなこと知ってるんだから。警察の捜査のことなんかセラビ刑事に沢山教わったんですよ」

ここでセラビ刑事が出てくるとは意外でした。思えばこの旅館を紹介してくれたのもセラビ刑事。ここの家族と知り合いでもおかしくはありません。

「キミ、セラビ刑事と知り合いなのか。それは驚きだなあ。セラビ刑事もこんな風にキミに部屋に入ってこられて迷惑な思いをしたんだろうねえ」

「またあ、少しも迷惑だなんて思ってないくせに。セラビ刑事は私が生まれる前からこの旅館の常連なんですよ。だから私にとっては親戚みたいな感じなんです。あなたも今セラビ刑事と一緒に捜査をしてるんでしょ。あの人ちょっと変わってるから時々警察の方からも相手にされないこともあんだって」

「そりゃあ、そうだろうねえ。三十年もミイラ事件を捜査し続けてたら、周囲からは変な目で見られもするよ。でもボクはあそこまで捜査に情熱を燃やせる人は尊敬に値すると思うけどね」

「その情熱だけど、ちょっと面白い話があるんですよ。聞きたい？」

おてんばな女子高生は噂好きのおばさんみたいになってきた。どうせつまらない噂だとは思ったが、モオルダアもちょっと聞いてみたいので、うんとうなずいた。

「これは人に言っちゃダメって言われてるけど、特別に教えてあげる。セラビ刑事ねえ、あんまり捜査に夢中になってたから、自分の結婚式すっぽかしちゃったんだって。花嫁さんはかわいそうよねえ。ウェディングドレスを着て待っていても相手はミイラ事件の捜査中なんて。ホントにひどい話よね。それで、今ままでずっと独身なの。これ絶対に内緒だからね」

やっぱりそんなに面白くなかった。でも本当ならモオルダアに劣らぬ変わり者だ。モオルダアは自分もそんなことにならないように気をつけようなどと、どうでもいいことを考えていた。すると部屋のドアが開いた。二人が振り返ると女将が立っていた。

「こらっ、あなたこんなところで遊んでたらお客様に迷惑じゃないの」

女将が若女将を叱りつけた。

「お客様にお茶をお運びしたところです。遊んでたんじゃないもん」

若女将はぷりぷりしながら部屋を出ていった。

「本当に申し訳ございません。あの子、何か失礼なことなどいたしませんでしたか？本当にしつけが行き届いておりませんで、申し訳ございません」

「いやいや、大丈夫ですよ。とくにすることもありませんでしたし。ところで何か用でしたか」

「あっ、そうでした。これが届いておりましたからお持ちしました。本当にすいませんでした」

女将はモオルダアに封筒を手渡した。宛名は「エフ・ビー・エル御一行様」となっている。差出人は書かれていない。

「これは誰が持ってきたの？」

「先ほど旅館の入り口に置かれていました。もう少し早く気付いたらきっと届けてくれた方も誰だか解ったんでしょうけど。本当に申し訳ございません」

この女将はさっきから謝ってばかりだ。これだけ平謝りされるとなんだかモオルダアの調子も狂ってきそうだ。

「いやいや、大丈夫ですよ。中を見ればきっと差出人も解るでしょうから」

「そうでございますね。本当にすいませんでした」

女将は謝りながらドアを閉じかけたが、とちゅうで思い出したようにドアを元のところまで開けた。

「お客様はあの子に失礼なことをしてないでしょうね？」

そう言ってギロリとモオルダアを睨んだ。モオルダアはドキッとした。

「してませんよ、何にも。しようと思ってもいないんだから。ホントに。ボクは優秀な捜査官なんですから」

妙に取り乱しているところが何とも怪しい。モオルダアはいつでもスケベなことを考えているから、そんな質問をされるとなんとなく慌ててしまうのだ。

「そうですか、それでは失礼いたします」

「何にもしてないからね」

ドアが閉められた後も念を押すようにモオルダアがわめいていた。

　しばらくして、モオルダアはやっと平常心を取り戻していた。彼は机の上のボイスレコーダのことを思い出した。そしてそれを手に取るとまた録音を始めた。

「ダイアン、大変なことになってきたよ。事件の手掛かりは何もなし。いったい何から初めていいのか見当もつかないよ。ああ、そうだ。さっきの封筒は何だったんだろう。中には紙が二枚。これはどうやらミュージカルか何かのチケットのようだ。『下田歌劇団』公演と書いてある。なんだかイヤな予感がするねえ、この劇団名は。しかし、これをボクらに送ったのは誰だろう。また謎が一つ増えてしまった。公演は明日になっている。これを見たら事件の手掛かりが得られるのだろうか？そんなことになるはずはないが、良い気分転換にはなるだろう。それから、ダイアン。ここのブリッコ若女将と謝ってばかりだが妖しい魅力を振りまいている女将にはちょっと手を焼きそうだ。気をつけないと」

		
			14 とある高校のグランド
		

		　セラビ刑事とコビテ刑事を先頭に何人かの警官達が校舎の中からグランドの方へ急ぎ足でやって来た。コビテ刑事はグランドで陸上部の練習を眺めていた体育教師風の男にこえをかけた。

「肥遠佐志太（ヒトオ・サシタ）というのはこの学校の生徒ですね？」

聞かれた男は不安そうに応える。

「そうですが、あいつ、やっぱり何かやりましたか？なんだか今日は様子が変なんですよ。あいつ」

「いやご心配なく。ある事件に関して少し話を聞きたいだけですから。今どこにいるか解りますか？」

「いるにはいますけど、まともに話が出来るかどうか。あそこにいるのがそうです」

そういって教師風の男はグランドの隅を指さした。校舎の影になって薄暗くなっている中に少年が一人うずくまっていた。

「彼はいつもあんな感じなんですか？」

少年の様子を不審に思ったセラビ刑事が聞いた。

「そんなことはありませんよ。彼は陸上部のキャプテンでいつもなら大声を出してここを走り回ってるんですけどねえ。今日は朝から顔色が悪くて。ずっとあそこでああしてるんです」

セラビ刑事とコビテ刑事がヒトオ少年のところへ近寄っていった。近づいてみるとヒトオ少年はうずくまっているだけではなく、かたかたと小刻みに震えているようだった。

「おいキミ大丈夫か？」

セラビ刑事が心配になって少年の方に手を差し出した。少年は丸めていた肩をさらに丸めてその手をよけた。

「間違えた・・・間違えた・・・大丈夫・・・大丈夫・・・へへへっ」

少年は独り言を言っている。

「おい、ヒトオ・サシタ。キミに話があるからちょっと署まで一緒に来てもらうぞ」

コビテが声をかけた。

「へへへっ、間違えた・・・間違えた・・・」

少年は反応しない。

「来たくなくたって、そうはいかないぞ。おいヒトオ。おまえは殺人事件の容疑者なんだ」

そういうとコビテ刑事は強引にヒトオ少年の腕をつかんで立たせると、学校の外へと引っ張っていった。

　グランドで練習をしていた陸上部員達は全員立ち止まってこの騒動を眺めていた。それに気付いたセラビ刑事が彼らに向かって言った。

「何でもないよ。大丈夫だから、キミ達は練習に戻りなさい」

だれも大丈夫だとは思わなかったが、彼らは練習に戻った。しかし、このあと彼らによってこの騒動の噂が町中に広められることになった。

		
			15 宿屋
		

		　モオルダアはテレビで地元のテレビ局の流す夜のニュースを見ている。ニュースでは高校生による浮浪者惨殺事件が報じられていた。あれだけのひどい事件なんだからそのうち全国ネットでも大々的に報じられることだろう。

「高校生かあ」

モオルダアが納得できたような出来ないような感じでつぶやいた時、部屋の電話が鳴った。

「もしもし、エフ・ビー・エルさんか。いやーよかったよ、いてくれて」

「どうしたんですか、テレビじゃ凄いことになっていますよ。とりあえずお手柄じゃないですか」

「いやあ、それがちょっとまずいことになってねえ。実は捕まえたヒトオ少年なんだけどねえ。あいつは署長の甥なんだよ。それで私としては何とか目立たないように事を進めたかったんだが、コビテのヤツがなあ。あいつはまだ若いから派手好きなのかなあ。生徒が大勢見てる前でおまえは殺人犯だなんて言って無理矢理引っ張っていったもんだから、アッという間に騒ぎが広がってしまったよ」

「そうですか。でも犯人はやっぱりヒトオ少年で間違いないんでしょ。だったら仕方ありませんよ」

「まあ、そうだけどなあ。それよりももっと困ってることがあるんだが、ちょっとこっちへ来てもらえないかね、あの無免許医師のお嬢さんも一緒に」

「スケアリーのことですか。良いですけど、何があったんですか？」

「電話じゃちょっと言えないよ。多分これは盗聴されてるぞ」

「何だって？盗聴？誰がそんなことをするんですか」

「それもここでは言えないけどな。まあ、すぐに解るさ」

モオルダアは受話器を置くとすぐにスケアリーの部屋へ電話をかけて彼女を呼びだした。「盗聴って、誰がそんなことをしてるんだろう？」モオルダアは考えながら部屋のドアを開けるとそこにはおてんば若女将アイが立っていた。

「モオルダアさん。どこへ行くの？いいえ、私は聞かなくても優秀な女スパイだからちゃんと解っているわ。モオルダアさんは警察に行くんでしょ。それはきっと凶悪犯ヒトオ・サシタに関することね」

モオルダアはどうして知っているのかちょっと不思議に思ったが、すぐに理解した。

「キミだな、盗聴してるっていうのは。そんなことをしてると捕まえるぞ」

「あら、盗聴なんてしてませんよ。フロントで電話の受話器を取ったら勝手に知らない会話が聞こえてきただけです」

「それだって同じことだよ」

「ねえ、モオルダアさん。私も一緒に連れて行ってください」

「どうしてキミを連れて行かなきゃいけないんだ」

「だって、私はヒトオ君と同じ学校に通っているのよ。だから私を連れて行けばきっと役に立つと思うんだけど。それに、ヒトオ君ってあんなことするひとじゃないんだから。きっと何かの間違いだと思うの。だってあの人成績優秀でスポーツも出来て陸上部のキャプテンもやるぐらいで責任感の強いヒトなの。学校でもチョー人気なのよ。特に女子生徒から。でも残念ながら私の好みではなかったのよねえ。ウフッ」

「キミの言いたいことは解ったけど、もう夜だしキミはここにいなさい。それにキミを連れて行っても何の役にも立たないよ」

おてんばな女子高生アイはモオルダアに一歩近づき上着をつかんだ。

「連れて行ってくれないと放さないからね」

「ちょっと、キミ何するんだ。やめなさい」

モオルダアが弱り果てていると、廊下の向こうからスケアリーが歩いてくるのが見えた。

「ちょいと、あなた達！何をやっているの？」

「スケアリー、助けてくれよ。若女将が一緒に連れていけって、聞かないんだ」

スケアリーは恐ろしい形相でブリッコ若女将を睨んだ。

「子供が大人のすることに手出しするんじゃありません！あなたは自分の部屋に行って勉強でもしていらっしゃい」

スケアリーの怖い顔をみてさすがのおてんば若女将も少し小さくなってしまった。

「モオルダア、行きますわよ」

スケアリーはつかつかと先に歩いていった。

　優秀な女スパイにあこがれる若女将にしておてんばな女子高生、ヤドヤ・アイは廊下の向こうに消えていく二人の姿を口をふくらませて見送った。

「もう、チョームカツク！」

		
			16 警察署
		

		　ヒトオ少年は取調室の椅子座っている。部屋には誰もいないが、隣の部屋からこの部屋は監視できるようになっている。ヒトオ少年は先程まで「間違えた・・・間違えた・・・」とつぶやきながら時々何かに怯えてガタガタ震えたりしていた。今では気味の悪い薄笑いを浮かべている。うつろな瞳で何かを見つめるでもなく見つめて、手をこすり合わせたり、両手で何かをこねるような仕草をしている。「へヘヘッ」という笑い声が時々隣の部屋まで聞こえてきた。

「これをどう思うかね？」

隣の部屋にいたセラビ刑事はエフ・ビー・エルの二人に意見を求めた。

「これが本当に責任感が強くてスポーツ万能で成績優秀な人気者何ですの？これでは完全に・・・」

スケアリーは最後まで言うのをためらったがモオルダアが後を続けた。

「壊れてしまっているねえ。彼に最近何かおかしなところはなかったんですか」

「それは私も学校の教師や生徒達に聞いてみたんだがな、特におかしなところもなかったみたいだ。少なくとも昨日までは成績優秀なモテモテさんだったってことだ。それに、大学への推薦入学も決まっていたらしいぞ。そんなヤツがどうしてあんなことをするかねえ。しかし、あらゆる証拠が彼の犯罪であることを示しているのだからねえ」

「証拠ってどんなものがあったんですか」

「まず昨日見つかった包丁だな。あれを調べてみたら昨日高校の近所の店で購入されていたことが解ったんだよ。それでそこの店の主人に聞いたら買ったのはヒトオという高校生だって言うんだ。なにせ人気者だから学校の近くでは顔を知っている人間も多いんだろうな。それで、ヒトオ少年を調べてみたら包丁についていた指紋は彼のものと一致するし、現場の足跡は彼の履いている靴のものと同じだし。しかし、どうしてあんなことをしたんだろうなあ。ちょっとお嬢さん。あんたの無免許医師としての意見はどうだ？」

「あたくしでございますか？」

お嬢さんといわれたスケアリーは嬉しそうだ。

「そうですわねえ。人格が豹変してしまうことの原因としては、脳に何らかの障害があることが考えられますわ。腫瘍が出来ていたりすることはあの歳でも考えられますから。或いは薬物の使用が原因とも考えられますわねえ。そういう検査はもうお済みになったの？」

「脳はまだだが、薬物検査は陰性だったよ」

「あれは殺人によるショックが原因だな」

モオルダアが喋り始めた。少女的第六感が働いたのだろうか。

「ふつう猟奇殺人ていうのは元々狂った人がやるもんだよねえ。狂った人が殺人によって満足してその後はしばらく普通になれるんだ。それからまたおかしくなってきて殺人を繰り返す。でもヒトオ少年の場合は殺人の後におかしくなってしまったんだから、これは殺人によるショックで心神喪失状態になったとしか思えないねえ」

「PTSDみたいなものかしら？」

「なんだそれ？」

スケアリーは時々難しい言葉を使う。

「外傷後ストレス障害というやつですわ。でも普通は被害者がなるものですのよ」

「もしかすると、ヒトオ少年も被害者なのかも知れないよ」

セラビ刑事はモオルダアの言うことを興味深く聞いていた。

「キミはどうしてそんなことを言うのかね」

「彼は人を殺したくなんかなかったのに、そうせざるを得ない状況に陥ってしまったんだと思うよ」

「でも、どんな理由で？」

モオルダアは少女的第六感だけでしゃべっているので、理由を聞かれても上手く応えられない。

「まあ、彼がちゃんとしゃべれる状態になるのを待つしかありませんかねえ」

「昼間っからずっとあんな感じだ。もしかするとずっと元には戻らないんじゃないのか。まったく、困ったもんだ」

セラビ刑事はこう言って大きくため息をもらした。

　モオルダア達はとりあえず引き返すことにした。警察署を出る時モオルダアは何か思いだしたように振り返るとセラビ刑事に聞いた。

「そういえば、セラビさん。チケットをくれたのあなたですか？」

「ん？何のことだ？私は何にもあげた覚えはないぞ」

「モオルダア、チケットって何のことですの？」

モオルダアはポケットから昼間届けられた二枚の下田歌劇団公演チケットをスケアリーに見せた。

「これだよ。キミの分もあるぞ。ボクら宛に旅館に届いていたんだけど、差出人が解らないんだ」

そのチケットを見たセラビ刑事が声をあげて笑った。

「あっはっは。下田歌劇団か。そりゃいいなあ。滅多に見られない貴重な舞台だぞ。そんなもん誰にもらったんだ？だれにもらったのでもいいが、ここに来たついでに見に行けば、きっといい記念になるぞ。あっはっは」

セラビ刑事は妙にうけている。いったい下田歌劇団って・・・

「歌劇団って、ミュージカルでもやるのかしら。でもその下田歌劇団っていう名前に、なんだか気味の悪い胸騒ぎを覚えますのよ」

「そうだろ。ボクもなんだよ。どうしようか。見に行く？」

「でもセラビ刑事があんなに勧めていますから、少しだけでも見てみる価値はありそうですわ」

モオルダアは言いしれぬ不安を感じながらチケットをポケットにしまった。

		
			17 宿屋・翌朝
		

		　モオルダアは朝食を取るために宿屋の食堂へとやって来た。スケアリーはとっくに朝食を済ませて今は朝風呂に浸かっている。モオルダアがここへ入ってきた時からずっと若女将アイはニコニコしながら彼のことを見つめている。どうやらよっぽどモオルダアのことが気に入ったらしい。物好きな人もいるものだ。モオルダアはそんなに見つめられると、気になって自分が何を食べているのかすら解らない。彼の前には、この旅館の主人でありまた板長でもあるヤドヤ・メダマの特製目玉焼きがある。こんな面白いネタにも彼は気付いていない。若女将の視線がどうにも気になるのでモオルダアは辺りを見回してみると近くに新聞を見つけた。これを見ながら食べれば少しは気がまぎれるかも知れない。モオルダアが新聞に手を伸ばし広げると、真っ先に眼に飛び込んできたのがヒトオ・サシタに関する記事だった。

「あっ！」

モオルダアが思わず声をあげた。見ていた若女将もモオルダアにつられてビクッとした。彼女が気になってモオルダアの方へ近づいてくる。

「アイさん。大変だよ。セラビ刑事が・・・」

新聞には昨夜のヒトオ少年逮捕が誤認逮捕であったということが書いてあったのである。そんなはずはない。モオルダアはヒトオ少年の逮捕が間違いではないことは確信していた。それがどうして誤認逮捕なんてことになったのだろうか。新聞にはヒトオ少年が誤って逮捕され、不当な取り調べを受けたストレスで心神喪失状態になったとまで書かれている。警察はこの事件を担当したセラビ刑事を懲戒解雇にしたらしい。

「モオルダアさん、セラビ刑事がクビになったの？どうして？これってチョームカツク！」

「そうらしいねえ。どう考えてもチョーおかしなことだけど。あらゆる証拠がヒトオ少年の犯罪を・・・」

モオルダアは途中まで言いかけたが若女将にあまり詳しいことを話すとやっかいなことになりそうなので口を閉じた。

　食堂で二人が話しているのを聞きつけて奥から女将のヒトミが出てきた。

「ちょっと、あなたは向こうへ行っていなさい」

彼女は若女将向かってきつい口調で命令した。女将の様子がいつもとどこか違うので若女将も口答えせずに食堂を出ていった。女将はモオルダアの手から新聞を取り上げて読み始めた。

「まあ、なんてことでしょう。モオルダアさん、これは本当のことなんですか。セラビ刑事はこんなヘマをするような人じゃないはずです」

モオルダアはどうしてこの女将がのことをセラビ刑事のことをここまで心配するのか少し疑問に思っていた。

「私もこれは何かの間違いだと思いますよ。ところでマダム、フロントの電話を借りてもいいですか」

「はあ、いいですけど。どうぞ使ってください」

女将はどうしてモオルダアが自分のことをマダムと呼んだのか少し疑問に思っていた。

　モオルダアはフロントへ行くと一度辺りを見回してから電話をかけた。

「もしもし、セラビ刑事。いったいどうしたんですか。あの新聞記事は本当なんですか」

「やあ、エフ・ビー・エルさんか。やられてしまったよ」

セラビ刑事の声に元気がない。まあ、当然といえば当然である。

「私もこんなことは初めてだったんだが。ヒトオ少年にはねえ、アリバイがあったんだよ」

「アリバイがあった!?」

「キミ、この電話は旅館からか？」

「そうですよ。でもフロントの電話だから盗聴の心配はありませんよ。チョーオッケーっす！」

「なんだそれ。フロントの電話でも盗聴はされると思うけどな。まあいいか」

「そうなんですか？でもまあ、いいですよ。続けてください」

「事件の前日からヒトオの伯父の家に親戚一同が集まっていてねえ。そこにヒトオもいたんだそうだ。ヒトオは一度も外出しなかったみたいだし、逮捕した日も伯父の家から直接高校へ向かったそうだ。親戚全員がそう証言してる」

「ちょっと待ってください。伯父というのは署長のことですね。もしかして署長がヒトオ少年をかばっているんじゃないでしょうね」

「いやあいくら何でも、あれだけの殺人をやらかした犯人をかばう人はいないだろう。それに親戚といっても署長とは直接血のつながりは無いみたいだしねえ。ハー・・・。私もこんなことでクビになるなんて思ってもみなかったがね」

「本当にやめちゃうんですか。ボクはどこか我々の見えないところに真実を隠している人たちがいるように思えるんですけど。それにミイラ事件の方はどうするんですか。ここでやめたら、あなたの苦労が水の泡ですよ」

「まあ、これも人生ってヤツだよ。クビになってしまったもんは仕方がない。私はもう警察の人間じゃないんだから、何も出来ないよ。そうそう、ミイラ事件ならコビテのヤツが引き継ぐことになったぞ。まあ、あいつにはあんまり期待できないけどな。私はこれから署にいって自分の荷物の片付けをしてこなくちゃいかんから、この辺で失礼するよ」

受話器を置いたモオルダアはしばらく黙って考えていたが、最後に一度首をかしげてからこうつぶやいた。

「なんかチョーワケワカンネー、ってかんじだな」

		
			18
		

		　グタグタ遺体事件にヒトオ少年の釈放にミイラ死体事件。これらは全て別個に起きたことなのか、或いはこれらの出来事の背景には共通の人物が暗躍しているのか。モオルダアはもう一度全てを一から考え直す必要があるように思えてきた。かれは例のボイスレコーダーに彼の考えを録音しようと思ったが、あいにく部屋に置きっぱなしにしてある。彼はまだフロントの電話のところにいたのである。そこに若女将アイがやって来た。

「モオルダアさん。これから署長のところに行って事情を聞いてくるんでしょ？」

「なんだキミ。また電話を盗聴してたな」

「盗聴じゃありませんよ。調理場で電話の受話器を取ったら・・・」

「勝手に知らない話が聞こえてきたんだろ。でも残念でした、署長のところには行かないよ」

「どうして？いま一番怪しいのは署長でしょ。私は優秀な女スパイだからそんなことはすぐに解るんだから。でも署長のところへ行かないならどこへ行くの？私もついていく」

「それは、教えられないよ」

「もー、チョーいじわる。私は本当に優秀な女スパイになりたいんだから、少しぐらい勉強させてよ」

「よし解った。キミを優秀な女スパイの卵として、任務を命じよう」

「ホントに!?キャ、嬉しい」

「女風呂に行って、スケアリーに事情を話してここに来るように伝えてくれ」

「なにそれ、どういうこと？そんなの女スパイじゃないよ」

「さあ、早く。こんな任務も果たせないようじゃ優秀な女スパイにはなれないぞ」

若女将アイは渋々女風呂へ向かっていった。

　しばらくすると、スケアリーが若女将に連れられてやって来た。

「モオルダア、いったいどうしたと言うんですの？せっかくゆっくり温泉に入っていたというのに。どうしてヒトオは釈放されたんですの？」

「スケアリー、どうやらゆっくりしている暇はなくなりそうだよ。すぐに出かけなくちゃ」

「出かけるってどこにですの？」

モオルダアは若女将の方をチラッとみてから言う。

「ここではちょっと言えないけど」

「そうですの。まあいいですわ。温泉ばかりじゃ飽きてしまいますし」

エフ・ビー・エルの二人は車に乗ってどこかへ消えてしまった。若女将アイが二人の後を見送っていた。「私が本当に優秀な女スパイだってことが解ればきっとモオルダアさんは私に興味を持つに違いないわ。優秀な捜査官と優秀な女スパイ。こんな理想的なカップルって素晴らしいわ」夢見る少女アイは憧れの生活を思い描いていたが、彼女はまだモオルダアが優秀な捜査官ではない、ということに気付いていないようだ。


	to be continued...


		
			#006 サマータイム（第一話）・C'est la Vie

			Little Mustapha
		

	
		
			#007 サマータイム（第二話）・下田歌劇団
		

		
			1 森
		

		　薄暗い森の中を進んでいくとやがて十メートル四方ほどの開けた場所にでる。一面に茂っている草が夏の陽を浴びてギラギラと輝いている。風もあまりなく暗い森の中からこの場所へ出てくると、ムッとする暑さと草の臭いに目眩を起こすような気分になる。七年前もこの場所は今と変わりはなかった。今と違うのは七年前、ここにはミイラ死体が横たわっていたと言うことだ。

　モオルダアは汗だくになって森の中をこの場所までやって来た。少しおくれて彼の後ろからやって来るスケアリーはかなり機嫌が悪そうだ。顔には手で汗をぬぐった時についた泥の跡がある。

「ちょいと、モオルダア。あなたすぐに着くなんて言っておいて、いったいいつまで歩かせるつもりなんですの？あらイヤだ、もうこんなにお洋服が汚れてしまいましたわ。クリーニング代はあなたに払ってもらいますわよ」

「もう着いたようだよ。ここが七年前の現場だ。思っていたよりも遠かったねえ」

「遠いなんてもんじゃありませんわ。あたくしもう足が棒になっていますのよ。それにこの暑さはなんですの。こんなことならまだ温泉に入っていればよかったですわ」

「でも、これで一つ解ったことがあるよ。若い女性は自ら進んで一人でこんなところにはやって来ないと言うことだよ。キミの様子を見れば良く解る。でもまあキミは若い女性と言うには少し・・・」

おっと危ない。またスケアリーの鉄拳を喰らうところだった。でもスケアリーは疲れていてあまりモオルダアの話を聞いていない。

「キミは都会の人間だから山歩きには慣れてないけどね。でも警察の言うように、ここで見つかった被害者の死因が病気や事故だと思うのはおかしな話だよ。病気の人間がわざわざ一人でこんなところに歩いてくるはずはないし、事故だとしても、どうして若い女性がこんなところにいたんだ？ということだよね。ここで見つかった女性はこことは全く違う方向にある友人の家に遊びに行ったんだから。そうするとセラビ刑事のように殺人と考えるのも無理はないね」

「あなたはどう思うんですの？殺人だとは思っていないんですの？」

「今のところはまだ解らないよ。それを調べにここまでやって来たんだから」

モオルダアはうろつきながら辺りの地面を調べている。今は遺体がないので好きなように色々なところを見て回れる。

「キミはここを見てどう思う？昨日の現場と何か違うところはあると思う？」

「そうですわねえ。昨日と違うのは、ここにはほとんど木が生えていないということですかしら。昨日の現場も森の中の開けた場所でしたけれど、何本か木は生えていましたわねえ。これはきっとここの地質のせいですわ。ここはきっとむかしの火山活動で溶岩が流れたに違いありませんわ。この下はきっと硬い岩になっていて木は根付かないのかも知れませんわね」

「こんな風に森の中にぽっかりと空いた穴のようなところがあると、なんだかミステリアスだよねえ」

「あなたまさかここがUFOの発着基地だとか言うんじゃありませんわよね」

「だったらいいんだけどね。セラビ刑事も言ってたけど、この辺りにUFOはやって来てないみたいだよ」

モオルダアはまだ地面を調べていた。

「ちょっとここまで来てくれないか？」

モオルダアがスケアリーを呼び寄せた。

「何か見つかりましたの？」

「いや、そういうわけでもないんだけどね」

モオルダアは彼女が歩いてきた場所を見つめている。

「キミ、体重はどのくらいあるんだ？」

「まあ、よくもそんな失礼な質問が出来ますわねえ。あたくしの体重は全国のエレガントなレディーの平均体重よりも下回っていますのよ。それでいて美しいプロポーションを保つことにも見事に成功しているんですから」

「ボクはそんなことまでは聞いてないよ。でもまあ、キミががんばってフィットネスクラブに通っていることは知っているから、信じることにするよ。そうすると、女性がここへ歩いてきてもほとんど足跡は残らないってことだね」

スケアリーはそう言われて自分の歩いてきたところを振り返ってみると、そこには所々踏み倒された草があるものの足跡は残っていなかった。踏み倒された草もそのうち元どおりに真っ直ぐになりそうだ。

「どうでもいいですけど、あなたさっきからあたくしを実験道具にしていらっしゃりません？もしそうならあたくし承知いたしませんけど」

「い、いやあ、そんなことはないよ。こういう難解な事件は一人で考えるよりも、色々な意見があった方がね、色々とね、いい考えがね、へへっ」

モオルダアはすこし焦っている。

「そう、それならあたくしの考えを聞かせてあげますわ。被害者はここに自分の足でやって来たんじゃありませんわ。空から降ってきたんです。それで足跡がないんですのよ。それから内蔵と血液がないのは上空の気圧の影響です」

スケアリーが声を荒げてめちゃくちゃなことを言っている。これはどういうことか。たぶん、これ以上スケアリーを怒らせたらモオルダアは彼女の鉄拳を喰らうことになると言うことだ。それに気付いたモオルダアは何も言い返せなかった。

「そうかも知れないねえ、へへっ。それよりもこの辺りをもう一度捜索してみないか？」

「捜索なら七年前警察がしたはずですわ。それに七年も経っているのですよ。何も残っているはずはないはずでわ」

「それは解らないよ。時間が経たなければ気付かないものもあるからねえ。もしかすると何かが見つかるかも知れないよ」

モオルダアはまた辺りをうろついて何かおかしなところはないか探していた。いくら探しても見つかるわけがない。ここは七年前に警察が十分に調べてあるのだから。しばらくして、モオルダアの足が止まった。

「あっ、そうか。キミが変な説を言ってくれたおかげでいいこと思いついちゃった」

思いついた、とはなんだかひどい。モオルダアは思いつきで捜査をしている。

「ここに来るには何も下から森の斜面を登ってこなくてもいいんだ。上からここまで降りてくるんだったら、そっちの方が楽だよねえ」

モオルダアが自分がやって来たのと反対の方を見ると、この開けた場所の向こうにはまだ木々に覆われた斜面が小山のてっぺんまで続いているようだ。モオルダアはその斜面の方へ行き、上まで登っていけそうな場所を探した。彼は立ち止まってスケアリーを手招きして呼んだ。スケアリーは先程から早く帰りたいといった感じで黙ってモオルダアのやることを見ていたが、呼ばれると小さくため息をついてからゆっくり彼の方へ向かった。

「ほら、ここなら人が歩けそうだ」

ここから先の斜面は木が入り組んでいたり途中に人がどうやっても通れないような急な場所があったりするのだが、モオルダアが指さした先だけは人が登っていけそうな感じだった。ただし、そこには道が出来ているわけではないので、登ろうと思って十分に周囲を観察していないと気付かないルートである。

「警察はここも捜査したのかなあ」

「さあ、知りませんけど。まさかあなた、登るなんて言わないでしょうね」

「もちろん、登るに決まってるじゃないか」

そう言い終わる前にモオルダアは先にその斜面を登り始めていた。スケアリーも仕方なく後に続いた。

		
			2 警察署・署長室
		

		　署長は皿の上の水ようかんを割り箸で半分に切ってそれを口の中にいれた。署長は満足げにその水ようかんをゆっくりと味わっている。彼の前にはコビテ刑事がかしこまって座っている。署長は水ようかんを飲み込むと、またゆっくりとコビテに聞いた。

「どうだねコビテ君。捜査の方は予定どおりかね。うん、うん」

「はい署長。全て予定どおりです」

「うん、うん。それはよかった。うん、うん。セラビ刑事がいなくなってキミもさぞかしせいせいしていることだろうね。うん、うん」

「はい署長。これもすべて署長のおかげです」

「そうかね。それはよかった。うん、うん。ところで署内に何か妙な行動を起こしている者はあるのかね。いたら直ちに報告するんだぞ。うん、うん」

「今のところそのような者は一人も」

「そうかね。うん、うん。それでいいのだよ。うん、うん。街が安全であるために我々は常に秩序を守っていかなければいけないよ。うん。キミも良く解るでしょ。うん、うん」

「はい、署長。ところで、署長。そろそろ教えてもらえないでしょうか。この計画の真意を」

「教えるにはキミはまだ若すぎるよ。うん、うん。キミは今までどおり、言われたことをすればそれでいいのだよ。治安を守るためなんだからね。解るねコビテ君」

「はい署長。おっしゃるとおりです」

「うん、うん。それで、エフ・ビー・エルはどうした？」

「はい署長。予定どおり今日の午後公民館へ」

「そうか、そうか。それはよかった。うん、うん、うん。それじゃあ、キミも遅れないように公民館へ行くのだぞ。解ってるね。うん、うん。それじゃあ、もう行ってよいぞ。うん、うん」

「はい署長。失礼いたします」

この怪しい会話が終わると署長は残りの半分の水ようかんをほおばって、また満足げな顔をした。うん、うん。

		
			3 再び森
		

		　モオルダアとスケアリーは汗だくになりながら、斜面を登っている。しばらく行くと片側が急斜面になっているところへ出た。前を歩いていたモオルダアが振り返った。

「スケアリー、気をつけろよ。足を踏み外したら下まで真っ逆様だ」

振り返ったまま歩いているモオルダアは喋りながら自分で気付かないうちに一歩、二歩と横へそれていった。そして三歩め。モオルダアは予想どおり足を踏み外して急な斜面を滑り落ちていった。スケアリーは驚いて斜面の下を覗いた。

「ちょいとモオルダア。大丈夫ですの？大丈夫なら返事をしなさい。返事をしないならあたくし帰りますわよ」

スケアリーは恐ろしいことを言っているが、彼女も人の子。それなりに心配はしている。下からモオルダアの声が聞こえてくると、少しホッとした表情になった。

「スケアリーすごいぞ。いい物見つけちゃった」

「いい物ってなんですの？変なキノコでもあったんですの？」

「そんな物よりもっとすごいよ」

モオルダアが何かを持って斜面をよじ登って来る。途中何度も足を滑らしてずるずると何メートルかずり落ちていきながら、やっとの事で元のところまで戻ってきた。もうモオルダアのシャツは泥だらけ。

「何があったというんですの？」

「これだよ。さすがに警察もあんなところは捜索しなかったんだろうねえ」

モオルダアはぼろ雑巾のような黒い固まりをスケアリーに見せた。よく見るとそれは泥にまみれた靴のようだ。

「やっぱり被害者はこの辺を通ったのかも知れないねえ。それも、かなり急いでいたのかも知れない。この辺で転んだかなんかして、靴が脱げたんじゃないかな。遺体が靴を履いていたかどうか調べてみないといけないね。それでも、どうして被害者がここにいたか、ということについては何も解らないけど。でも少しは捜査が進展することにはなるね」

「どうでもいいですけど、もうそろそろ引き返しませんこと。早くしないと『下田歌劇団』の公演が見られなくなりますわよ」

「ああ、そうか。そんな予定があったっけ。そんなものはどうでもいいんだけどなあ。ちょっと興味もあるしなあ」

モオルダアはこの先に何があるのか確かめたかったがそれは後にすることにした。それにしてもモオルダアは運と直感だけで捜査をしているような気がします。恐るべし少女的第六感。

		
			4 公民館
		

		　下田歌劇団の公演が行われる公民館。開場時間はもう過ぎていたが人影もまばらである。辺りにいるのはどこか特殊なオーラを放つ怪しい人ばかりである。エフ・ビー・エルの二人を乗せた車はどうにか開演前に到着した。駐車場で車から降りた二人の所へ一人の男が近づいてくる。

「ああ、よかった。間に合いましたね」

それはコビテ刑事だった。

「あれ、キミはこんなところで何をしているんだ」

「私も捜査に協力したいと思いましてね。あの封筒、ミステリアスであなた好みだったでしょ」

「あれはキミが送ったものだったのか。これって接待なのか？」

「そういうわけではないんです」

そう言うとコビテ刑事は腕時計をチラッと見た。

「まだ開演までには時間がありますね。お二人に面白いものをお見せしようと思うんです。ちょっと来てください」

コビテ刑事が二人の先に立って公民館の中に入っていった。

　入り口を入ってすぐのロビーにはこれまでの下田歌劇団全公演のポスターが壁一面に張り出されている。ちょっとした下田歌劇団ミュージアムといった感じだ。ポスターには女性のようなメイクをしてキラキラした衣装を身につけたおじさん達の姿が描かれている。顔を真っ白にしてその上に真っ赤な口紅と頬紅、それから巨大なつけまつげまでしている。そんなおじさん達の姿はグロテスクを通り越して怪物である。やっぱり下田歌劇団ってそういう人たちだったようだ。悪い予感は見事的中だったのである。モオルダアとスケアリーは背中に何かムズムズするものを感じながらポスターを眺めている。

「コビテ刑事。キミが見せたかったのってこれなの？」

モオルダアは迷惑そうな顔をしてコビテ刑事に聞いた。

「まさか、これだけのためにあなた方を呼んだりはしませんよ。このポスターは入り口に近い方から純にだんだん古いものになっていくんです。一番奥が記念すべき第一回公演ということになるんですけど、相当古いものですよ。注意深く見ていけば面白いことに気付きますよ」

こう言ってコビテ刑事はモオルダアがポスターを見る様子をうかがっている。モオルダアは今回の公演から順に古い公演のポスターへと視線を移していく。途中まで来てモオルダアの眉毛がぴくっと動いた。モオルダアが何かに気付いたとみたコビテがニヤッとしている。モオルダアが一枚のポスターを指さした。

「コビテさん。この人、昔は綺麗だったんですねえ。なんだか男には見えないよ。どうせ見るんだったらこの時が良かったなあ。今回のポスターは、あれじゃあまるでホラー映画だよ」

モオルダアはコビテ刑事が気付いて欲しいことには気付いていなかった。

「あははは。そうでしょう。その人は途中から入ったメンバーで、他の人よりちょっと若いんですよ。ボクも昔はファンでしたよ。あははは」

コビテ刑事は白々しく笑って見せた。

　モオルダアはダメだったがスケアリーはどうだろう。コビテ刑事は今度はスケアリーの方を見ていた。スケアリーは女装の男達よりもきらきらの衣装に興味があるようだ。各公演で微妙に変わっている衣装の違いを調べるために、ふるいポスターと新しいポスターの間を行ったり来たりしている。そうしている間に、スケアリーはあることに気付いた。

「ねえ、ちょいと。もの凄い事実が判明いたしましたわよ」

スケアリーの声を聞くと綺麗な男のポスターに魅入っていたモオルダアが顔を上げて彼女を見た。

「このポスターを見ていると、下田歌劇団は日本各地を巡業して回っているみたいですわ。それで定期的にホームグランドの下田に戻ってきているのね。そうでございましょう？コビテ刑事」

これを聴いてコビテ刑事がにんまりしている。

「スケアリー。それがどうかしたのか？」

モオルダアは数字にはあまり強くないのでポスターに記された公演の日付を見ても何も気付かなかったが、スケアリーは違った。

「モオルダア、下田歌劇団は七年ごとに下田へ戻ってきているんですの。これは、ただの偶然かしら？」

「これは、凄いことが解ってしまったね。すると、ミイラ事件があった年に必ず下田歌劇団がここへやって来ていたということだね。コビテさん。あなたはどうしてこんなことを黙っていたんですか？」

コビテ刑事は興奮しているモオルダアとは対照的に落ち着いて答えた。

「どうです。私もなかなかやるでしょう。セラビ刑事にこのことを話したことがあるんですけどね。取り合ってくれませんでしたよ。でもさすがはエフ・ビー・エルですね。捜査の仕方を心得ている」

その時、開演時間が迫っていることを知らせるブザーが会場に鳴り響いた。

「あっ、もう始まりますよ。私は仕事があるのでこれで失礼します。あなた方は、ゆっくり楽しんでいてください。ステージが終わるまで彼らから話は聞けませんからねえ」

コビテ刑事は観客もまばらな会場へ入っていくエフ・ビー・エルの二人を見送った。二人が薄暗い会場の中へ消えていくと、コビテ刑事はホッと一息ついてから心の中でつぶやいた。

「やれやれ、一仕事終わった。これで私も昇進かな。それにしても署長はどうしてこんなことをするんだろう。まあ、彼らがどうなろうと私には関係ないことだ」

会場の中ではド派手な音楽が鳴り響き、恐怖のオカマミュージカルが始まったようだった。

		
			5 「セミ女」
		

		　今この公民館で上演されているのは「セミ女」というミュージカル。７年間土の中で過ごし地上に出てからはほんの数日しか生きないセミと、七年に一度公演のために下田に戻ってくる下田歌劇団のイメージをだぶらせているのか、ここではいつもこの演目しか上演されないようである。また、「セミ」とは「半分」という意味の接頭辞でもある。セミ女とは半分女という意味になる。それもまたオカマ・ミュージカル歌劇団の演目として意識されたことなのだろうか。

　話には多くの人間が登場するが、団員は五人しかいないので各団員がいくつもの役をこなさなくてはいけない。ある有名な歌劇団では男役女役は完全分業制で、男役になるのはかなり難しいとも聞いているが、下田歌劇団ではそんなことはない。どの団員も男と女の両方を演じている。女を演じる時には鳥肌の立つような裏声で、男役の時には腹に響くような低い声で喋り、歌う。面白いことに、男役を演じる時も女装した上に男の衣装を付けることである。やはり基本は女、ということなのだろう。

　セミ女の物語は歌と踊りを中心に進められていく。この歌と踊りは、華やかで明るく楽しげなものが多かった。それに各団員の歌と踊りの腕はかなりのものであった。おじさん、或いは中にはおじいさんといった方がいいようなオカマさん達によるものとは思えない身のこなしである。遠くから見るぶんには、これはこれで結構楽しめるものだ。

　しかし、その歌と踊りに反して、物語の内容は陰惨でグロテスクなものだった。

　昔あるところに、愛し合う男女がいた。女性はある時偶然に男の不倫現場を目撃する。女は男の不倫相手に激しく嫉妬し、やがてその女への復讐心を胸に秘めたまま山へ入って自らの命を絶った。浮かばれない女の霊はやがて恐怖のセミ女となってこの世に甦る。そして、七年に一度山の中から現れて村の若い娘の命を奪っていくのだった。

　この出来すぎた話の内容に、モオルダアもスケアリーも興味を持ったのは言うまでもない。見事にミイラ事件を暗示している内容だ。

　公演が終わると二人はすぐに会場の外にやってきた。

「なんだか、いろんな意味で驚くべき内容だったねえ」

「そうですわね。それよりも、あの音楽と物語のミスマッチが良くありませんわ。なんだか胸にイヤなものがつかえているような、後味の悪さがありますわね」

「それを意識してやっているとしたら、たいしたもんだけどね。それよりも、あの物語が何を意味しているのか。ちゃんと聞いてこないとね」

二人は、楽屋の方へ向かっていった。

		
			6 警察署
		

		　先程から警察署内では一人の警官が人目を気にしながらこそこそと部屋から部屋へと歩き回り何かを探している。この警官は昨日の遺体発見現場で包丁と内臓を発見した男だ。警官はやっとのことで目的のものを見つけたらしい。それはシュレッダーにかけるために山積みにされた資料の中にあった。資料の中から一枚抜き出すと、それをさっと畳みポケットの中にしまった。この警官はこそ泥に転職してもそれなりに仕事をこなすだろう。彼は誰にも気付かれずに資料のあった部屋から出ていくと、どこかへ電話をかけた。

「もしもし、ありやしたぜ。もう少しのところでシュレッダーでバラバラにされるとこでしたよ。刑事の言ったとおり、靴の片方は見つかっていやせんよ」

警官が小声で話している相手はセラビ刑事であった。

「良くやってくれた。助かったよ。でも私はもう刑事ではないよ。刑事と呼ぶのはやめてくれ」

警察をクビになって一度は事件の捜査を諦めていたセラビだったが、エフ・ビー・エルの二人が七年前の現場で靴を発見したということを彼に連絡すると、いてもたってもいられなくなったようだ。密かに彼が一番信頼していた警官に連絡を取って当時の資料を調べてもらうことにしたようだ。それにしてもシュレッダーにかけられそうだったとは、どういうことだろう。どんなものであれ捜査ファイルはそう簡単に処分できないはずだが、誰かが何かを隠そうとしているのだろうか。セラビは考え込んだまましばらく動かなくなってしまった。モオルダアと同じように少女的第六感が働いているのだろうか。いや、年齢で言えばセラビの方がモオルダアよりずっと上だから、セラビの少女的第六感と同じものをモオルダアが持っていると言った方が正確だ。まあ、そんなことはどうでもいい。セラビはもう警察をクビになっている。ここはエフ・ビー・エルの二人に活躍してもらうしかないかも知れない、とセラビは考えた。

		
			7 楽屋
		

		　楽屋の前には警備員が一人いた。モオルダアがエフ・ビー・エルの身分証を見せて中に入りたいというと、警備員が許可を取るからと言って楽屋の中に入っていった。

「ずいぶん待たせるんだねえ」

「そりゃあ、あの方達の心はレディーですから着替えをしていたりお化粧を落としていたりしているところを見られたくないんですわ」

「そこまで気にするかねえ」

モオルダアも彼らも同じ男であるが、モオルダアには彼らの気持ちは理解できない。当たり前と言えば、当たり前。

　しばらくして警備員が出てきて彼らを中に通した。二人が楽屋の入り口に現れると、団員の視線は一斉にモオルダアに注がれた。モオルダアはたじろいだ。

「あらまあ、いい男じゃないの」

「あらホント。あなたあたし達の公演を見に来てくれたの。まあ、嬉しいわ。それに楽屋にまでやって来てくれるなんて」

団員たちは目を輝かせて、モオルダアを見ている。年を重ねてしわだらけになった顔に女性用の化粧品をねりたくっている。そんなオカマのおじさん達に見つめられるのは、さすがのモオルダアも恐ろしい気がした。

「あの、始めに言っておきますけど、ボクはあなた方のファンでもないし、そういう趣味もありませんからね。我々はエフ・ビー・エル。ある事件に関する捜査であなた方の話を聞きにやってきました」

「あら、そうなの残念ねえ。でも男前の捜査官になら何でも話してよくってよ。なんなら夜までつきあってあげてもいいわよ」

「あんた、ちょっと何言ってるのよ。この坊やが怖がってるじゃないのよ。オホホホホ」

「あら、怖がらせてしまったかしら。ごめん遊ばせ。オホホホホ」

どうやら、聞き込みは手こずりそうな気がしてきます。完全にペースを奪われてしまったモオルダアに変わってスケアリーが先に質問した。

「あの、団員の方が一人少ないようですけど。今どこにいらっしゃるのかしら？」

「ああ、あのコ。あのコなら女性がくるって聞いて逃げていきましたわ。あのコ、女アレルギーだから、女と同じ部屋にいるだけでじんましんが出るそうよ。もし触られたりしようもんなら、大変よ。一度ひどい発作を起こして命が危なかったんだから。あたしも気取った女をみると鳥肌が立ちますけどねえ」

団員達は女性に対しては素っ気ない感じで話すようだ。スケアリーはもちろんこの状況を気に入らない。それに、団員達の喋り方はスケアリーとそっくりだから、私もうまくやらないと誰が喋っているのか解らなくなってしまいます。

「ちょいと待ってくださいな。女アレルギーなんて聞いたことがございませんわ。もしかして我々に話を聞かれるとまずいことがあるので、逃げたということじゃございませんの？」

「まあ、生意気な女ね。嘘だと思うならあなたが捕まえてあのコに触ってみればいいのよ。それでもしあのコが死んでしまったら、あなたを訴えますからね。覚悟しておきなさい」

女と半分女の恐ろしい戦いが始まってしまいそうだ。この状況に危機感を覚えたモオルダアが割って入った。

「まあまあ、いいじゃないか。あの人の話はボクが後で聞くから」

「さすが、いい男は物わかりもいいのね」

また団員達がモオルダアに熱い視線を送った。モオルダアは言葉を失ってしまったが、スケアリーはもう助けてくれそうにないので、何とか聞くべきことだけは聞こうとがんばった。

「我々が聞きたいのは、あの『セミ女』の物語についてです。あの話はいったい誰が考えたものですか」

「誰ってこともないけどねえ。自然にできあがっていったのよ」

「あなたそれじゃあ、何言ってるか解らないわよ」

もう一人の団員が横から口をだした。

「若い娘が山の中で襲われる話ってのはたくさんあるでしょ。あるって言っても山賊なんかがいたような、大昔のことよ。昔はそんな事件は妖怪の仕業ってことになってたのよ。そういう各地に残ってる妖怪伝説をあたしたちが下田歌劇団風にロマンティックなアレンジにしたのよ」

「セミのアイディアはあたしよ」

また別の団員が話しに加わった。

「私たち７年ごとにここで公演するでしょ。だからセミにしたらどうかっていって、脚本を変えてみたら意外と受けが良かったのよ」

「あら、始めは全然受けなかったのにあなたが強引に続けさせたんじゃない」

「何言ってるのよ。セミは始めっから台本に書いてあったのよ」

団員達が好きなように話し始めたので、もうモオルダアは誰がどの話をしていたのか解らなくなってきた。

「解りましたよ。セミ女の話はもういいです。それで、どうして公演が七年おきなんですか。日本中を回るとしても七年はちょっと長すぎませんかねえ」

「あなた、あたし達の生活がどんなに大変か解っていないようねえ。こんな小さな歌劇団じゃ、公演の上がりだけじゃとても生活なんて出来ないのよ。だから一ヶ月公演して次の一ヶ月はバーでアルバイトをしてお金を貯めるのよ。アレルギーのあのコをスカウトしたのもそのバイト先でしたわねえ。あのコ、若くて可愛いかったからその時はちょっとだけ客の入りも増えて助かったわねえ。それも、しばらくすると元に戻ってしまったけれど」

「昔は良かったのにねえ」

「ホント、今じゃ考えられない盛況ぶりだったのよ」

「昔っていつのことですか？」

「戦後まもなくの頃よ。まだ初代の団員が活躍していた頃ねえ。懐かしいわ。初代の団員というのは実はあたし達の父親なのよ。あなた気付いてた？あたくしたちみんな兄弟なのよ。ここにいないあのコ以外はね。びっくりでしょう？」

びっくりはびっくりですが、まあ遺伝でこうなったと考えたら、それほどでもない。

「下田歌劇団は、あたくし達のお父様が兄弟で旗揚げしたのよ。人気が出ると新しいメンバーがどんどん増えていったわ」

黙って聞いていたスケアリーが一つ疑問に感じた。

「ちょっとまってくださらない、あなた方のお父様もあなた方と同じように・・・その女性のようにしていらしたんでしょう？それなのに女性と結婚してあなた方が生まれたと言うことですの？」

スケアリーが話し出すと団員達は不機嫌な顔になる。

「この女は何も解ってないのねえ。昔は今ほどこういう類の問題に関してオープンじゃなかったのよ。あたくし達のような人にとって世間の目は冷たかったの。お父様はそれを気にして、好きでもない女と結婚してあたくし達を生んでくださったんですからねえ。そんなことも解らないで偉そうに捜査なんかしてるんじゃないわよ、まったく」

こんな風に言われてスケアリーは爆発寸前だ。女と半分女達の間で激しく火花が散っているのをモオルダアは見た。

「ねえ、スケアリー。キミは外で待っていた方がいいんじゃないかな」

モオルダアはスケアリーを無理矢理ドアの方へ引っ張っていった。その間も、彼女たち（？）のにらみ合いは続いていた。モオルダアがドアを閉めるとようやく楽屋内に平安が訪れたようだった。それと同時にまたモオルダアに熱い視線が注がれていた。モオルダアは背筋に冷たいものを感じて身震いした。早く話を聞いて引き上げよう。

「それで、それからどうしたんです？」

「ああ、そうでしたわねえ。当時は観光地と言ったらこういう温泉場が一番の人気だったでしょう。それでねえ、下田歌劇団も随分と儲かったのよ。あたくし達の代になる頃には団員の数も増えて、とうとう二つの組に分かれるまでになったのよ。一つが『骨組』一つが『枠組」と呼ばれていたわ。でもねえ、いい時と言うものは続かないもので、次第に下田歌劇団の人気も落ちていってね。すぐに経営難になってしまったのよ。それでねえ、私たちの『骨組』は一大決心をして、各地を巡業して回ることにしたのよ。それからすぐに『枠組』の方は解散してしまったわ」

「どうして「枠組』は『骨組」と同じように巡業に出なかったのかなあ？」

「リーダーがねえ、意地をはって絶対に下田を離れないなんて言ってたからよ。あれはきっと始めっから『枠組』を潰すつもりだったのよ。『枠組』が解散して沢山の団員が路頭に迷う中、あのリーダーだけは上手いこと世渡りして、今じゃ警察署長をしてるって話よ」

これは驚き！あのあやしい警察署長は半分女だったのです。

「本当ですか。なんだか凄いことを聞いちゃった気がするなあ。そんなこと言って大丈夫なんですか」

「そんなことありませんわよ。リスクは承知の上ですのよ。警察があることないこと理由をつけてあたくし達のような人間を捕まえるのはたやすいことですから、あの署長もあたくし達を脅して口止めしているのよ」

「それをあたくし達が危険を顧みず教えたってことが、どういうことか解ってるでしょう？坊や」

モオルダアはこの雰囲気にただならぬ恐怖を感じた。団員の一人が立ち上がってモオルダアに近寄っていく。それを合図にしたようにほかの団員達も立ち上がってゆっくりとモオルダアの方に近寄ってくる。彼らの目には明らかに先程までと違う妖しい輝きがあった。

「ねえ坊や、まだ時間はあるんでしょう。あたし達と一緒にいてくれたら、もっと凄いこと教えてあげるわ」

「そうよ、坊や。とっても凄くて、とっても楽しいこと」

モオルダアがじわじわと壁際に追いつめられていく。

「知らない。知らない。ボク、何も聞いてないから、許して！」

「あら、そんなこと言ったってダメよ。もう聞いちゃったものは仕方がありませんわよ。黙って言うことを聞きなさい。坊や」

団員の一人のごつごつした手がモオルダアの頬を優しくなでた。その瞬間、モオルダアはキャアと悲鳴をあげ団員達の間を通り抜けドアのところまで走っていった。

「ボク、何も聞いてませんからね。さよなら！」

楽屋の外に出るとモオルダアは凄い勢いでドアを閉めた。中からは団員達が大声で笑う声が聞こえてきた。大汗をかいて髪を振り乱しているモオルダアの姿をみた警備員は必至で笑いをこらえていた。

		
			8
		

		　モオルダアは辺りを見回してスケアリーを探したがどこにも見あたらない。近くにいた警備員がそれに気付いたのかモオルダアに言った。

「あの女の人なら、帰ったみたいですよ。なんだか随分怒ってた」

警備員はモオルダアを見てまた笑いをこらえるのに必至のようだった。

「なんだ、そうなの。ありがとう」

モオルダアは早くこの場を立ち去りたかったので、急いで廊下を歩いて外へ向かった。途中、金属製のゴミ箱がグニャッと潰れているのを見つけた。きっとスケアリーがやり場のない怒りをぶつけたに違いない。恐ろしい感じだ。

　外に出ると、スケアリーの車はもうそこにはなかった。本当に帰ってしまったようだ。

「なんだかもう、訳がわかんないや・・・」

モオルダアが肩を落としているとそこへ一台の車がやって来た。開いた窓からセラビ元刑事が顔をだしてモオルダアに手を振っている。

「やあ、エフ・ビー・エルさん。ここにいたか。良かった良かった。早く乗りなさい」

いきなり乗りなさいと言われても良く訳が解らなかったが、これまでのことも十分に訳が解らないので、訳が解らないついでに車に乗り込んだ。

　車に乗り込んだモオルダアは先程、半分女の四人に迫られたショックでまだ青い顔をしていた。

「どうしたんだ、エフ・ビー・エルさん。顔色が悪いぞ」

「どうしたも何も、あれじゃほとんどセクハラですよ」

「なんだ、あのステージはそんなにショッキングだったのか？」

「ステージじゃありませんよ。ボクらは楽屋に行って彼らに聞き込みをしたんです」

「キミ、楽屋に行ったのか？アハハハ。それじゃあ、キミもわしと同じ目にあったんだな」

「あれ、セラビさんも彼らのことを調べたことがあるんですか」

「調べたと言うより、調べようとしただけだな。あのミュージカルの物語を知ったら誰だって怪しいと思うだろう。でもわしが楽屋に入るなり、奴らはわしにすり寄ってきやがってね、気持ちが悪くてすぐに逃げ出してきたよ。よく考えたら、あの半分女達が犯人とは思えないからそれ以来は行ってないがね」

「へえ、でも署長のことも聞いたんでしょ。それが合図で奴らはケダモのに変わるんだ」

「署長？なんのことだ？私が言った時はなんにも聞けなかったぞ。あとで調べたら、私にすり寄ってきたのはただの冗談だってことが解ったけどな。キミは何か話を聞けたのか？そうだとしたら、キミはよほど気に入られているんだな。カレ、じゃなくて彼女らに」

		
			9 宿屋
		

		　セラビとモオルダアが宿屋に到着して車を降りると、宿屋の中から女将が出てきた。

「あら、誰かと思ったらセラビさんとモオルダアさんじゃございませんか。セラビさん。この度は大変なことになってしまって。でも私はあなたのミスではないとちゃんと解っていますよ」

女将はモオルダアがまだ見たことのない心からの笑顔でセラビに話しかけている。

「やあ、女将さん。あれはあれで仕方のないことですよ。それよりも女将さん。食堂で一杯やりたいんだが、いいかな？」

「もちろん、いいですよ。うちはこんな観光シーズンだというのにあまりお客も入っておりませんし」

「エフ・ビー・エルさんキミもいいだろ。一杯ぐらい」

モオルダアはこれからいろいろ捜査について考えたいと思っていたが、セラビは何か面白いことを知っていそうなので、少しだけならつきあうことにした。

食堂の椅子に座った二人の前にビールが置かれた。二人はお互いのグラスをつきあわせてから、コップの中のビールを飲み干した。二人とも酒は好きなようだ。グラスを置くとセラビ刑事が話し始めた。

「キミが見つけた例の靴だがねえ、あれはやっぱり被害者が身につけていたものの可能性が高いよ」

「本当ですか、でもセラビさん今は警察には出入りできないんでしょ。良く解りましたね。コビテ刑事にでも頼んだんですか？」

「まさか、あいつほど信用できないヤツはいないからな。私にはねえ、いろいろな情報を教えてくれる影の組織がついているんだよ」

セラビはこう言うと照れ笑い浮かべた。自分で冗談を言ったことを恥ずかしがっているような感じだ。モオルダアはセラビのそんなところにどこか好感が持てるのだった。モオルダアもニコニコしている。

「それで、セラビさん。どう思います？あの靴が被害者のものだったら、やっぱり被害者はあの小山の上から降りてきたと思いますか。でもそうだとして、どうしてあの森の小山に登ったのかが謎ですよねえ」

「そうだよなあ、キミが七年前に来てくれたら靴だってすぐに発見されたろうし、山の上の捜査も出来たのになあ。今となっては山のてっぺんには何も手掛かりは残っていないしなあ」

「いや、ボクだって偶然見つけただけですから」

いつもならモオルダアは「そりゃあボクは優秀な捜査官ですからねえ」と言うはずなのだが、今回はやけに謙虚だ。どうやらこの二人は似たもの同士、気が合うのかも知れない。

「それでねえエフ・ビー・エルさん。私は靴が発見されたと聞いてね、気になって他の事件現場を調べてみたんだよ。キミも知っているかも知れないけど、事件現場の周囲の状況はどれもにているんだ。斜面を登っていったところに開けた場所があって、その先にはまた斜面が続いている、という感じでね。キミがやったように現場から上に登っていく斜面を中心に調べてみたんだがね・・・」

「何か出たんですか？」

モオルダアは少し興奮してきた。

「ほとんどダメだった」

なんだガッカリ。

「よく考えれば、キミが調べたところ以外の現場というのは事件から最低でも十四年は経っているんだからなあ。何も残っているはずはないんだが」

「それよりもこの暑い中をよく山歩きなんかしてましたねえ」

「最近の若いもんは口ばっかり動かして少しも体を動かさねえからなあ。そんな奴らに比べたら私はまだまだ若いよ。坂道を登ったぐらいで息を切らしていたんじゃ優秀な捜査官とは言えないぞ」

「それって、ボクのことですか？」

「まあ、そういうことだ。ああ、そうだ。キミが余計なことを聞くから肝心なことを言い忘れるところだったよ。これもキミに言われて試したことなんだが。現場から人の足で登れるルートを登っていくとねえ、行き着く先は全て同じ場所なんだよ。山だからそんなのは当たり前だなんて言うなよ。事件現場の辺りはちょうど小山の中腹にあたるところで、そこからどんなふうに登っていくかで、どこの頂上に着くか解らないと言うところなんだよ、それで、登った先には何があったと思う？」

「UFOの基地でしょう」

モオルダアがまじめな顔で言った後にニヤニヤ笑っている。

「惜しいねえ。そうだったらキミも大喜びだと思ったんだけどねえ。現実では喜び半分って感じかな。そこにあったのは古びた社（やしろ）だったんだ。これだけでもキミの好奇心は満たされるかな？」

「好奇心半分、ガッカリ半分ってとこですかねえ」

「まあそうだろうねえ」

「それにしても、どうして警官達は現場からの登り斜面は調べなかったんでしょうかねえ？」

「警察の中にもいろいろ派閥があってねえ。私のやることに賛同するものもあれば、全く協力的でない奴らもいたんだよ。そういう奴らが捜索をすれば、私の捜査を邪魔することがあってもおかしくはないよねえ。キミも気をつけた方がいいぞ」

「優秀な捜査官には陰謀は付き物ですからね。へへっ」

なんだかこの二人はまじめに話してるんだか、ふざけているんだか解らなくなってきました。この後二人はとりとめのない話をしていたのだが、セラビが急に真面目になってモオルダアに聞いた。

「そういえばキミ。さっき車の中で署長がどうのって言ってたよねえ。あれはいったい何なんだ？」

「ああ、そうだった。署長はねえ。実は半分女なんですよ。つまりねえ、下田歌劇団の元団員なんです」

「なんだって!?」

セラビは驚きと伴におかしさをこらえきれないといった感じだった。その様子を見てモオルダア付け加えた。

「あっ、これ絶対に秘密ですよ。署長が知ったら、あの人達捕まるって言ってたから。まあ、ボクとしては捕まってくれた方が安心なんだけど、きっとその後が怖いんだ」

モオルダアは楽屋で下田歌劇団の「半分女」達が彼に迫ってきた時の恐怖を思い出していた。

「へえ、あの署長がねえ。私の捜査の邪魔ばっかりしてると思ったら、もしかして私に気があったのかも知れないなあ。アハハハ。きっとあの署長は私がカレ、いやカノジョの気持ちを理解しないから私をクビにしたんだな、アハハハ。でも大丈夫。私は宿屋の娘みたいに噂好きじゃないからねえ。誰にも話したりはしないよ」

ここでセラビは話をやめて女将に声をかけた。

「ところで、ここには盗み聞きの好きな女スパイはいないだろうねえ」

女将は嬉しそうにセラビの質問に答える。

「あの子はいま自分の部屋でなんだか知らないけど一生懸命勉強してますよ」

「そうか、それなら大丈夫だ。どうせキミもあの優秀な女スパイから私の話を聞いたんだろ」

優秀な女スパイと聞いてそれが若女将のアイだと言うことはモオルダアにもすぐに解った。アイはモオルダアにこう言ったのだ。セラビは捜査に夢中になるあまりに結婚式をすっぽかしたと。

「全く、あいつには困ったもんだよ。どこに行ってもあの話をしやがるんだ。でも噂は噂だよ。全部を信じてもらっちゃ困る。私はわざと結婚式には行かなかったんだよ。こんなことはキミには解らないかも知れないけどねえ、昔は結婚する当人同士が結婚を希望していないのに、周りの圧力で無理矢理結婚させられることがあったんだよ。私にはねえ、他に愛している人がいたんだよ」

「あらいやだ、セラビさんたら、またそんな話をして」

近くにいた女将が顔を真っ赤にしている。

「ああ、女将。ビールをもう一杯頼むよ」

女将はビールを取りに奥へ消えていった。

「お互い、この旅館の女性陣には気をつけた方がいいってことだな」

セラビ刑事はモオルダアに言ったが、こういう話題にはあまり敏感ではないモオルダア。女将の様子を疑問に思ってはいたが、まだ何のことだか良く解っていない。とりあえずヘヘへっ、と笑ってみせた。

「ところで、セラビさん。あなたはコビテ刑事に歌劇団のことを聞いて捜査をしたんですか」

「コビテ？あいつは私には何にも協力してくれないよ」

「おかしいなあ、コビテ刑事はあなたに歌劇団が七年ごとにここにやって来て、それがちょうどミイラ事件と同じ時期だということをあなたに教えたと言ってましたよ。それでもあなたは取り合ってくれなかったとか」

モオルダアは納得がいかない顔をしている。

「あいつが刑事になる前からそんなことには気付いていたよ。あいつはきっと自分の有能なところをキミ達に見せたかったんじゃないのか？」

そういわれてもモオルダアはまだ納得がいかない。

「あなたはあの歌劇団についてはどう思ってるんですか？」

「ん？歌劇団？まあ、怪しいと言えば、あの後から団員になったというヤツだな。知ってるだろう。あの女アレルギーとか言ってるやつだよ。あいつからは何度も話を聞いたがな、なんだかあいつは可愛そうなヤツだよ。あいつは元々、そっち方面の人間じゃないんだぜ。あのアレルギーのせいでまともな生活が出来ないから、男ばかりのあの歌劇団に入団することになったんだ。本当は女が好きらしいんだけどねえ。好きなもんでも触られると死んでしまうほどの発作を起こすんじゃ、本心を偽って生きていくしかないよねえ。本当に可愛そうなヤツだよ」

「でもそういう感情が猟奇殺人につながる可能性は大いにありますよ。その女アレルギーの団員はちょっと怪しいなあ」

モオルダアは今日のグロテスクなステージとその後の恐怖体験で、下田歌劇団をそうとう怪しい集団だと思っている。それに、女アレルギーというのは本当にあるのだろうか？もしかすると事件との関係がないことを証明するための手段かも知れない。女にさわれない人間が若い女性の血と内臓を抜き取るなんてことは出来ないのだから。しかし、問題はあの団員が他の団員に比べてかなり若いと言うこと。現在確認できているミイラ事件で一番ふるいものが起きた時、あの団員はまだ小さな子供であったはずだ。

「私の考えでは彼らは何の関係もないと思うがね」

セラビは下田歌劇団と事件の関連は否定している。

「まあ、キミがそう考えるなら、調べてみるのもいいと思うがね。私はねえ、この事件を解決できるのはキミ達しかいないような気がしてきたよ。警察はなぜかこの事件に関わりたがっていないように思えるんだ。こんなことはあまり考えたくないんだけどねえ。もしかすると警察が・・・」

これからセラビが興味深い話を始めようという時、スケアリーが食堂に入ってきた。

「あら、モオルダア。帰っていらしたの？それにまだ夕方だというのにビールなんか飲んで。いったい何を考えているんですの。あたくしが必至になって捜査をしていたというのに。許しませんわよ」

「まあまあ、お嬢さん。私が無理を言ってつきあってもらったんだ。そんなに怒らないでくれ」

スケアリーはお嬢さんと言われるとすぐに機嫌が良くなる。

「それで、スケアリー。捜査って、いったい何を捜査していたんだ？」

「あたくしは、あの半分女の団員達がどうしても気に入りませんでしたから、本当に女アレルギーなんてものがあるのかどうか調べていたんですのよ。そうしたら世界中のどこにも女アレルギーなんてものはありませんでしたのよ。もしそんな病気があるとしたら、それは精神的なものですわ。アレルギーというのは人間の体内にあるものと異なるものが体内に進入することによって起こるんですから、人間が人間にアレルギーを起こすなんて、どう考えてもあり得ませんわ」

「そうなのか、やっぱり彼らは少し怪しいところがあるね。ボクはちょっと行って調べてくるよ。セラビさん、この続きはまた今度」

食堂を飛び出していったモオルダアを見て、セラビは嬉しそうにしている。

「お嬢さん、あれは面白い男だねえ。でもねえ、私はあの男を見ていると私の若い頃を思い出すんだよ。もちろん私は死体を見て怖がったりはしなかったがね」

「あらそうですの。でもあたくしは多くの人がモオルダアを誤解していると思っていますのよ。彼は少しも優秀じゃございませんし、きっとのぞきが趣味の変態野郎ですわ」

「完璧な人間などどこにもいやしないよ」

セラビはなかなか渋い意見で話をしめくくると、女将にビール代を払って宿屋をあとにした。

「でも、あたくしは完璧ですわ」

スケアリーは密かに思っていた。

		
			10 ドドメキ
		

		　モオルダアは下田歌劇団のメンバーが共同生活しているアパートの前までやって来ていた。なんとなく勢いでここまでやって来てしまったが、モオルダアは出来れば彼らにはもう会いたくないと思っていたのだった。モオルダアは楽屋で半分女達が彼に迫ってきた時の光景を思い出した。それはどんな悪夢よりも恐ろしい。モオルダアは二度三度と身震いしてから、引き返すべきか、それとも意を決して中へ入り彼らのことを本格的に調べてみるべきか考えていた。時々中から半分女達の笑い声が聞こえてくる。モオルダアにとってそれは恐ろしい魔女の笑い声に聞こえてくる。モオルダアは夜の闇の中どうすべきか考えながら、かれこれ１時間近くもアパートの前をうろついている。

「おいモオルダア君」

突然、ささやくような男の声がモオルダアを呼び止めた。モオルダアがハッとして振り返る。

「あっ、ドドメキさん！」

モオルダアは幻でも見ているかのような目つきで彼を見つめている。

　ドドメキさんとは、どこからともなく現れてモオルダアにいろいろと秘密の情報を教えてくれる謎の人物ということになっている。以前（「ドドメキ」）にも一度登場しているが、それはモオルダアの夢の中の話だったので実際にドドメキがモオルダアに接触するのはこれが初めて。彼は初対面であるにもかかわらずモオルダアがドドメキのことを知っていたので驚いていたが、謎の人物とは簡単にものに動じたりはしない。落ち着いた感じでモオルダアに話しかけた。

「モオルダア君。キミは間違った所を捜査しているよ。どうもキミは人を信じすぎるところがあるようだが、そんなことが命取りになるぞ」

そう言ってドドメキさんはモオルダアに一冊の古びた雑誌を手渡した。その雑誌はほんの何ページかのスケベなグラビア写真とくだらない記事のために、メインになっている固い内容の記事が台無しになってしまっているという、よくある男性向けの週刊誌である。

　モオルダアが受け取った雑誌をめくると、今では引退してしまったある女性アイドルの若き日の「お宝ビキニ写真」がモオルダアの目に飛び込んできた。

「あっ、この人。ボク大ファンだったんだよ。ボクがこの人のファンだったってことがよく解りましたねえ。これ、くれるんですか？」

モオルダアが雑誌から目を上げるとドドメキさんの姿はもうそこにはなかった。謎の人物とは誰にも気付かれずにやって来て。誰にも気付かれずに去っていくのである。そして、曖昧なヒントだけ与えて肝心なことは何も語らない。

「あれ、ドドメキさん？どこ行っちゃったの？」

モオルダアは辺りを見回したが、どこにもドドメキさんの姿はなかった。

「まあ、いいか。それにしてもいい物を手に入れたぞ」

モオルダアはもっとじっくりこのお宝グラビアを見るために宿屋へ戻ることにした。

		
			11 お宝
		

		　モオルダアは宿屋の部屋に帰ると「お宝ビキニ写真」を眺めていた。しばらくすると、もう「お宝ビキニ写真」には飽きてしまったのか、雑誌を閉じると例のボイスレコーダーを手にした。

「ダイアン。人間の記憶というのは不思議なものだ。ボクはこの『お宝写真』を見たらきっとボクと彼女との甘く情熱に満ちた素晴らしい時期の記憶が甦ると思っていたのだが、この写真は今のボクにとってはただの写真でしかない」

ここで誤解のないように書いておくが、モオルダアと「お宝写真」の巨乳の元アイドルは付き合っていたわけではない。こんなことは賢明な読者なら書かなくても解るだろうが。モオルダアは当時、テレビや雑誌に登場する彼女と妄想の中で激しい恋愛をしていたのである。

「ダイアン。それにしてもどうしてドドメキさんはこんな雑誌をボクにくれたんだろうか。もしかするとその理由はボクが好きだったタレントの写真が載っているから、と言うことではないのかも知れない」

当たり前である。モオルダアはもう一度雑誌を手に取り、「お宝写真」以外のページをぱらぱらとめくっていった。最初の方から順にページをめくっていき、あと少しで最後のページというところでモオルダアの手が止まった。それから、そのページに指を挟んだまま表紙を確認した。

「ダイアン！これは七年前の雑誌だよ。そして、ボクはここに驚くべき記事を発見したよ。タイトルはなんと『恐怖・セミ神様の祟り』なんともエキサイティングじゃないか。内容はどうやら七年前のミイラ事件と関連があるらしい。この記事は夏の怪奇特集として書かれたふざけたもので、これをそのまま捜査に使うわけにはいかないが、参考にするには十分な内容が書かれていそうだ」

モオルダアは黙って記事を読み始めた。そして読み終わるとまたボイスレコーダのボタンを押した。

「ダイアン。ボクはなんだか怖くなってくるよ。この記事を書いたライターは想像だけでこの記事を書いたのだろうか？それにしては現実と重なる部分がありすぎるように思える。このセミ神様というのは森の中に棲んでいる妖怪で、セミ神様に若い女性を生け贄として捧げると、その者は富と権力を手に入れることが出来ると書いてある。生け贄を捧げるのは七年に一度。決まった月の決まった日に捧げなければいけないのだそうだ。そして、その場所は森の中に人知れず建っている社なのだ、ということだ。このライターは山奥に住む老婆からこの話を聞いたそうだが、その決まった日付と社のある場所はどうしても教えてもらえなかったそうだ。このライターに何とか話を聞きたいものだが、記事の最後にこう書いてある。ライターはセミ神様の祟りを恐れて、匿名でこの記事を投稿してきた。そのため、このライターがどのような人物で現在も生存しているかどうかは解らない、ということだ。こんなことを書いてあると、怖さは増すけど記事としての信憑性は全くなくなってしまうんだよなあ」

ここで、モオルダアはボイスレコーダを置いた。この記事の内容でにわかに盛り上がってしまったものの、事件の決定的な手掛かりはどこにもない。モオルダアは頭の中で膨らんだ期待がシューと音を立ててしぼんでいく感じだった。

　ここへやって来てから怪しいものは沢山見てきた。ミイラ事件をまねようとしたグタグタ遺体事件とその容疑者ヒトオ・サシタ。彼が心神喪失状態なのと、なぜか彼が釈放されたというのも怪しい。それからあの恐ろしい「下田歌劇団」も怪しすぎる。考えてみれば怪しいものはたくさんあった。三十年以上も同じ事件を捜査しているセラビさんも、それから、信用できないコビテ刑事も、それに、この旅館の経営者一家だって怪しい。どうしてみんな名前が目に関係しているんだ！

　モオルダアの頭はだんだん混乱してきて関係のないことまで考え始めている。あまり混乱して、考えても何も出てきそうにないので彼はもう一度「お宝ビキニ写真」のページを開いて眺めていた。モオルダアの混乱は「お宝ビキニ写真」の効果で次第に収まってきた。それから、彼はもう一度「セミ神様」の記事を読んでみた。今度は１度目に読んだ時よりも冷静に読むことが出来た。読み終わるとモオルダアはもう一度ボイスレコーダにてをのばした。

「ダイアン。ボクは重要なことを忘れていたよ。貧困生活から一転して富と権力を手に入れた警察署長がいたことを。しかし、あの警察署長のところにいきなりミイラ事件の捜査をしにいくのは問題がある。もし署長が事件と全く関わりがないと解れば、エフ・ビー・エルの信用は地に落ちることになるだろう。ただ、助かるのはあの釈放されたヒトオ少年がまだ署長の家に滞在しているということだ。ヒトオ少年の状態を調べるふりをして署長の所へ行って、いろいろ聞き出すことにしよう。それでもし、署長に怪しいところがなければ、また捜査は振り出しと言うことになるかも知れないが、そうなった時に容疑者として挙げられるのは、やはり・・・」

モオルダアがここまで喋った時にボイスレコーダの録音ランプが消えた。どうやら電池切れらしい。

「何だよまったく。買ったばっかりなのになあ。ボクの素晴らしい全捜査の記録を残しておく予定だったのに」

こうつぶやいてから近くのメモ帳に手を伸ばした。続きは手書きにするらしい。モオルダアは「容疑者は下田歌劇団だ！」とそこに書いた。その後、彼はまた「お宝ビキニ写真」を眺めていたが、いつしかそのお宝ページを枕にしてそのまま眠ってしまった。

		
			12 署長室
		

		　署長は大きな革張りの椅子にゆったりと腰掛けている。予想どおり、前にはコビテ刑事が神妙な感じで座っている。コビテが署長に呼び出されてから、二人は会話のないまましばらくこうして二人で向かい合っていた。コビテ刑事はあまりこういった沈黙は気持ちのいいものではないと感じていたが、彼の方から署長に話しかけることは滅多になかった。コビテはこの署長から自分の将来を約束されている。そして署長はみだりに話しかけられることを嫌っているのも知っている。署長の機嫌を損ねるようなことをするよりも、こうして息が詰まりそうな沈黙に耐えている方が賢明なのだ。やっとのことで、署長が口を開いた。

「どうだねコビテ君。ミイラ事件の犯人は捕まりそうかね？うん、うん」

「いいえ、署長。今のところはまだ何とも言えません」

「そうだろうねえ、コビテ君。気味は犯人逮捕などどうでもいいと思っている。そうじゃないかね？コビテ君。うん、うん」

「いいえ、署長。私も刑事として犯人逮捕には全力を・・・」

「うん、うん。嘘をつくことはないよ、コビテ君。キミはそれでいいのだよ。利益の追求、それこそが人間としての正しい姿だよ。コビテ君。キミのやっていることは正しいのだよ。うん、うん。それよりも、コビテ君。あのエフ・ビー・エルの二人はどうしているのかね？何か新しい手掛かりでも見つけたりはしていまいね？うん、うん」

「いいえ、署長。彼らはまだ『下田歌劇団』が怪しいと思っているようです。男の方が彼らの家の前で張り込んでいるのを目撃しました」

「うん、うん。そうかね。コビテ君、キミはこれからまたミイラ事件が起こると思うかね？」

「いいえ、署長。先日のグタグタ遺体事件で最後かと思われますが」

「うん、うん。そう思うかね。でもエフ・ビー・エルがあの歌劇団の捜査をしている最中に別の所でミイラ殺人事件が起こったとしたら、彼らは何らかの形で責任を取る必要がありそうだねえ。違うかね？コビテ君。たとえばあのセラビ刑事みたいにねえ。うん、、うん」

これまでずっと伏し目がちに署長と喋っていたコビテ刑事はチラッと署長の目を覗き見た。

「署長。もしかして署長はミイラ事件に関して何かをご存じなのではないでしょうか」

「たとえ話ですよ。コビテ君。うん、うん。キミも私も正義とは無縁の者同士。ライバルや邪魔者には消えてもらった方がいいだろう？コビテ君。うん、うん、うん。それではコビテ君。また必要になったらキミに指示を出すから、その時は頼んだよ。うん、うん。そうしていれば私がキミの望むものをキミに与えるというのだから。楽な仕事だとは思わないかね？うん、うん。それではもう行ってよいぞ。うん、うん」

「はあ、署長。それでは失礼します」

　コビテ刑事は浮かない顔をして署長室をあとにした。廊下を歩きながら、コビテは考えた。子供の頃、彼の夢は警官になって悪いヤツを捕まえることだった。そして、その夢を大人になるまで変わらずに持ち続け、そして警察に入った。しかし、その夢が叶った時、コビテ刑事の内面はすっかり変わっていた。人は大人になるまでに沢山の悪を目にし、悪知恵を身につける。人はそれを処世術とよんだりもする。コビテも他の人間と同様にその処世術を身につけていった。しかし、彼は胸の中にある「警官になる」という子供の頃の純粋な夢だけは、世の中の悪から守ってきたつもりだった。そして警官になって夢を叶えた。そうなるともう彼には守るものはなくなったのであろうか、彼の中には彼が身につけた処世術しか残っていなかったのである。コビテ刑事は立ち止まった。私は署長が言うように「正義とは無縁の男」なのだろうか。彼には解らなかった。彼に解っているのは署長なしに今の彼の地位はなかったということだけである。

「署長が無いと言えばそこには正義などないのだ」

コビテ刑事はこういう結論を出すと、薄暗い廊下を歩き始めた。

		
			to be continued...
		

		
			#007 サマータイム（第二話）・下田歌劇団

			Little Mustapha
		

	
		
			#008 サマータイム（第三話）・セミ神様
		

		
			1 夢
		

		　モオルダアは夢を見ていた。彼は今太陽が照りつける白砂のビーチにいる。彼の隣にはあの雑誌に載っていた「お宝ビキニ写真」の巨乳の元アイドルがその写真の姿のまま立っている。二人は並んで眩しそうに水平線を眺めていた。

「美しい。キミと二人で見る世界は全てが完璧だよ」

モオルダアは隣のお宝ビキニに話しかけた。

「さすがは優秀な捜査官ね。それで私の洋服は見つけてくれたの？」

「キミの洋服？」

モオルダアは相手の変な質問を真面目に考えていた。

「そういえばボクはキミが服を着ているところを見たことがなかったね」

「それじゃあ、あなたは私の服をまだ見つけていないのね。ひどい、ひどいわモオルダア」

お宝ビキニが目に涙をいっぱいにためてモオルダアに言った。モオルダアは困っている。彼が何を言っていいのやら、冷や汗をかきながらいろいろ考えていると、やがて夢の舞台は公民館に移った。そこは昨日、モオルダアが「下田歌劇団」の舞台を見た場所である。隣の席にはお宝ビキニがやはりビキニ姿のまま座っている。もう先程のように泣きそうな顔はしていない。

　モオルダアが舞台上を見つめている、そこにモオルダアの隣にいるはずのお宝ビキニが現れて演技を始めた。モオルダアは横の席を確認してみたが、そこにもやはり舞台の上にいるのと同じお宝ビキニが座っている。モオルダアは気にせずに舞台を眺めていた。

　舞台の上ではお宝ビキニが昨日彼の見た「セミ女」の物語を演じている。やがて、舞台の上にもう一人の登場人物が現れた。それもまたお宝ビキニであった。話が進んでいくと舞台の上には何人ものお宝ビキニが同じ姿形で登場してきて、舞台はお宝ビキニであふれそうになっている。

　モオルダアは嬉しそうにしながら会場全体を見渡してみた。すると舞台の上だけでなく、この公民館の全ての人間がお宝ビキニの巨乳の元アイドルなのである。大量のお宝ビキニに囲まれたモオルダアは嬉しくてたまらない。モオルダアは横に座っているお宝ビキニの肩に手を回した。モオルダアの手がお宝ビキニの肩に触れると、彼は指先にごつごつした筋肉を感じた。モオルダアがびっくりして手を引っ込めた。それは明らかに女性の肩の感触ではなかった。彼は言い知れぬ恐怖を感じて辺りを見回してみた。するとそれまで会場中を埋め尽くしていたお宝ビキニが全員スキヤナー副長官に変わっていた。会場を埋め尽くした大量のスキヤナー副長官は一斉にモオルダアに視線を向けると、全員同時に口を開いた。

「おい、モオルダア！何やってるんだ！」

会場にこの言葉が大音量で響き渡った。ここでモオルダアはハッとして目を覚ました。

		
			2 朝
		

		　モオルダアがこの奇妙な夢から覚めると彼は自分の顔の下に昨日ドドメキにもらったお宝ビキニ写真の雑誌があるのに気付いた。モオルダアは昨晩うつぶせに寝ころんでお宝ビキニ写真を眺めているうちにそのまま眠ってしまったのだ。お宝ビキニ写真のページはモオルダアが流したよだれで濡れていた。

「あっ、しまった！」

モオルダアは慌ててちり紙を何枚か取り出すとそのよだれを注意深くふき取った。しかし、もう時すでに遅くお宝ビキニのページはよだれでふやけてしわしわになっていた。彼はしばらく肩を落としてそのしわしわになった雑誌を眺めていたが、やがてこんなことをしている場合ではない、と言うことを思い出して時計に目をやった。もう午前十時を過ぎている。モオルダアは慌てて服を着替えて捜査に出る準備をした。どうやら食堂に行ってメダマさん特製の目玉焼きを食べている時間はなさそうだ。モオルダアはスケアリーの部屋に電話をかけてみたが彼女はもうどこかへ行ってしまったようである。仕方がないので一人で捜査に出かけることにした。

　モオルダアが部屋を出ると廊下に掃除機を持った若女将アイの姿があった。若女将は真面目に旅館を手伝って部屋の掃除でもしているのであろうか。若女将はモオルダアに気付いたがあまり彼の方を見ようとはしなかった。モオルダアは彼女の方に近寄っていき声をかけた。

「やあ、おはよう。キミ、スケアリーを見なかった？」

「スケアリーさんなら、山奥に秘湯を見つけて出かけていきました」

少しむくれた感じで話す若女将をモオルダアは不思議に思った。

「そうなのか、全く困ったなあ。今日は忙しくなりそうなのに」

若女将はその言葉には全く反応しなかった。

「モオルダアさん。あなたは今日食堂に降りてきませんでしたね。それってあたくしと顔を合わせるのがイヤだったからなの？モオルダアさん、私のこともう嫌いになっちゃったの？」

「何を言ってるんだよ。嫌いになるもなにも、ボクはまだキミのことを・・・」

そう、その通り。若女将の質問はおかしいのです。モオルダアはまだ若女将を好きになってもいないので、嫌いになっちゃうこともないのです。でもモオルダアはなんとなく悪い気がしたので最後まで言わずにいた。

「今日はただ寝坊しただけだよ」

「そうなの、それじゃあ私を捜査に連れっていってくれるわね。スケアリーさんがいなくて困っているんでしょ。だからあたしが一緒に行ってあげる」

アイはニコニコしながら言った。スケアリーがいないと困ることは困るのだが、若女将が来たらもっと困る。モオルダアは逃げ出すようにしながら言った。

「いや、キミを連れて行くわけにはいかないよ。今日の捜査は特別なものなんだ。キミがいくら優秀な女スパイだと言っても、キミには無理だよ」

モオルダアは後ずさりしながら適当なことを言って、何とかその場を逃げ出した。

　若女将アイはしつこくモオルダアを追いかけるようなことはしなかった。今日はそのために旅館の部屋の掃除をかってでたのである。

「もう、こうなったら実力行使よ」

若女将は何かたくらんでいるようだ。

		
			3 署長宅
		

		　モオルダアは署長宅の玄関先で呼び鈴を鳴らすと中から目つきの悪い女性が顔をだした。どうやら彼女は署長夫人のようだ。署長が半分女であることを密かに知っているモオルダアは、署長夫人の上品ではあるが疲れ切ったその顔つきの理由が解るような気がした。夫人が署長と一緒にこの家に長いこと暮らしていられるのは夫婦の絆があるからではない。彼女は夫である署長の妻として暮らすことで得られる高級で安定した生活のために長いこと夫人の役割を演じてきたに違いない。

　そういう結びつきはある局面では夫婦の結びつきよりも強い結束力を生むことがある。もし署長が何か悪いことをしているのなら、それをあばこうとやって来たモオルダアをこの夫人が中に入れてくれるはずはない。モオルダアは少し心配だったが、予想に反して夫人はモオルダアを見るとすんなり中へ彼を通した。

　モオルダアは庭に面した縁側へ案内された。そこには署長が座って庭を眺めていた。

「ああ、キミはエフ・ビー・エルのモオルダア君だったね。うん、うん。よく来てくれたね。まあ座りなさい。うん、うん」

ゆっくりと喋る署長にはどこか人を引きつける魅力があったが、その魅力はなんとなく冷たくて薄暗い感じのするものであった。モオルダアは言われるまま縁側に腰をかけた。

　モオルダアは庭に目をやった。そこにはグタグタ遺体事件の容疑者として一度警察に捕まったヒトオ少年の姿があった。モオルダアの視線はヒトオ少年に釘付けになった。ヒトオ少年は陸上部の試合用の上着を身につけている。そして短パンは履かずに頭の上にかぶっていた。陸上部のランニングシャツの下はブリーフだけだった。靴も履かずに庭を駆け回っている。ニヤニヤしながら庭を走り回るヒトオ少年をみて、モオルダアは彼の精神状態が少しも回復していないことが解った。モオルダアの様子を見た署長はニコニコしている。

「あの子、面白いでしょう？うん、うん。昔からひょうきんなところがある子でねえ、よくあんな風にして遊んでいるんですよ。うん、うん。逮捕された時にはかなりまいっていたようですけどねえ、今ではすっかり良くなったようですよ。うん、うん、うん」

あれでどこが良くなったというのだ？この署長はもの凄い嘘を平気でついている。モオルダアにだってそれくらいは解る。短パンを頭にかぶって走り回る少年が女子生徒にモテモテの陸上部部長なわけはない。パンツ丸出しでニヤニヤしている少年が大学に推薦入学出来るはずもない。

「それじゃあ、ヒトオ君に話を聞くことも出来るんですね」

モオルダアが試しに聞いてみた。

「いやいや、それは無理ですよ。モオルダアさん。あの子にはもうすぐ陸上の大会が控えているのでねえ。うん、うん。それに、また逮捕されるんじゃないかって最近とっても怯えているのだよ。うん、うん。あの子のことは私が良く知っているから、私に聞けば何でも教えてあげますよ。うん、うん。もしあの子に余計なことを聞いて、またあの子がおかしくなってしまったら、あなたも何かしら責任を取らなくてはいけなくなってしまいますよ。モオルダアさん。解ってますね。うん、うん、うん」

署長に聞いても嘘しか喋らないに決まっている。しかし、署長から何かを聞き出さないとここに来た意味がない。ここはとりあえず騙されてみることにしよう。

「そうですか。それは残念でした。いや、でもボクはヒトオ君が犯人だとは思っていませんよ。きっと何かに巻き込まれただけなんです。もしかするとそれがミイラ事件と何か関わりがあるんじゃないかと思いまして。それでですねえ、今日ここに来たのはそっちの事件ことなんですよ。実はどうにも捜査が先に進まなくて、それで署長から何か助言はいただけないかと思いましてね」

「おっほっほっほ。これはおかしな話だね。うん、うん。我々があなた方に協力を求めたというのに、あなた方が私に助言を求めてくるとは。モオルダアさん。あなたはおかしな人ですよ。おっほっほっほ」

腹の立つ笑い方だったがモオルダアは黙って聞いていた。

「うん、うん。聞くところによれば、キミは今あの何とか歌劇団を調べているそうだね。私もそれで正解だと思うがね。うん、うん。あの歌劇団のメンバーは私も怪しいと思っているのですよ。でもねえ、モオルダアさん。あいつらもなかなか賢い連中でねえ、いくら調べても尻尾を見せないのだよ。うん、うん」

署長は「何とか歌劇団」などとわざと名前を知らないふりをしている。自分が所属していたところの名前を忘れるわけはない。モオルダアは自分の知っていることを署長に話して彼を弱らせたいと思ったが、それはまだ早い。署長が半分女であることをネタに署長を問いつめても何も解りそうにはないし、その事実が署長と事件との関連を示している訳ではないのだ。それに、こういうネタは相手が開き直ってそれを認めてしまったらおしまいなのである。

「うん、うん。モオルダア君。捜査は忍耐だよ。あの何とか歌劇団を徹底的に調べたまえ。私も出来る限り協力はするよ。うん、うん。犯人はきっとあの歌劇団の中にいるよ」

署長は歌劇団を犯人にしたがっているような気がする。歌劇団を潰して自分の過去を葬り去ろうという魂胆なのだろうか？

「でも署長さん。もし『下田歌劇団』が潔白だったとしたら、他に怪しいのはあなたの甥のヒトオ君になりますよ。もしかしてあなたはヒトオ君をかばおうとはしていませんか」

モオルダアのこの質問に対して署長は彼より先に切り札を出した。

「うん、うん。さすがに優秀な捜査官だねえ。でも私は身内をかばうために嘘をついたりはしないよ。それにわざわざキミ達を呼ぶようなこともしない。うん、うん。でもやはりこれは言っておかなければいけないねえ。あの歌劇団の中には人間でない者が一人混ざっているのだよ。キミなら解るね。モオルダア君。うん、うん」

そういって署長は空を指さした。

「宇宙人!?」

署長はモオルダアが地球外生命体のこととなると半ば本能的に食い付いてくるということを知っていたようだ。

「うん、うん。そういうことだよ。モオルダア君。こんなところでぐずぐずしていないで、早く捜査に戻りたまえ。うん、うん」

モオルダアはいとも簡単に騙された。ここにスケアリーがいないのはかなりの痛手である。モオルダアがここまで来たのは、雑誌に載っていた「セミ神様」と署長との関連を調べるためであったが、そんなことは宇宙人の話で彼の頭から消えようとしている。

　立ち上がるモオルダアを署長のいやらしい微笑みが見守っている。モオルダアは玄関にむっかって一歩足を踏み出したが、彼は後ろ髪を引かれるような感じがしていた。幸運にも少女的第六感がその力を発揮し始めたのだろうか。

		
			4
		

		　モオルダアは縁側から立ち去る前に一度振り返り部屋の中を覗き込んだ。部屋の中には大きな神棚があった。モオルダアの好奇心は取り憑く対象を宇宙人からこの神棚に乗り換えた。遠くにある大きな謎より、近くにある小さな謎。そういうことなのかどうかは解らないが、モオルダアはこの神棚に興味を示している。それと同時に彼はセミ神様の記事と、彼が署長宅に来た目的を思い出していた。

　神棚というのはいろいろなスタイルがあり、また地域によって変わった形のものがあるかも知れない。しかし、モオルダアが今見ている神棚は彼が始めて見るものだった。外見は箱宮の神棚と変わりはないのだが、そのお宮が中国の寺院のように朱色で塗られている。そこに置かれている神具なども彼が見たことのないものばかり。どれもぴかぴかに磨かれている。

「うわあ、すごいなあ。あれ、見てもいいですか？」

モオルダアは返事も聞かずに部屋の中へ入っていこうとしていた。

「こらっ。なにやってる！この罰当たりめ！」

署長はこれまでの口調からは考えられないような勢いでモオルダアを怒鳴りつけた。モオルダアは驚いて足を止めた。

「署長さん、何もそんなに怒らなくても。署長さんは随分と信心深いようですねえ」

「うん、うん。すまんねえ。何しろ私は古い人間だからねえ。うん、うん」

署長の口調はまた元に戻った。モオルダアは注意深く神棚を眺めていた。しかし、見ただけではそれがセミ神様を祭っている神棚だと解るところはない。それでもあらゆる点で興味深いことは確かである。モオルダアは特に真ん中に飾られた神具が気になっている。本来ならそこには丸い鏡が置かれているはずだが、そこにあるのは欠けて三日月のような形をした鏡だった。

「それにしてもこの神棚、随分珍しいですねえ。この地域独自のものなんですか？」

「いや、その、この地域と言うよりも私の家独自と言うことかな。うん、うん」

署長の喋り方からは多少落ち着きが無くなったように感じられる。

　奥では先程の署長の怒鳴り声を聞いた夫人がそっと彼らの様子をうかがっていたが、しばらくすると急いで電話のところへ向かった。夫人が電話で誰かと小声で話している。

「ちょっと、あの変な捜査官が来て面倒なことになりそうなんですよ。あなたがなんとか言ってすぐにここから帰るようにしてちょうだい」

「そんなことを言ったって。ボクは何て言えばいいんですか」

「そんなことは自分で考えなさい。計画が失敗すればあなただって終わりなんですからね。いまあの捜査官に替わりますから、頼みますよ！」

夫人は受話器を置くと縁側の方へ歩いていった。そこではまだモオルダアと署長が神棚について話していた。

「それにしても、署長。あの神棚ピカピカですねえ」

「それはそうだよ。毎日磨いているからねえ。うん、うん。最近の若者はこういうものを大切にしないから困るよ。うん、うん。キミも早く宇宙人に会えるようにお願いしてみたらどうかね。うん、うん、うん」

モオルダアはニヤリとして返した。

「それよりも、お金持ちになれるようにお願いしたいなあ。署長さんも毎日神様に願をかけてたからお金持ちになれたんでしょう？ああ、それから何かお供え物をしなくちゃいけないのかな？」

そう言ってモオルダアは署長の顔を密かに覗き込んだ。明らかに顔色を変えている。モオルダアは確かな手応えを感じてきた。このまま行けば署長から何かを聞き出せるかも知れなかったが、そこへ夫人がやって来て二人の話を止めた。

「モオルダアさん。コビテ刑事から電話が入っております」

「コビテ刑事!?どうしてここが解ったんだろう？」

疑問に思うのも当然ですが、実際には夫人がコビテに電話をかけたのです。コビテはモオルダアがここにいることを知っていません。コビテ刑事は何とかしてモオルダアをこの家から追い出すように命じられたのですが、彼には上手い手が考えられません。彼は予定にないことにはうまく対処できないようです。今風に言えばアドリブが利かない人なのです。モオルダアが電話のところまで来て受話器を取った。

「もしもし、コビテ刑事。どうしてボクがここにいると解ったんですか？」

「いやあ、あのそれは、スケアリーさんに聞いたんだよ」

「ああ、そうなの。あれ？でもボクはスケアリーにもここへ来ることは言ってないぞ」

「ああ、そうそう、そうだった。彼女も知らないって言ってたけど、多分署長のところじゃないかって、そんな感じ」

「そう、それで何か用事ですか？」

「ああ、そうだ。モオルダアさん大変ですよ。すぐに宿屋へ来てください！」

「大変って何が？」

「とにかく凄いんです。あのあれが、とっても大変なんですよ」

「あれじゃあ、わかんないよ。それにボクは今とっても重要なことを聞き出せそうなんだよ」

「そんなこと言ってないで。モオルダアさん。大変です。スケアリーが死にました！」

「？？？」

コビテ刑事の嘘はもうボロボロ。

「死んだって!?だってキミはスケアリーに聞いてここに電話したって言ってたじゃないか」

「いや、違うんです。そのあとです。大変なんです。きゃーたすけてー！」

ここで電話はぷつりと切れてしまった。もちろん電話の向こうでは何も起きていなかったのだが、どうにもならなくなったコビテ刑事が自分で電話を切ったのである。モオルダアは訳が解らなかったが、訳の解らないまま神棚の話の続きは忘れて署長宅をあとにした。コビテ刑事の追いだし作戦は一応成功したようだ。

		
			5 下田歌劇団が共同生活しているアパート
		

		　下田歌劇団は街のはずれにあるアパートで共同生活をしている。普段は一番大きな部屋に団員が集まってくだらない話をして盛り上がる。世の女性と同様にここに住む半分女達も喋るのが好きなようだ。この部屋では食事もするし、寝るのにも団員はこの部屋を使っている。このアパートに彼らが入居してきた時にはそれぞれが部屋を持っていたのだが、その部屋は今では彼らの物置になってしまった。その中の一部屋だけは女性の来客があった時のために女アレルギーの団員が避難する部屋として用意してある。

　その避難用の部屋に女アレルギーの団員が入ってきた。女性の来客がなくても彼は時々ここで一人の時間を過ごす。他の団員達と違い、彼は心も体も男なのである。女性に触れられただけで死んでしまうほどの発作を起こすために、彼は仕方なくこの男だらけの下田歌劇団に入ったのだが、時々他のメンバー達と一緒にいることにいたたまれなくなるようだ。

　彼はタンスの引き出しから一枚の写真を撮りだした。そしてそれを眺めて大きくため息をついた。写真に写っているのは一人の女性。驚いたことにその女性は宿屋の若女将アイにうり二つだ。しかし、その色褪せた写真からその写真を撮ったのが昔のことであり、その写真に写っているのがアイではないことは解る。だとすると考えられることは一つだけ。その写真の女性はアイの母親、ヒトミに違いない。

　女アレルギーの団員は写真を眺めながら無意識のうちに写真に写ったヒトミの顔を指で撫でていた。彼の目からは大粒の目が流れている。彼は二十一年前の公演で始めてここへやって来たヒトミに一目惚れしたのである。すっかり中年になってしまった今でも彼の想いは増すばかり。何しろ彼はヒトミに近づくことさえ出来ない。それに相手は自分のことを他の団員達と同じような半分女だと思っているのだ。他の団員達も彼のこの想いを知っていて、何とかしたいと思ってはいたのだが、彼の女アレルギーという原因不明の病気には手の打ちようがない。ヒトミの写真を撮って彼に見せることぐらいしか彼らに出来ることはなかったのである。彼はこのどうにもならない想いを何編かの詩に込めていた。今もまた新しい詩を思いついたようである。


	触りたい

死んでもいいから

触りたい



詩の才能はあまりないようですが、彼の気持ちは十分に伝わってきました。それにしても宿屋の女将ヒトミさんは結構モテモテなようです。

		
			6 宿屋
		

		　モオルダアが宿屋に戻ってくると入り口からすぐのロビーでスケアリーと若女将アイがなにやら楽しそうに話している。この旅館はさほど大きくもなくロビーといっても小さなスペースにソファーとテーブルを置いただけの簡単なものだったので、モオルダアが入ってきたことも二人にはすぐに解った。若女将はモオルダアの姿を見るとすぐにその場を離れてどこかへ行ってしまった。なんだかモオルダアは嫌われてしまったみたい。若女将の行動が意外だったのでモオルダアはまず最初に驚くべきことに驚くのを忘れてしまった。死んだと言われたスケアリーがそこにいるということに。

「あれ、スケアリー。キミこんなところで何やってるんだ？それにキミはあの若女将のことは嫌いなのかと思ってたけど、なんだか楽しそうだったねえ」

「あら、嫌いなことはありませんわよ。話してみたら結構素直ないい子でしたわ。それにあの子とあたくしは結構意見が合いますのよ。特にあなたのことに関しては」

「そうか、彼女もキミもボクにホの字ってことかな」

「あなたが変態だっていうことですわよ」

なんだか納得がいかない。スケアリーがモオルダアのことを変態だと思っていることは知っているが、どうして若女将のアイまでが彼を変態だなんて言うのだろう？まあ、どうでもいいか。

「ああ、そういえばキミ、死んだんじゃなかったのか？」

スケアリーは一瞬この質問の意味がわからずに口を半分開けたままモオルダアを見つめていた。

「あなた、それって生きている人間に向かって言う質問ですの？それとも、あたくしがあなたのことを変態だと言っていることへの仕返しのつもりですの？もしそうなら承知いたしませんわよ」

生きている人間にも死んでいる人間にもそんな質問はいたしませんが・・・。

「いやいや、さっきコビテ刑事から連絡があってね、キミが死んだなんて言ったんだ。キミ、さっきコビテ刑事と会ったんだろ？」

「あたくしは山奥の秘湯に行って今さっき帰ってきたんですから、コビテ刑事と会うはずはありませんわ」

「そうなのか。いったい何なんだ、あのコビテっていう刑事は。もしかしてあの電話は捜査の邪魔をするためにかけてきたのかなあ」

そうですよモオルダアさん。

「ところでモオルダア。あなたは署長の家に行って来たんでございましょう？何か解りましたの？」

「ああ、何もなかったわけではないよ。まず始めにヒトオ少年は完全にいかれてしまったみたいだ。それから署長がいうには下田歌劇団の団員の一人は宇宙人だ」

「まあ、あなたはいったいいつまでそんなバカげたことを言っているつもりなんですの？」

「いやあ、全くバカげているよ。ボクも危うく騙されかけたけどねえ。今回に限っては宇宙人は出てこない気がするよ。それから、これが重要なんだ。署長は何か妙な神様を崇拝しているみたいだ。あれはきっとセミ神様だと思うね。スケアリー。キミは山奥の秘湯でなにか解ったことはあるのか？」

セミ神様と聞いてスケアリーの顔色が変わった。

「あなた、あたくしがただの観光で秘湯まで行ったと思っていらっしゃるの？」

「そうとしか思えないけど」

「モオルダア。聞いて驚かないでくださいませ。あたくしは秘湯である老婆に出会ったのよ。その方、誰だと思います？」

「ヤマンバ！」

モオルダアがすかさず答えた。

「もう。もう少し考えてから答えてくださらないかしら。しかも、ヤマンバってどういうことなんですの。なんだかむかつきますわ」

「解ったよ。もうすこし考えるから、ちょっと待ってて」

「もういいですわよ。あたくしが合った老婆というのは署長のお母様ですのよ」

「何だって、ホントに？」

「間違いありませんわ。その証拠にあたくし達とほんの少数の方達しか知らない事実。つまり署長が下田歌劇団の元メンバーだったということも知っていましたわ。ところで、モオルダア。どこでセミ神様のことをお知りになったの？」

「ああ、そうそう。昨日ねえドドメキさんに会ってねえ。七年前の雑誌をくれたんだ。それを読んでいたらセミ神様というのがでてきたんだ。でもふざけた感じの記事だったから証拠とするには不十分なんだけどねえ。それで、セミ神様がどうかしたのか？」

その前にドドメキさんって誰なんでしょうか。スケアリーは聞きたかったが話がややこしくなりそうだったのでここはグッと我慢。

「署長の家は代々セミ神様を信仰しているんですのよ。それよりも前に署長のことを話しておいた方が良さそうですわね。署長は子供の頃この付近の山の中で両親と三人で暮らしていたそうよ。山の中の土地を切り開いて作った畑で作物を作ったり、山で焼いた炭を売って細々と暮らしていたそうですの。署長が生まれてから数年後に戦争が始まって父親は戦死したそうよ。戦争が終わって何年かして、署長は町の少年といい仲になって良く町へ遊びに行くようになったの。つまりそのころから自分が半分女だっていうことに気付いていたのね。町の派手な生活にあこがれた彼はしばらくすると母親を山に残して家を飛び出したらしいのよ。そしてそのころ隆盛期だった下田歌劇団に入って忙しい日々を送っていたのよ。署長は一度だけ歌劇団で稼いだお金を渡しに家に帰ってきたそうですけど、そのあとはずっと長い間戻ってこなかったから、その間のことは良く解らないそうですわ。まったく、ひどい話ですわ」

「まったく、ひどい話ですけど。それでそれがなんだって言うんだ？」

「まだ、話は終わっていませんわよ。それは歌劇団の署長がリーダーをしていた『枠組』が解散する寸前のことだったそうですのよ。いきなり署長が家に帰ってきて神棚をよこせと言ってきたそうですの。お母様は家を出たまま帰らない半分女の息子をもう家族とは思っていなかったものですから、家宝でもある神棚は絶対に渡さないと突き返そうとしたのですけど、相手は体だけは男ですから腕力ではかないませんのよ。署長は強引にその神棚を持ち帰ってしまったのよ」

「ああ、それってボクが署長の家で見たヤツかなあ。赤いヤツでしょ」

「きっとそうですわ。そのあと、署長はそれまでの名前を変えて警察に入ったそうですわ。そのあと異例の早さで出世してアッという間に署長の座まで上り詰めたと言うことですの。お母様が言うにはそれはセミ神様の力を悪用したんだということですわ。あたくしはそんな迷信は信じませんけども」

モオルダアは聞きながら昨日読んだ雑誌の記事を思い出していた。その記事の中にも山奥に住む老婆というのが出ていた。

「ねえ、その老婆は生け贄のこととか言ってなかった？それが解れば次のミイラ死体事件は未然に防げそうな気がするんだけど」

「言ってましたわよ。でもそれを言ったらセミ神様の祟りがあるから絶対に言わないそうですわよ。セミ神様というは普段は山の安全を守る神様で、特別な理由がない限り生け贄を捧げることはないんだそうですわ」

「特別な理由って、どんな？セミ神様に生け贄を捧げると富と権力が得られるんだろ」

「そんなことまでは聞きませんでしたわ。あたくしそんな話は少しも信じていませんし。でもセミ神様の力を自分の利益のために利用した署長にはいつかセミ神様の祟りがあると言っていましたわ。それよりもモオルダア。あなたはミイラ事件の犯人がセミ神様だとおっしゃるんじゃないでしょうねえ？」

「セミ神様なんていうのが本当にいるのかどうかは疑わしいけど、間違った信仰というのは人を間違った方向へ進ませてしまうことがあると思うんだ。あの署長はセミ神様の力など利用しなくても、今の地位を得るだけの能力と狡賢さは持っていたはずだよ。でも名前を変えて警官となって、全くのゼロからスタートするには何か心のよりどころがないと不安になるはずだよ。そこで署長はセミ神様に生け贄を捧げることでその不安を払拭していたとは考えられないかなあ。山の中に若い女性を連れ込んで殺していったんだ。警察内部の人間の犯行なら何とかして証拠を消すことも出来るはずだし。それでここまで難解な事件になったんじゃないかなあ」

「じゃあ、犯人は署長ですの？」

スケアリーはあまり納得できないようだ。

「キミが納得できないのも解るけどね。問題はどうやって死体をミイラにしたかだよ」

二人は黙って考え込んでしまった。こんな時に考え込んでも何も出てこないことは二人とも良く知っている。

「ねえ、スケアリー。ここはこの事件の専門家に意見を聞いてみないか？」

「その方が良さそうね」

二人はセラビの家へ向かった。

		
			7 再び署長宅
		

		　署長の書斎の窓からコビテ刑事が庭を眺めている。庭ではまだヒトオ少年が頭に短パンをかぶったまま走り回っている。あれはまるっきり以前のヒトオ少年とは違う。こうなった原因はもしかすると自分にもあるのかも知れない。コビテ刑事はそんなことを考えていた。そこへ、署長が入ってきた。

「うん、うん。コビテ君。待たせてしまったねえ」

署長が入ってくるとコビテは厳しい口調で話し始めた。

「署長！いったい何なんですか。ボクにだって出来ることと出来ないことがあるんです。無理な命令をするのはやめてください」

「うん、うん。どうしたんだね、コビテ君。キミは立派に任務を果たしてモオルダア君を追い返してくれたじゃないか。うん、うん」

そういいながら署長は椅子に腰掛けた。

「署長。ボクはもう訳も解らないまま、あなたの命令に従うことには耐えられそうにありません」

「うん、うん。そうだろうねえ。キミは今まで良く私に尽くしてくれたよ。そろそろ真相を教えても良い頃かも知れないねえ。うん、うん」

署長はニコニコしながらうなずいて先を続けた。

「コビテ君。キミには信仰心というものがあるのかね」

「信仰心ですか。特にありませんけど。でもたまには先祖の墓参りぐらいはします」

「うん、うん。そうかね。いけませんよ、そんなことじゃ。この話を聞くからにはキミにも厚い信仰心を持ってもらわないと。うん、うん。どうやらキミは神様なんてものは信じていないようだね」

「はい、署長。私は現実のみを信じています」

「それじゃあ、実際に神様の起こす奇跡を目にすれば信じるというのだね。うん、うん。面白いことじゃないか、コビテ君。キミは今まで私という奇跡を目の前にしていながら、神様は信じないというのだから。うん、うん。これは面白いことですよ」

コビテ刑事は話が怪しい方向へ進んでいることに危機感を覚えた。

「署長。その奇跡というのは、いったいどういうことなんですか」

「私はねえ、自分の力だけで今の地位を築いたとは思ってないんですよ。うん、うん。私が毎日セミ神様にお参りをして、それから七年に一度のお供え物を欠かさなかったから、これだけの生活が出来るようになったんだよ。うん、うん」

そういって署長は高そうな家具ばかりの広い書斎を見回した。

「署長。まさかそれは。そのお供え物というのはミイラになったあの死体ですか」

これまでの経過からコビテ刑事は署長がしていることがなんとなく解ってきた。コビテ刑事のおでこに脂汗が吹き出している。

「彼女たちを殺したのは署長なんですか!?」

「うん、うん。キミは私を殺人鬼扱いするのかね。それはひどいですよコビテ君。私は若い女性と山の中へドライブに行くだけなんですから。それからあとはセミ神様のなさることですよ。うん、うん。ですからあれは殺人でも何でもない事故なんだよ。コビテ君」

コビテ刑事はこの恐ろしい話を信じたくはなかった。もし本当なら自分は殺人に手を貸したことと変わりない。もしかして、署長は自分をからかっているのではないかと思った。しかし、署長は冗談なんかを言う人間ではない。署長は真実を語っている。そして何か訳の解らないセミ神様とかいう神様のために七年に一度、人を殺しているのだ。

「署長。でもどうしてあなたの成功がセミ神様のおかげだと言えるんですか？実際にセミ神様が現れて何かをしてくれたとでも？」

「キミが言うのはおとぎ話に出てくる奇跡だね。うん、うん。しかしね、実際の奇跡は目に見えないんだよ、コビテ君。でもねえ、私には解ったのだよ。全てのことが可能になるような、そんな力が自分の中にわいてくるのが。キミにもいつか解るよ。コビテ君。キミは私の後継者になってセミ神様に生け贄を捧げることになるだろう。そうなればキミにもセミ神様の力がどんなものか解るはずだよ。うん、うん」

コビテ刑事の額にたまった脂汗が頬をつたってあごまで流れてきた。

「ボクに殺人をしろと言うんですか？」

「うん、うん。キミは飲み込みが悪いねえ。コビテ君。殺人ではないと言っているだろう。キミにだって簡単に出来ることだよ。これまでの計画もキミのおかげで上手くいきそうなんだからねえ」

「そうですか。それじゃあ、セラビさんをはめたのは、そのうちあなたのしていることが彼に知れることを恐れたからですね」

「うん、うん。コビテ君解ってきたじゃないか。うん、うん」

「それじゃあ、エフ・ビー・エルは。どうして彼らを呼んだんですか？彼らを呼べば逆にあなたが不利になる」

「うん、うん。そんなことは解っているよ。コビテ君。でもねえ、この先もミイラ死体が発見されることになるんだから、黙ってても彼らはやって来るはずだね。だからその前に呼んで彼らを潰してしまう必要があったんですよ。彼らがやって来て見当違いのところを捜査しているうちに、彼らの一番近くにいた人間が被害者になる。そうなればエフ・ビー・エルの信用は丸潰れですよ。うん、うん。私が少し圧力をかければペケファイルなどは閉鎖されざるを得なくなるでしょうねえ。うん、うん」

「署長。まさか宿屋の娘さんを・・・」

「これも、まあ仕方のないことだよ。うん、うん。ときにコビテ君。きみ随分暑そうじゃないか。そんなに汗をかいて。ちょっと服を脱ぎたまえ」

署長に言われたコビテ刑事はスーツの上着を脱いだ。

「コビテ君。そうじゃないよ。私は全部脱げと言っているんだよ。うん、うん」

どうやら署長の半分女の血が騒ぎだしたようだ。

「何でですか？」

とは言ってみたが、署長の目を見て彼が何を言おうとしているのかが解った。コビテ刑事は自分が今深い井戸の底へ落とされてしまったことを悟った。

　これまでコビテ刑事は自分が大きな海で荒波にもまれながらも、署長の手引きで何とか安全な岸までたどり着くことが出来ると信じていた。しかし、現実はそうではなかったのだ。彼は署長に目をつけられた時からずっと暗い穴の中を落ち続け、今やっと深い井戸の底にたどり着いたのである。

　署長はゆっくりとコビテ刑事の方へ近づいてくる。

「私はこれだけのことをきみに話したんだ。うん、うん。ただですむとは思ってはいまい。うん、うん。さあ、黙って服を脱いだらどうなんだ。キミだってもう大人なんだから、解っているだろう？」

署長はコビテ刑事を壁際まで追いつめると彼の両腕をつかんだ。署長の脂ぎった顔がコビテ刑事の目の前に迫ってくる。コビテ刑事は「警官になって悪いヤツを捕まえる」という幼い頃の夢を思い出して涙を流していた。コビテ刑事は今、悪いヤツを目の前にしながらその悪いヤツの好きなようにもてあそばれようとしているのだ。

「うわあー」

コビテ刑事は悲鳴のような嗚咽のような声をあげて、署長の手を払いのけた。そして大急ぎでドアのところまで走っていくと一度署長の方を振り返った。

「署長。あなたは間違っています。いいですか。あなたがこれ以上間違いを犯さないよう、あなたのしたことは全てあの二人に話します。署長。ボクはあなたと違って正義とは無縁ではないんですよ」

署長はコビテがバタバタと玄関まで走っていき外に出ていく音を聞いていた。

「なかなか見込みのある男だと思ったのにねえ。命を粗末にしちゃいけませんよ。うん、うん」

署長は静かに電話の受話器を持ち上げどこかへ電話をかけた。コビテ刑事の落ちた深い井戸の底からでは、叫んでみても誰にも気付かれないだろう。気の毒なコビテ刑事。

		
			8 （優秀な）女スパイ
		

		　下田歌劇団が共同生活しているアパートの玄関前で宿屋の若女将アイがうろうろして中の様子をうかがっている。彼女はなぜこんなところにいるのだろう。それに彼女は真っ赤な口紅を塗り、黒いセクシードレス（女スパイ用）を着ている。-----セクシードレスって何だ？って感じですが、まあいいでしょう。セクシーなドレスです。-----

　まだ幼さの残る彼女にはそういった恰好はまったく似合っていない。それでも彼女は今、優秀な女スパイになった気分でいるので、本人はそんなことはまったく気にしていない。この優秀な女スパイは今朝、掃除をするふりをしてモオルダアの泊まっている部屋に忍び込み、机の上にモオルダアの書いたメモを見つけたのである。そこには「容疑者は下田歌劇団だ！」とはっきりと書かれてあったのだ。それを見て彼女はここまでやって来た。それにしてもこの、おてんば若女将にしてブリッコ女子高生でもあるアイは変わっている。他の女子高生達と違って彼女にとっての「ひと夏のあぶない経験」はこの女スパイごっこなのである。

　アイは鍵穴から中を覗いてみた。中には短い廊下が見え廊下に面したドアは全て閉まっている。今この中に入ってもすぐには部屋にいる団員達には見つからないようだ。アイは思い切ってドアノブを回してみた。ドアには鍵がかかっていなかった。彼女はドアを開けると静かに玄関の中へ入った。廊下の突き当たりの部屋からは団員達の話す声が聞こえてくる。この廊下からはそのほかに二つの部屋へ入ることが出来そうだ。

　優秀な女スパイが何から始めようか考えていると、奥の部屋からこの廊下へ向かって近づいてくる足音が聞こえてきた。アイは慌てて一番近くにあった部屋のドアを開け、中にはいると音がしないように注意しながら素早くドアを閉めた。奥の部屋から出てきた団員は廊下の反対側にある便所へ入っていったようだった。アイはドアノブを握ったままホッと胸をなで下ろすと、部屋の中の方へ振り返った。そこで彼女は思わずアッと小さな声をあげてしまった。

　部屋の中には別の団員がいたのである。その団員は突然現れた侵入者を凝視しながら、わなわなと震えている。アイもかなり動揺していたが、彼女は優秀な女スパイ。こんなことでたじろいでいてはいけないのだ。ここは彼女のセクシードレス（女スパイ用）が威力を発揮する場面である。

「あら、旦那。そんなに驚いた顔してどうしたの？」

優秀な女スパイが妙な口振りで話し始めた。

「ああ、そうねえ。あなた達はとってもいけないことをしているんですからねえ。でもあたしもいけないことは大好きなのよ。うふふふ」

色仕掛けのつもりらしいが、アイはこの歌劇団が半分女の歌劇団だということは知っているのだろうか。アイは上目遣いで団員を見つめながら彼に近づいていった。

「ねえ、あなたがどんないけないことしてるか教えてくれたら、あたしがもっとあなたにいけないことしてあげる。うふふふ。うふふふ」

団員は怯えた様子で後ずさっていく。これはアイの未熟な色仕掛けのためではない。ここにいた団員とは、あの女アレルギーの団員なのである。アイが近づいて来るにつれてこの団員は呼吸すら上手くできない状態になって、助けを呼ぼうにも上手く声が出せなかった。しかしこのままではこの女が彼の体に触れるのも時間の問題。そうなったら彼は生きていられるかどうかも解らない。彼は最後の力を振り絞ってギャーッと叫び声をあげた。

　この叫び声を聞いて奥の部屋から他の団員達がぞろぞろと部屋に入ってきた。アイは不覚にも団員達に囲まれてしまった。優秀な女スパイ、危うし!?

		
			9 セラビの部屋
		

		　セラビはエフ・ビー・エルの二人を部屋の中に招き入れた。部屋の中には書類や新聞などが散乱していた。

「すまんねえ。散らかってて。私もねえ、どうにも事件のことが諦めきれなくて。これは全部私が密かに集めていた事件の資料だよ。でも重要なものは全部警察にあるから、これが役に立つかどうかはわからないけどね」

スケアリーはこの部屋の散らかりように驚いていたが、モオルダアは何とも思わなかった。モオルダアの部屋に比べたらどんな部屋も綺麗に見える。

「それでエフ・ビー・エルさん達は私に何を聞きたいんだね」

モオルダアには聞きたいことがたくさんあったのだが何から聞いていいか解らなかった。でもとりあえず何かを言ってみることにした。

「ボクらが調べた結果、この前のグタグタ遺体事件の犯人は多分ヒトオ少年で間違いなくて、下田歌劇団の団員の一人は宇宙人で、警察署長はかなり怪しくて、それに怪しい神様を信じていて、コビテ刑事はなぜか捜査の邪魔をしているような気がするんです」

「モオルダア。それじゃあ何を言っているのか解りませんわよ」

スケアリーがモオルダアを遮った。

「あたくしがまず知りたいのは、ミイラ事件の遺体の状態ですのよ。エフ・ビー・エルの資料にはなぜか詳細なことは書かれていませんでしたのよ。あのミイラはどんな状態でしたの？」

「うーん、どうだったかなあ。そういう資料は警察のほうにあるし、きっと今頃はシュレッダーにかけられているだろうな。キミ達の言うとおり誰かが捜査を邪魔しているのかもしれんな。私の記憶では、ミイラ遺体に外傷はなかったぞ。このあいだの事件みたいに内臓を取り出すために包丁で遺体を切り刻むことなどはなかったようだ」

モオルダアはグタグタ遺体を思い出して気分が悪くなったが、なるべくあの遺体のことは思い出さないようにした。

「それじゃあ、どうやって内臓を取り出したんだろう？」

「理論的には簡単ですわ。わざわざ穴を開けなくても人間の体にはあらかじめ開いている穴はありますから」

「すると、こういうことかな。口やケツの、ああ失礼、お嬢さん。口や他の穴から内臓を抜きだしたということかな？」

セラビは興味深そうに言った。モオルダアはせっかく頭の中からグタグタ遺体の様子を消し去ることに成功していたのだが、この話で口から内臓が取り出されるところ想像してさらに気分が悪くなった。モオルダアはなるべく別の光景を思い浮かべたかった。

「それは可能だとしても、実際にやるには大がかりな装置が必要になるんじゃないのか？ボクの考えではこうだよ。犯人の目から不思議な光線が出てきて、その光に包まれた被害者は一瞬にしてミイラと化してしまうんだ」

セラビはモオルダアの意見を聞いてゲラゲラ笑っている。モオルダアは冗談で言ったわけではないのだが。スケアリーはいつものようにモオルダアを睨んでいたが、半分は彼の意見を認めざるを得なかった。

「確かにそうかも知れませんわ。内臓だけならともかく、体中の血まで抜き取るにはきっと何かの機械が必要になりますわ。それに、最初のミイラ事件は三十五年も前ですし、それよりもさらに七年前にも事件が起きていたとしたら当時の技術では無理かも知れませんわね。少なくとも誰にも気付かれないようにそんなことをするのは」

「やっぱり、そうだろ。あれは恐怖のミイラ化光線でミイラになったんだよ」

モオルダアが変なことを言うので話が進まなくなってくる。

「ミイラのことは後回しにして他のことにしないか？」

セラビが提案した。

「それじゃあ下田歌劇団・宇宙人説はどうだろう？ボクの考えではあの女アレルギーが宇宙人だと思うんだけど」

「モオルダア。そんな話は家に帰ってから人形相手にでもしていればいいのよ。他にも聞くべきことはたくさんありますのよ」

「そうだな。お嬢さんの言うとおり、私も宇宙人には反対だ。ところでヒトオ少年はどうなったんだ？まだ署長の家にいるという話だけど」

セラビがスケアリーの側についてしまったので宇宙人の話は出来なくなった。

「ヒトオ少年はいまだにおかしくなったままですよ。署長はすっかり良くなったなんて言ってたけど。あれは絶対に嘘だ。自分でやった人殺しのショックで・・・。あっそうだ！」

モオルダアは急に何かを思いだして話をやめた。

「どういたしましたの、モオルダア」

「スケアリー。キミは女アレルギーなんてものは存在しなくて、あれは精神的なものだと言っていたよね。考えてみればそうだよね。人間はみんな母親の体から生まれてくるんだから。女アレルギーなんてものはあるはずはない」

「そうですけど。それがどうかいたしましたの？」

「女アレルギーが精神的な問題が原因で起こるとしたら、原因は何だろう？女性からひどい目に遭わされたとか、幼児期の虐待とか？でもそれだけじゃ死ぬほどの発作を起こす女アレルギーなんかになるかなあ？」

「それは人によると思いますけども」

「この前、ヒトオ少年の様子を警察署まで見に行った時に、キミは外傷後何とかってことをいってたよね？」

「外傷後ストレス障害のことですの？」

「そう、それ。そういうのって外傷の原因となったものと、その後の障害を引き起こすものの対象が別のことがあるんだろ。たとえば自分が死ぬほどの怖い思いをした時に近くにクマの人形があったりしたら、頭の中で怖い思いとクマの人形の記憶がごちゃ混ぜになって、クマの人形に対して異常な恐怖心を抱いてしまうんだろ？」

「だいたい合っていますけど。それがどうしたというんですの？」

「もしかして、女アレルギーの団員は女性からひどい目に遭わされたんじゃなくて、女性が目の前でミイラになっていくところを目撃してしまったんじゃないかなあ」

セラビはモオルダアの思いつきの推理を聞いて感心していた。

「なかなか面白い考えだねえ。でもあの女アレルギーがその現場を目撃したというのにはどういう根拠があるんだね？」

「それは解りません。でもミイラ事件が発生した時に彼らがこの付近に公演のためにやって来たということは事実ですから、でもそんなことを言ったら昔からこの付近に住んでいる人は全員怪しくなってしまうね」

「なんだよそれ、ずっこけちゃうねえ」

セラビさんがそんなことを言うと私もずっこけちゃいそうです。

「でも調べてみる価値はありそうだね。私は三十年以上捜査をしてきたが、そんなことは一度も考えなかったよ。もしかするとキミ達はホントに優秀な捜査官なのかも知れないな」

「もしかするとじゃなくって、実際に優秀なんですのよ。失礼なことはおっしゃらないでくださいな」

スケアリーがモオルダアのようなことを言っている。でもまあ気にしないことにしよう。

「まあ、女アレルギーは後で調べるとして、キミ達の言っていた署長と怪しい神様とかいうのは、何なんだ？私はそれが一番気になっていたんだが」

「ああ、そうでした。ボクらも第一にそのことを話したかったんですけど、何しろこう話が入り組んでいると、もう何がなにやら解らなくなってきて。とにかく、結論から言うと、今のところミイラ事件の容疑者は署長以外に考えられません」

モオルダアがこう言うとセラビの表情は少し曇った。

「そうなのか。私も時々あの署長におかしなところがあるとは思っていたんだけどねえ。もし署長に変な疑いをかけて捜査なんかして、後から潔白であると解れば私は警察を追い出されることになる。だから私はあえて署長は疑わずに来たんだが。でも、まあ結局警察はクビになったがね」

セラビは自分の弱さを恥じているようだった。モオルダアは何か声をかけてセラビを元気づけるべきかとも思ったが、死体を怖がる捜査官に何を言われてもセラビの気分が悪くなるだけである。このことには触れずに話を進めた。

「でも、署長を逮捕出来るだけの証拠は何もありません。さすがは警察署長ですよ。それに、ボクらが知っている犯行の動機も、あまりに幼稚すぎる。なにせ富と権力のために若い女を生け贄としてセミ神様に捧げるというんですから。こんな動機じゃ逮捕状なんかでるわけありませんから、こうなったら現行犯で捕まえるしかないですかねえ。場所は多分セラビさんが見つけた山の上の社だと思うんですけど」

ここでセラビが顔を上げた。

「ああ、そういえば、その社を見つけた時に写真を撮っておいたんだ。最近は便利だねえ。一日で現像が出来るなんて」

セラビは散らかっている資料の山をかき分けて写真を探し出すとエフ・ビー・エルの二人に見せた。

　その写真を見てモオルダアはにんまりした。写真に写っている社はモオルダアが署長の家で見た神棚の箱宮にそっくりだったのである。実際の社は神棚の箱宮ほど豪華ではなく、しかも長い間、補修も何もされていなかったようで壁のいたるところに穴が開いていた。しかし、神棚とその社が同じ神様を祭っていることはすぐに解った。社の塗装は剥げていたが、所々に朱色の部分が残っている。この社が完成した時には全体が朱色に塗られていたのであろう。そして、何よりも特徴的なのは、社の扉に付けられた三日月型の紋章である。署長の家の神棚に飾られていたものと同じ形だ。

「セラビさん。この三日月マークですけど、この辺じゃこういうのは良くあるんですか？」

モオルダアがセラビに写真を見せながら言った。

「さあ、私は見たことがないが」

「ボクは署長の家でこれと同じ三日月マークを見ましたよ」

「まあ。つまりこのお社はセミ神様を祭っているお社だというのね」

「署長がこの場所に次の生け贄を捧げに来る可能性は高いよ。問題はそれがいつなのかということだけど」

モオルダアはこの社のある場所を張り込んで犯人がやって来るのを待つべきだと思ったが、いつ来るか解らない犯人を待つなんて、なんだか面倒な気もした。

「私なら今すぐにそこへ行って張り込みを始めるがねえ」

モオルダアが動き出さないのでセラビが彼を急かしている。

「スケアリー。キミちょっと山まで行って・・・」

「イヤです！山で張り込みなんてしたら蚊に刺されますわ。あたくしは女アレルギーの団員について調べて差し上げますから、あなたが山にいらっしゃればいいのよ」

「でも、キミは女だから女アレルギーの団員には近づけないだろう」

「心配はいらないよ。私がお嬢さんについていくから」

やっぱりモオルダアは山に行かなければいけないようだ。

		
			10 続・（優秀な）女スパイ
		

		　下田歌劇団員の住むアパートに侵入したもののあっさり見つかってしまった自称優秀な女スパイのアイ。半分女の団員達に周りを取り囲まれてしまった彼女はどうやってこの状況を脱するかを考えていた。ここが優秀な女スパイの腕の見せ所。アイは自分の知っているスパイ映画や小説で優秀な女スパイがどうやってこういった危機を切り抜けていたのかを思い出そうとしていた。しかしそれよりも前に一人の団員があることに気付いたようだ。

「あらいやだ。あなたは宿屋のヒトミさんの娘のアイさんじゃない？」

これを聞いて他の団員達はかわるがわるアイの顔を覗き込んだ。

「あら、ホントねえ。あなたいったい何やってるのよ。遊びにくるんなら連絡してくれればいいのに。あなた、この部屋は女人禁制よ。早く向こうの部屋に行かないとあなた殺人罪ですよ。うふふふ。それにしても、あなた随分大きくなって。ヒトミさんの若い頃そっくり」

アイは団員達の言葉をきょとんとして聞いていた。彼女は知らなかったが、彼らは宿屋親子のことは良く知っているらしい。アイは団員達に捕まって椅子に縛り付けられたりすると思っていたのに、期待はずれの感じがしていた。これでは全然女スパイらしくない。彼らは女アレルギーの団員をその部屋に残して、別の部屋へと移った。

　アイは出された麦茶を飲みながら団員達にここへ忍び込んだ訳を説明した。団員達は興味深そうに彼女の話を聞いていたが、彼女の口からモオルダアの名前が出ると彼らは大笑いした。アイは半分女のおじさん達に叱られると思っていたが、彼らも久々の来客が嬉しいらしく、みなにこやかであった。ただし、アイの服装やケバい化粧は似合わないからやめろと言っていた。両親や教師のような人からそんなことを注意されても絶対に聞かないものだが、こういう半分女に言われると妙に納得する。アイもそれには黙って頷いていた。

　団員達は素直なアイを気に入ったようで、この後もかなり長い間彼女と話を続けた。彼らの話を聞くと、どうやらこの下田歌劇団の団員達と宿屋の女将ヒトミはかなり親交があったらしい。それは女アレルギーの団員がヒトミに叶わぬ思いを抱いているためだけではなかった。一番年下の団員はヒトミと同い年であるようで、高校までずっと同じ学校に通っていたらしい。ヒトミがその団員に惚れていたという話になった時には部屋の中はかなり盛り上がった。何も知らぬヒトミに自分が半分女だと言うことを説明するのにはかなり手間取ったと言うことだ。

　この後も彼らは巡業先での出来事などをアイに聞かせてた。アイも興味を持ったらしく楽しそうに聞いている。部屋の外では女アレルギーの団員が彼らの話に耳を傾けていた。この女スパイの不意の訪問を一番喜んだのはこの団員だったかも知れない。彼は昔のヒトミそっくりのアイを見て胸をときめかせていた。でも始めは彼女の侵入で死ぬほどの思いをしたのだが。彼は時々そっと部屋の扉を開けてアイの顔を見つめていた。彼女の顔を見ていて、女アレルギーの団員はまた愛の詩を思いついた。


	美しい

親子二代で

美しい



また変な詩ですが、彼のつもりにつもった感情が現れている？いない？まあ、どうでもいいか。

　彼らの話が終わった頃にはもう辺りはすっかり暗くなっていた。アイはまた遊びに来ると彼らに約束をしてアパートを出ることにした。彼女が玄関を出る時、女アレルギーの団員は彼の部屋に避難して道路に面したその部屋の窓からからアイを見送った。彼女が玄関を出てからも女アレルギーの団員の視線はしばらく彼女の後をおっていた。彼女が玄関を出てしばらく歩くと彼女のそばに一台の車が止まった。

　アイのすぐ近くでその車は停車した。アイが何事かと思って車の運転席を見ると中には警察署長がいてニコニコしながら窓を開けた。

「あっ、警察署長さん」

自称優秀な女スパイのアイはこの警察署長の顔も知っていた。というよりも、彼女の家が旅館ということもあってちょっとした盗難などの事件があった時には警察の世話になるので、彼女もこの署長には何度か合ったことはあるのである。

「ああ、良かった良かった。うん、うん。キミのお母様がねえ、きみが帰ってこないと心配してねえ。私に連絡してきたから、探していたんだよ。うん、うん。家まで送ってあげるから乗りなさい。うん、うん」

アイはこの時間に家にいないことはしょっちゅうあるので、どうして今日に限って母親が心配するのか疑問に思ったが、ここから家までの距離を考えると車で送ってもらえるのはありがたかった。アイは署長に言われるまま車に乗り込んだ。

　女アレルギーの団員は部屋の中からずっとこの光景を見ていたが、アイが署長の車に乗るのを見て、急に顔色を変えた。

「おい大変だ！アイさんが誘拐されたぞ！」

この団員は普段、男の喋り方をするようだ。そんなことはどうでもいいのだが。この団員の言葉を他の団員達は良く理解できなかった。しかし、女アレルギーの団員はそんなことも気にせず部屋を飛び出し、外に止めてあった原付のバイクにまたがると車の後を追いかけた。

　他の団員達が訳も解らないままアパートの外に出て遠ざかっていくバイクを眺めていると、そこへスケアリーとセラビが到着した。スケアリーとセラビが団員達から状況の説明を聞くと彼らは妙な胸騒ぎを覚えた。

「お嬢さん。もしかして誘拐というのは署長の仕業かな？」

スケアリーはお嬢さんと言われて喜んでいる暇はなかった。

「もしそうだとしたら、行く場所はやっぱりあのお社かしら」

二人は再び車に乗り込むと山の中の社へ向かった。彼らの車を団員達の乗ったワンボックスが追いかけてくる。どうしてだか解らないが、多分オモシロ半分だろう。車の中では団員達が妙に盛り上がっていた。

		
			11 上り坂
		

		　山の上の社へ続く道路をモオルダアがとぼとぼと歩いていた。彼は山の上までスケアリーに送ってもらう予定だったのだが、車中で例のボイスレコーダを取り出してくだらないことを録音し始めたので業を煮やしたスケアリーに車を追い出されたのである。一緒に乗っていたセラビは何とかスケアリーを説得しようとしたのだが、彼女のもの凄い剣幕には太刀打ちできなかったようだ。

　山の上まではまだかなり距離があった。モオルダアが息を切らせながら坂道を歩いていると彼の携帯電話が鳴った。

「もしもし。モオルダアさん」

それはコビテ刑事だった。

「モオルダアさん。ボクは重大な間違いを犯していたようです」

「そりゃそうだよ。ボクらの捜査を邪魔するなんて、それは重大な間違いに違いないよ」

モオルダアはコビテ刑事の言うことには耳をかさないつもりのようだ。

「モオルダアさんに大事な話があるんです。電話では言えませんから、これからボクと合ってくれませんか」

「コビテ刑事。あなたの話を聞いてもややこしくなるだけですから」

かわいそうなオオカミ少年のコビテ刑事。何を言っても信じてはもらえないようです。

「そんなことは言わずに。聞いてもらえないと、あなた方も大変なことになるんですよ。いいですか、あの署長は・・・。きゃーたすけてー・・・」

コビテ刑事が叫んだ後、ガリガリという耳障りなノイズが電話機から聞こえた。しばらくすると電話が切れた。

「またこれだ。まったくあの刑事は何を考えてるんだか」

モオルダアが一人でつぶやいていた。彼が何を考えていたのか、もう知ることは出来ない。このときコビテ刑事は大型トラックにひかれて即死だったのですから。ひいたトラックは現場から姿をくらまして、以後の捜査でもこのひき逃げ犯は捕まらなかった。署長が何者かに命令してコビテ刑事を殺害したのだろうか。まったく恐ろしい話です。

　コビテ刑事のこの勇気ある行動も死んでしまっては何の役にも立たなかったのである。しかし、もしモオルダアが彼の話を聞いたとしても、この時すでに署長は若女将アイを連れ去るための行動を開始していたので、それが意味のある行為だったかどうかは解らない。

　モオルダアは首をかしげながら携帯電話をしまって、また坂道を歩き始めた。辺りはだんだん薄暗くなっていた。モオルダアが何気なく空を見上げると薄明かりの中に存在感のない月が見えた。まだ辺りが明るい中でかすかに輝く月を見ると普通の人には存在感が無いように見えるのである。しかし、モオルダアはその月を見てなぜかに気になるところがあった。モオルダアが一度立ち止まってその色の薄い月を眺めて開いると、その月は署長の家の神棚にあった三日月型の神具とちょうど同じ形であることに気がついた。

「あっ、今夜だ！」

モオルダアは慌てて坂道を上り始めた。月を見て彼の少女的第六感はセミ神様に生け贄を捧げる日が今夜であると彼に教えたのである。モオルダアは必死になって坂を登っていたが社にたどり着くにはかなり時間がかかりそうである。

　現在の暦というのが太陽の動きを元にして作られているというのは良く知られていることである。つまりそれは月の満ち欠けとはほとんど関連性がないものである。これまでのミイラ事件の発生日が現在の暦の上で一致していなかったのはそのためのようだった。モオルダアのように運と直感だけで捜査をしていると、そういったところにはなかなか気付かないようである。しかし、運はまだ彼に味方をしている。モオルダアは駆け足で坂を登っていた。

　社がある場所までもう少しというところに来た時にはもう、辺りは真っ暗になっていた。モオルダアの横を一台の車が猛スピードで通りすぎていった。それはまさしく署長とアイを乗せた車だったのだが、お互いにとなりを通り過ぎていったのが誰であったのかは確認できなかった。

		
			12 車中
		

		　下田歌劇団のアパートで楽しい会話の後で署長の車で家まで送ってもらえると思って喜んでいた若女将アイであったが、車が家とは違う方向に進んでいると気付いて、彼女は急に不安に駆られた。

「あの、署長さん。私の家へ行くにはさっきの信号を曲がらないといけないんですけど」

「うん、うん。大丈夫だよ。この道を行った方が近道なんだよ。心配しなくていいからねえ。うん、うん」

署長は嘘を言っている。アイには解っていた。彼女の家に行く道は一つしかないのだ。他のどの道を通っても近道などあるはずがない。署長がニヤニヤしながら運転しているのを見て、アイはゾクッとして鳥肌を立てた。この人は私に何か恐ろしいことをしようとしているに違いない。

　車は赤信号で一度停止した。周りには何台かの車が止まっている。逃げるなら今しかない。アイはそう考えてロックをはずすとドアを開けようとした。しかし、それよりも先にガンという音がして、再びドアにロックがかけられた。運転席では署長がニヤニヤしながらアイの方を見ている。

「いけませんよ。運転中はドアを開けたらあぶないですよ。うん、うん」

署長はアイが逃げだそうとしていたことを解っていたようだった。アイは窓を力一杯叩いて隣に止まっていた車に助けを求めようとした。しかし、署長の車の窓ガラスはそんなことではびくともせず、必死にガラスを叩いても、ほとんど音は外に聞こえない。隣の車を運転していた男はアイが何かしていることには気付いたが、それが助けを求めているのだということは解らなかったようだ。アイがふざけて彼に手を振っていると思ったのか、彼もアイの方に手を振ってその後は関わりたくないといった感じで、前を見たままだった。信号が青に変わると署長は凄い勢いで車を発進させた。

「署長さん。近道なんていいから、早くうちに帰して」

アイは泣きそうな声で言った。何も言わずにニヤニヤしながら運転を続ける署長を見てアイは、この人は自分を殺そうとしていると感じていた。彼女の知っている映画に出てくる殺人鬼というのはこんな感じなのだ。何とかしなければいけないと思いながらも怖くて何も出来ない。アイは自分を優秀な女スパイだと思っていたが、こういうリアルな恐怖に直面すると何も出来なくなってしまう。どこかにこういう優秀な捜査官というのがいたような気がするけど、まあいいか。今はそれどころではない。

　アイが恐怖のために何も出来ずにいると車はほとんど人気のない山の中へ入ってきた。彼女は周囲の状況を見て、このままではきっと殺されてしまうに違いないと思った。アイは勇気を振り絞って行動に出た。それは彼女の理想とする優秀な女スパイの行動とはかけ離れていたが、彼女にはそれしかできなかった。

　アイはハンドルを握る署長の腕に思い切り噛み付いた。署長の腕にはが食い込み、血と汗が混ざった気持ちの悪い味がした。キャアーという署長の悲鳴と伴に車が大きく車線をはみ出し、もう少しのところでガードレールにぶつかりそうになった。署長は何とか車を元の車線に戻すと、腕を振り回してアイを突き飛ばした。

「あなた、死にたくなかったらおとなしくしていなさい！」

これはアイではなく、署長の言葉である。署長はせっぱ詰まると半分女の本性を現して女みたいな喋り方をするようだ。署長はポケットから拳銃を取り出してアイに突きつけた。アイも銃を向けられては何も出来ない。署長はこの状態のままさらにスピードを上げて山の上の社を目指した。

　この緊迫した雰囲気の中で車は坂を登るモオルダアを追い越したので、車の中からは彼の存在には気付かなかった。しばらくして車は社の前に到着した。

		
			13 社
		

		　モオルダアが社の近くまで来ると、さっき彼を追い越していった車が、道路をふさぐようにして止めてあった。中には誰も乗っていない。モオルダアが車の脇を通り抜ける時にボンネットからムッとする熱気が感じられた。車は相当なスピードでここまでやって来たようだ。

　モオルダアが社の近くまで来ると、その前に人影が見えた。彼はモデルガンを取り出してその社の前の人物にそっと近づいていった。そこにいたのは署長で、彼は社に向かって手を合わせて拝んでいる様子だった。

「署長、やっぱりあなたでしたね。生け贄はどこにやったんですか」

署長は背後から突然声をかけられて、ビクッとして振り返った。見るとモオルダアがモデルガンを彼に向けて立っている。

「おやおや、モオルダアさん。びっくりさせないでください。うん、うん。あなたはこんなところで、何をしているんですか？あの歌劇団は捕まえたんですか？」

「捕まえるのは歌劇団ではなくて、あなたです」

署長はこう言われてもニヤニヤ笑っている。

「うん、うん。いったい私が何をしたと言うんですか？」

「もう、あなたのしていることは解っているんです。生け贄はどこに隠したんですか」

「何のことだか解りませんが、あなたがこんなところでモタモタしていると、今頃はセミ神様があなたの大事な人を捕まえているかも知れませんねえ。うん、うん」

「大事な人？あっ、署長。もしかしてあなたは『お宝ビキニ』を生け贄としてここにつれて生きたんですか？」

署長は首をかしげて「お宝ビキニ」というのが何なのか考えていたが、そんなことは解るはずがない。

「さっき、ここに宿屋のアイさんがいたんですけどねえ。どこかへ行ってしまいましたよ。うふふふふ」

モオルダアは辺りを見回した。これまでもここがミイラ遺体の発見現場になったことはなかった。きっとここまで署長がやってきて生け贄を放すと逃げ出した生け贄が山の斜面を降りていく。元来た道は車が邪魔になって通れないから、生け贄は山の斜面を降りていくのだろう。その途中で誰かが待ち伏せていて生け贄をミイラにするに違いない。

「そうか、共犯者がいたのか」

「そんなものはいませんよ。モオルダアさん。全てはセミ神様のなさること」

モオルダアは署長の言うことなどほとんど聞いていなかった。早くアイを見つけないと、ミイラにされてしまう。モオルダアは降りていけそうな斜面を探してその方向へ向かおうとしたが、署長がモオルダアの前に立ちはだかって彼に銃を突きつけた。

「モオルダアさん、いけませんよ。うん、うん。どうやらあなたを生かしておくのは危険なようだ」

「署長さん。そんなことをしたら、さすがのあなただって捕まりますよ」

「うん、うん。そう思うかね？でも私は警察署長ですよ。あなたを消すぐらいは簡単ですよ。うん、うん。第一あなたはモデルガンで私を脅している。そんな精巧に作られたモデルガンを突きつけられたら、私が本物と間違えてもおかしくありませんねえ。うん、うん。もし私があなたを撃っても正当防衛ですねえ。うん、うん」

モオルダアのもっといる銃がモデルガンであることは始めからばれていたようだ。モオルダアは恥ずかしそうにそれをしまった。署長はモオルダアに銃を向けたまま続ける。

「ああ、そうそう。こういうのはどうです？あなたを撃ったのがセラビということにするんです。実はミイラ殺人の犯人はセラビで犯行の邪魔をするあなたを殺したというのは。うん、うん。なかなかドラマティックじゃありませんか。うん、うん。それにあなたはきっと英雄になれますよ。うふふふふ」

どうやら署長は本気でモオルダアを撃とうとしているようだ。モオルダアは怖くなって少しずづ後ずさっていく。どうしよう、どうしよう。モオルダアは何とかしたいと必死になって考えていたが、頭の中には「どうしよう」しか出てこない。もう終わりかと思っていると、誰かが署長の後ろにさっと現れて署長の背中に銃を突きつけた。

「署長さん。そろそろ年貢の収め時ですぜ」

それはセラビから連絡を受けてやって来た警官だった。グタグタ遺体事件で包丁を発見して、警察署では処分される寸前の捜査資料を盗み出した警官である。

　署長は観念して銃を捨てた。

「あなた、警察の人間ね。こんなことをして、ただですむと思ったら大間違いですわよ」

署長は興奮して女の喋り方になった。

「とうとう、正体を現しやがったな」

警官はそういって署長に手錠をかけた。モオルダアはこの「おいしすぎる」役どころの警官のことを眺めていたが、そんなことをしている場合ではないことを思い出した。この山の斜面の途中でアイが捕まっているのかも知れないのだ。

「キミ、ここは任せたよ。ボクは生け贄を探してくる」

モオルダアがそういってその場を離れようとしたが、やはりちょっと気になった。

「ねえ、キミ。キミはそんなにおいしい役なのに名前はないのか？」

「名のるほどのもんじゃございやせん」

まったく最後の最後までおいしい感じだ。それにしてもこの話では、重要な人物の多くの名前が明らかにされていませんが・・・。まあいいや。そんなことよりも早くしないと、アイさんが大変なことに。

		
			14 セミ神様
		

		　先程、社の前で車を降ろされたアイは署長が銃をしまうのを見て、一目散に駆けだした。署長は登ってきた道路の方に立っていたので、彼女は社を通り越して道になっていない森の斜面を下りていった。署長は黙ってその様子を見ていた。それは予定どおりだったからである。これまで署長がここに連れてきた生け贄はみなそのようにして森の斜面を下りていったのである。

　アイはしばらく斜面を下りてから上の方を振り返った。署長が追いかけて来ないということが解ると彼女は安心して少し速度を落として斜面を下っていった。しばらく行くと彼女は上の方からガサガサと草をかき分けて誰かが下りてくる音を聞いた。それは、慌てて斜面を下りてくるモルダアが立てている音だったのだが、ここにモオルダアが来ているとは知らないアイは署長が追いかけてきたのだと思ってまた急いで先に進んだ。

　モオルダアは先程から何度も転びながら斜面を下りていた。走っていると言うより、転げ落ちてるといった感じだった。モオルダアは自分の下りている場所が果たして正解なのかどうか時々不安に感じた。社から中腹まで下りていくルートはいくつかあるということは彼も知っていたのだから。しかし、それを考えるよりも今は少女的第六感に頼るしかない。

　夢中になって斜面を下りているモオルダアは少し先でかすかな悲鳴を聞いたような気がした。道になっていない斜面を下りていたモオルダアは、今までずっと足下を見ながら進んでいたが、この悲鳴を聞いて顔を上げた。その瞬間、足を踏み外して彼は斜面を滑り落ちていった。

　モオルダアが滑り落ちて行った先には障害物もなく、彼はかなり長い距離を落ちた。体が止まったところは斜面が終わって平地になったところだった。モオルダアは軽い目眩を感じながら辺りを見回した。そこはモオルダアも良く知っている森の中の開けた場所だった。その場所の中心に彼は信じられない光景を見た。「もしかすると、自分は頭を打って気を失っているのかも知れない。これはきっと夢に違いない」モオルダアはこんなことを思っていたが、やっぱりこれは現実のようだ。

　暗闇の中にアイともう一つの影が見える。もう一つの影は身長が二メートル以上もある巨大なものだった。その影が動くとそれが人間ではないことが解った。何よりもまず、足が細すぎる。その細い足が何本もあって大きな体を支えているようだった。顔には二つの目があることが解ったが、鼻と口はなく、代わりに細長いくちばしがついていた。体全体のシルエットは巨大なカマキリのように見える。しかし、腕は鎌にはなっておらず、人間のような手があった。

　これがセミ神様なのだろうか。モオルダアはここに署長の共犯者の人間がいると思っていたので、予想に反して現れたこの化け物を唖然として見つめていた。「セミ神様のくせにカマキリみたいだ」モオルダアは驚きのあまり、意味のないことを考えていた。しかし、その怪物が腕をアイの方へ伸ばすのを見て我に返った。

「アイさん、逃げろ！」

モオルダアが叫んだが、アイはまったく反応しない。彼女は先程からこの怪物の前で催眠をかけられたように立っていた。目は開いていたが、それは遠くを見つめていたままである。

　モオルダアはモデルガンを取りだして化け物目がけて弾を発射した。最新型高級モデルガンの弾は見事に化け物に命中したが、それで化け物を倒せる訳はない。しかし、それで一時的に怪物の注意を逸らすことは出来た。モデルガンで撃たれた怪物はモオルダアの方を冷たい目で睨んだ。モオルダアはそのあまりの恐ろしさに腰を抜かしてその場にへたり込んでしまった。

「逃げろ、逃げろ」

モオルダアが情けない声で叫んでいる。しかし、アイはまったく反応を示さない。怪物は再びアイの方へ手を伸ばして彼女の肩に手をかけた。「ああ、もうダメだ」モオルダアは怖くてほとんど泣きそうである。これから怪物の目からモオルダアが言っていたような「ミイラ化光線」が出てくるのだろうか。それとも何か別の方法でアイはミイラにされてしまうのであろうか。モオルダアは泣きながら見守るしかなかった。

　化け物はアイの前でそのくちばしをゆっくりと持ち上げた。

「ああ、そうかあのくちばしで内蔵と血液を吸い取るんだな」

パニック状態のモオルダアは妙に感心している。早く助けないとアイはミイラにされてしまうのですが、モオルダアではもう無理なようだ。

　化け物のくちばしがアイの目の前まで迫っていた。その時、森の中から一人の女が飛び出してきた。彼女はアイのところまで走って行き、アイを突き飛ばした。そして怪物のくちばしをつかむとそれを自分の口の中に入れた。

　モオルダアが驚いてその女をよく見るとそれは女アレルギーの団員だった。彼は女装をしているのでモオルダアには女性に見えたのである。怪物は女アレルギーの口の中に入ったくちばしをさらに中に押し込んだ。すると、そこからグルグルと水洗トイレがつまった時のような音が聞こえてきた。女アレルギーの団員はしばらく痙攣していたがそのうち動きが止まった。彼の顔は見る見るうちに青ざめていき、よく見ると体中の水分が抜き取られて次第に彼の体が骨と皮だけになっていく様子がわかった。そして一分もしないうちに女アレルギーの団員はミイラになってしまった。これを見たモオルダアはたまらず悲鳴をあげた。

　怪物が女アレルギーの団員から手を放すと、カラカラにひからびた団員の遺体が音もなく草むらに倒れた。怪物は向きを変えてモオルダアの方へ向かってきた。団員だけでは物足りないというのであろうか。怪物は何本もの細長い足をグニャグニャ動かしながら、モオルダアの前までやって来た。

「うわあ、ごめんなさい。ごめんなさい」

モオルダアはピンチになるとどうしても謝ってしまうようだ。

		
			15
		

		　遅れて山の上の社へ到着したスケアリーとセラビは、例の警官から話を聞いて山の斜面を捜索していた。途中でモオルダアの悲鳴を聞いた二人は慌てて悲鳴のした方へやって来た。見るとそこではモオルダアが巨大な影に向かって必死に謝っていた。二人は始めモオルダアが何をしているのか解らなかったが、やがてその大きな影が得体の知れない怪物だと言うことが解った。

「あれまあ、モオルダアが大変ですわ」

モオルダアはスケアリーとセラビがやって来たことに気付いた。

「スケアリー。早くこいつを撃ってくれ。ミイラにされちゃうよ」

スケアリーは言われるまま銃を取り出して怪物に狙いを定めた。それとほぼ同時に怪物の動きが一瞬止まったかと思うと、今度は苦しそうにもがき始めた。それを見たモオルダアは立ち上がって二三歩後ろに下がって何が起こるのか見ていた。

　もがき苦しむ怪物の腹の辺りからドロドロの液体が流れている。怪物はギイギイと苦しそうな悲鳴をあげていた。腹部から流れ出た液体は足の方に流れていった。それと同時に怪物の背が低くなっていくように見えた。液体が怪物の足を溶かしているのだった。足が全部溶けて怪物の体は地面にたまった液体に浮かんでいた。体の半分が液体によって溶かされてしまっても怪物はまだそこから逃げ出そうと、腕を足のように使って体を持ち上げた。しかし地面についた手が液体に触れて溶け始め、やがて胴体の上の方と顔だけになってしまった。怪物はしばらく苦しそうな声をあげていたが、その声も顔が泥沼に沈んでいくかのようにして溶かされてしまうと同時に聞こえなくなった。

　ここにいた三人はしばらく呆然として黙っていたが、やがてスケアリーが口を開いた。

「モオルダア。いったい何が起きたと言うんですの？」

「セミ神様。セミ女。食あたり・・・」

モオルダアは冷静に喋ろうとしているが、まだパニック状態のようだ。セラビはいまだに自分の見たものが信じられないといった感じだ。

「モオルダア。はっきりとものを言いなさい」

上手く喋れないモオルダアにスケアリーがいらついたのか、少しきつい調子で言った。それで、モオルダアはやっと我に返った。

「あっ、そうだ。アイさんが」

アイは女アレルギーの団員に突き飛ばされた時に気を失っていたようだったが、怪物が溶けてしばらくすると意識を取り戻した。アイは起きあがると、この森の中の空き地に三人の見慣れた人間の姿を発見した。アイはわあっと泣きながら三人の方へ走り寄ってきた。モオルダアは彼女が彼の胸に顔を埋めて泣くのだと思い両手を広げて彼女が走ってくるのを待っていたが、彼女はモオルダアの横を通り過ぎてセラビの元へと走っていった。そこでモオルダアが想像したように、セラビの胸に顔を埋めてわんわん鳴いている。モオルダアは「どうしてだろう？」といった表情をスケアリーに見せた。

「あっ、そうそう、モオルダア。アイさんはねえ、エロ本読む人は嫌いなんですって」

モオルダアは何を言われているか解らなかったが、しばらく考えてから苦い表情になった。モオルダアは宿屋の自分の部屋に「お宝ビキニ」の雑誌をおきっぱなしにしていたのだ。しかも「お宝ビキニ」のページを開いたままで。それにちり紙も散乱していたっけ。アイはモオルダアの部屋に忍び込んだ時にそれを見つけたに違いなかった。しかし、ちり紙は誤解である。

「ねえ、スケアリー。ちり紙についた液体が唾液であることを証明するのって、簡単だろ。帰ったらちょっとやってくれないかなあ」

「そんなことは無駄ですわ。ちり紙に何がついていようと。あなたが変態であるという事実には変わりありませんから。アイさんも早くそれに気付いて幸せでしたわ」

始めはいい感じだったのに、今のアイはモオルダアに少しも興味を持っていないようだ。それもほとんどは誤解なのだが、彼が「お宝ビキニ」に夢中になっていたことはゆるぎない事実。モオルダアは何とも言えない後悔を味わっていた。

　そこへ山の上の方からがやがや喋りながらこちらへ向かってくる集団があった。下田歌劇団の残りのメンバーがやって来たようだ。モオルダアは女アレルギーの団員がここでミイラになっているのを彼らに見られてはまずいと思った。

「みなさん。ここは事件現場です。関係者以外は立ち入り禁止です」

モオルダアが団員達に言った。

「何言ってるのよ。ここにあのコがいるんでしょ。道の途中でバイクを見たんだから。あのコがいるんならあたし達も関係者よ」

そういうとモオルダアの制止を簡単に振り切って団員達がこの空き地の中に入ってきた

彼らの一人が空き地の真ん中にミイラになった女アレルギーの団員を発見した。モオルダアはまずいと思った。きっと彼らはそれを見てぎゃーぎゃー騒ぎ出すに違いない。しかし、モオルダアの予想に反して団員達は静かだった。彼らはミイラになった死体を見つめながら静かに涙を流している。

「美しい話じゃないの。やっと愛する人に男らしいところを見せられたのね」

団員の一人がそう言った。モオルダアとスケアリーは女アレルギーの団員の切ない想いを知らなかったので、彼らが何を言っているのか良く解らなかった。

「ところで、モオルダア。ここで何があったのかまだ聞いていなかったわ」

スケアリーが聞いた。モオルダアはここへやって来てから起きたことを細かく説明した。もちろん足を滑らせて斜面を滑り落ちたことや、怪物を前にして腰を抜かしたことなどは内緒である。

「それで、どうしてあの怪物は急に溶けだしたんですの？」

「さあ、そこはボクにも良く解らないけどね。でも今まであの怪物は若い女性ばかりを食べていたんだ。中年のおじさんじゃ食あたりを起こすのも当たり前かも知れないよ。もしかすると、あの怪物は男アレルギーだったのかも知れないぜ。それなのに、あの団員は女装をしていたから気付かずに食べてしまったんだよ」

「なんだか良く解らない話ですわ。あの液体を調べてみれば何か解るかも知れませんわね」

しかし、それは無理なことだった。事件から一時間も経つとその液体は完全に蒸発してしまい、警察がやって来る頃にはそこには何も残っていなかったのである。

「それにしても、あの女アレルギーの団員はどうしてここが解ったんでしょうか？」

とスケアリーが続けた。モオルダアも気になっていた。彼は怪物に襲われたのではなくて、自らあのくちばしを彼の口に入れたのである。

「やっぱり、彼は以前にミイラ事件の現場を目撃したのかも知れないなあ。それで、どうすれば生け贄を助けられるのかも無意識の中でちゃんと知っていたんだ。あっ。ということは今回はボクが目撃したんだから、今度はボクが女アレルギーってことになるのか？」

モオルダアの安易な考えにスケアリーはあきれている。

「あなたは大丈夫ですわ。ああいった病気は繊細な心の持ち主がなるものですから。あなたのような鈍感な人は安心していて平気ですわよ」

モオルダアは納得したのかしていないのか良く解らないような感じで頷いていた。

		
			16 翌日
		

		　エフ・ビー・エルの二人は車に乗って帰途についた。来る時と同様、渋滞に巻き込まれて、下田を離れるとすぐに車はほとんど動かなくなった。運転しているスケアリーはイライラしながら握ったハンドルを指先でこつこつ叩いている。

「ちょいとモオルダア。あたくし達はもう少し現場に残って捜査のお手伝いをした方がいいんじゃございません？そうしないとまたあの事件は事故として片づけられることになりますわよ」

「その必要はないよ。キミがもう少し温泉に浸かっていたいのは解るけど。署長はもう捕まったから裏工作をすることも出来ないしねえ。それにあのセミ神様かなんか知らない怪物ももういなくなったことだし。ボクらの活躍で山には平和が訪れたってわけだよ。でもまあ、あの怪物については公表されることはないかも知れないねえ。なにしろ何も証拠が残っていないのだし」

モオルダアがこう言うとしばらく二人は黙ったままだった。日差しが照りつける中、二人を乗せた車はノロノロと動いたり止まったりを繰り返していた。

　モオルダアは遠くの方を眺めて何かを考えているようだったが、ふと何かを思いだしたようにポケットからあのボイスレコーダを取り出した。スケアリーは彼がボイスレコーダを取り出すのを気配で察知していた。モオルダアがボイスレコーダの録音ボタンを押すか押さないかという時、彼女はモルダアの方にさっと手を伸ばして彼の手からボイスレコーダを奪い取った。そして素早く窓を開けるとそれを車の外に放り投げた。投げられたボイスレコーダは比較的すいている反対車線に落ちた。そして、落ちてすぐにそこを走ってきたトラックがボイスレコーダを踏みつけていった。モオルダアの大事なボイスレコーダはバラバラに壊れてしまった。

「ああ、なんてことをするんだ」

モオルダアは車の中から壊れてしまったボイスレコーダを悲しそうに見つめていた。

「バラバラになったのがあのボイスレコーダで良かったんじゃありませんの？あたくし一歩間違えたらあなたをあんな風にしてしまうところでしたわ」

スケアリーがせいせいしたという感じで言っているのを見て、モオルダアは何も言えなくなった。

「だいたい、あなたはあのボイスレコーダの使い方を解っていましたの？あなたがあれを使って話の内容をまとめてくれて、作者様は助かったかも知れませんがねえ、でもそれは所詮パクリですわ。あたくしはそういうのは好きではありませんから。これからは作者様も気をつけてくださいませ」

はい、すいませんでした。私もスケアリーにバラバラにされてしまうところでした。

　モオルダアはその後、なるべくスケアリーの機嫌を損ねないように静かに助手席に座っていた。モオルダアはいつか自分の車を手に入れて、その車の中で好きなだけボイスレコーダに録音しようと心に決めていた。

		
			17 二人の報告書に書かれたそれ以後のこと
		

		　署長が捕まった後、新しい署長にはセラビが適任だという声が警察署内であがったが、セラビはミイラ事件が一応解決するともう警察の仕事にはまったく興味を示さなかった。セラビはミイラ事件に費やした時間を取り戻すつもりらしく、南の島に家を立てて、残りの人生を楽しむつもりだそうだ。セラビはこれまで事件の捜査に明け暮れていて、贅沢など一つもしてこなかったのでそれだけのことをする金銭的な余裕は十分にあるということだ。なんだか羨ましい。

　捕まった警察署長は警察で取り調べをうけているうちに心臓を患ってすっかり弱ってしまったそうだ。始めのうちは自分は潔白だと言い張っていたのだが、自分も先は長くないと解ると次第に事件の真相を語り始めた。これまでのミイラ事件の被害者は全員みな彼によってあの社のところまでつれてこられたようだ。一番始めにセミ神様への生け贄を捧げる時には彼も半信半疑だったのだが、翌朝彼が山の中でミイラになった遺体を見つけると彼はセミ神様の存在を確信したようである。

　今では心の病院に入院しているヒトオ少年の件についても、署長は真相を語った。ヒトオ少年はグタグタ遺体事件の実行犯であった。しかし、それは署長が彼を脅迫してやらせたことであった。ヒトオ少年がタバコを吸っているところを偶然見つけた署長は

「これが見つかったら、キミの大学の推薦入学は取り消されてしまいますよ。うん、うん」

と例の感じで脅して、ヒトオ少年を自分の言いなりにさせたということだ。それにしてもたかが推薦入学のために人殺しとは。モテモテの優等生も意外と軟弱な精神だったようだ。

　それから、コビテ刑事のひき逃げ事件も署長の仕業だった。トラックを運転していたのは元警察の人間だったらしい。この犯人はいま海外に逃亡しているということだがそのうち捕まるだろう。

　これだけの悪事を働いた署長にはそうとうの刑罰が下されるであろう。しかし、その前に病気のためにかれの人生は終わってしまうかも知れない。噂によると署長は、グタグタ遺体事件後のヒトオ少年のようにおかしな行動をするようになったということだ。これはもしかするとセミ神様の祟りというやつなのだろうか。しかしそんなことは誰にも解らない。あの夜、森に現れた怪物が果たしてセミ神様なのか、或いはこれまで誰にも見つからずにあの近辺で生きてきた新種の生き物なのか。それともあれは妖怪？宇宙人？もしかして、そんな怪物なんて始めっから存在しなかった？

　あの怪物が何も残さずに溶けてしまった今ではどんな説も正しそうであり、間違っていそうでもある。

　エフ・ビー・エルの二人が下田を離れてから数日後、スケアリーの元へ宿屋の若女将アイから手紙が届いた。アイは事件の夜の怖い体験で女スパイの夢は諦めたということだった。高校を卒業したら電話会社のようなところ勤めて、いろいろな人の会話が勝手に聞こえてきてしまうような仕事をしたい思っているらしい。それから手紙には、モオルダアにエロ本を読むのをやめるように伝えてくれとも書かれてあった。

　モオルダアの元へは下田歌劇団の団員から手紙が届いた。あの「セミ女」の話を大幅に改良したらしい。話の中にセミ女を捕まえるためにやって来た捜査官というのが登場して地元の劇団員の少年と恋に落ちることになるらしい。モオルダアは楽屋で団員達に迫られた時のことを思い出して、ぞーっとしながら手紙を読んでいた。手紙には次の埼玉公演のチケットが一枚入っていた。あのスケアリーは連れてこないで必ず一人で見に来るように、と書かれていた。モオルダアはそれを読んで恐怖に震え上がった。

		
			17
		

		　事件から数日後、警察の検分が終わった現場に下田歌劇団の団員達と宿屋のヒトミとアイ、そしてセラビの姿があった。彼らは身よりのない女アレルギーの団員のためにここに墓を作ったのだ。誰もがあまり口をきかずに墓参りをしている。

「彼は女アレルギーのまま生きているより、愛するもののために自ら犠牲になったんだから、この方が幸せだったんだろうなあ」

セラビがつぶやいた。その前ではヒトミとアイが並んで墓に向かって手を合わせていた。

　墓標には女アレルギーの団員がヒトミへの思いを込めて作った詩が刻まれている。

		
			触りたい

死んでもいいから

触りたい

		

		なにもこんな詩でなくてもいいような気がしますが、きっと彼の思いはヒトミの心の奥深くまで届いたことでしょう。

		
			#008 サマータイム（第三話）・セミ神様

			Little Mustapha
		

	
		
			#009 後門の狼
		

		
			1 エフ・ビー・エル、ペケファイルの部屋
		

		　モオルダアは椅子の背もたれに寄りかかって憂鬱な表情をして座っている。いったい何が気に入らないのか解らないが、彼は先程からずっとこんな感じなのである。

　モオルダアは思っていた。「どうしていつもこんな風なんだろう？いったい、いつになったらボクはハッとするような美女と冒険に満ちた捜査を繰り広げることが出来るのだろうか。それに今回の事件だって・・・」モオルダアの自問はここで妨げられた。スケアリーがドアを勢いよく開けて部屋に入ってきたのだ。

「モオルダア。事件ですのよ」

いきなりドアが開いたことにモオルダアはちょっと驚いていたが、それがスケアリーであると解ると彼はまた憂鬱な感じに戻った。

「ああ、知ってるよ。これのことでしょ」

モオルダアは自分の前にあった書類をスケアリーに見せた。

「そうですわ。でもあたくしには解りませんわ。どうしてこんな事件をあたくし達が捜査しなくちゃいけないんですの？事件と言うよりは事故ですわ。男性が野犬に襲われて亡くなったんでございましょう？それなら、その野犬を捕まえてしまえばすぐに解決ですわ」

スケアリーはモオルダアの予想どおりの反応を示している。ここでスケアリーに事件の異常さを説明するのがモオルダアの楽しみでもあるのだが、今回はそうでもない。

「これは野犬の仕業ではないよ。以前にも似たような事件があったんだけど、まさかボクらが捜査するとは。まったく悪夢だね。以前の事件で殺された被害者の検視結果によると、遺体に残っていた歯形は犬のものではなかったんだよ」

「あら、それじゃあ、クマか何かですの？」

「それなら、まだ良いけどね。歯形の特徴からそれがオオカミのものであると解ったんだよ」

モオルダアはまだ浮かない顔をしている。スケアリーはモオルダアのこの様子になんだか調子が狂ってしまいそうだ。

「犬もオオカミも似たようなもんですわ。それに日本のオオカミはもう絶滅しているんですのよ。これは絶対に野犬の仕業ですわ。・・・モオルダア。もしかして狼男だなんて言うんじゃないでしょうね」

スケアリーはここでモオルダアが嬉しそうに狼男の話を始めるものだと思っていたが、モオルダアは静かにクビを振っただけだった。

「狼男ならまだ良いんだよ。スケアリー。キミはコウモンの狼、というのを知ってる？」

「知っていますわよ。前門の虎、後門の狼。あたくしぐらいのインテリならそのくらいは知っていて当然ですわ。一難去ってまた一難って意味ですわね。でもそれがこの事件とどんな関係があるって言うんですの？」

「まったく関係がないよ。ボクが言ってるのはその後門じゃないんだ」

ここでモオルダアは少し間を取った。なんだか話を続けるのがイヤなようだ。

「ボクが言っているコウモンって言うのは、人間の肛門のことなんだよ」

こう言ってモオルダアはため息をついた。なるほど、こんな事件では美女が登場するはずはない。モオルダアの憂鬱の理由が解ってきました。

「人間の肛門と狼にどんな関係があるっておっしゃるの？」

スケアリーはモオルダアの言っていることがまったく理解できていない。

「関係があるとか無いとか、そういうことじゃないんだよ。コウモンの狼が人を襲ったんだよ。ここにコウモンの狼に襲われて一命を取り留めた人の証言があるんだ。それによると、犯人がズボンを脱いでそれから後ろを向いて下着を降ろしてお尻の肉を左右に広げると、そこには恐ろしい狼の顔があって、それが牙をむいて被害者に襲いかかってきた、ということなんだ」

　モオルダアがこの話をしていると、部屋中に嗅ぎたくない臭いが充満しているような気分になってくる。スケアリーは無意識に鼻をつまんでいた。鼻をつまんだまま喋っているスケアリーが変にこもった声で言った。

「あたくし、そんな話は信じませんけど、その人を襲ったのが動物じゃなくって人間だと言うことは確かなようね。狼がどうのって言うところは、多分恐怖のあまり記憶が間違っているんですわ」

「キミはボクらがこの事件の捜査をするべきだと思う？ボクとしてはなんとなくイヤなんだけど」

モオルダアは、どう考えても美女の登場しないこの事件の捜査はしたくないようだ。

「捜査はすべきですわ。この犯人を捕まえて、コウモンの狼がいないということを証明すればいいというだけなんですから」

モオルダアはこの答えにガッカリしていた。こんな汚い話にスケアリーがのってくるとは思っていなかったのだ。それにこういう場合「コウモンの狼」に遭遇するのはモオルダアだけで、後からスケアリーにいくら説明しても信じてもらえない、ということになるに決まっている。

「モオルダア。ぐずぐずしている暇はありませんわよ」

スケアリーがモオルダアを引っ張って部屋を出ていく。

「ホントに行くの？」

モオルダアはこれから起こることを想像して思わず鼻をつまんだ。



　この先はあまりに下品な話が続くため公開できません。一応、結末だけを書いておきましょう。モオルダアの少女的第六感によって何とかコウモンの狼を捕獲することに成功。捕まえてみるとコウモンがオオカミなのではなくて、人間に寄生するオオカミがコウモンから顔を出していたのだということが解った。

　この後しばらくモオルダアはもの凄い悪臭を放っていたため、彼に近づく者は誰もいなかった。

　スケアリーがコウモンの狼を調べたところ、生物学上それは犬に分類されるということだった。幻のニホンオオカミの発見とはいかなかった。しかし、ニホンオオカミが人間の肛門から発見されて誰が喜ぶというのだろうか？

		
			#009 後門の狼

			Little Mustapha
		

	
		
			#010 前門の虎
		

		
			1 夜道
		

		　多惰野凡太（タダノ・ボンタ）は平凡な大学生。テニスサークルの飲み会を終えたタダノは、夜も更けて人のほとんど通らない道を彼のアパートへと向かって歩いていた。タダノは一人でニヤニヤしながら歩いている。ちょうどいい具合に酒が回っているのだろう。ニヤニヤ、ニヤニヤ。明日は何して遊ぼうか。さっきからそんなことばかり考えている。彼はあと二年して就職活動が始まるまで、遊んで暮らせるのだから。平凡な大学生なんてそんなものである。

　ニヤニヤ、ニヤニヤ。彼は細い路地に入っていった。この先をもう少しいくと彼のアパートにつく。路地には街灯も少なくこれまでの道よりも暗い。タダノがこの路地を歩いていると、電柱の影から若い女の声が聞こえてきた。

「ちょいと、旦那。お待ちになって」

タダノは急に話しかけられて驚いたが、声でそれが若い女性であると解ると立ち止まった。

「何ですか、ボクに用ですか？」

タダノは声がした方を振り向いた。しかし電柱の影になってその顔はよく見えない。彼は目を細めて電柱の方を覗き込んだ。可愛い子だったら良いなあ、とタダノはほろ酔いの頭の中に声の主の顔を想像した。しかし、可愛い子だったら何だというのか？平凡な大学生にはそんなことは関係ない。夜道で見知らぬ女に話しかけられて、その後その女性と何か良いことがあったりして・・・。そんな妄想をするだけで彼は楽しいのだ。

「そこにいるんでしょ？暗くてよく見えないよ」

タダノが暗闇をじっと見つめていると、一瞬その闇の中の人物の両目がきらっと光った。タダノは驚いて声をあげそうになった。

「ウフフフッ。どうしたの？驚いた顔して」

これを聞いてこわばっていたタダノの顔がまた元のニヤニヤに戻った。なんとなく色気のある声だ。タダノはそんなことを思った。

「いいにおいがしていますね。旦那」

それにしても、どうしてこの人は自分のことを旦那と呼ぶのだろう？タダノは変な感じだったが、それがまたおかしくもあった。ここは彼の通う大学の近くである。もしかしたら、知り合いがイタズラをしているのかも知れない。

「いいでしょ、これ。このコロンで世の女性陣はボクにめろめろなのさ」

タダノがふざけてみたが、闇の中の女性は何も反応を示さない。

「コロンじゃないのよ。私が言っているのは、あなたのこと。あなたの肉の臭いのことよ」

そういうと闇の中でまた両目が光った。タダノはどうしていいか迷っていた。これはとてつもなく嬉しい話なのか、それとも自分は頭のおかしい女に絡まれているだけなのか。或いは、これは友人達のイタズラで、ここで自分が変な行動を起こしたら物影から友人達が現れて自分が大笑いされるのだろうか？彼が黙っていると、また闇の中から声がした。

「さあ、もっと近くにいらして。旦那」

タダノは少し怖くなってきた。このまま立ち去ることは簡単なのだが、なぜか闇の中の女性が気になる。闇の中から聞こえてくる声には、どこか抗しがたい魅力を感じるのだ。

　せめて顔だけでも見ておきたい。タダノはこう思って一歩前に出た。すると闇の中の女は彼の腕をつかんで自分の方へ引き寄せた。タダノはなぜか少しも抵抗することなく女の腕に抱かれていた。なぜか彼にはそうすることが自然なことのようにも感じられた。ビルの屋上から飛び降りたら下に落ちていく。そんなことと同様に、これも自然の法則なのだと。

　女の背丈は彼とほぼ同じくらいだろうか。彼の目の前にはその女の顔があるはずなのだが彼の目に入ってくるのはギラギラ輝く目だけである。彼はその目の奥に吸い込まれていくような感じがしていた。

　この瞳の奥には底なしの闇がある。「自分はこの不思議な魔力の虜になったのだ」これは、タダノがどうしてこの女のすることに抵抗出来ないのか、という彼自身の問いに対して出した答えである。もうこの混乱のために酔いは醒めてしまったのに、こんな答えしか見つからなかった。

　タダノが女の輝く瞳を見つめていると、それはニコリと笑ったように見えた。タダノも無意識に軽く微笑んでいた。それから女はゆっくりと口を開けた。口の中には黄ばんだ鋭い牙がずらりと並んでいた。タダノはその牙に気付いてやっと我に返った。慌てて女から離れようとしたが、女はもの凄い力で彼をつかんでいた。いくらもがいても彼は女から離れることが出来なかった。彼が激しく動けば動くほど女の爪が彼の腕に食い込んできた。

　女の口はさらに開いていき、やがてタダノの顔と同じ大きさまで開いた。どうしていいのか解らずに、ただ女の口が開いているのを見ていたタダノだったが、ここまで来てやっと何とかしないといけない、ということに気付いた。何とかしないとどうなるか？きっと、あの牙に噛み付かれるに違いない。

　タダノは震えて力が入らなかったが、何とか息を吸い込むと叫び声をあげて助けを呼ぼうとした。しかし、彼の声があがる寸前、女はタダノのノド元に噛み付いた。タダノが出そうとした声は、彼の首に開いた穴から音にならずに抜けていった。彼は首から血しぶきを上げていたが、それもしばらくすると止まった。それから彼は自分の流した血の中にばたりと倒れた。

		
			2 都内のとあるブティック
		

		　スケアリーはエフ・ビー・エルに出勤する前にこのブティックでショッピングを楽しんでいる。・・・なんだかエフ・ビー・エルっていつ出勤してもいい自由なところみたいだ。

　スケアリーが店内に並んだ服の中を歩き回って気に入ったスーツを手に取った。そこへすかさず店員が近寄ってきて商品の説明を始めた。

「お客様。そのスーツよりもこちらなんかどうでしょうか。こちらの方が体のラインがすっきり見えると思いますよ」

店員はスケアリーにより高価なものを勧めているのかと思ったがそうでもないらしい。どちらも同じような値段だ。スケアリーは店員の言うことには耳をかさずにまた別の場所へと移った。今度はブラウスを選んでいる。そこへさっきの店員がついてくる。スケアリーが薄紫色のブラウスを手に取ると、店員はもっと濃い色のものを手にとってスケアリーに勧めた。

「お客様。その色よりもこちらの方が体が引き締まって見えますから、こちらの方がいいかと思いますけど」

この店員はスケアリーの手に取る商品をことごとく否定している。

「あの、失礼ですけど、あたくしは自分の服は自分で選びたいんですの。ですからあたくしがこれ、と決めるまで黙っていてくださらない？」

スケアリーは少し機嫌が悪そうに言った。

　スケアリーは手に取ったブラウスを元に戻すと今度はシャツがおいてある方へ移動した。そこで彼女は太い横のラインが入ったシャツを見ている。そこへまた店員がやって来た。

「お客様。そのシャツよりもこちらの縦に細いラインが入っているほうが痩せて見えると思いますけど」

そう言われて、とうとうスケアリーは店員を睨みつけた。

「ちょいと、あなた。さっきからあなたはあたくしをブクブクちゃんみたいに扱っていらっしゃいますけど、それっていったいどういうことなんですの？あたくしはこんなに・・・」

そういいながらスケアリーは近くにあった試着用の鏡の方に体を向けた。あたくしはこんなにスリムなんですけど、と言うはずだったが、そこに映った自分の姿を見てスケアリーは一瞬言葉を詰まらせた。あらいやだ、あたくしが気付かないうちにあたくしは少しブクブクちゃんになっていますわ・・・。しかし途中まで言いかけたことは最後まで言わなくてはいけない。

「あたくしはこんなにスリムなんですから。どんなものを着たって似合うに決まっていますわ。ですからあなたはいちいち余計なことを言わないでくださるかしら。せっかく買う気で来たのに、あなたのおかげで今日のこの店の売り上げが減りましたわ」

スケアリーはそう言ってから逃げるようにしてそのブティックを後にした。

		
			3 エフ・ビー・エル、ペケファイルの部屋
		

		　モオルダアはつまらなそうに書類を眺めている。モオルダアは思っていた。「あ〜あ・・・。あ〜あ・・・。どうしていつもこんなことになるんだろう。いつになったらボクの優秀な捜査官としての本領が発揮できるような事件が起こるんだ？そんな事件が起こったら、きっとボクはマシンガンの弾丸が飛び交う中も傷一つ負わずに走り抜けることが出来るはずなんだ。でも近くに美女がいる時は腕に傷を負うかも知れないな。そこで美女がそれに気付いて『まあ、ひどい傷！』とか言うんだ。そうしたらボクが言うのさ。『なに、こんなのはかすり傷だよ』って。そこでボクと美女の目と目が合う。そうするとその後には・・・」モオルダアの妄想が盛り上がってきたところで、予想どおり部屋のドアが開いてスケアリーが入ってきた。しかし、今日はいつもよりも静かにドアが開いたので、モオルダアもあまり驚かずにすんだ。

「ああ、キミか」

モオルダアはスケアリーをチラッと見てからまた書類に目を戻した。それから一つ間をおいてモオルダアは何かを思い出したように再びスケアリーの方を見た。

「なあ、スケアリー。キミ最近なんだか・・・」

太ったんじゃないか、と言う前にモオルダアは慌てて口を閉じた。スケアリーはブティックでのこともあってこういうことには敏感に反応する。

「最近なんだって言うの、モオルダア。話を中途半端にするのはおやめなさい」

「いや、何て言うか、その。最近またいちだんと綺麗になったんじゃないの、とか、そんな感じ」

モオルダアは分かり易く嘘を言っている。しまった、またスケアリーの鉄拳がとんでくる。モオルダアは覚悟を決めて歯を食いしばっていたが、意外にもスケアリーは静かにしている。

「あらそうですの。それはよかったですわ。ところで事件なんでございましょう。あたくし、最近温泉とかで休みすぎでしたから、そろそろ仕事をしないといけませんわ」

スケアリーのこの言葉でモオルダアは少し明るい気持ちになった。今回は臭い仕事はスケアリーにしてもらえるかも知れない。何しろ前回のコウモン事件でモオルダアはかなり臭い思いをしたのだから。モオルダアはスケアリーに事件の説明を始めた。それは前回のコウモン事件とそっくりだった。

「今朝タダノという大学生の遺体が発見されてねえ。それがただの遺体じゃなくて肉食動物に食べられた可能性があるんだよ」

「それって、またコウモンの狼じゃありませんの？それだったらあたくしはパスしますわ。前みたいにあなたが臭い思いをしてコウモンから狼を引っ張り出して退治すればいいんですのよ。そのあいだにあたくしはフィットネスクラブにでも行っていますから」

「えっ、そうなるの？でもまあいいか。コウモンの狼は前回で絶滅したはずだよ。どんな狼ももう日本では見ることが出来ないってことだよ。それに今回は少し様子が違うんだ。事件があったのは大学の近くの住宅街なんだけど、付近の住民は遺体が発見されるまで誰もその事件には気付かなかったんだ。これはちょっとしたミステリーだよねえ。どんな人間でも自分が食べられそうになったら抵抗して物音を立てるはずだけど、誰も犯行に気付かなかったなんて」

「そんなことはどうでもいいですわ。あたくしは捜査で体を動かして余分な脂肪を燃焼させなくてはいけませんから」

スケアリーはつい本音を言ってしまった。モオルダアは気付いていたがそのことについては何も言わなかった。

「それじゃあ、早速捜査にかかりましょうかあ」

「そうしましょうかあ」

		
			3 事件現場
		

		　スケアリーは事件現場から少し離れたところに車を止めて車を降りようとしていた。

「ねえ、もう少し先に止めた方がいいんじゃないか？ここからじゃ現場まで三百メートルはあるよ」

不審に思ったモオルダアがスケアリーに言った。

「いいんですのよ。文句があるなら自分で車を買ってからにしなさい」

こう言われると何とも言えなくなる。

　スケアリーは車を降りて、すたすたと歩き始めた。両手を大きく振っている。これはウォーキングフィットネスの歩き方だ。モオルダアは仕方なく小走りに彼女を追いかけた。

　二人は事件現場までたどり着いたが、もうそこには何もなかった。住宅街と言うだけあって、あまりに悲惨な現場をそのままにしておくのには少し都合が悪かったらしい。二人がついた時には一通り検分が終わって、路地一面に広がっていたタダノの血もきれいに洗い流されてしまっていた後だった。

「何ですのこれは。むごたらしい遺体と血はどうしたというんですの？これじゃあ全然エキサイティングじゃありませんわ」

スケアリーは少し息を切らせながら近くにいた警官に言った。モオルダアはこの状況を嬉しく思っていたが、せっかく三百メートルも歩いてきたのに何もないというのは少し気に入らない。

「あなた達はエフ・ビー・エルですね」警官が二人を見て言った。

「しかしですねえ。私どもの捜査にも決まりがありましてねえ。それに検分は十分にやりましたし、調べたいことがあれば署の方に行けば何でも解りますよ」

モオルダアは警官の言うことはあまり聞かずに辺りを調べている。警察が気付かない些細なことに気付くのが優秀な捜査官。そう思っていろいろ調べてみたが。やっぱり何もなかった。モオルダアは遠くにある彼らの乗ってきた車の方を見てため息をついた。「またあそこまで戻るのか・・・」

　よく見るとスケアリーはまた両腕を大きく振り回して車の方に向かって歩いていた。いったいどこへ行くのだろうか？モオルダアは大声を上げてスケアリーを呼び止める気にもならなかったので、スケアリーの携帯に電話をかけた。電話が通じると二人はお互い見える場所にいながら電話で話を始めた。

「スケアリー、キミは警察に行くんだろ？」

「そうですのよ。捜査はスピードが第一ですから。あなたは何をモタモタしていらっしゃるの。早くこちらに来ないとおいていきますわよ」

「いや、ボクは面倒だから車には戻らないよ。このまま大学に行って被害者のことを調べてみるよ。車に戻るよりそっちの方が近いから」

「あら、そうですの。あなたももっと体を動かした方がいいと思いますわよ。でもあなたがそうしたいのならそれでいいですわよ」

話が終わる頃にスケアリーはすでに車に乗り込んで警察へと向かっていた。モオルダアは大学へと向かうことにした。しかし、モオルダアは大学で被害者の何を調べるというのだろうか？本当は何も考えはない。とりあえずキャンバスをうろついてみることにした。そういえば、なんだかお腹空いてきたなあ。

		
			4 大学内の食堂
		

		　モオルダアは食堂で昼食をとっていた。学食は安くて助かる。モオルダアは久しぶりにまともな昼食にありつけて満足そうである。いったいエフ・ビー・エルがどれだけの給料を彼に支払っているのかは知らないが、モオルダアは普段はろくに昼食にもありつけないほどに貧窮しているようだ。

　モオルダアが満足そうに豚カツ定食を頬張っているところへスケアリーがやって来た。

「あら、あなたもここにいらしたの。捜査の方はちゃんと進んでいますの？」

スケアリーは手にトレーを持っていた。その上にはたっぷりと食事がのっている。

「あれ、キミいつの間にここに来てたんだ？まあ、捜査の方は順調に・・・へへっ」

モオルダアは捜査などしていなかったのだが、いつもどおり適当にごまかしている。それよりもスケアリーの持っているトレーの方が気になる。

「キミ、それ全部一人で食べるの？そんなに食べたら、また・・・」

「また、捜査への活力が沸いてくるってことですわよ。あたくしは今朝からたっぷり体を動かしてきましたから、これくらいは食べても平気ですわよ」

体を動かしたからって、そんなに食べたらどんどん太っていくに決まっている。モオルダアは注意しようと思ったが、そんなことを言ったら今のスケアリーはブチ切れるはずである。彼女は自分がちょっと太ってきたことを気にしている、ということを人に知られたくないみたいだから。

　モオルダアはスケアリーがトレーの上に並んだ数々の料理をたいらげていくのを眺めながら彼女に聞いた。

「それで、警察の方では何か解ったの？」

スケアリーが食べながらとぎれとぎれに答える。

「特にこれといったものはありませんでしたけれど。何しろ相手は猛獣ですから。・・・被害者のタダノは何かの動物に襲われて死亡した可能性が強いんですのよ。ですから彼の持ち物などを調べても特に事件に関係があると思われるものは出てきませんでしたわ。・・・でもあなたにはそんなことは通用しないでしょうから、あたくしが気を利かせて彼の持ち物リストを用意してきましたのよ。持ち物といってもタダノは手ぶらで歩いていたんですから、あったのは財布と携帯電話くらいですけど。・・・それでも財布の中にもらったばかりだと思われる名刺がありましたわ」

「名刺かあ。それが何かこの事件と関係があるのかなあ？今回も前回のコウモンの狼と同じように人間に寄生している猛獣が起こしたものだとしたら、関係がないとは言えないけどね。コウモンの狼は宿主の知人ばかりを襲っていたんだから。でもボクはもう他人のコウモンから猛獣を引っ張り出すなんてことはしたくないんだよねえ。今回は別の路線で捜査を進めたらどうだろう？」

「ちょいと、人がものを食べている時にコウモンの話なんかしないでくださるかしら」

スケアリーはモオルダアを睨みつけてからまた食べ始めた。モオルダアは仕方なく黙っていたら、先にスケアリーが話し始めた。

「ところで、別の路線って、どんなのですの？」

「たとえば狼男みたいな・・・。もしかして昨日の夜は満月じゃなかった？」

「昨日は月が出ていませんでしたわよ。それに今回は狼は出てきませんのよ」

スケアリーはそう言って、ポケットから小さなビニール袋を取り出してモオルダアに渡した。モオルダアがそれを見ると中には毛が一本入っていた。

「何これ？」

「それは、動物の毛ですのよ。それも狼ではなくてネコ科の動物のものですわ。多分トラかなんかじゃないかしら。遺体に付着していましたのよ。でもこの辺りの動物園でトラが逃げたという話は聞きませんし・・・」

モオルダアは袋の中の毛をしばらく眺めていた。

「ネコ科の動物かあ。これはネコ娘の仕業かも知れないな」

スケアリーはこれを聞くと、料理を口へ運ぶ手を止めてモオルダアの方を見た。また変なことを言い出しましたわ。

		
			5
		

		　スケアリーは大学の空き教室を使って聞き込み捜査をしていた。被害者のタダノに関する情報を集めるために彼のクラスメートや同じサークルの生徒などを招集したらしい。学生の方も捜査に協力すると言えば欠席にならずに講義をさぼれるので喜んでやって来る。聞き込み捜査はまるで個人面談のように行われた。教室の中にスケアリーがいて、外から一人ずつ学生が入ってきてスケアリーにいろいろ聞かれるのである。

　ところでモオルダアはどこへ行ったのだろうか？彼は学食を出ると「ちょっと必要なものがある」とか言ってどこかへ行ってしまった。スケアリーとしてはモオルダアが居ないほうが捜査がはかどるからいいのだが、学生の数があまりに多い上に特にこれといったことも聞き出せないので次第にいらついてきた。彼女はほとんどの学生から話を聞き終わって残すところ一人と言うところまで来た。次にやって来るのはタダノが持っていた名刺の人物である。

「どうぞ、次の方入っていらして」

スケアリーが教室のドアに向かって声をかけたが、誰も入ってくる様子がない。スケアリーはさらにイライラしてきた。「まったく、最近の若い方達は時間にルーズでいけませんわ」スケアリーが眉間にしわを寄せて怒っていると、ドアの開く音がした。

　入ってきたのはモオルダアだった。彼はスケアリーの怖い顔をみて、また自分が悪いタイミングでここにやってきたんだということを悟った。

「ちょいとモオルダア。今まで何をやっていたんですの？もう聞き込みはほとんど終わりですのよ」

「まあ、いいじゃないか」モオルダアは多少びびり気味に答えた。「そうは言ってもたいしたことは聞き出せなかったんだろ。ボクはそれよりも重要なものを手に入れるためにスーパーまで買い物に行ってたんだから」

「スーパーなんかに何を買いに行っていらしたの？まあ、聞いてもあたくしの気分が悪くなるだけですから、聞かない方がいいですわね」

スケアリーは机の上にある聞き込みの資料を見つめていた。

「なんだかあたくし、タダノのことが可愛そうになってきましたわ」

「あれ、なんだかキミらしくないねえ。被害者に同情するなんて」

「そうじゃないんですのよ。学生達の言ってることをまとめると、こんな感じになるんですの」

スケアリーはモオルダアに資料を見せた。それにはだいたい次のように書かれている。

　クラスメートの話によると、ほとんどの学生が彼とあまり関わりたくないと思っていた。原因は彼が周りの空気を読めないから、ということだった。それから、サークルのメンバーも同様だった。合コンの人数あわせで仕方なく彼を呼び出すことはあっても、それ以外では彼と飲みに行くようなことはなかったようだ。何よりも彼はサークルの女子メンバーから嫌われていたのだ。そんなやつとは仲良くしたくない、というサークルの男子メンバーの意見にもうなずける。どうして、女子メンバーが彼のことを嫌いかというと、喋ってばかりいるくせにその話が少しも面白くないから、ということだ。

　モオルダアは資料から目を上げると納得したといった感じでスケアリーを見た。

「タダノはある意味ではボク以上に寂しい学生だったんだねえ」

「そうでしょう。悲しくなるでしょう。あたくし、途中で聞き込みをやめようかとも思ったんですのよ。それより、今あなた『ボク以上に』とか言いませんでした？あなたの学生時代がどうだったのか、まあだいたい想像はつきますけど、あなたもこんな可愛そうな学生でしたの？」

「そんなことはないよ。第一ボクがテニスサークルなんかには入るわけないだろ。ボクがどんな学生だったか、それはまたいつか解ると思うよ。それよりも捜査の続きはどうなったんだ。まったく、この話は始めだけ緊張感があって、それから後は関係のないことばかりだ。作者は最近集中力がなくなってきてるんじゃないのか？」

そうでした。そろそろ、話を展開させなくてはいけませんね。殺人事件なんですから。

		
			6 ネコ科の女
		

		　モオルダアとスケアリーはここにやってくることになっている最後の一人の学生を待っていたが、なかなか現れる様子はない。

「ねえ、その学生って誰なの？」

モオルダアはだらっとした感じで椅子に座ったままスケアリーに聞いた。

「例の名刺の人ですのよ。調べてみたらこの大学の学生だと言うことが解りましたのよ。演劇部に所属しているみたいで、文化祭の公演で主役をやるから最近はとっても忙しいとか言っていましたわ」

スケアリーがタダノの財布から抜き出してきた名刺をモオルダアに見せた。「千所麗子」と書かれている。

「これ、なんて読むんだ？センジョかな」

「センジョじゃなくてチジョと読むんですのよ。チジョレイコという名前ですわ」

なんだかアダルトビデオのタイトルみたいだ。モオルダアは思っていた。同じことを思ってしまったかたは、多分モオルダア同様に変態と呼ばれてしまうかも知れない。そんなことはどうでもいい。

　二人はしばらく黙ったままチジョレイコを待っていたが、なかなかやってこない。モオルダアはさらにだらっとした感じになってきた。すると教室の扉が開いて一人の美女が入って来た。モオルダアは慌てて姿勢を正した。

「あなたはチジョレイコさんですわね？」

スケアリーが聞くとレイコは二人を上から見下ろすような感じでうなずいた。

　モオルダアはかなり盛り上がっている。それはレイコが美人だったというだけではない。スタイルも良い上にボディコンスーツを着ているのだ。しかもヒョウ柄だ！いつもならモオルダアはにやけながらこの予想外に登場した美女を眺めるところだが、彼はレイコのどことなく恐ろしい感じのする表情に気付いて、平常心を取り戻すことが出来た。しかし、どうしてもミニスカートに目がいってしまうのが悲しいところ。レイコはモオルダアを軽く睨みつけながら椅子に座った。

「あなた、タダノとはどんな関係でしたの？」

スケアリーが聞いた。

「タダノ？誰それ？知らない、そんな人」

レイコは二人とは目を合わせずに話している。

「そんなことはありませんわ。タダノの持ち物からあなたの名刺が見つかったんですから」

「ああ、あの男。それなら昨日名刺を渡したわ。友達に飲みに来ないかって言われて言ってみたら、あいつがいてしつこく付きまとってくるから、名刺だけ渡しといたの。どうしようもなくつまらない男だったけど、お金はいっぱい持ってるみたいだし」

「あなた、哀れなタダノが昨晩亡くなったことをご存じなの？」

「あら、そうなの？驚いちゃうわ」

全然驚いた感じではない。モオルダアはレイコのミニスカートからのびている太股を眺めながら二人の会話を聞いていたが、何かを思いついたようだ。

「キミ。そのヒョウ柄のスーツだけど。それはまさか本物のヒョウの皮を使っているわけではないよね？」

「はっ？、何言ってるのおじさん。バカじゃない。本物のわけないじゃない」

「まあ、確かにそうだよねえ。本物のわけはないね」

モオルダアはバカな質問をしてバカといわれてしまったので、なんとなく決まりが悪かった。彼の「少女的第六感」は上手く働かないようだ。スケアリーはこのレイコという女が気に入らなかったので、モオルダアに味方することにした。

「そのスーツがヒョウの皮で出来ていなくてもあなたの持っているその毛の生えたフサフサのバッグはどうなんですの？それもヒョウ柄ですわね」

なるほど確かにレイコはヒョウ柄のバッグを持っている。スーツの柄と一緒なのでなかなか気付かない。せっかくのヒョウ柄も目立たなくてはしょうがない。でもそれはどうでもいいことだ。スケアリーは後を続けた。

「それが本物のヒョウの皮を使ったものだったら、あなたはこの事件の容疑者になるかも知れませんわ。何しろ被害者タダノの体には動物の毛がついていたんですから。あなたが昨日の夜、十時から一時の間にどこにいたか説明してもらえるかしら？」

スケアリーの言うことを聞いてレイコはフンと鼻で笑った。それからスケアリーの座っている前の机にバッグを放り投げた。

「そんなに言うならそのバッグを自分で調べてみればいいんだわ。どうせあなた達のような無能な捜査官にはそれが本物かどうかすら解らないでしょうけどね」

レイコは妙に挑戦的な態度で話し始めた。

「私が昨日の夜どこにいたかですって？」

彼女は何かに取り憑かれたように話している。顔つきもさっきまでとは少し違っていて、座った椅子から身を乗り出して話している。元々つり上がっていた彼女の目はさらにきつくなった感じだ。

「あなた達、私を誰だと思っているの？」

「最近では非常に珍しいイケイケ・ボディコンギャルだ」

モオルダアがまたバカなことを言ったがレイコは無視した。

「私はネコ科の女よ。狙った獲物は必ず仕留めるネコ科の女。そんな私が昨日の夜あのバカなタダノと一緒にいたなんて言うの？」

「それは、あなたが昨晩の行動をちゃんと証明してくださらないと何とも言えませんわ」

スケアリーは妙にテンションがあがっているレイコに驚いてはいたが、まだ冷静さは保っているようだ。

　スケアリーのこの言葉にレイコは少し落ち着いたようで、乗り出していた体を少し後ろに引いた。

「あなた達は何も解っていないようね。私が昨日の夜何をしていたか、おバカな捜査官達に教えてあげますね」

これを聞いてスケアリーは信じられないといった感じでモオルダアの方を見たが、モオルダアはボディコンスーツに夢中なのでスケアリーのことにはまったく気付かない。レイコは話を続けた。

「私が夜の十一時に真っ直ぐ家に帰ると思っているの？私がそんなつまらないことをするわけないでしょ。あのつまらない居酒屋を出た後、私はカレと会っていたわ。あれは確か十二時くらいでしたわね。別のカレから電話があったからそっちの方にも行ったわ。そのカレと別れたあとは、お小遣いをたくさんくれるパパのところに遊びに行って、その後はもうひとりのパパと遊んで、その後は友達とクラブに行って踊ってたわ。おバカな二人のために言っておきますけど、パパって言っても実の父親じゃありませんから」

レイコの言うことを聞いていて、モオルダアはなんだかボディコンスーツに盛り上がっている気にもなれなくなってきた。

「ねえ、キミの言っている彼達とパパ達はキミがそんなふうだということは知っているのかなあ。古典的ロマンス作品だったらそのうち死人が出るぞ」

レイコはまたフッと鼻で笑った。鼻で笑われてしまったのでモオルダアはもう何も言えない。スケアリーの方はそれでは納得がいかない。この生意気な女を何とか弱らせてやりたいと思っているようだ。

「あなたのカレ達はあなたのアリバイを証明してくれるかも知れませんが、あなたのパパ達はきっとあなたのアリバイは証明してくれないでしょうねえ。どうせ、そのパパ達は奥様も子供もいるんでございましょう？」

「あの人たちは私の言いなりよ。そんなことがあるはずないわ」

レイコは少しも動じることがなかった。それを見ていたモオルダアはなにやら妙な行動を起こし始めた。彼はポケットの中で何かを探しているようなそぶりを見せた。スーツのポケットの中をそんなに探し回っても、それほどものが入っているとは思えないのだが、彼は何かを探しているようなそぶりをレイコに気付いて欲しいような感じだった。モオルダアがしばらくポケットの中をいじっているとやがてレイコはその行動に気付いてモオルダアのポケットの方に目をやった。

　モオルダアはスーツのポケットからカツオ節をとりだした。カツオ節といっても削ってあるやつではなくて、棒状になった削る前のものだ。彼はそのカツオ節をレイコに見えるようにゆっくりとポケットから取り出した。

　その瞬間、レイコの表情は一変した。目を大きく見開いて身を乗り出すと、手を上げて顔の前まで持ってきた。その手は何かをわしづかみにする時のように広げられていた。それからレイコはネコが威嚇する時のように歯をむき出しにして「シャーッ」という音を出した。モオルダアはこれを見てにんまりしている。その後、モオルダアがカツオ節をポケットの中にしまうとレイコはまた元の状態に戻った。

　スケアリーはモオルダアが何をしたいのか良く解らないながらも、レイコの反応には少なからず驚いていたようだった。この女は本当にネコなんでございましょうか？でも、そんなことよりスケアリーは何とかしてレイコを弱らせたい。

「いいですか。あなたがそのお小遣いを沢山くれるパパ達と何をしていたかによっては、あなたは・・・」

スケアリーが喋っている間にモオルダアは何度もポケットからカツオ節を出したりしまったりしていた。そのたびにレイコは爪をとがらせて「シャーッ」という声をあげていた。これではスケアリーは何も聞けない。

「ちょいと、モオルダア。あなたいったい何がしたいんですの？あんまりバカなことばかりしているとあなたひどい目に遭いますわよ」

モオルダアはニヤニヤしながらカツオ節を出し入れしていたが、ひどい目に遭わされると聞いて少し真面目な顔になった。それからレイコの方に向かっていった。

「キミが潔白なのは解ったよ。それにしてもキミはいったい何者なんだ？」

このモオルダアの質問にレイコはまた目をつり上げた。

「おバカな捜査官達。さっきから何度言えば解るの？私はネコ科の女よ！」

こう言うと、レイコは立ち上がりモオルダアが座っている前の机に軽々と登った。その様子はネコそのものだ。それから、そこにしゃがむとまたさっきのように手を顔の横に持ってきて爪を見せた。

「私がネコならあなた達は何？シャーッ！あなた達は、犬よ。ご主人様の顔色を見て尻尾を振っている犬にすぎないわ。そんなあなた達に私の何が解るというの？いいえ、何も解るはずはないわ。あなた達のような犬に私が捕まえられるはずないんですから。シャーッ！！」

　レイコは机の上にしゃがんでいるためにモオルダアの目線の先にはミニスカートの中がよく見えた。モオルダアには彼女のトラ柄のパンティーが丸見えだったのだ。

「これは前門の虎だ！」

モオルダアは思わずつぶやいた。

　レイコはモオルダアの発見には気付かずに、机の上から降りてドアの方に向かっていった。

　前門の虎パンティーのおかげで半ば放心状態のモオルダアをよそにスケアリーは立ち上がってレイコを呼び止めた。

「何か事件に関して気になることがありましたら連絡してくださるかしら」

そういってスケアリーはレイコに名刺を手渡した。

「そう、それならそうしてあげるわ。でも私があなた方のような薄汚い犬と連絡を取るようなことはないと思うわ」

そういって、すたすたとドアの方へ歩いていった。二人とも出ていくレイコの方を見ていた。するとレイコはドアの手前で振り返った。

「そこの変態のおじさんと、ポッチャリのおばさん。私を容疑者にしたらただじゃおきませんから、そのつもりでいてくださいよ」

モオルダアとスケアリーは教室から出ていくレイコを唖然として見つめていたが、しばらくしてスケアリーがモオルダアに聞いた。

「あの女、あたくしのことをポッチャリのおばさんと言いませんでした？」

モオルダアは一瞬ドキッとしてから困った顔をしている。

「さあ、ボクにはよく聞こえなかったけど・・・」

「犯人はあの女に違いありませんわ。あんなのが世の中にのさばっていてはいけませんわ。あれはきっと恐怖のヒョウ女に違いありません。そうですわ、昨日はちょうど新月でしたわね。犬とネコは正反対ですから、狼男は満月に変身してヒョウ女は新月に変身するんですのよ。早くあの女の正体を暴いて捕まえないといけませんわ」

スケアリーはどうしてもレイコが気に入らないので、何とかしてレイコを犯人にしたいようだった。しかし、モオルダアは涼しげな表情をしている。

「あれは犯人じゃないと思うよ。彼女は天才的な女優だよ。キミはボクがこれをポケットから出した時の彼女の反応を見ただろ？」

そういってモオルダアはポケットからカツオ節を取り出した。

「これがボクの考えとは反対の意味で役に立ったね」

「どういうことですの？彼女はそのカツオ節に異常な反応を見せていましたわよ。それはさっきあなたがスーパーで買ってきたものでしょう？あれを見たら誰だって彼女がヒョウ女、或いはネコ娘だということは解りますわ」

スケアリーはレイコを犯人にしたいあまりモルダアみたいな見解で物事をとらえている。なぜか今はモオルダアの方が冷静だ。モオルダアがポケットからカツオ節を顔の前に持ってきてから言った。

「彼女が本当にネコ娘ならボクがポケットからカツオ節を出す前にこれに気付いてボクに飛びかかってきたはずさ。ネコは人間よりもずっと鼻が利くからねえ。それに、タダノを襲ったのは大型の肉食動物だろ。トラとかヒョウとかがカツオ節に反応するかなあ？ボクの考えでは彼女は『ネコ科の女』になりきっているだけだと思うけどね。まさに身も心もね」

モオルダアは得意げにスケアリーを見ていた。スケアリーは理解はしていたが納得はしていない。自分のことをポッチャリと言ったあの女をどうしても犯人にしたかった。

「そうですの。あなたがそういうのなら、あなたの好きなようになさればいいわ。あたくしはあのムカツク女のことを洗いざらい調べて何とかして刑務所送りにしてやりますわ」

「それよりも、ボクにいい考えがあるんだけどねえ」

モオルダアはいやらしい笑いを浮かべた。

「問題解決の鍵はきっと演劇部にあると思うよ」

「じゃあ、そうしなさいな。あたくしはあの女のことを徹底的に調べてやりますから。どんな些細なことでも見つけだして、必ず刑務所送りですわ。それじゃあ、失礼いたしますわ」

スケアリーはモオルダアをおいてどこかへ行ってしまった。「スケアリーが元の体型に戻るまで、うかつに刺激したら危険だな」モオルダアがスケアリーの出ていった後を眺めながら思っていた。

		
			7 ウィスキー臭い部屋
		

		　薄暗い部屋に二人の男が向き合って座っている。薄暗いこの部屋は怪しい雰囲気。二人とも深刻な顔で何かを話し合っている。一人の男はなぜか先程からウィスキーの瓶をラッパ飲みしている。それなのに少しも酔っぱらっている様子はない。

「あの捜査官を野放しにしておくのはそろそろ危険じゃありませんか？」

男がウィスキー男に向かって言った。

「二人は何かに気付いているとでもいうのかね？」

「今のところは何も。しかしモオルダアという男は一筋縄ではいきませんよ。あれはどうしようもない間抜けです。その間抜けさが我々にとってはかえって危険なんです。いっそのこと彼らを・・・」

「彼らを消したところでどうせ後に続くものが現れるだけだ。それに主人公がいなくなったら誰が代わりをやるんだ？キミがやるかね？」

「いやあ、それはちょっと困ります」

「毒だって使い方によっては薬になることだってあるんだよ。我々が彼らを利用すればいいんだ。彼らには真実のかけらを見せてやれば良いんだよ。そうすれば彼らによって嘘の情報が広められることになる。その間に我々は、計画を遂行すればいいのだ。彼らのことは私にまかせておけば大丈夫だよ」

「それでも、万が一彼らに全てを知られてしまった場合は・・・」

「その時はその時だ。今は彼らの監視をだけをしていればいい」

ウィスキー男はそういってまた瓶を口のところに持っていった。

「ネコ女優はどうしますか？」

もう一人の男がウィスキー男に聞いた。

「彼女は十分に働いたよ。彼女にはもう何もしてもらうことはない。そのままにしておけばいい」

もう一人の男はこれで話が終わったと解ったのか、何もいわずに部屋を出ていった。その後ろ姿を見送りながらウィスキー男がまた一口飲んだ。

		
			8 演劇部の部室
		

		　モオルダアは演劇部の部室へ入った。

「この悪魔のような男め！貴様を地獄に送り返してやる！」

いきなり怒鳴られたと思ったモオルダアは驚いて声のしたほうを見た。そこでは劇のリハーサル中だった。自分が怒鳴られたのではないと解り一安心。それにしてもモオルダアは誰にでもビビってしまうようだ。

　モオルダアは興味深そうにしてリハーサルの様子を眺めていた。演技をしていた男が喋り始めた。

「そこの男。早くここから出ていくんだ！さもないとキミの命がどうなっても知らないぞ」

男はモオルダアの方を見て言った。モオルダアはこれを台詞だと思っていたので反応しない。するともう一人の男が言う。

「この劇は今回が初演のオリジナル作品だ！貴様が誰であろうと、公演前に内容を知られてはいけないのだ！いったい貴様は何者なんだ？さては悪魔の使いだな。ならばこのオレが貴様を地獄に送り返してやる！」

なんだか変な台詞だなあ。とモオルダアが思っていると、リハーサルをしていた二人がモオルダアの方に近づいてくる。モオルダアは少したじろいでいたが、これも演技だろうと思ってそのまま立っていた。すると二人はモオルダアの両脇を抱えて扉の方へモオルダアを引きずっていく。

「神の力が汝を滅ぼす！神の力が汝を滅ぼす！・・・」

なんだそれ？エクソシスト!?モオルダアが考えている間に二人は彼を部屋の外に追い出して、部屋の扉をバタンと閉めた。二人は台詞を言っていたのではなくて、モオルダアに部屋から出るように言っていたようだ。それにしても変な人たちだ。モオルダアはもう一度ドアのところに行って立ち止まると、今度は追い出されないように説明してから中に入ろうと思った。モオルダアがドアをノックしてから甲高い声を張り上げた。

「たのもう！我こそはエフ・ビー・エルのモオルダア特別捜査官なり。とある殺人事件の捜査のため部長殿と話がしたく、只今参上！」

モオルダアも彼らのような変な口調でしゃべり出した。しかも「只今参上」って意味が解らない。

　彼が待っているとドアが開いた。中からさっきの二人とは別の男が顔を出している。

「どうも、ボクが部長です。どうぞ中に入ってください」

モオルダアがせっかく彼らに合わせて変な喋り方をしたのに、この部長は普通に喋っている。

　モオルダアが中に入るとリハーサルは一時中断しているようだった。

「先程は失礼しました。公演を間近に控えてみんなナーバスになっていますから」

部長がモオルダアにさっきの部員の行動を詫びた。

「いや、そのことならいいんだよ。ボクにも気持ちは解る。ボクも若い頃は主役として何度も舞台に立ったもんだよ」

その若い頃というのは彼が小学校の時の学芸会での話であるのだが。

「それよりも、ボクはチジョレイコという部員のことが聞きたいんだがね。次の劇では主役をやるとか言うことだけど、もしかして彼女の役というのは悪女の役じゃないかな？彼女は自分をネコ科の女と言っていたけど・・・」

モオルダアがこう聞くと部長は少し笑い出しそうな声で言った。

「ああ、彼女ですか。凄いでしょ。彼女の役は、まあ悪女というか言ってみればカルメンみたいな感じなんですね。男はみんな彼女の虜というか、そんな感じです。劇の内容はボクらのオリジナルですから、言えませんけどね。でも彼女は凄いんです。ボクら彼女がいないところでは彼女のことをイタコと呼んでいるんです」

「イタコ？それって霊媒師みたいなやつのこと？」

「そうですよ。彼女の役作りは普通じゃない。あれは何かが取り憑いてるとしか思えないぐらい凄いんですから。すっかり人格が変わってしまうんです。それだけじゃない、顔かたちまでその人物に変わってしまうんです。年をとった役の時には本当に老けた顔つきになってましたし、軍人の役をやった時は急に引き締まった体型になってビックリしましたよ。どうやったのか知りませんが、いつの間にか筋肉がついて大きな力こぶをボクらに見せて笑ってましたよ。まったく神がかりです。彼女ほどの天才は今まで見たことがありません」

「それじゃあ、ネコ娘に化けることも出来るんだね」

「ネコ娘？何ですかそれ」

「昨日の夜学生を襲った恐怖のネコ娘だよ」

「何で彼女がネコ娘なんかに化けるんですか？確かに彼女はネコ科の女とか言ってますけど劇の中では彼女が変身することなんかありませんし、人殺しなんかもしませんよ」

「そうなのか、それは残念」

そうは言ってもモオルダアはニヤニヤ笑っている。

「どっちにしろ、その劇の公演は取り止めにしてもらう必要があるねえ」

「どうしてですか？その事件とこの劇は何の関係もありませんよ」

部長が興奮してモオルダアに言った。

「いや、そうじゃなくて、このままレイコさんを悪女にしておいたら彼女が危険なんだよ。或いはボクがとばっちりを受けるかも知れない。今ね、ネコ娘なんかよりももっと恐ろしいスケアリーという女性が何とかしてレイコさんを逮捕しようとしているんだよ。キミ達だって天才のレイコさんが逮捕されたら困るだろ？」

「まあ、そうですけど。でも公演は二日後なんですよ。いったいどうすればいいんですか」

モオルダアはそれを聞いて嬉しそうに部長に紙を渡した。

「なに、公演はやめなくてもこれを上演すればいいんだよ」

部長は渡された紙に書かれていることを読んでいた。

「何ですかこれは。美人大学生と優秀な捜査官の恋の物語？」

「ボクが考えた話だよ。なかなかの出来だと思うけどね。もちろん主人公の美人大学生はレイコさんにするんだ。大学に事件の捜査に来た優秀な捜査官と恋に落ちるってことになるんだけど。これならうけること間違いなしだよ」

部長は困っている。

「こんな話は出来ませんよ。くだらなすぎる。ボクらの演劇部はこれでも一応アマチュア演劇界では名門として通っているんですよ。こんなのを上演することは出来ません。それに今やってる劇の脚本はなかなかの出来で、部員達も気に入ってるんですから」

「その脚本って誰が書いたんだ？」

「・・・いや、それが解らないんです。ある日、この部室に来てみたら机の上に脚本が置いてあって、それがあまりにも素晴らしいんで上演することにしたんです。部員の中の誰かだとは思いますけど・・・」

それは、何とも怪しい話だが、モオルダアは気付かない。というより、そんなことには興味がないのだ。かれは自分の考えたストーリーを彼らに演じてもらう必要があった。悪魔の使い、モオルダアのくだらない計画のために。

「そんなものを上演して、後で問題が起きたらどうするんだ？そんな危険な脚本よりもボクの脚本を使うべきだよ。もし出来ないなら・・・」

部長は不安そうにモオルダアの顔を伺っている。

「もし出来ないなら？」

「キミの代でこの演劇部は解散と言うことになるかな？キミは我々が誰だか解っているのか？エフ・ビー・エルを敵に回すときっと痛い目にあうと思うけどね」

部長はエフ・ビー・エルという謎の団体のことを知らなかったが、きっと凄いことが出来るのだと思っていた。本当に演劇部が解散に追い込まれてしまったら・・・。彼は部長として苦渋の決断を迫られていた。それにしても、モオルダアは職権を乱用しているのだが、こういうことは許されていいのでしょうか？まあ、いいか。

「解りましたよ」

部長がつぶやくように言った。

「そうか、それは良かった。それじゃあ今すぐレイコさんに連絡してくれ」

モオルダアの目が輝いている。部長が携帯電話を取り出してレイコに連絡を取ろうとしていた。

「その代わり、あなたの話はひどすぎますから、かなり手直しをしないといけませんよ。子供でもこんなひどい話は書けないですよ。まったく」

部長はそういうと電話に出たレイコと話を始めた。モオルダアは嬉しそうに部長の肩を叩いた。

「まあ、脚本の手直しはキミ達にまかせたよ。それじゃあ、ボクは捜査があるからこの辺で」

モオルダアがご機嫌で部室を後にした。

　さあ、これから美人大学生レイコと優秀な捜査官の恋の物語が始まるぞ。モオルダアはこう思って夕暮れのキャンバスをうろついていた。

		
			9
		

		　三十分ほど大学内をうろついていたモオルダアだったが、そろそろ飽きてきていた。何しろ特に用事もないのに、ただうろうろしていただけなのだから。もうそろそろ帰ろうかとも思ったが、ここで帰ってしまったらモオルダアの計画は台無しである。するとそこへスケアリーから電話がかかってきた。

「ちょいとモオルダア。いったいどこにいるんですの。あなたがふらふら遊んでいる間に事件は意外な方へ展開いたしましたわよ」

「へえ、そうなんだ。犯人が捕まったのかなあ」

「そうじゃありませんのよ。犯人はトラでしたのよ。しかも本物のトラで、あなたが喜びそうなトラ人間とかじゃありませんのよ。ガッカリでしょ」

「まあ、ガッカリと言えばガッカリかな」

そうは言っても、それほど落胆した様子はない。今、彼の考えは別のところにある。

「なんだか、どうでもいいような感じですわね。まあ、いいですわ。詳しいことを話して差し上げますから、よく聞くんですのよ」

「ああ、いいよ」

よく聞くつもりなどあまりない。

「実はあの事件があった付近で違法にトラを飼っている男がいて、その男がうっかりトラを逃がしてしまったんですの。でもちゃんと許可を取らずにトラを飼っていたものですから、警察に通報するわけにもいかず自分でトラを探し回っていたんですの。それからあんな事件が起きてしまって、始めは男も黙っていたんですけど、やっぱり罪悪感があって泣く泣く警察に連絡したそうよ。警察はあたくし達が大学でどうでもいい聞き込みをしている間にトラを見つけて射殺したそうですわ。ちょいと、あなた。聞いていらっしゃるの？」

「ああ、一応。そういえばキミはレイコさんのこと調べてたんじゃないのか？」

「それなら面倒だからやめましたわ。どうせもうあの忌々しい大学に行くことはなさそうですし」

「へえ、そうか。それじゃあボクはその忌々しい大学でもう少し散歩でもしようかな。もうこの辺も安全みたいだし」

「あなた、まだ大学にいらしたの？もしかして、あなたはまたトラのパンツを拝めるんじゃないかと思っているんじゃないでしょうねえ？まったくあなたは最低ですわ。あなたみたいな変態はいつまでもトラのパンツを追い回していればいいんですわ」

だんだんスケアリーの機嫌が悪くなってきた。

「いやいや。もうトラのパンツにはお目にかかれないと思うよ。次にボクが見るのはシルクの勝負パンツかな。それにレイコさんは今頃きっとキミの嫌いなレイコさんじゃなくなってるはずだよ」

「どうでもいいですけど。あなたがそこで変態事件を起こして警察に捕まるようなことがあってもあたくし助けには行きませんからね」

ここでブチッという音がして電話が切れた。スケアリーは機嫌を損ねたがモオルダアは少しも気にしていない。

　そろそろ出てくるころだけどなあ。モオルダアは先程訪れた演劇部の部室の辺りを歩いていた。もう陽はほとんど落ちかけて、周りは夜と変わらぬ暗さになっている。

「あの、モオルダアさん」

モオルダアは後ろから呼び止められた。モオルダアはそれがレイコだということは解っていた。しかし、モオルダアの予想どおり声の質は昼間取り調べをした時より柔らかい感じになっていた。モオルダアはとうとう来た！と思って振り返った。そこには確かにレイコがいた。しかし、その姿はモオルダアの予想以上だった。これがヒョウ柄のボディコンスーツを着ていた女性と同じ人間なのだろうか？レイコは透き通るような瞳でモオルダアを見つめている。そこには知性と優しさが感じられるようだった。それから白いカーディガンを着て、授業で使うノートなどが入った鞄を体の前で抱えている姿は清楚という言葉をそのまま形にしたような印象さえ与えている。レイコは自分の演じる役が変わったと部長から告げられて間もなく、まるっきりモオルダア好みの美女に変身してしまった。

　振り返ったモオルダアはニヤニヤと笑いそうになるのを必死にこらえて、変にゆがんだ口元を引きつらせた。

「キミは、チジョレイコさんだったね？」

モオルダアは知っているのにわざと聞いてみた。モオルダアの美女に対する態度はいつもと変わらない。始めは何とも思っていないよ、という感じで白々しい態度をとるのだ。そして、その後でどうなるのか。まあたいていの場合、というよりも今まで一度も彼のその作戦が成功したことはない。何よりもまず開けっぱなしの口から今にもよだれが垂れてきそうなところが、少しも白々しい態度にはなっていないのだ。

「えっ？私はチジョじゃなくてセンジョですけど」

「そうなの？」

でもどうしてだろう？さっきは「チジョ」だったのに。それにさっきモオルダアが名刺の名前を「センジョ」と読んだらスケアリーはわざわざ訂正した。もしかするとレイコは演じるキャラクターによって苗字が変わるのかも知れない。本名はどっちなんだ？

　チジョでなくなったレイコがモオルダアに一歩近づいてきた。

「モオルダアさんはこれから捜査に行かれるんですか？」

「そうだねえ。今回の捜査は多少危険なものになるかも知れないね」

さっきスケアリーに事件が解決したと言われたにもかかわらず、適当なことを言っている。

「あの、モオルダアさん。私怖いんです。だってあんなひどい事件の後でしょう。もしかしてまた誰かが殺されたら・・・」

そう言っているレイコの目は少し潤んできた。

「それに、私の家は昨日の事件現場のすぐ近くなんです。それで、モオルダアさんにお願いがあるんです。私を家まで送ってくれませんか？」

モオルダアの目はレイコの不安そうな眼差しに相反して輝いてきた。

「もちろんだとも。市民の安全を守るのが優秀な捜査官の第一のつとめだからね」

モオルダアはもうこの周辺が安全だと言うことを知っているので、何とでも言える。これを聞いてレイコの瞳から不安が消えた。

　モオルダアは大学の外へ通じる方向へ歩き出すと、後ろからレイコが近づいてきて彼の腕にしがみついてきた。「やったー！」モオルダアは頭の中で叫んでいる。彼が考えていた以上に彼の計画は上手くいっている。脳内の花畑は満開の花でいっぱいになった。綺麗な蝶々もひらひら飛んでいる。それから遠くに目をやれば空には虹も架かっている。「美人女子大生と優秀な捜査官の恋の物語が今始まるのだあ」モオルダアは鼻息が荒くなっているのに気付いて慌てて冷静さを取り戻そうとしている。それでもレイコはそんなことには気付かずにモオルダアのすぐ隣に立っていた。

　二人が寄り添って歩き出してからすぐレイコは自分の腰に当たる何かに気付いてモオルダアに聞いた。

「あの、モオルダアさん。これなんですか」

レイコはモオルダアのポケットを指さしている。

「ああ、これか。こんなものにはもう用はないんだったな」

モオルダアはそういうとポケットからカツオ節を取り出して道端に放り投げた。

　二人はぴったりとくっついて大学の外へと歩いていった。その後、どこからやってきたのか知らないが、モオルダアが投げ捨てたカツオ節のところへ何匹ものネコが集まった。彼らが話していた場所は今、ネコで溢れかえって不気味な様相を呈している。

		
			10 公園
		

		　スケアリーは仕事を済ませた後、近所の公園でジョギングをしていた。この広い公園では彼女の他にも何人かの人間が運動のためにやってくる。ある人は体を鍛えるため、ある人は太りすぎを気にしているため。

　スケアリーはかなりのスピードで走っているので途中何人もの人を抜かしていった。その後ろから彼女に迫ってくる人影があった。その男がもう少しでスケアリーに追いつこうというところで、彼女はそれに気付いてさらにスピードをあげた。どうしても抜かされるのイヤなようだ。スケアリーと後ろの男の差が少し開くと、後ろの男もスピードをあげてまたスケアリーに近づいた。するとスケアリーもそれに気付いて、また差を広げた。二人の差が広がったり縮まったりしているうちに、いつしか二人はもの凄い速さで走っていた。しかし、さすがのスケアリーもこれ以上速く走ることは無理なようで、立ち止まると後ろから来た男にきつい口調で言った。

「ちょいと、あなたはいったいなんだって言うんですの？誰であろうとあたくしを追い抜くことは許されませんのよ！」

男は膝に手をついて息を切らしている。スケアリーは知らないが、それは謎の男ドドメキだった。ドドメキはジョギング中を装って密かにスケアリーに接触する予定だったらしいが、上手くいかなかった。彼は苦しそうにスケアリーに封筒を差し出している。

「何ですのこれは。もしかしてファンレターかしら？それならそうとおっしゃってくれればいいのに」

スケアリーが封筒を受け取ると、ドドメキは苦しそうな呼吸の合間に声を振り絞るように話し始めた。

「事件は、事件はまだ終わっていないよ。ヤツらの、手にのっては・・・ダメだ」

スケアリーは何のことだか解らずに封筒を眺めていた。

「これはいったい何なんですの？」

スケアリーが封筒から目を上げて聞いたが、もうそこにはドドメキはいなかった。どんなに息を切らしていても、謎の男は煙のように消えてしまう。さすがはドドメキ。

　スケアリーは辺りを見回して謎の男を捜したが、どこにも彼の姿はなかった。彼女はその封筒をその場に捨てようとも思ったが事件がどうの、とか言っていたことも気になったのでとりあえず持ち帰ることにした。

		
			11 路地
		

		　暗い路地をモオルダアとレイコが歩いてくる。

「ねえ、モオルダアさん。この事件の犯人はどんな人だと思います？」

「そうだなあ。こういう事件の犯人は普通の人では予想もつかないところにいることが多いんだよ。ボクのような優秀な捜査官にはそれが良く解るんだ。でもこれだけは言えるねえ。犯人は血も涙もない冷酷なやつだよ。それから、犯人は頭の切れるヤツだね。犯人とボクとの頭脳の勝負と言ったところだな」

モオルダアはいる訳のない犯人のことを勝手に想像して話している。

「犯人はまた人殺しをするのかしら？」

「そうだねえ。きっと連続殺人になるだろうね。それはボクが許さないけどね。でもキミみたいに綺麗な人は気を付けた方がいいね」

それを聞いてレイコはつかんでいたモオルダアの腕に体をすり寄せて来た。

「モオルダアさん。こんなお願い、無理なのは解っていますけど。今夜はうちに泊まってくれませんか？私、一人暮らしだし、他に頼れる人がいないんです」

最高だ。モオルダアは喜びのあまり言葉を失っている。モオルダアが何も言わないでいるとレイコはまだ先を続けた。

「それに、あんなひどい事件があったっていうのに、この辺には少しも警備の警官がいないし。だから、お願いです」

警察がいないのは当たり前だ。トラが捕まって捜査は終了なのだから。

「も、もちろんだとも」

歓喜に言葉を失っていたモオルダアが何とか答えた。それにしても、モオルダアはどうしてしまったのか？彼のやることがこんなに上手くいくなんて。まあ、ここはどうなるか成り行きを見守ることにしよう。

　モオルダアはまるで夢の中にいるような気分で歩いていたが、しばらくしてふと立ち止まった。レイコが少し驚いてモオルダアの顔を見上げる。

「ねえ、レイコさん。今、何か言った？」

「いいえ、何も」

気のせいだったのだろうか？モオルダアは辺りを見回してからまた歩き始めようとしたが、またすぐに立ち止まった。レイコの顔が次第に不安で曇っていく。

「やっぱり、また声がしたよ。キミには聞こえなかった？ちょいと、旦那。とか言ってたでしょ」

「いいえ。私には何も聞こえませんでした」

モオルダアの様子が次第におかしくなっていくことにレイコは怖くなってつかんでいた彼の腕から放れた。

　モオルダアはいったい何を言っているのだろうか？この静かな路地で誰かの声がすれば二人とも気付くはずなのだが。聞こえない声を探して辺りを見回しているモオルダアを見てレイコは気味が悪くなってきた。もしかするとこのモオルダアという男が殺人犯なのではないか、という気にさえなった。モオルダアは時に精神に異常をきたして、聞こえないはずの声に従って猟奇的な殺人を犯すのかも知れない。レイコはそんなことを考えてその場に立ちすくんでしまった。

　モオルダアはゆっくりと辺りを見回して次第に道の隅の暗い場所に近づいて行った。

「そこにいるんでしょ？暗くてよく見えないけど・・・」

レイコはモオルダアが何をやっているのかまったく解らなかったが、恐怖のあまりただ成り行きを見守るしかなかった。モオルダアは暗がりの方に体を向けていたが、目はうつろで焦点が合っていない。半分開いた口からはよだれが流れていた。こんな光景は誰が見ても怖い。

　レイコはモオルダアが進んでいく先に目をやって、叫ぶ間もなく息をのんだ。レイコにはそこに大きな目が二つきらりと光ったように思えたのである。モオルダアはふらふらとその暗がりへと近づいていった。まるで何かが彼に乗り移ったように。

		
			12 スケアリーの高級アパートメント
		

		　公園でのジョギングを終えたスケアリーは自分の部屋へ帰ってくるとドドメキに渡された謎の封筒を机の上に放り投げた。なんだかまるで興味を持っていないようだ。それよりも彼女は先にＴシャツを不快に彼女の体にまとわりつかせている汗を洗い流したかった。

　彼女はバスルームに入るとバスタブの蛇口をひねった。それから上着を脱いで鏡の前に立った。彼女は始め自分の顔を眺めていたがしばらくして、鏡から少しさがってなるべくからだが多く映る位置まできた。彼女は他の何をしている時よりも真剣な表情になっている。そこで彼女は体を左右にひねって、自分の前から見た姿と横から見た姿を確認した。それから鏡の中の自分に対して軽く挨拶をするような感じで微笑んだ。

「やっぱり、あたくしはスリムでしたわ！」

　驚いたことにスケアリーは朝、ブティックの鏡に姿を映した時よりも数段にやせていた。たったの一日でこれだけやせるほど脂肪を燃焼したというのであろうか。これは、もの凄いミステリーである。しかし、こんなことに驚いていては話がわき道にそれていってしまうので、彼女の驚異のダイエット術について考えるのはよそう。スケアリーとはそういう人、なのである。

　スケアリーはしばらく満足げに自分の体を鏡に映して眺めていた。彼女は自分の姿に見とれて、今にも雑誌のグラビアに載っているセクシーな写真のようなポーズをとったりするんじゃないかという勢いだったが、電話の音が鳴って彼女の楽しい時間は終わった。彼女は電話に出るために上着を羽織って居間の方へ向かった。

　スケアリーが電話に出ると、彼女がどこかで聞いたような声が聞こえてきた。相手はかなり取り乱しているようで、彼女が電話に出た時には何を話しているのか解らなかった。

「もしもし、失礼ですけど、どなた様でいらっしゃいますの？」

「スケアリーさん。私、私です。大変です。大変なんです。モオルダアさんが！大変なことに！」

スケアリーにはよく意味が解らなかったが、話している相手がレイコであることに気付いた。

「ちょいと、あなた。もしかしてあなたはあたくしをバカにしてこんな電話をかけているんじゃないでしょうね？イタズラ電話は犯罪ですのよ」

スケアリーは昼間に彼女にあった時のことを思い出してかなりきつい口調になっている。しかし、レイコはもう「ネコ科の女レイコ」ではない。「恋する大学生レイコ」になっているのである。スケアリーもなんとなく声の調子などから、これはイタズラではないことが解っていた。それにレイコはかなり怯えているようだ。

「違うんです。モオルダアさんが。助けてください。お願いです！」

何が起きたのか解らなかったが、とにかく大変なようだ。

　果たしてモオルダアの身に何が起こったのか？盛り上がってきたところで、この話は次回に続く・・・。


	to be continued...


		
			#010 前門の虎

			Little Mustapha
		

	
		
			SEASON ONE 付録

			シーズン・ワンの真実
		

		　これは作者が自身の作品を熱く語る場所ではありませんの。そういうのってアマチュアのかたがよくやってしまいがちですけども、それをやってしまっては、印象が悪くなりますでしょ。これまでのエピソードの「あとがき」だと思ってくだされば結構でございますのよ。でもなぜかインタビュー形式ですわ。（スケアリー）

		
			「ペケファイル」について
		

		　正直言ってこれほどの人気が出るとは思ってもいなかったよ。

		

		---このコーナーは少しも人気がありませんが？

		

		　そうなの？まあ、ボクの頭の中では大人気だよ。確かに、こんな長い文章誰が読むんだ？って感じだけど。

		　始めた時は、自分の頭の中にある話を文章にするのにはたいした量はいらないだろうと思っていたんだ。でも実際に書いてみて驚いたね。第二話の「猿軍団」でエフ・ビー・エル初の捜査活動が始まった訳だけど、同時に私がストーリーのある長い文章を書くのも始めてだったんだ。なるべく詳しく書いた方がいいだろうと思って書いていたら、出だしの場面だけでかなりの量を書いていたね。文庫本で言ったら十ページ分ぐらい。あの牧場のじいさん、ばあさんの話だけで一話が終わってしまいそうな感じだったよ。仕方がないので、そこまで書いた文はボツにして書き直したけどね。

		　ペケファイルはいかに簡潔に書くかが重要だということが解ったね。それでも短すぎれば読んでいる人は何が起こったのか解らないし、長すぎてもよくない。長い文章はあまり好まれないからね。特にちらちらしてるパソコンの画面では。本当は多少長くても詳しくいろいろな説明をしていった方が、話に引き込まれるんだけど。ボクにそれだけの技量があるとは思えないし、分かり易さの方を優先させたんだよ。

		　それにくだらないギャグはいくらでも思いつく。それを全部書いていたら、と思うとゾッとしてしまうよ。

		

		-----どうでもいいですけど、話の中に作者であるあなたと、Dr.ムスタファの名前が出てくるのですが？

		

		　そういえばそうだったね。あのおかげで少し話が解りづらいと思っている人もいるかも知れない。でもそれは仕方のないことで、このペケファイルの出来た経緯と関係があるんだ。

		　このホームページのどこを見てもボクがどこに住んでいるどんな人間なのか、或いはどんな生物なのかは書かれていないんだ。それはこのホームページが出来た時から同じで、でもまあ当時はちょっとしたプロフィールの紹介もあったけど。それでLittle Mustaphaの真実というコーナーを作ってそこにエフ・ビー・エルのモルダー・ムスタファという人物を登場させたんだ。それがペケファイルの始まり。つまりモオルダアの兄、モルダー・ムスタファはLittle Mustaphaのことを捜査していたんだ。そのコーナーを読んでいればそのうち私、すなわちLittle Mustaphaというのがどういう人なのかが解るかも知れない、というコーナーになるはずだったんだけど面倒だから続けなかった。それが今のエピソードにも影響しているということなんだ。でも今のペケファイルに登場するLittle MustaphaとDr.ムスタファは別のところに登場する二人とは別人だと思って欲しい。そうしないと訳が解らなくなってくるから。ペケファイルに登場するLittle MustaphaとDr.ムスタファはモオルダアが追っている究極の謎、エイリアンと同じような未知の存在、ということにして欲しいんだ。

		　混乱を避けるためになるべくこの二人の名前は出さないようにしているけど、話が進んでいけばまた名前を出さざるを得なくなるからね。

		

		-----どうしていきなりシーズン・ワンが終了してしまったんですか？

		

		　理由は単純。登場人物みんながボケ始めてつっこむ人がいなくなったからなんだ。これはしばらく間をおいて、少し真面目にやらないといけないと思って。

		　それに、モオルダアの身に何が起こったのか良く解らない状態で話が次回に続くというのもシーズン終了にふさわしいでしょ。海外の人気ドラマシリーズっていうのは大抵そういう仕組みになっているんだ。そうすれば次のシーズンが始まった時に第一話だけはみんな見るからね。それにそうすることで、放送する会社は番組を打ち切りに出来なくなるんだ。制作側の策略ってヤツだね。それをまねしてみたんだ。でもペケファイルの場合は次のシーズンが始まるまで一年も待つことはないよ。制作するのも発表するのもボクだからね。続編は出来次第発表されるから。

		　もともと、シーズンを分けるなんて構想はなかったしね。ここでは全て思いつきで進んでいくんだよ。

		　でも完結していない話を発表してしまうところにはちょっと問題があるんだ。これまでのエピソードはだいたいのあらすじを考えて書き始めていたんだけど。必ずしもあらすじどおりに話が進むとは限らないんだ。途中で違う展開や結末を思いついて前半部分に修正を加えることは何度もあったんだけど、一度発表してしまってからではそれが出来ない。もしかするとシーズン・ツーの始めのエピソードは矛盾だらけになるかも知れないよ。（作総指揮：Little Mustapha）

		
			「序章」について
		

		　正直なところを言うと、これを書いた時はまだ'the X Files'のファンではなかったんだ。興味はあったけどね。次のエピソードを書き始めるまで二年近くかかってるけど、そのあいだに、いつの間にかファンになっていたねえ。何ていうか'the X Files'というのはボクが思っていたよりはるかにポップな感じだったんだ。（Little Mustapha）

		
			「ムッシューとマドモアゼル」について
		

		　ボクが落ち着きがなくて、いろいろなところに興味が行ってしまうのは知っているよね。だからボクが常に'the X Files'だけのファンだと言うことはあり得ないんだ。ということはつまり、ペケファイルというのもただ単にエックス・ファイルのパロディにはならないと言うこと。

		　モオルダアのモデルは実はフランスの優秀な警察官「クルーゾー警部」だったりもするんだ。「クルーゾー警部」を知らないって？そういう人は「ピンクパンサー（アニメじゃない方の）」シリーズと「暗闇にどっきり」を見るべきです。それを見て笑えなかった、という人はペケファイルを読んでも笑えないかも知れないよ。

		　それと、あの美女はまた登場するかも知れないね。モオルダアの最大の敵は美女なのだから。（Little Mustapha）


		
			「猿軍団」について
		

		　あたくしが露天風呂に入るシーンはどうしてカットされているんですの？だからペケファイルは人気がないんですのよ。（スケアリー）

		

		　やっぱり舞台は日光にするべきだったかな。〈嘘笑い〉（Little Mustapha）

		

		　事件が解決した後の車中でのボクがいいだろ？ボクは結構ミステリアスなんだ。（モオルダア）

		

		　私は、あのいつでも困った顔をしているハリウッドの俳優とは関係がないからね。実際に私の方が格好いいし。（ニコラス刑事）

		

		　私は酒をやめていたんだけどペケファイルのおかげでまたアル中だよ。ウィスキーはタバコと違ってはふかすわけにはいかないからね。（ウィスキー・ドリンキングマン）

		
			「ドドメキ」について
		

		　よく考えたら、本物のエックスファイルを見たことがない人はここに登場するドドメキさんやウィスキー・ドリンキングマンの容姿を想像できないかも知れないね。二人はともに怪しい人物なんだけど、「怪しい」にも種類があるからね。

		　夜の闇にスーツに身を包んで現れ、仕事を済ませるといつの間にかどこかへ消えるというような怪しさもあるし、中学校の体育の授業で着るようなジャージを着て寝ぐせ頭のまま歩き回る中年男性も怪しいよね。ドドメキさんもウィスキー・ドリンキングマンも前者のタイプの怪しい人なんだけどね。話の中ではあんまり解らないかも知れないね。でも読んだ人がどんな「怪しさ」を想像するかによって話の印象が少し変わっていくのも面白いかもね。（Little Mustapha）

		

		　これは次のエピソードのオープニングになる予定だったらしい。独立した話になったおかげで私の登場機会も増えたわけだが、夢の話じゃねえ・・・。（スキヤナー）

		
			「HANAKO」について
		

		　モオルダアが最新型のモデルガンを手に入れる話。だんだん本家のエックス・ファイルから遠ざかってきているとは思いつつも、面白ければそれでいいということで書かれた話。実際にはこれより前の話もエックスファイルのパロディと言うには、オリジナルと話がかけ離れすぎていよねえ。（Little Mustapha）

		

		　あたくし、本当に胸が小さいわけではありませんからね。あれは演出上仕方なかっただけのことですから。勘違いなさらないでくださいな。（スケアリー）

		

		　ボクはいつでも危険と背中合わせって感じだろ？それから、タニマダ先生は間違いなくボクに惚れているよ。（モオルダア）

		

		　小学校のトイレに少女の死体があったっておとがめなしだよ。何しろ、こんな話は誰も読んでいないんだからね。腹が立つから、もの凄く卑猥で不道徳な話でも書いてやろうかな。（Little Mustapha）

		
			「殺人豆」について
		

		　ボクの作曲した「殺人豆の恐怖」を元にして作られた話なんだ。豆というのは「ちっぽけな」とか「とるに足らない」みたいな意味で使われがちだよね。そんな豆に襲われて殺されることがあったらそれはきっと凄く恐ろしいことだと思うよ。（Little Mustapha）

		

		　この話からなぜかボクの名前が変えられてしまったけど、ボクが優秀な捜査官だということには変わりはないからね。（モオルダア、exモルダア）

		

		　芸術というのは時として人の命をも救ってしまうものなのですよ。（天才バイオリニスト・スキヤナー）

		
			「サマータイム」について
		

		　だらだらと書いていたら凄く長くなってしまって三話に分けることにしたよ。このエピソードでの私に対しての教訓は、登場人物を多くすればするほど話は長くなる、ということ。始めの予定どおり書いていたらきっと三話では収まりきれなかったかも知れない。実際には登場しないもう一人の人物が登場する予定だったけど、やめにしたよ。

		　この話ではまたエックス・ファイル以外のパロディが登場するけど、そこでもまたパロディしきれなかった感は否めないねえ。でも、まあいいか。あのボイスレコーダはスケアリーをいらつかせるのには大いに役立ったから。

		　ちなみにここで登場する下田のいろいろな機関（警察署とか）は実在のものとは一切関係がないからね。だれも読んでないと思うと好きなように書いてしまうけど、一応ことわっておかないとね。

		

		　前にも言ったとおり、あたくしの入浴シーンをカットするからペケファイルは人気が出ないんですのよ。（スケアリー）

		

		　ボクの天才的直感（少女的第六感）を使えばきっとどんな事件でも解決しちゃうんだろうなあ。（モオルダア）

		

		　私が女子高生アイドルだからって、演技がへたくそで漢字がほとんど読めないとか思ってるでしょ？そのとおりよ！（若女将・アイ）

		

		　世の殿方のためにも私がもっと登場するべきだとは思いませんでしたか？そうすれば、この話は大人の女の色香で溢れかえって素晴らしい出来になったはずですよ。（女将・瞳）

		
			「後門の狼」について
		

		　トイレに座っている時に思いついた話。それ以上は詳しく言えないけどね。本当は途中の詳しい話とかも考えていたんだけど、書いているときっと気分が悪くなるに違いないということで書かなかったんだ。それに次の話のアイディアも固まってきていたところだったしね。（Little Mustapha）


		
			「前門の虎」について
		

		　本当は「猫娘」というタイトルになる予定だったけど、前回のタイトルに合わせて「前門の虎」に変更。おかげでトラパンツのネタを思いつくことが出来たよ。順番としてはトラの方が先に来るべきなんだけどね。

		　シーズンの最終回としてはふざけすぎなんだけど、ふざけていないと事件は解決しないんです。ペケファイルの場合は。特にモオルダアには思いっきりふざけてもらわないと。

		　ということでモオルダアの大ピンチみたいなところでシーズン・ワンは終了。もしかするとモオルダアは何者かに殺されていてシーズン・ツーでは違う人がモオルダアの変わりに出てくるかも知れないよ。という前ふりをして、続きはシーズン・ツーが発表されるまでのお楽しみ。（Little Mustapha）

		

		　ボクはきっと生きているはずだよ。作者は間違いなくボクに惚れているからねえ。（モオルダア）

		

		　あたくしがポッチャリとか、太っているとか、絶対にあり得ませんから。（スケアリー）

		

		　私を走らせるようなことは今後一切やめにして欲しいね。（ドドメキ）

		

		　一つ覚えておいてもらいたいことがある。私が出てくる時にはその話が後のエピソードで重要な意味を持っていることがあるから気を付けていた方がいいぞ。（ウィスキー・ドリンキングマン）

		
			SFXについて
		

		　ペケファイルは文字だけで構成されているのでSFXはありません。（特殊効果担当：FX・ムスタファ）

		

		　オープニングムービーは全部静止画、つまり写真や絵から作られているんだ。なにしろここにはビデオカメラなんて高価なものはないからね。でも絵が動いてそこに音楽がつけばそれなりに見えなくもないよね。不思議なことだね。（Little Mustapha）

	
		
			縦書きバージョン、特別付録
			Santa's End
			from Black-holic Special ---Peke Santa---
		

		Little Mustapha's Black hole の 'Black-holic' （特集コーナーということになっているコーナー）に掲載された"Peke Santa"をここに掲載します。そうすることの意味があるのか？という感じですが、ここまで読んだ方はもうここでは意味など考えてもしょうがない、ということが解っているでしょうから、あえてそこは考えるのはやめましょう。

		'Black-holic'では毎年クリスマスイブにブラックホール・スタジオで起こる奇妙な現象を取りあげてきました。その中でもかなりの大作となった"Peke Santa"になぜかモオルダアとスケアリーが登場しているのです。'the Peke File'とはひと味違う二人のオトボケ空間をお楽しみいただけることと思います。ちなみにタイトルは書いた時のオリジナル "Santa's End"に戻しました。

		毎年恒例のクリスマス特集ですが毎年読んでいないと、この"Santa's End"の話はまったくわからないと思います。そこで簡単な説明を加えながら再編集することにしました。それでも解らないところはたくさん出てくるはずですが、これまでの"the Peke File"のエピソードを理解できた方々なら多分解ってくれるでしょう。

		それでは、特別付録をお楽しみください。

				
			Santa's End
		

		恐怖のクリスマスが完結するのか？今回はけっこう長いですよ。それでも読むのか？読まないのか？しかも、始めてここを読む人はこれまでの話も読まなければいけない!?



　今年も彼らはサンタ待ち。これまでもあれこれ手を尽くしてサンタからプレゼントをもらおうとした彼らですが、なぜか上手くいきませんでした。でも今年は何かが違う？そして、何かが起きる？そんな感じです。まずは、マイクロ・ムスタファ全集を読んでみる。そこに何かが隠されているような。そんな感じでもあります。1

		
			1:	Little Mustaphaはサンタのおじさんからプレゼントをもらおうと毎年あれこれ手を尽くしてきましたが何故か失敗してしまう。成功の鍵を握るのはマイクロ・ムスタファだとLittle Mustaphaは思っていた。

		
		
			マイクロ・ムスタファ全集より
		

		
			
			ピエロの季節

			　大屁端・比恵朗（オオヘバタ・ヒエロウ）少年は虎吉を前にして為すすべもなく立ちすくんでいた。

			「なぜだ？なぜおまえは笑わない？」

			虎吉は牙をむき出しにして、涙を流しながらただその恐ろしい道化を見つめるだけの大屁端少年に詰め寄った。

			　大屁端少年には解っていた。誰もこの恐ろしい道化の虎吉を面白いなんて思っていないのだ。みんなは騙されている。もしかすると何か魔術のようなもので心を操られているのかも知れない。だからみんなはこの恐ろしい道化師のすることを笑って見ていられるのだ。

			　何も言わずに怯えている大屁端を見て虎吉は次第に表情を変えていった。表情と言うよりはその顔自体が別のものに変わっていくようだった。真っ白い顔に赤い鼻。目の周りは黒く塗ってある、どこにでもいるピエロの顔が次第に恐ろしい悪魔の顔に変わっていくように思えたのだ。

			　恐怖のために流れてくる涙をこらえることは出来なかったが、それでも彼は何をすべきかちゃんと解っていた。大屁端少年は今こそ彼の計画を実行に移すべきだと思った。この計画が上手くいけば、世界中で彼に騙されている哀れな人たちが何かとてつもない（未完）

			

			非暴力の季節

			　屁端谷・贋次（ヘバタヤ・ガンジ）はじっと独房の壁を見つめている。薄汚れた染みっぽいその壁には何もないのだが、贋次の目には様々な人間の顔がその壁に映っているように感じられた。

			　その顔は彼が自由の身であった頃の記憶を彼に呼び起こさせた。「そう、確かに私は奇跡は起こさなかった。でも私のしたことは間違いではなかったのだ。今、あなた達がこうして私に語りかけてくれるように、私はいつまでも彼らに語りかけよう。そしていつの日か、彼らが理解してくれる時が来たら・・・」

			　ここで贋次は独房の外の物音に気付いて考えるのをやめた。とうとうその時が来たようだ。贋次は覚悟を決めて看守が独房の扉を開けるのを待った。このまま刑が執行されれば、きっと何かとてつもない過ちが（未完）

			

			探偵の季節

			　屁端一・耕酢毛（ヘバタイチ・コウスケ）には何か考えがあるようだった。

			「屁端一君。いったいどういうことなんだ？犯人が他にいるとでも言うのかね？」

			怒百目鬼（ドドメキ）警部はハンケチで首の周りの汗を拭きながら屁端一に聞いた。

			「いやあ、まだ断定は出来ないんですけどね。犯人があの美人三姉妹を殺害するためには、どうしてもつじつまが合わないところがあるんですよ」

			「それじゃあ、犯人は誰だと言うんだね？」

			「それはまだ解りませんが」

			屁端一はこう言ってニコリと笑うと、いたずらっぽい目を輝かせて壁の方を指さした。怒百目鬼警部は背筋にどす黒い寒気を感じながら彼の指さした方をみるとそこには尺役伯爵（シャクヤクハクシャク）の肖像画が掛かっていた。

			「ボクが気になっているのはこれなんですよ」

			屁端一がその肖像画を見ながら話を続けた。

			「この肖像画は尺役伯爵が尺役製薬の会長になった時に作らせたものですよね。その時にはあの美人三姉妹はまだこの世に存在していなかった。つまり生まれていなかったのです。それなのにどうして三姉妹はこの肖像画の背景に描かれた場所を知っていたのでしょうか？もちろん知るわけもありません。これは画家の想像で勝手に書かれた背景なのですから。つまりボクが言いたいのは、露天風呂に美人三姉妹が一緒に入れば、それはとてもグロテスクで、何かとてつもない（未完）

			

			沈黙の季節

			　山屁端・S・瀬賀留（ヤマヘバタ・スティーブン・セガル）は核弾頭を積んだまま暴走する列車に乗り込むことに成功した。このまま列車を止めることが出来なければ何かとてつもない（未完）2

		

		ミドル・ムスタファ---何ですかこれは？3



Little Mustapha---これは「マイクロ・ムスタファ全集」だよ。彼はこれまで訳の解らないことが起きるたびに「これは私の書いた○○を読めば解決しますよ」とか言ってたでしょ。だからボクはそれがどんなものかを確かめるために、こっそりマイクロ・ムスタファの部屋に忍び込んで彼の書いた作品をコピーしてきたんだよ。



ニヒル・ムスタファ---でも、これじゃ何が書いてあるのか全然わかんないぜ。



Little Mustapha---そうなんだよね。でもどこを探してもこれより長いのは無かったんだ。これが彼の書いた全てってことだよね。このコピーの元になったものはちゃんと製本してあったんだよ。ビックリしちゃうよね。全集とか書いてあったけど、15ページしかなかったんだ。他の作品も全部未完なんだ。



Dr.ムスタファ---これじゃあ、何にも解決しないなあ。いったいヤツは何を言いたかったんじゃ？



ニヒル・ムスタファ---多分、自分の作った話を聞かせたかっただけじゃないのか？普通に話せばいいのに、ヤツはいつももったいぶって話そうとしないのさ。



ミドル・ムスタファ---でもこれじゃあ、もったいぶってる意味がありませんよねえ。事件解決の鍵はどこにも見あたりませんよ。



Little Mustapha---いやいや、それは違うと思うよ。確かに文章になっているのはこれだけだけど、ボクには彼がもっと沢山の情報を持っていると思えるんだよ。これはきっと夢みたいなものだよ。夢というのが無意識と有意識との間をつなぐものだというのが正しければの話だけどね。ここに書かれているのは、彼の無意識の中にあるほんの一部だということかも知れないよ。



ミドル・ムスタファ---あなたの言っていることも良く解りませんよ。



Dr.ムスタファ---いや、そんなこともないぞ。わしにはなんとなく理解できる。つまり、マイクロ・ムスタファの頭の中、というか無意識の中ではここにある話は全てちゃんとした話となっていて、普通の人間にも理解できる内容だということだな。



Little Mustapha---まあ、だいたいそんなところかな。



ニヒル・ムスタファ---だいたいなの？それにしても、どうしてキミは急にマイクロ・ムスタファ全集なんか持ち出してきたんだ？キミは今年も去年と同じ酒を持ってくるサンタ4をよぶつもりだったんじゃないのか？



Little Mustapha---始めはそうだったんだけどね。あれからいろいろ考えてみたら、やっぱり本物をよばないといけない、という結論に達してね。だって、本物なら酒もアルト・サックスも、それから三十万のシンセとか百万のレスポールとか何でももらえるでしょ。だってボクはこれまでずっといい子にしていたんだから。だから、今回は本気でいこうと思ってね。



Dr.ムスタファ---「いい子にしてた」って、キミはもうかなり前から大人なんだが。そこは解っているのかね？



Little Mustapha---肉体的には大人でも精神は12歳だよ。



ミドル・ムスタファ---12歳ですか？前は16歳って言ってましたけど、また若くなってませんか？



Little Mustapha---まあ、そうかな。最終的には胎児に戻る予定なんだけど。



ニヒル・ムスタファ---精神年齢が胎児並みって、ぜんぜん訳がわかんないよ。それよりも、話がそれてないか？このマイクロ・ムスタファ全集についてはどうなったんだ？



Little Mustapha---ああ、そうだったね。つまり彼はボクらが知り得ないことでも知っているかも知れない、ということだよ。それはマイクロ・ムスタファ本人さえも気付いていないことなのかも知れないけどね。本当のサンタを呼べるのは、彼だけかも知れないよ。


	2:マイクロ・ムスタファ（自称小説家）は未完の美学を追究しているため小説は全部未完。本当は最後まで話を考える能力がないとも言われている。



	3:このへんは脚本風に書いています。



	4:このクリスマスの二年前、彼らの元にやって来たサンタはLittle Mustaphaの手紙が原因で彼らを殺害しようとした。そこで何が起きても大丈夫なように万全の準備をして一年前にも彼らはサンタをよんだのだが、その時にはなぜか酒が大好きな別のサンタが登場した。


　このように、ブラックホール・スタジオ（Little Mustaphaの部屋）では今年もなにやら陰謀の臭いがしております。そのころサンタの国では・・・



「おかしいなあ。どうして今年は子供達からのプレゼント・リクエストの手紙がこれだけなんだろう？」

サンタのおじさんが困った顔をしています。思えば、最近はサンタと言えばピチピチギャルの時代になってしまったからなあ。サンタのおじさんは、街の書店で立ち読みした雑誌のことを思い出していました。サンタのおじさんはグラビアのページに彼と同じ恰好をしたグラビアアイドルの姿を見つけてかなりショックだったようです。

「今の人たちはわしのような老いぼれサンタよりも、こんな若くて美しいサンタの方が好みなんだろうか？」

サンタのおじさんは窓の前に立ちました。窓の外はもう日が暮れて真っ暗です。窓ガラスには明るい部屋の中にいるサンタのおじさんの姿がはっきりと写っています。サンタのおじさんは自慢の長い髭を撫でながら悲嘆にくれていました。

　何とかしないといかん。このまま、屈辱を味わいながら引退するなんてことは絶対に出来ない。今こそわしの本当の力を見せる時だ。それにしても、子供達からの手紙が二通だけなんて・・・。いったい何から始めればいいんだ？まあ、考えても仕方がない。この二通の手紙だけでも、私が完璧な仕事をすれば子供達も私の偉大さに気付いてくれるだろう。

　こう考えると、サンタのおじさんの曇っていた瞳に輝きが戻ってきました。窓のそばから離れて今年彼の元に届いた二通の手紙が置いてある机の方に向かいました。

　サンタのおじさんが一通目の手紙のふうを切って中を読みました。


	PSPがほっすぃ〜。サンタさん、お願いしますよ。

	吉男より



　サンタのおじさんはこの手紙を読んで、意味が解らずしばらく読んでいる姿勢のまま動くことが出来ませんでした。

「昔はこんな手紙の書き方をする子供はいなかったんだけどなあ」

サンタのおじさんは文面にあきれながらも、ある問題に直面していることに気付きました。

　PSPって何だ？サンタのおじさんは眉間にしわを寄せて考え始めました。サンタのおじさんが知っている三文字の頭文字からなる単語はLSDぐらい。サンタのおじさんはこの子供が新しいドラッグを欲しがっているのではないかと思っているようです。或いはPCP（ペンタクルロロフェノール）か？この子供はダイオキシンを欲しがっているのか？サンタのおじさんの訳の解らない、誤解が続きます。

　しばらく考えた後、サンタのおじさんは、ニコリと笑って考えるのをやめました。

「PSPってなんだか解らないけど、こんな子供にはリカちゃん人形とか、モンチッチとかあげとけばいいんだ。逆にその方が喜ぶしな」

　良く解りませんが、サンタのおじさんは納得がいったようです。それからサンタのおじさんはもう一通の方の手紙に目を通しました。


	驚きました！
	ボクも始めは嘘だと思ってたんですけど、もしかすると・・・って思ってアクセスしてみたんです。そうしたら本当に出来ちゃったんです。しかも相手は本物の女子大生で・・・



　サンタのおじさんは途中まで読んで、手紙をビリビリに破いて暖炉の火の中に投げ捨てました。

「何だ、迷惑メールかよ」

　やる気になっているところへ迷惑メールが来て、たいそうへこんでしまったサンタのおじさんです。



　でも、何かがおかしくありませんか？Little Mustaphaが出した手紙はどこへ行ってしまったのでしょうか？二年前に彼がアルトサックスを手に入れるために出したサンタへの手紙はサンタの元へ届いていたのですが、今年はどういう訳か届いていないようです。




		
			その頃、ブラックホール・スタジオでは・・・
		

		ニヒル・ムスタファ---それじゃあ、キミはまだサンタへの手紙は出してないのか？



Little Mustapha---いや、一応出しておいたよ。マイクロ・ムスタファが必ずしも本物のサンタの居所を知っているとは思っていないからねえ。



ミドル・ムスタファ---でも、その手紙ってどこに出したんですか？これまでもあなたが出した手紙で本物のサンタが来たことは一度もありませんでしたよ。



Little Mustapha---今回は大丈夫だよ。今年はちゃんとサンタのおじさんのオフィシャル・ホームページに書いてあった宛先に手紙を出しておいたからね。マイクロ・ムスタファが何も知っていなかったとしても、ここへ来るのはかなり信用できるサンタだということだよ。



Dr.ムスタファ---まあ、誰が来るにしても、そいつが危険なヤツだとしたら、わしの開発した超強力電波銃5があれば大丈夫だけどな。



ニヒル・ムスタファ---何だよそれ。電撃銃じゃなくて電波銃なの？それが何の役に立つんだよ。



Dr.ムスタファ---キミは何も解っていないんだなあ。これはかなり危険なものなんだぞ。電波銃というのは超強力な電波を放出して周囲にある携帯電話を壊すんだ。



ミドル・ムスタファ---それは恐ろしいですねえ。



Dr.ムスタファ---そうだろ。恐ろしいだろ。しかも登録してある電話番号とかも全部消えちゃうんだ。



ニヒル・ムスタファ---おいおい、ちょっと待ってくれよ。そりゃ、そんなことが起これば、恐ろしいと思うヤツがいるかも知れないけど、サンタのおじさんっていうのは携帯電話を持っているのか？オレが考える限り絶対に持ってないと思うんだけど。それに、どうせその電波銃って、ブレーカーが落ちるぐらいの電力を使うんだろ？



Dr.ムスタファ---それは当たり前だ。何せ超強力なんだから。でもバッテリー駆動だから大丈夫だ。この部屋の電気が消えたりはしないよ。



Little Mustapha---バッテリーって言っても、車に積んであるような巨大なバッテリーのことでしょ。ここまで一人で運んでこれないような。



Dr.ムスタファ---・・・うん。まあ、そういうことだ。



ミドル・ムスタファ---なんだか、自信なくしちゃったみたいですよ。



Little Mustapha---大丈夫だよ。自信なんてあっても無くても同じこと。というより、ある時にはあって、無い時には無いものなんだから。そんなことより、今年はマイクロ・ムスタファがきっと何かをしてくれる。そんな気がしてならないんだよ。



　ブラックホール・スタジオではまた訳の解らない会話が続いています。その頃、エフ・ビー・エルペケファイルの部屋では・・・って、ここでペケファイル登場なの？まあ、いいか。この話とペケファイル本編は関係ありませんよ。特別出演です。

		
	5:Dr.ムスタファの発明する武器はいつでもトラブルの元。使用する電圧が高すぎるのである。



		
			ＦＢｌ（エフ・ビー・エル）ペケファイルの部屋
		

		　ペケファイルの部屋のドアが勢いよく開くとそこにはスケアリーの不機嫌そうな表情があった。

 「モオルダア。事件っていったいなんですの？」

 モオルダアは静かに新聞をスケアリーに手渡した。彼は彼女の機嫌がどうとか、事件がどうとかはあまり関係がないらしい。モオルダアは趣味で捜査をしているのだから。

 「何ですのこれ？サンタ宛の手紙紛失って。こんなことは、わざわざあたくし達が捜査をする必要があるようには思えませんわ」

 　モオルダアの予想どおりスケアリーは記事の重要性を否定している。でも暇なクリスマスにはもううんざりなモオルダアは、何とかしてクリスマス用の捜査のネタを探す必要があった。

 「確かにバカげた事件だよねえ。でもこれは今年が初めてじゃないんだ。二年ほど前から、何者かによってサンタ宛の手紙が盗まれる事件が起きていたんだよ」

 そう言うとモオルダアは別の資料をスケアリーに手渡した。それを見るとスケアリーは多少事件に興味をしめしたようだった。

 「あら、ホントですわねえ。でもこれはきっとバイトの配達員の仕業ですわ。良くあるでしょ。年賀状を配達するのが面倒になったバイトの配達員が年賀状をどこかに捨てていってしまうというのが。どうせ、年賀状なんてたいした意味もないものですし、最近ではインターネットとかありますから、本当に新年の挨拶がしたい人ならメールですればいいんですわ」

 　一応興味を示したスケアリーであったが、年賀状紛失事件と同じようにこの事件を片づけてしまった。でもそれではモオルダアは困る。どんな形であれ、今年のクリスマスは忙しくしていたいのだ。

「キミは解っていないなあ。サンタ宛の手紙というのは子供達の夢がつまっているんだよ。社交辞令満載の年賀状とは訳が違うんだぜ」

「何ですの？偉そうに。でも、あなたのおっしゃることも否定できませんわね。子供達の夢が託された手紙を盗むなんて許せないことですわ」

モオルダアは何とかしてスケアリーの興味を引くことが出来たようだった。これで今年は、誰に電話をかけてもつながらないクリスマスから解放されそうである。



　このようにエフ・ビー・エルは相変わらずなのですが、その頃サンタの国では・・・。？？？。ここはサンタの国なのか？限りなくサンタの国に似ていますが、何かが違う。

　このサンタの国のようなところのサンタの家のような建物の中でサンタのおじさんのような人が先程から手紙の山をかき分けて、何かを探しています。



「あった！あったぞ！ヤツらめ、今年は何が欲しいというのだ？」

サンタのおじさんのような人は目を真っ赤に血走らせて、手にした封筒を開けた。あまりにも乱雑に封筒を破ったため、中にあった手紙も少し破れていたが、彼はそんなことは気にしていないようです。

　サンタのおじさんのような人は、しばらく手紙を見つめたまま動きませんでしたが、やがて口元を引きつらせて、小刻みに顔をふるわせ始めました。それから、彼は突然大声で笑ったのです。彼の頭の中で膨らんだおかしさに耐えられなくなったのでしょう。この静かなサンタの国のようなところに、サンタのおじさんのような人の笑い声がこだました。

　月のない暗い夜にこの笑い声は不気味な感じです。外ではトナカイのような動物が一瞬驚いて耳をぴくっと動かしましたが、彼らには何の危険もない、ということが解ると、トナカイのような動物はまた静かに闇を見つめていました。6




　何日か経って、クリスマス・イブ。ブラックホール・スタジオでは予想どおりLittle Mustapha達が集まっています。



Little Mustapha---おかしいなあ。マイクロ・ムスタファが来ないねえ。いつもはだいたい時間どおりにやってきてたみたいだけど。



ミドル・ムスタファ---そうですよね。影が薄いから、いつもみんなは彼がいることに気付かないんですけど、いたことはいたんですよねえ。今日はせっかく話の中心になれそうなのに。



Dr.ムスタファ---もしかしたら、本当は来てるのにまた気付いてないだけかも知れんぞ。



ニヒル・ムスタファ---先生、それはないでしょ。影が薄いって言ったって、透明人間って訳じゃないんだぜ。でもヤツがいないと変な電話7もかかってこないし、留守番電話のランプも点滅してないな。やっぱり鍵を握るのはマイクロ・ムスタファかも知れないな。



Little Mustapha---どうでもいいけど、マイクロ・ムスタファに電話してみようか。彼が来ないと始まらないから。



　Little Mustaphaは電話のハンズフリー機能をオンにして電話をかけた。



ミドル・ムスタファ---どうして、わざわざハンズフリーで話すんですか？普通に電話すればいいのに。



Little Mustapha---だってハンズフリーって、手がないってことだろ。だから手で受話器を持ったらいけないんだよ。ハンズフリーフォンって言うのはそういうことなんだから。



　何を言っているのか訳が解りませんが、全員黙って電話がマイクロ・ムスタファを呼び出す音を聞いています。



電話機---もしもし、マイクロです。・・・もしもし？・・・もしもし？



一同、黙って電話機の音を聞いています。



ミドル・ムスタファ---ちょっと、これ留守番電話じゃないんだから、誰か話さないと。



Little Mustapha---ああ、そうか。もしもし、ボクだけど。キミ、どうしてまだ家にいるんだよ。もうみんな集まってるよ。



電話機---そうですか。それはすいませんでした。私の方から連絡しようと思ってたんですけど。今日は朝から体調がすぐれないから欠席しようと思うんです。



Little Mustapha---そうなの？体調が悪いって、風邪でもひいたの？せっかく今日はキミが主役になれそうだったのに。



電話機---そうじゃないんですけど、朝からひどい頭痛と目眩がして。それどころじゃなさそうなんです。でもみなさん、気をつけてください。私には何か嫌な予感がするんです。これが私の頭痛と関係しているのかは解りませんが、もし今日の夜みなさんのところに期待したのと違うサンタがやって来たとしたら、その時には何かとてつもない（未完）



一同---電話も未完かよ！



全員声を合わせて電話につっこみを入れたところで、ブラックホール・スタジオの玄関でチャイムの音がしました。



ミドル・ムスタファ---あれ？誰か来ましたよ。



Dr.ムスタファ---もしかしたら、手紙で呼んだ方のサンタがもう来ちゃったんじゃないのか？



ニヒル・ムスタファ---それはないね。まだ夕方だぜ。



Little Mustapha---誰だろう？宅急便でも来たのかな？



　Little Mustaphaが席を立って玄関に向かいました。ドアを開けると、なんとそこにはマイクロ・ムスタファがいました。



マイクロ・ムスタファ---いやあ、すいません。遅れました。



Little Mustapha---？？？。遅れましたって、キミは今日来ないんじゃなかったの？



マイクロ・ムスタファ---何でです？



Little Mustapha---だって、たった今キミの家に電話したら・・・。



マイクロ・ムスタファ---私が今家の電話に出られるわけはないじゃありませんか。ここに来るのに急いで歩いていたんですから。



Little Mustapha---そうだよねえ。じゃあ、さっきの電話は何だったんだ？確かにキミの声で・・・。



　今年のサンタ話はどんどん怪しくなっていくようです。


	6:二年前にLittle Mustaphaの書いた手紙が届いたのはサンタの国。そこにはサンタのおじさんと大量のトナカイがいた。ここはそのパロディのようなもの。しかし、以前のサンタの国も本物かどうかは怪しいところ。



7:ブラックホールメンバーが集まると必ずLittle Mustaphaの留守番電話には誰も気付かないうちに謎のメッセージが残されていることが良くあるのである。



　話は戻って数日前。サンタの国のようなところの、サンタの家のようなところにエフ・ビー・エルの二人の捜査官がやって来ました。家にはサンタのおじさんのような人の姿はなく、変わりに数人の警察官が家の中をくまなく調べている。


	サンタの国のようなところのサンタの家のようなところ


　家に入ったモオルダアとスケアリーは、部屋に積み上げられている大量の封筒を見て目を丸くした。あまりに手紙が多いために、部屋の床はほとんど見えない。

「ちょいと、モオルダア。サンタ様への手紙ってこんなに沢山あるんですの？」

「いやあ、これはまだ一部だと思うけどね。他の部屋を探せばまだ沢山あるはずだよ。世界中にはまだ夢見る心を忘れない子供達が沢山いると言うことだね」

「あなたが、そんなことを言うと嘘っぽいからやめてくださらないかしら？それにしても犯人はサンタ様への手紙を盗んでどうするおつもりだったのかしら？特に中身を読んだような形跡もありませんし。やっぱり犯人はちょっと異常な方なのかしら？」

　この部屋にある手紙はどれも封を切っていなかった。モオルダアにもどうして犯人がこの大量の手紙を盗んだのかが良く解らなかった。これはクリスマスだけじゃなくて、正月まで忙しくなってしまいそうだ。でもモオルダアは正月に仕事なんてまっぴらだと思っていたので、何とか手掛かりを見つけたかった。そこで彼は何も考えずに自分の足下にある手紙の山を崩してみた。すると崩れた下から、乱雑に開けられた封筒が彼の目に入ってきた。

「スケアリー。やっぱり犯人には目的があったのかも知れないよ」

モオルダアは拾い上げた封筒をスケアリーに手渡した。

「あらいやだ。あたくし、こんな風に乱雑に封筒を開ける人って許せませんのよ。それよりもこの手紙、差出人はLittle Mustaphaとなっていますわよ。これってもしかして、あなたがいつも言っている、宇宙人とか地底人とかと関係している方の名前じゃありませんの？」

「さあ、それはどうだろう。それはこのサイト自体の大きな矛盾でね、the Peke Files本編に登場するLittle Mustaphaと別のところのLittle Mustaphaっていうのは別人ってことになってるんだよ。しかも本編を書いている作者がLittle Mustaphaなんだから、訳が解らないよねえ。でもこの話題を続けてたら話が進まないから、それを気にするのはやめた方がいいんじゃないか？」

「何言ってるのか全然解りませんわ。それよりも、この封筒の中身はどこにあるんでしょうか？犯人が持って逃げたのかしら？」

「それも考えられるし、もしかするとこの大量の手紙の中のどこかに紛れ込んでると言うことも考えられるね。なんだか大変な作業になりそうだ」

スケアリーはこの手紙の海の中から問題の封筒の中身を探すと聞いて、明らかに面倒だという目をしていたが、モオルダアがなんだかやる気満々なようなので付き合うしかないようだ。



　二時間後、モオルダアはまだ手紙を掻き分けていた。スケアリーはもう飽きてしまったようで、家の外で紙コップに入ったホットコーヒーを飲んでいる。代わりに部屋には一人の警官がいてモオルダアを手伝っていた。

「ねえ、モオルダアさん。いったいその手紙には何が書かれているんですか？」

警官が積み上げられた手紙の向こうからモオルダアに聞いた。

「ボクにもまだ解らないけど。犯人はどうしてもその手紙が必要だったに違いないよ。今ボクらが探しているのは封筒から出された紙の方だから少しは見つけやすいけど、犯人は他の手紙と同じような封筒に入っているものを、この中から見つけださなきゃいけなかったんだからね。きっとボクらより何倍も大変な作業をしたことになるね。まあ、運良く一番上に目的のものがあったなんてことがない限りね。それだけのことをしてまで手に入れたかったものだから、きっと何かすごい情報が・・・あっ、あったぞ！」

　モオルダアは手紙を拾い上げてその中身を読んだ。読み終わると、彼は首をかしげて考え込んでしまった。

「何が書いてあるんですか？」

警官が好奇心丸出しでモオルダアに聞いた。モオルダアは何も答えなかった。代わりにスケアリーを読んできてくれと警官に頼んだ。警官は手紙の内容が気になって仕方がないのだが、モオルダアの様子から察すれば大したことも書いてなさそうだ。警官は部屋から出てスケアリーを呼びにいった。



　スケアリーは彼女を呼びにいった警官と一緒に部屋に入ってきた。やっぱり警官は手紙の内容が気になるらしい。スケアリーは手にドーナツを持っていた。モオルダアはそれを彼女が自分のために持ってきてくれたのだと思い手を差し出して受け取ろうとしたが、それよりも先にスケアリーは持っていたドーナツを自分の口へ運んだ。モオルダアの差し出した手は行き場を失って右往左往。

「モオルダア、どういたしましたの？なんだか様子が変ですわよ」

「いやあ、何て言うか・・・疲れちゃって。へへっ。それよりもキミはさっきから飲んだり食べたりばっかりで、そんなことをしてたら、また・・・」

モオルダアはここまで言ったが、スケアリーがムッとしているのに気付いて、話題を手紙のことに変えた。

「例の手紙だけどねえ、ちょっと読んでくれないか？」

モオルダアがスケアリーに手紙を渡すと彼女の後ろにいた警官がそれを覗き込んだ。警官はスケアリーの肩越しに手紙を読んだが、思っていたほど面白いことは書かれていなかった。何だ、ガッカリ。といった感じで警官は部屋を出ていった。しかし、スケアリーは多少の興味を持ったようだ。手紙には次のように書かれていた。


	サンタのおじさんへ。

ボク達は今年もいい子にしていました。つきましてはボク達の望みの物をクリスマスの日にプレゼントしていただきたく、お手紙を差し上げた次第でございます。

ボク達の欲しいのは以下の通りです。



ミドル・ムスタファ：牛の背中から取り出した謎の金属で出来たオモチャ。

ニヒル・ムスタファ：モオルダアが持っているのと同じモデルガン。

マイクロ・ムスタファ：スケアリーがジョギングの時に来ていた汗つきシャツ。（洗ってないやつ）

Little Mustapha：スキヤナー副長官のCD。（あと出来ればウィスキー男の飲んでいるのと同じウィスキー。もっと出来ればアルトサックス）8

Dr.ムスタファ：エイリアンの胎児。



それではサンタのおじさん、今年こそよろしくお願いします。

Little Mustaphaより。ブラックホールから愛を込めて。



　変な内容だが、そんなところは気にしていられない。手紙には彼らのことが書かれてあるのだ。

「ちょいとモオルダア。なんなんですのこれは？この手紙を書いた人はどうしてあたくし達の調査した事件のことを知っているんですの？それに、あたくしの汗つきシャツが欲しいなんて。これは完全に異常者ですわ」

「まあ、それはそうだけど。ボクらの捜査の内容は完全に秘密になっている訳じゃないからね。どこかのUFOとかを扱っているマニアックな雑誌では、ボクらの記事を真面目に書いている人がいるかも知れないからね。この手紙を書いたLittle Mustaphaが捜査の内容を知っていたとしてもおかしくはないんだが」

モオルダアはスケアリーとは違うところに注目しているようだ。

「ボクが気になっているのは、最後の『エイリアンの胎児』というところだよ。こんな物はこれまでの捜査では登場しなかったよね」

モオルダアの少女的第六感が何かを彼に伝えようとしているようだ。

　スケアリーはモオルダアがまた訳の解らないことを言うというのが解っていたが、とりあえず否定するのは彼が何かを言った後にしよう、ということにした。

「ボクが思うに、この手紙を書いたLittle Mustaphaは何か重要なことを知っているんだよ。しかも、その多くがボクらが関わってきた事件に関連しているんだ。そして、それらを自分の元に集めて何かをしようとしている」

「何かって何ですの？もっと具体的におっしゃってくださらないと、何のことだか解りませんわ」

「例えば、実験とか？まあ、何でもいいか。でも、それをLittle Mustaphaが手に入れることをどうしても阻止したい人間がいるんだよ。それが、今回の手紙紛失事件の犯人ということだね。サンタがこの手紙を読んで、彼らの望む物をプレゼントする前に手紙を盗んでここまで運んできたに違いない。これだけのことが出来るのはきっと国家的組織がからんでいるのかも知れない。犯人は今頃Little Mustaphaを消すために行動を開始しているも知れないよ。ボクらも急がないと。Little Mustaphaが暗殺されたら、ボクらは重要な情報を手に入れる機会を失うことになるからね」

スケアリーはモオルダアの話を聞いていたが、途中からあきれてしまってほとんど聞いていなかった。

「モオルダア。あなたはどうしていつもそんなことばっかりおっしゃるのかしら？仮にこの手紙をサンタ様が読んだとして、サンタ様はエイリアンの胎児とかあたくしのシャツとかをこの手紙の人たちにプレゼントすることが出来るとでも思っていらっしゃるの？」

「だって、本物のサンタなんだぜ。彼に出来ないことはないよ」

モオルダアが得意げに答えた。

「確かに公認のサンタというのはいますけども。サンタといってもあれはただの人ですのよ。」

こんなことを説明するのも面倒だったが、スケアリーはモオルダアの間違いを訂正しようとしていた。それでもモオルダアは聞こうとしない。

「サンタが人なのは当たり前だよ。サンタは神様じゃなくって聖人なんだから。それにねえ、スケアリー」

ここで、モオルダアはニヤニヤし始めた。

「もし、この捜査で本物のサンタを見つけられたら、ボクらにもプレゼントの山だぜ。欲しい物は何でもプレゼントしてもらえるんだぜ」

「あら、そうですの。それはちょっと良さそうですわね」

あらまあ。否定するのかと思ったら、スケアリーまで乗り気になってしまいました。でもスケアリーには一つ聞きたいことがあった。

「それより、モオルダア。あたくし達のいるこの『サンタの国のようなところ』って、いったいどこなんですの？外にはトナカイではない、トナカイのような変な生き物もいますし、まったく気分が悪くなりますわ」

「そんなところを気にし始めたらきりがないよ。ここはサンタの国ではないサンタの国のようなところだよ」

そうです。変なところを気にされると話が終わってしまいます。あぶないところでした。


8:Little Mustaphaがサンタのおじさんからアルトサックスをプレゼントしてもらおうと思ったことが全ての始まりなのである。



		
			再びクリスマスイブのブラックホール・スタジオ
		

		　突然現れたマイクロ・ムスタファを前にしてブラックホールのメンバーは驚いていましたが、それと同時にまた怪しいことが始まったに違いないという不安にかられてもいました。というより怪しいことが起こって欲しいと期待していたのかも知れません。だって、そうならないと面白くありませんから。



Dr.ムスタファ---いったいどういうことなんじゃ？ついさっき家の電話で話していたマイクロ・ムスタファがここにいるというのは？



マイクロ・ムスタファ---いったいどうしたというんですか？私はずっと前に家を出てここに向かっていたんですけど。



Little Mustapha---いや、それは怪しいぞ。もしかしてここにいるのは変装した偽のマイクロ・ムスタファかも知れないよ。



Dr.ムスタファ---ああ、あれだな。スパイ大作戦みたいにゴムの覆面で変装するんだな。



ニヒル・ムスタファ---先生、いまはミッション・インポッシブルっていうんだぜ。



マイクロ・ムスタファ---どうでもいいですけど、私は本物ですよ。みなさん、まさか・・・



　マイクロ・ムスタファが恐れていたとおり、一同マイクロ・ムスタファに飛びかかり顔中の肉を引っ張ってみました。しかし、ゴムの覆面などはしていませんでした。マイクロ・ムスタファは顔を真っ赤にして怒っています。



一同---・・・。



Little Mustapha---・・・。なんだか、本物だったみたいだね。



マイクロ・ムスタファ---当たり前ですよ！どうして私が変装なんかしなくちゃいけないんですか。



Dr.ムスタファ---まあ、いいじゃないか。たまにはこういう間違いも起こるんだよ。うへへへっ。



ミドル・ムスタファ---それよりも、ボクが思うには、原因はLittle Mustaphaの書いた手紙じゃないでしょうか？



ニヒル・ムスタファ---それはどういうこと？



ミドル・ムスタファ---今回もまた電話でおかしなことがおきましたよね。考えてみれば、ここの電話がおかしなことになったのは二年前のクリスマスに私たちがサンタに手紙を出してからなんですよ。



Little Mustapha---そういえばそうだなあ。



ニヒル・ムスタファ---いったいキミは手紙に何を書いたんだ？



Little Mustapha---どうせ今年もなんにも持ってきてくれないと思ったから、ボクの書いた名作の中に登場する物をいろいろ書いておいたよ。



Dr.ムスタファ---あの変なミステリーか？そんなことをするからサンタのやつが腹を立ててここの電話にいたずらするんじゃないのか？



Little Mustapha---いやいや、それはないね。手紙の差出人の住所はここじゃなくて近所の公園にしておいたんだ。もしもの時のことを考えてね。そうすれば、また殺人サンタがやって来ても安全だし、本物だったら朝、公園にプレゼントを取りに行けばいいんだ。



ニヒル・ムスタファ---でも、もう変なことは起き始めているんだぜ。ここだって安全だとは思えないけど。去年なんかは向こうから先に手紙を出してきたんだぜ。



マイクロ・ムスタファ---みなさん。いいですか。みなさんは少しサンタにこだわりすぎだとは思いませんか？



Little Mustapha---だって、サンタの話なんだから。



マイクロ・ムスタファ---そうじゃないんです。ここの電話がおかしなことになるのは、なにもクリスマスの時に限ったことではなかったでしょう。何かのイベントで私たちが集まるたびに妙なメッセージが留守番電話に入っていたんです。覚えていますか？



ミドル・ムスタファ---今ここを読んでいる人にとっては、覚えているとかそういうことよりもまず、読んでいないから解らない思いますけど。



Little Mustapha---キミは悲しくなるようなことを言うねえ。



マイクロ・ムスタファ---それよりも私の話を聞いてください。私の書いた「探偵の季節」では・・・



ニヒル・ムスタファ---それならもう読んだからいいよ。



マイクロ・ムスタファ---えっ、いつの間に読んだんですか？まだ発表されてないはずですけど。



Little Mustapha---裏ルートで密かに入手したんだよ。へへっ。それよりも今回はキミの説をもっと聞かせてもらう必要があると思うんだけど。いったいキミはいつも何が解ったって言ってるんだ？



マイクロ・ムスタファ---それなら、私の考えをお聞かせしましょう。私の考えではここの電話へおかしなメッセージを残していくのは人間ではありません。もっと我々の理解を超えたところにいる何かとてつもない・・・・。あれっ、その電話のところが点滅しているのって、もしかして・・・。



ミドル・ムスタファ---また留守番電話ですか!?



ニヒル・ムスタファ---そんなはずはないぜ。さっきマイクロ・ムスタファの家に電話をかけた時には点滅してなかったんだぜ。



Little Mustapha---まあ、とりあえず聞いてみようか。



留守番電話---ゴゴゴジゴジュップン。ピーッ。「もしもし、あたくしエフ・ビー・エルのスケアリーともうしますけど。いったいあなた達は何を考えていらっしゃるの？あたくしの汗つきシャツが欲しいなんて言っている変態野郎のマイクロ・ムスタファ様はそちらにいらっしゃるの？あたくしはそちらに行ってマイクロ・ムスタファ様を懲らしめてやるつもりだったんですけど、なんだか遠くて面倒ですから、同じ変態のモオルダアを殴っておきましたわ！もし来年も同じような手紙を出すのならあたくしは今度こそあなた方のところに行って、皆様を痛い目に遭わせますからね。そのおつもりで。それから、もしあたくしに謝りたいのならあたくしのお屋敷の電話番号は６６６の・・・」ピーッ。メッセイジ、オワリ。



Little Mustapha---これはプリンセス・ブラックホール9・・・ではないよね。



ニヒル・ムスタファ---なんなんだ、今のは。エフ・ビー・エルってキミの書いた話に出てくるところだろ？



ミドル・ムスタファ---それより、どうしてマイクロ・ムスタファが変態野郎なんですか？



Little Mustapha---まあ、それはちょっとした手違いかな。へへっ。



Dr.ムスタファ---人間というのは心の奥底ではみんな変態なんじゃよ。そう気にすることもあるまい。



ニヒル・ムスタファ---かってにみんなを変態にしないでくれよ。それより、これは問題だぜ。まだ留守番電話のランプが点滅してるよ。



Little Mustapha---あっ、ホントだ。なんだかこれはもう聞くしかないね。だんだん盛り上がってきたことだし。



　何が盛り上がっているのか良く解りませんが、Little Mustaphaがもう一度留守番電話の再生ボタンを押しました。



留守番電話---ゴゴゴジゴジュウゴフン。ピーッ。「もしもし、エフ・ビー・エルのモオルダア特別捜査官だ。もしキミ達がまだ家にいるのなら、今すぐ誰にも気付かれないようにそこから離れるんだ。キミ達の命が狙われている可能性がある。事件の性質上、警察官やエフ・ビー・エルの捜査官をそちらに向かわせることは出来ないんだ。何せ、これって政府の人間が犯罪に関わってるかも知れないんだぜ。すごいでしょ。だから、キミ達の力だけでなんとかそこからなるべく遠くまで逃げて欲しいんだ。それじゃあ、ボクは鼻血が止まらないからこの辺で。あっ、そうだ。連絡はスケアリーの家・・・」ピーッ。メッセイジ、オワリ。



ミドル・ムスタファ---なんですかこれは？あなたの書いたエフ・ビー・エルって実在するんですか？



Little Mustapha---そんなわけはないよ。これもサンタのいたずらかなあ？



Dr.ムスタファ---それよりも、命が狙われてるって言ってたぞ。逃げなくていいのか？



ニヒル・ムスタファ---先生は臆病だなあ。そんなの嘘に決まってるだろ。



ミドル・ムスタファ---でも気をつけた方がいいですよ。以前は電話が燃えて火事になるところだったんですから。10今回も何が起こるか解りませんよ。一応どこかへ場所を変えた方がいいんじゃないですかねえ。



マイクロ・ムスタファ---私たちはどこへも逃げられませんよ。



Little Mustapha---なんだか、急に意味深げだねえ。



マイクロ・ムスタファ---みなさんは覚えていますか？あれも電話が燃えた時でしたね。電話が燃え始める前に留守番電話にメッセージが入って、その時に喋っていた男が言ってたじゃないですか。「私の目はどこにでもある。隠れても無駄だ」と。



ミドル・ムスタファ---そう言えばそうでしたね。でもそれとこれが関係しているんですか？



マイクロ・ムスタファ---そうなんです。どこに隠れている人間でも探し出せる人なんかいません。それにこれまで、ここで起こった留守電事件にしてもそうです。我々が電話の前にいるにもかかわらず、我々に気付かれずに電話にメッセージを残すなんて出来ないはずです。それが出来るのは多分、我々の五感を越えたところに存在しているもの。



Dr.ムスタファ---良く意味がわからんなあ。それよりもサンタはどうなるんじゃ？キミの話を聞けばプレゼントはもらえるのか？



マイクロ・ムスタファ---さあ、それはわかりませんけど。私の話を聞けば私たちの助かる可能性は高くなると思いますよ。



ニヒル・ムスタファ---助かる可能性って、オレ達はそんな危険な状態にあるのか？



Little Mustapha---どっちでもいいけど。面白そうだから聞いてみようよ。ビールでも飲みながら。ちなみにビールは一本ずつね。二杯目からはウォッカかウィスキーでね。今年も大量に用意したから。



マイクロ・ムスタファ---それどころじゃないんですけど・・・。まあ、聞いてくれるのならそれでいいです。でもいざというときにはちゃんと行動を起こせるようにしておいてくださいよ。




　このように、なぜか今回は良く喋る11マイクロ・ムスタファが事件に関して話を始めたようです。いったい彼は何を知っているのか？


9:プリンセス・ブラックホールとはゴージャスでセクシーでコケティッシュな大女優（自称）。しかし誰も彼女の姿を見たことがない。これまでブラックホール・スタジオのこのような会合には毎回必ず留守番電話に謎のメッセージを残している。



10:これはクリスマスとは関係のない会合での出来事。謎の留守番電話の再生が終わると「スパイ大作戦」のように留守番電話から煙が上がり電話機が自動的に消滅した。



11:普段のマイクロ・ムスタファは居るのか居ないのか解らないぐらい無口なのである。


		
			　その頃、誰もいないはずのマイクロ・ムスタファの部屋では。
		

		　薄暗い部屋の中からカリカリと何かを削るような音が聞こえてきます。電気を消した部屋の中にある机に誰かが座っています。机の上に置かれた小さな電球が照らし出したのは、なんとここにはいないはずのマイクロ・ムスタファでした。

　彼は鉛筆を握って原稿用紙に何かを書き続けているのですが、鉛筆の芯が折れてしまっているので何が書いてあるのか解りません。しかし、彼は一心不乱に書き続けます。よく見ると恐ろしいことに気付きました。彼は白目をむいて開けっぱなしの口からはよだれさえ流しています。

　悪魔か何かが彼に取り憑いて彼に何かを書かせているとしか思えません。原稿用紙には何が書かれようとしているのか？それに、今Little Mustaphaの部屋にいるマイクロ・ムスタファは？ここで何かを書き続けているマイクロ・ムスタファは偽物？それとも・・・。

　静かな家の中に折れた鉛筆で何かを書き続ける音が絶え間なく聞こえてきます。それから時々、彼がのどの奥の方から絞り出すような声でかすかな音でつぶやくのが聞こえました。あまりに小さな音で、果たしてそれが彼の声なのか、それとも他の何かの出す音なのか良く解りません。その声はこう言い続けていました。

「笑え・・・笑うのだ・・・なぜ笑わない。・・・笑え・・・笑うのだ・・・なぜ笑わない・・・」
後編に続く12

		
			12:'Black-holic'では話が長すぎるということで、前編と後編にわけました。ここでは次のページからが後編です。

		
		
			埋め立て地にある大きな公園
		

		　クリスマスイブだというのにとんでもないことが起きてしまったようだ。この公園の付近には何十台ものパトカーがやって来ていた。公園全体が事件現場として一般の人間の立ち入りは禁止されている。

　そこへモオルダアとスケアリーが到着した。いつもなら彼らがエフ・ビー・エルだと言って事件現場に入ろうとしても警官には意味が伝わらずに一苦労するのだが、今回彼らは特別出演なのでそんなところに時間をかけてはいられません。ここはすんなり事件現場に入れたことにしましょう。

　現場に入った瞬間からモオルダアが目を向けられる場所はどこにもなかった。彼の大嫌いな酷たらしい遺体がそこら中に転がっているのだ。モオルダアは無意識のうちにスケアリーのコートの裾をつかんでいた。強がってお化け屋敷に入ったはいいが、入ったら怖くなって泣き出しそうな子供のようである。さすがのスケアリーもこの現場の様子に驚きを隠せなかったのか、しばらくはモオルダアが怖さのあまり彼女のコートをつかんでいるのに気付かなかった。しかし、それに気付くと彼女はパシッとモオルダアの手を叩いて払いのけた。

「いったいこれはどういうことですの？」

「地獄ですよ。これは地獄です」

モオルダアはパニックに陥って何を喋っているのか自分でも解っていない。

「ちょいと、モオルダア。しっかりしてくださいな。せっかくのクリスマスだというのに、どうしてこんな気分の滅入る大量殺人事件の捜査なんかしなくちゃいけませんの？」

スケアリーの声の調子で彼女がいらついていることに気付いたモオルダアは、ハッとして我に返った。彼にはスケアリーを怒らせることが何よりも怖いことだと充分に解っていた。

「これだけの人間が殺されるなんてちょっと普通じゃないよね。でもそれだけじゃボクらの出番とはならないよねえ。それは警察の仕事だから。でも、目撃者がサンタだと言うことが解ったんだ。しかもそのサンタを調べたら、銃を持っていることが解って捕まったってことだよ」

「じゃあ、犯人はそのサンタの恰好をした人だというのかしら？それで、あたくし達の捜査している事件とはどんな関係があるって言うんですの？もったいぶらないで話していただけませんかしら」

「キミはここの住所をしってる？」

こう言ってモオルダアはサンタ宛手紙紛失事件の証拠品であるLittle Mustaphaの書いた手紙をスケアリーに見せた。

「あらまあ、ここはその手紙に書かれていた返信先ですの？それじゃあ、さっき捕まったサンタ男が手紙盗難の犯人てことじゃないかしら。そうならあたくし達の捜査は終了ですわ」

「それはどうかな。ここで起きた殺人は彼の犯行じゃなさそうだよ。ここの遺体は頭がつぶれていたり、内蔵が飛び出していたり。銃を持っている男がそんな殺し方をするわけがないからね」

モオルダアは考えに集中するあまり無意識のうちに遺体を眺めていたが、ふと自分が見ているものがなんであるかに気付いた。彼はキャッと変な叫び声をあげて、またスケアリーのコートをつかもうとした。スケアリーはさっと身をかわしてそれをよけた。

「それから、もう一つありますわねえ。あなたみたいな言い方をすれば、これはあなたがこのまえ言っていた政府の闇組織による犯行でもなさそうですわね。そういうところの人間ならこんな派手な殺し方はしませんから」

モオルダアが遺体を見てまたパニックになってしまったのでスケアリーがモオルダアの言うべきことを喋った。

「そう、そう。そういうことだよ。それよりも早くここを出ようよ」

恐さに耐えきれなくなったモオルダアはスケアリーを引っ張って急いで公園の外に向かった。



「ちょいと、なんですの。あたくしが遺体の様子を調べないと事件のことが解らないじゃありませんか」

「いや、それはいいんだよ。あんな所にいたらボクがまともに会話が出来なくて話が前に進まないだろ」

「それはそうですけど、もしあの遺体の中にLittle Mustapha様の遺体があったらどうするんです？」

「それはないと思うよ。Little Mustaphaは自分がああなることを恐れてわざと違う住所を書いてあったんだと思うぜ」

公園の外にきたモオルダアはだいぶ普通に話せるようになっている。

「それよりも、犯人はどんな方なんですの？ちょっと異常な方かしら？でもこの殺し方は、何て言うか猟奇殺人の域を超えていますわ。こういうのって何て言うのかしら・・・」

「ジェイソンみたいだろ？」

スケアリーはこのモオルダアのおバカな意見を否定したかったが、あながち間違いとも言えなかった。犯人はもの凄い腕力で、出会う人を次々と機械的に殺していったかのようだ。

「もしかすると犯人は人間ではないかも知れないな」

「ちょいと、真面目にやってくださりませんか？人間ではないってどういうことですの？またエイリアンとか地底人とかが出てくるんじゃないでしょうねえ」

「いや、それよりももっと恐ろしいかも知れないよ。それに根拠だってちゃんとあるよ。キミは紛失したサンタ宛の手紙が見つかったあのサンタの国のようなところの謎は解けたのか？」

「・・・それは、まだ解っていませんけど。あれはきっと映画のセットみたいなものですわ。実際にあたくし達はそこにいたんですから、あのサンタの国のようなところが実際にあることは確かですわ」

いったい二人は何を話しているのでしょうか？実は紛失した手紙を見つけてから帰ったあと二人は手紙を見つけた家について調べていたのです。家に住んでいた人間が解ればすぐに犯人は見つかると思ったようです。しかし、サンタの家のようなところに住んでいた人間の記録はどこにもありませんでした。それよりもそこに家があったという証拠もありませんし、サンタの国のようなところというのも世界中どこを探してもないのです。

　始め彼らは何かの理由で幻覚でも見たのではないかと思っていましたが、彼らの手元にはあるはずのない場所で見つけてきたLittle Mustaphaの手紙がちゃんとあるのです。この謎を解くために二人が悩んでいるところへ今回の公園での連続殺人が起こったのです。

「キミは作家の予知能力については知ってるかな？」

「なんですのそれ？予言とかそんなやつですの？そんなものはインチキに決まってますわ」

「そうじゃなくて、作家の書いた事件がまったく関係のないところで実際に起こったり、そういうことがあるんだよ。つまり話が現実化するんだ」

「そういうのは、話が現実になったんじゃありませんわ。作家というのはあり得ることを書くものですから。それに、そういう話を書けるのが作家の感性ですわ。世の中を見る目が鋭いんですのよ。それから、作り話をまねた犯罪というのもありますわ。まったく、最近は小説といえば中身は犯罪だらけですからイヤなことですわ。あたくしはもっと美しいものが読みたいんですけども」

「まあ、それはどうでもいいけどね。ボクの説をキミが言うように片づけてしまうと簡単だよね。でもこの社会を動かしているのは個人の意志ではないよね。社会を形成している集団の意志だ。でもその集団は個人から成り立っている。作家の作品は社会自体に影響を与えないけど、個人には影響を与えることが出来る。個人が集まって社会が出来ているのなら、作家の書いたことが社会を動かしてると考えることも出来るんだよ。作家に影響された個人からなる集団の意志によって書いたことが現実化されるんだ。でも今回の事件の場合はそれとはちょっと違うね。ボクの考えでは途中の部分が省略されているんだ。この事件の鍵を握る誰かの想像が、個人や社会を通り越してそのまま現実のものになったとしか考えられないよ。その人物はきっと頭の中で今回の事件のような話を思いついたに違いないと思うんだよ。キミはサンタの国のようなところの出てくる話なんて知らないだろ？でも実際にボクらはそこに行って手紙を見つけてきた。そのことやここで起きた恐ろしい連続殺人を説明するのには、こう考えるのが正しいと思うよ」

モオルダアはこう言うと得意げにスケアリーを見たが、そこにスケアリーはいなかった。彼女はモオルダアの屁理屈を聞くのが面倒だったようで近くの自動販売機であたたか〜い缶コーヒーを買って戻ってくるところだった。

「もう言いたいことは言い終わりましたの？」

「うん、まあ・・・」

「どうでもいいですけど、あの捕まったサンタに話を聞いてみませんこと？その方があなたの話を聞いているよりもよっぽどましですわ」

彼らが話しているすぐそばにはパトカーが止まっていて、中には捕まったサンタの赤い服が見えた。

「それじゃあ唯一の目撃者に話を聞いてみようか」

モオルダアはなんだか納得がいかないまま、スケアリーとそこへ向かった。



　なんだか、後編の出だしはほとんど'the Peke Files'になってしまいました。でもここは'Black-holic'なので、そろそろ彼らに出てきてもらわないと。

　ブラックホール・スタジオ（Little Mustaphaの部屋）ではLittle Mustapha達が酒を飲みながらマイクロ・ムスタファの話を聞いていました。



ミドル・ムスタファ---つまり、あなたが言いたいのはこういうことですね。これまで起きた変な事件は全てが誰かの想像の中にあったことで、何らかの理由でそれが実際に起こってしまったのだと。そういうことですね。



マイクロ・ムスタファ---そういうことです。



ニヒル・ムスタファ---なんだよ。想像の話なら別に怖がることはないじゃないか。



Dr.ムスタファ---そうだなあ。わしも心配して損したぞ。



マイクロ・ムスタファ---いや、そうじゃないんです。これまでは、心配する必要はなかったんですけど、今回はそうもいかない気がするんです。今その恐ろしい想像は実体を持ち始めているような気がするんです。



Little Mustapha---なんだか、オカルトじみてるなあ。本来ならそれはボクの領分だぞ。



マイクロ・ムスタファ---まあ、そういわずに聞いてください。これまでの電話事件や実況中継事件13で、謎の声は一方的に喋るだけでした。でも今日あなた達は電話で家にいないはずのボクと話しているんです。つまり対話をしたんです。これはきっと想像の中のものが実体を持ち始めた証拠です。想像が自分自身の考えを持ってあなた達と電話でやりとりをしたんです。



ミドル・ムスタファ---なんだか怖そうな感じだけど、その恐ろしい想像が実体を持つと何が起こるって言うですか？



マイクロ・ムスタファ---「想像を絶する恐怖」です。以前にどこからともなく謎の声が聞こえてきた時に言ってたでしょ。きっと犯人はずっとこの時を待っていたんです。実体を得るチャンスを。



Dr.ムスタファ---それじゃあ、わしらは何をすればいいんじゃ？



マイクロ・ムスタファ---それはまだ解りません。



Little Mustapha---なんだ、わかんないのか。



ミドル・ムスタファ---ガッカリしちゃいますね。



Little Mustapha---それじゃあ、そろそろこの話はやめにして、なんかしようか。



Dr.ムスタファ---なんかしようにも、わしはもう話を聞くのに疲れてなにもする気になれんよ。



ミドル・ムスタファ---それじゃあたまにはテレビでも見ましょうか。ここってテレビあるんですか？



Little Mustapha---あるよ。映るかどうかはわかんないけど。



　Little Mustaphaがテレビをつけるとそれはちゃんと映るようでした。そこには彼らの良く知っている公園が映し出されていました。



Little Mustapha---あれ。ニュースであの公園が出てる。なんだか殺人事件みたいだよ。



一同、テレビの前に集まってきました。



ニュースのリポーター---只今わたくしは事件現場のすぐ近くにやって来ています。たった10分という時間で三十人もの人間を無差別に殺害した犯人の消息は未だにつかめておりません。警察では付近の住民に厳重な注意を呼びかけています。

ニュースキャスター---リポーターの屁端（ヘバタ）さん。短時間で三十人も殺害したということですけど、事件当時の様子などは解っていませんか？

リポーター---唯一の目撃者とされているサンタの恰好をした男がいるのですが、現在変な二人に事情聴取されていて我々が話を聞くことはできません。

キャスター---そうですか。その変な二人とは？

リポーター---なんだか知らないけど、変な二人です。

キャスター---はあ、そうですか。それで、現在の現場の様子なんですが、どのようになっていますか？ヘバタさん。

リポーター---はい。現場は遺体がドロドロでグチャグチャです。

キャスター---あの、ヘバタさん。もう少し解りやすくお願いできますか？

リポーター---なんだか、あの辺からガーってなって、ビーってなってて、もうバーって感じです。以上、現場からヘバタがお送りしました。

キャスター---ヘバタさん。あんた大丈夫ですか？



　画面からボキャブラリーの少ないリポーターの姿は消えたのですが、そこには依然として現場付近の様子が映されていました。ブラックホールのメンバーもさすがに驚いた様子でこのニュースを見ていました。画面の後ろの方にはエフ・ビー・エルの二人がサンタに話を聞いているのが小さく映っていました。


	13:実況中継事件---この時には留守番電話ではなく、どこからともなく聞こえてくる声が彼らに謎のメッセージを告げた。それはまるで野球中継の最後のほうの実況と同じように、次に続く番組の開始時間が遅れることや、途中ですがあと一分少々で中継を終わらせる、といったものであった。


		
			事件現場
		

		　モオルダアとスケアリーがパトカーの後部座席に座っているサンタの恰好をした男に声をかけた。

「サンタさん。我々はエフ・ビー・エルのモオルダアとスケアリーです。少しお話を聞かせてもらいたいのですが」

モオルダアがサンタの恰好をした男に声をかけると、男はニコニコしながら二人の方を見た。

「なんだねキミ達は。警察じゃないのか？わしは何もしていないんだよ。頼むから放してくれんかのう？今年はわしの仕事が少なくて暇だから、この公園で暇つぶししてただけなんじゃよ。それなのに警察はわしを犯人扱いじゃ」

「そりゃあ、本物の銃を持っていれば捕まるのは当たり前ですのよ。それよりもあなた、その付け髭はとったらどうなんですの？」

スケアリーはこのサンタの恰好をした男を疑っているようだ。しかし、モオルダアはそうでもない。

「スケアリー、これは付け髭じゃなくて本物の髭だよ」

そういうとモオルダアは男のもじゃもじゃ生えた髭をぐいと引っ張った。

「こら、若僧！何をする。わしの大事な髭を！」

サンタの恰好をした男がモオルダアを怒鳴りつけた。モオルダアはビックリしてつかんでいた髭を放した。

「ああ、これは失礼。あなたはこんな髭まではやして、もしかしてプロのサンタさんですか？」

「サンタにプロもアマチュアもない。あるのは本物と偽物だけじゃ」

「どうでもいいですけど、あなたはどうして銃なんか持っていたんですの？これだけでも十分に犯罪ですから、あなたは相当の刑罰を受けることになりますわ。それにここで三十人を殺したのがあなたということなら、あなたは死ぬまで刑務所ということですわよ」

クリスマスだというのに仕事にかり出されたスケアリーはかなりカリカリしているようだ。誰でもいいから犯人にして早く帰りたい。そんな感じだ。

「お嬢さん。この銃は護身用に持っているんじゃよ。二年前のクリスマスに変なやつら14に襲われてね。それ以来、いつでも銃は持ち歩いているんじゃよ。それよりも、キミ達はわしの見たことを聞きに来たんじゃないのか？」

そうでした。このサンタのおじさんは容疑者になる前は目撃者だったのですから。

「そうですよ。サンタさん。あなたが見たことを教えてください。ここの公園で何があったんですか？」

「ほう、キミはわしのことをサンタと呼んでくれるんじゃな。けっこうなことだ。それじゃあ、話してやるとするかな。・・・」



　わしは今年も子供達にプレゼントを配るためにはるばるやってきたんじゃが、何しろ今年は渡すプレゼントがたったの一つしかなかったんじゃ。ゆっくり来たつもりだったんじゃが、それでも着くのが早すぎてしまってな。それでこの公園で暇つぶしということになったんだ。わしの他にも若いもんが沢山いたね。それにしても最近の若いもんというのはクリスマスだというのにベタベタ、ベタベタ。いつの間にかクリスマスは子供達のものから大人のものになっちまったのかいなあ？まあ、そんなことはどうでもいいかのう。

　それで、わしが特に何をするでもなくベンチに座ってボーっとしてるとな、わしの座っているベンチから芝生を挟んだ反対側のベンチのほうから悲鳴が聞こえてきたんじゃ。悲鳴といってもそれはすぐに止んでしまったがな。アッという間にその悲鳴をあげた人は殺されちまったようだ。

　わしが見るとそこには、まあ二メートル以上はありそうな大男の姿があったんじゃよ。おかしなことにな、その大男はわしと同じような恰好をしてたんじゃ。それは、こんな風に赤と白の生地で作られた服をな。

　大男は最初に悲鳴が聞こえた場所から隣のベンチに移ったんじゃ。そこには若い男女がいたんじゃが、さっき隣のベンチで起こったことを見て、すっかり怯えていたようでね。二人ともガタガタ震えながら動けなかったようなんじゃ。腰が抜けたというのはああいう状態なんじゃな。二人は大男が自分たちの前にやって来るのをじっと見守っていた。

　大男は二人の前に来るとなんだか訳の解らないことを聞いてたなあ。たしか「ここにLittle Mustaphaはいるか？」とか、そんなことを聞いておった。大男を前にした二人はその質問を聞いていたのか、怖くて何も解らなかったのか知らないが黙って大男のほうを見ていたんじゃ。すると、大男は顔色一つ変えずに腕を上げると男のほうの髪の毛をつかんで男の頭を引き抜いちまったんじゃ。それから、隣の女に向かってこういったんじゃ。「なぜだ、なぜ笑わない？」ってな。女が黙っていると大男は引き抜いた男の頭で女のほうを殴ったんじゃ。それで女のほうも倒れたきり動かなくなっちまった。

　それからは、公園は大パニックじゃったよ。公園のベンチでちちくりあっていた男女達は、この恐ろしい大男に気付いて公園中を逃げ回っていたんじゃがな、大男はまるでそいつらがどこに逃げるかを知っているかのようにヤツらの先に待ちかまえているんじゃ。それからはさっきと同じじゃよ。大男が「ここにLittle Mustaphaはいるのか？」と聞いて、答えられない相手を次々に殺していったんじゃ。そりゃあ、恐ろしい光景じゃったよ。



　サンタの恰好をした男はこのように話していたが、モオルダアには一つ腑に落ちないことがあった。

「どうして、あなただけ助かったんですか？もしかして、女の人といちゃついてなかったから助かったの？」

モオルダアが言っているのはどっかの映画にでてきた「ホラー映画のセオリー」だ。

「なんだ、若僧。キミはわしのことをサンタさんと呼ぶから解っていたのかと思ったけどな。わしは本物のサンタなのじゃよ。サンタは普通の人間と違うからあんな殺人マシーンと化した大男なんかに殺されないんじゃ」

「えっ、ホントに。あなたがサンタさんなんですか？」

モオルダアが驚いているとスケアリーがモオルダアを引っ張ってパトカーから遠ざけた。

「ちょいと、モオルダア。あんな怪しい方の言うことを信じるんですの？あんなのB級ホラーを見すぎた人の作り話ですわ」

「おっ、キミはあの話を聞いてB級ホラーだと思ったのか？キミもけっこうなホラー好きじゃないか。・・・まあ、話自体はそんな感じではあるけどね。でも、この事件現場の状況から判断すると、ここではB級ホラーのような殺人事件が起きたとしか思えないんだけどね」

「確かにそうですけども、これを見てくださらない？」

スケアリーはサンタの恰好をした男の持っていた白い袋からモンチッチの人形を取り出した。

「なんだこれ？これが今年の唯一のプレゼント？なんでこんなものを？ボクだったら迷わずPSPだけどね」

「そうでございましょう？今時、クリスマスのプレゼントにモンチッチはありませんわ。あたくしが思うにあのサンタの恰好をした男は妄想癖があるんですわ。きっと自分のことをサンタクロースだと思いこんで・・・」

「でも、さっきの話までも妄想だとは言えないだろう？」

スケアリーはモオルダアに反論する代わりに、サンタの所へ行って質問をした。

「ちょいとあなた。このモンチッチですけど、これは誰にプレゼントするつもりでしたの？」

「ああ、それか。それは吉男君へのプレゼントじゃ。本当はPSPが欲しいとか書いてあったんじゃがのう。わしの考えではPSPなんてものは子供には有害なものじゃからな。モンチッチにしたわけだよ。オーホッホッ」

サンタの恰好をした男はなぜかここでサンタ笑いをあげた。スケアリーはあきれて振り返った。

「モオルダア、これはあなたへのプレゼントみたいですわ」

そういうとスケアリーはモオルダアにモンチッチを渡してスタスタとパトカーのそばから離れていった。そのあとをモオルダアがモンチッチを手にして追いかける。

「ねえ、スケアリー。いったいどうしたんだ？」

スケアリーは始め何も答えなかったが、モオルダアがしつこく聞いていると彼に言った。

「あたくし本当に腹が立ってきましたから、あたくしが犯人を捕まえてしまいますわ。きっとここの殺人犯とサンタの手紙を盗んだ犯人は同一人物に違いありませんから」

スケアリーは何に腹を立てているのか、モオルダアにはまったく解らなかったが、多分スケアリーは早く帰りたいだけのようだ。

「捕まえるって、いったい誰を捕まえるんだ？」

「あの大男に決まってるでしょ。あなたもそれがお望みなんでしょ？ジェイソンみたいな大男を追いかけるのが」

「それは、それで面白いけどね。ボクはあのサンタが何かもっと重要なことを知っているような気がするんだよ」

「それなら、あなたはあのサンタとホラー話で盛り上がっていればいいんですわ。あたくしは、あたくしのやり方で事件を片づけてしまいますから」

スケアリーは車に乗り込むとどこかへ行ってしまった。まさか帰っちゃったのか？モオルダアは少し不安になっていた。

		
			14:つまりこれがLittle Mustapha達である。彼らはサンタのおじさんのプレゼントの入った袋をふんだくろうと計画していた。しかし襲われたと言っているサンタのおじさんもある勘違いからLittle Mustapha達の暗殺を計画していた。

		
		
			その頃、ブラックホール・スタジオでは。
		

		ミドル・ムスタファ---これって、すごくやばいことになってるんじゃないでしょうか？



Little Mustapha---そうみたいだね。ボクが手紙に書いた公園で大量殺人事件だって。



Dr.ムスタファ---いったいキミは誰に手紙を出したんじゃ？去年もその前もこんな恐ろしいことは起きなかったぞ。



ニヒル・ムスタファ---先生、そんなことを気にしてる場合じゃないよ。オレ達はいま危険な状況にあるんだぜ。



マイクロ・ムスタファ---そうです。とても危険な状況です。でも、みなさんは気付きませんか？



ミドル・ムスタファ---何をですか？



マイクロ・ムスタファ---いいですか。以前に謎の声は言いましたよね。「私の目はどこにでもある」と。もしそうなら、あの公園に殺人鬼は現れなかったはずです。何でも見通せる目があるのなら、あそこに我々がいないのは解るはずです。つまり、真っ直ぐに我々の元へやって来て我々を恐怖のどん底に陥れていたことでしょう。でもそれが出来ないというのなら、我々にも助かる見込みはあるはずです。きっと我々の命を狙っているものは実体を与えられて、全てを見通せる力を失ったのではないかと思うのです。以前は誰かの想像だったものは、どこにでも行くことが出来たのです。そして、全てのものを見ることが出来た。しかし、一度実体を与えられてしまうと、それは我々と同じような状態でしか動けないし、我々と同じようにしか物事を見ることが出来なくなるんですよ。



Little Mustapha---なんだか、今回のキミは嘘みたいに頼りがいがあるねえ。



Dr.ムスタファ---それで、わしらはどうすればいいんだ？キミには何か考えはあるのかね？



マイクロ・ムスタファ---いや、それはまだ何とも言えません。でも出来る限りの準備はしておいた方がいいでしょう。いずれあの殺人鬼は我々を見つけるでしょうから。



ミドル・ムスタファ---準備といっても何をすればいいんですか？三十人も殺したんですよ。我々がかなう相手とは思いませんが。銃でもあれば別でしょうけど。



Dr.ムスタファ---銃ならあるじゃないか。良いヤツが。



ニヒル・ムスタファ---先生、まさか電波銃とか・・・。



　ニヒル・ムスタファのいうことは聞かずにDr.ムスタファは嬉しそうに外へでて玄関前に置いてあった電波銃を取ってきた。



マイクロ・ムスタファ---まあ、電波銃も何かの役に立つかも知れません。



Little Mustapha---じゃあ、ボクはもう一本のウィスキーを開けちゃおうかな。



ニヒル・ムスタファ---それは、なんの役に立つんだ？



Little Mustapha---酔っぱらったら、ボクの実体がなくなる感じだろ。そうなら実体を持った恐怖の殺人鬼よりもボクのほうが強いってことだから。



ミドル・ムスタファ---あなたはさっきから相当飲んでましたけど、まだ酔ってないんですか？



Little Mustapha---まあ、酔ってはいるけど実体がなくなるほどではないねえ。



ニヒル・ムスタファ---でも実体がなくなるって言うのはキミだけが思ってることだろ？キミがいくら酔っぱらってもボクらにはちゃんとキミが存在しているものとして認識されているんだぜ。



マイクロ・ムスタファ---それはそれで、いいのかも知れませんよ。とにかくみなさんが思いついたことは何でもやった方がいいですよ。私の考えでは、この相手には普通のやり方は通用しないはずですから。



ミドル・ムスタファ---そうですか。それじゃあ、私は何をしようかなあ？



ニヒル・ムスタファ---こういう時には何をしたって無駄なのさ。



Dr.ムスタファ---おい、みんな！大変だ。



一同---なんですか？



Dr.ムスタファ---今、わしの電波銃を試してみたんじゃがなあ、ちょっとしたミスがあったようでバッテリーでは動かないようなんじゃ。



ミドル・ムスタファ---それじゃあ、またコンセントから電源をとって使うんですか？



ニヒル・ムスタファ---それはダメだよ。またブレーカーが落ちて大変なことになるに決まってるぜ。



Dr.ムスタファ---それは、大丈夫だよ。この電波銃は超普通から超強力まで出力が変えられるようになっているんじゃ。超普通ならブレーカーは落ちんよ。



　なんだかブラックホール・スタジオはあわただしくなってきました。その頃、もう一人の怪しいマイクロ・ムスタファがいたマイクロ・ムスタファの部屋では。





　部屋では相変わらず芯の折れた鉛筆で何かを書いている音がしていました。鉛筆を握る力はだんだん強くなっているようで、もう何も書かれていない原稿用紙はビリビリに破けていました。それでもガリガリという音が絶え間なく続いています。原稿用紙がおかれていた木製の机は鉛筆で引っかかれたために塗装が剥げて、所々生の木がむき出しになっていました。

　その時、絶え間なく動いていた彼の手が急に動かなくなりました。それでもまだ書き続けようと鉛筆を握る手に力を入れたようで、その手は小刻みに震えていました。そしてとうとう握る力に耐えられなくなった鉛筆は乾いた音を立てて二つに折れてしまいました。

「誰だ！私の邪魔をするのは！」

彼は顔を上げて誰もいない部屋で叫びました。そこにいたのはマイクロ・ムスタファではありませんでした。マイクロ・ムスタファの面影は残ってはいたのですが、その顔を見てマイクロ・ムスタファだと言える人は誰もいないでしょう。色白だった彼の顔は固まった血のような赤黒い色をしていました。頬の肉は何日も遭難していた登山者のようにほとんどなくなって、骨と皮だけのようです。それでも目だけはギラギラと輝いていました。この顔に角が生えたら、誰でもこれを悪魔と呼ぶに違いありません。

「誰も私の邪魔をすることは出来ないのだ！」

その悪魔がそう叫ぶと、締め切った部屋に突風が吹きました。部屋中に散らかっていた原稿用紙が舞い上がってその悪魔の頭上を舞っています。すると次の瞬間ぴたっと風が止み机の上には新品の原稿用紙が置かれていました。悪魔の手には新しい鉛筆が握られています。その鉛筆で悪魔はまた一心に何かを書き始めました。

		
			事件現場付近の住宅街
		

		　先程からスケアリーの運転する車がこの住宅街を行ったり来たりしている。どうやらスケアリーはちゃんと殺人鬼を捜しているようでした。時折、家の周りにクリスマス用のイルミネーションをつけている所があると、スケアリーはクリスマスに自分を捜査にかりだしたモオルダアに対する怒りを抑えるのに苦労していた。それでも、先程の事件現場の様子を思えば、それはなんとか押さえることが出来た。あそこにいた被害者達はもっとひどい目に遭っていたのだから。

　スケアリーは事件現場のことを思い出して、あそこで何が起きたのか考え始めた。あのサンタの恰好をした男が言っていたようなことが本当に起きたのでしょうか？一人の人間があれだけのことをすることはまず不可能である。しかし、それをやったのが人の想像を超えたものだとしたら？そんなものは彼女一人で捕まえることが出来るのだろうか？いや、それはあり得ないことだ。スケアリーはサンタ男やモオルダアの言っていたことを頭の中から消そうと必死になっていた。「だって、あたくしは科学者ですから」

　スケアリーの車は薄暗い住宅街の中でも特に人気のない所にやって来た。ここで彼女は車の速度を更に落として辺りを注意しながら慎重に進んでいった。この辺なら犯人が一時的に身を隠すのにはちょうどいい。

　スケアリーはふと時計に目をやった。時刻はもう零時を過ぎていた。それを見て彼女は車を止めた。「はあ、クリスマスイブが終わってしまいましたわ・・・」スケアリーはつまらなそうに時計を眺めていた。その時、彼女は車のライトが照らす暗い道の先を誰かが横切ったように感じて、あわててそちらに注意を向けた。道の先は十字路になっているようだ。スケアリーがそこへ向かって再び車を走らせようとした時、彼女は女性の叫び声を聞いたように感じた。

　スケアリーは慌てて車のエンジンを止めて、窓を開けて耳を澄ましてみた。何も聞こえてこない。しかし、このまま何もせずにいるわけにもいかない。もしかするとこの先の十字路を曲がった先ではまた先程の公園のように恐ろしい事件が起きているかも知れないのだ。スケアリーは銃を取り出すと、静かに車のドアを開けた。

　彼女がおそるおそる車から降りようとしている時、彼女の携帯が鳴った。さすがのスケアリーもこの電話の音には驚いたようだ。彼女はビクッと体を震わせてから電話に出た。電話をかけてきたのはモオルダアだった。

「ちょいとモオルダア。いったい何なんですの？今、ちょうど話が盛り上がってきた所なんですのよ。邪魔するのはやめてくださらない？」

盛り上がってきた、とか言われても何のことだか解らない。モオルダアはなんだか気まずそうに話し始めました。

「ああ、それはすまなかったねえ。それより、キミ今どこにいるんだ？」

「あたくしは、ちゃんと犯人を探して付近の住宅街を捜索中ですのよ」

「そうなのか。それなら、キミ。気をつけた方がいいよ。犯人はきっとその辺にいるはずなんだ。さっきサンタのおじさんから聞いたんだけどね、サンタのおじさんはLittle Mustaphaを知っていたんだよ」

「知っていたって、それはどういうことなんですの？」

「ボクが例の手紙を見せて、何か知っていることはないか？と聞いたら、なんとサンタさんは二年前にLittle Mustaphaから偽名で手紙を受け取っていたことが解ったんだよ。その時サンタさんは実際にLittle Mustapha、その時には妄蔵と名乗っていたらしいけど、その家に行ったらしいんだ。そこでサンタさんは数人の男達に囲まれて危険な目にあったらしいんだよ」

「それはいったいどういうことですの？犯人はLittle Mustaphaだと言うんですの？」

「いやいや、そうじゃなくてね。それよりLittle Mustaphaの家っていうのは多分、今キミがいる場所の近くだと思うんだよ。公園の殺人鬼もLittle Mustaphaを探していたんだから、彼もきっとその辺にいるはずなんだ。殺人鬼は会う人みんなにLittle Mustaphaの場所を聞いてたみたいだからね。一人ぐらい知ってる人がいて教えたかも知れないよ。今ボクはそっちに向かってるんだけど、犯人はとっても恐ろしいヤツだからね、ボクが行くまでキミは一人でヤツを捕まえようなんてしちゃダメだぞ」

「あなたが来たって何の役にも立たないんじゃないんですの？それにあたくし、ついさっき怪しい人影を見つけたんですのよ。これから、ちょっと調べてきますから。あなたも来るんなら、早く来てくださいませ」

スケアリーは電話を切ると、車を降りて前方の十字路へ向かった。

　スケアリーが十字路を曲がるとその先には男女が倒れていた。近づいてみると二人は確認するまでもなく、すでに息絶えているようだった。男のほうはうつぶせに倒れていたのだが顔は上を向いている。殺人鬼に首をねじられたのだろう。頭が後ろ前を反対にしてついているかのようだった。それから、男の腕がなくなっていた、その腕は隣に倒れている女性のほうの胸に突き刺さっていた。またホラーじみていますわ。スケアリーはそう思いながら二人の遺体のそばにしゃがんで、状況を詳しく調べようとした。その背後から人影が近づいていることにはまだ気付いていないらしい。

		
			その頃ブラックホール・スタジオでは。
		

		ミドル・ムスタファ---ホントに大丈夫なんですか？準備といっても、Dr.ムスタファの電波銃とLittle Mustaphaが酒を飲んでるだけじゃありませんか。



ニヒル・ムスタファ---そうだぜ。キミは何でも知ってるような感じで話してたけど、結局は何にも解ってないんじゃないのか？それじゃあ、キミの未完の小説と変わらないじゃないか。



マイクロ・ムスタファ---まあ、そういわずに聞いてください。私だって何でも知っているわけではありませんよ。答えというのはいつだって曖昧なのですから。それに、相手はこれまで我々が何をしようと、我々のすることを知っているかのような口調で話してたでしょう。それなら、我々も何もしてはいけないのですよ。つまり、これから我々が何をして、その結果何が起こるかということを知っていてはいけないと思うんです。相手はきっと人の考えを読むことが出来るのかも知れません。公園であれだけの人間が殺されて誰も逃げられなかったのも、被害者達がどこへ逃げようとするのかを読んで殺人鬼が先回りしてたからだと思うんですよ。Dr.ムスタファの装置を使えば何が起こるか解らない。それから、Little Mustaphaが酔っぱらえば何を言い出すか解らない。そこに鍵があるとも思えるのです。



Little Mustapha---おいおい、何を言うんだよ。ボクはいつだって理にかなったことを言ってるじゃないか。



ミドル・ムスタファ---それはどうでしょうか？



Dr.ムスタファ---どうでもいいが、危険が迫っているのに、ただ待っているだけなんていうのは良くないんじゃないのか？わしは何かしてないと今にも電波銃を超強力モードで発射してしまいそうだよ。



ニヒル・ムスタファ---それだけはやめてくれよ、先生。



Little Mustapha---それじゃあ、これはどうだろう？もう一度マイクロ・ムスタファの家に電話をかけてみるのは。その謎の人物が実体化しているとしたら、電話に出ている間はマイクロ・ムスタファの家にいるわけだから、いつまで経ってもここへはやって来られないってことでしょ？



ミドル・ムスタファ---それはそうですけど、もし彼が電話に出てもいつまで話すつもりですか？永遠に電話し続けるんですか？



Little Mustapha---まあ、どうでもいいけど、面白そうじゃん。やってみる価値は・・・



　Little Mustaphaが電話の受話器を取ろうとすると恐ろしいことに気付きました。一同、それに気付いてお互いの顔を見合わせていました。



ニヒル・ムスタファ---また留守電にメッセージが入ってるみたいだぜ。



Little Mustapha---聞いてみようか？



ミドル・ムスタファ---怖いけど、そうするしかありませんかね。



　Little Mustaphaがおそるおそる留守番電話の再生ボタンを押しました。



留守番電話---レイジジュウサンフン。ピーッ。「やあ、ブラックホールの諸君。今年もなにやら盛り上がっているようじゃないか・・・」



　留守番電話からは彼らの聞き慣れた低く抑揚のない声が聞こえてきました。以前から彼らの元へ留守番電話で謎のメッセージを残してきた声です。この声がこれから何を話し始めるのか？一同、息を殺してメッセージの続きを聞きました。

		
			二人が殺された現場
		

		　しゃがんで遺体の様子を調べているスケアリーの後ろから忍び寄ってくる影に彼女はまったく気付いていなかった。目の前にある遺体の異常さに驚いてそれどころではないのだ。その間も人影は彼女のほうへどんどん近づいてくる。そして彼女のすぐ後ろまで来ると、彼女の前にその人物の影が出来た。その時ようやくスケアリーは背後の人間の存在に気付いたようだ。しかし、気付いた時には何者かの手が彼女の肩の上に置かれていた。スケアリーはとっさにその手をつかむと、それをねじり上げてそのまま肩越しに投げ飛ばした。彼女の後ろにいた人物は空中で一回転して背中から地面にたたきつけられた。そこに横たわっていたのはモオルダアだった。

「やあ、スケアリー。Little Mustaphaの家の場所が解ったから向かっていたらキミの姿が見つかったもんでね」

モオルダアが倒れたまま、彼の顔を覗き込んでいるスケアリーに向かって話している。

「あら、イヤだ。モオルダアでしたの？夜道でいきなりレディに触れたりするもんじゃありませんわ」

スケアリーはモオルダアの手をつかんで彼が起きあがるのを手伝った。

「それから、今あなたが振り返ると後ろにはあなたの苦手なグチャグチャの遺体がありますから、気をつけてくださいね」

「何を言っているんだ？ボクが遺体を怖がってるなんて、あり得ない話じゃないか」

とは言っているがモオルダアは決して振り向こうとしない。

「それよりもLittle Mustaphaの家がどうのこうのって、言ってませんでした？」

「ああ、そうそう。Little Mustaphaの家はこの道のすぐ先にあるんだ。ここで人が死んでいるってことは、殺人鬼はもうすぐLittle Mustaphaの家に到着している頃かも知れないよ。ここは警察にまかせるとして、ボクらは急いでLittle Mustaphaの家に向かわないと」

「あら、それは大変ですこと。早くしないと」

モオルダアは遺体が視界に入らないように慎重に振り返ってから道の先へと走り出した。そのあとをスケアリーが追っていく。

		
			再びブラックホールスタジオ
		

		留守番電話---レイジジュウサンフン。ピーッ。「やあ、ブラックホールの諸君。今年もなにやら盛り上がっているようじゃないか。今のうちにせいぜい楽しむがいい。キミ達は私のことが少し解ってきたような気がしているのだろう？フッフッフッ。そんなことではいつまで経っても私の真の姿を見ることはないだろうね。でも今夜は特別に、キミ達のために底なしの恐怖を用意しておいたよ。まあ、これでキミ達が私に会うことは絶対になくなったということだな。それではブラックホールの諸君。最後の夜を存分に楽しみたまえ。それじゃあ。今から突撃しま〜す！」



ミドル・ムスタファ---最後のフレーズって永世十段のまねですかね？



Little Mustapha---ちょっとネタが古いよね。



Dr.ムスタファ---それよりも、今玄関で何か物音がしなかったか？



ニヒル・ムスタファ---先生も臆病だなあ。この電話にまた謎の留守番電話が記録されてたってことは、ヤツがまた実体のない存在に戻ったってことなんじゃないのか？それならもう何も・・・



　ニヒル・ムスタファがここまで言った時、玄関の扉がもの凄い勢いで吹き飛んで、同時に玄関の周囲にあったものがとばされたドアにぶつかって壊れる音がしました。

「うわあ、来たー！」

一同、大パニック状態で思い思いの場所に隠れました。ミドル・ムスタファはタンスの影に、ニヒル・ムスタファとDr.ムスタファは押入の中。Little Mustaphaとマイクロ・ムスタファは一つ奥の小さな部屋に逃げ込みました。

　玄関にはサンタの恰好をした大男がいました。しかし、その大男はなかなか中に入ってこようとはしません。というのもDr.ムスタファはドアが吹き飛んだ時に驚いて電波銃を超強力で発射していたので家の中は真っ暗だったからです。大男がドアを蹴破ったと同時に家の中が暗くなったことと、ブレーカーが落ちるまでのほんの一瞬ではあったのですが電波銃から発せられた超強力電波がこの大男に何らかの影響を与えたのかも知れません。

　それでも大男は慎重にゆっくりと中へ入ってきたようです。この大男は目的のためにしか行動しないようです。Little Mustaphaを見つけるまで殺しまくる、という目的です。

　暗い部屋の中でじっとしていたLittle Mustaphaですが、しばらくして暗闇に目が慣れると隣にマイクロ・ムスタファがいることに気付きました。マイクロ・ムスタファが思いのほか落ち着いた表情だと言うことも解りました。

「ねえ、これちょっと、やばいんじゃないの？」

Little Mustaphaがマイクロ・ムスタファに聞きました。

「こうなったら、なるようにしかなりませんよ。それより、あなたはもうちょっと酒を飲んだ方がいいんじゃないですか？」

「何を言うんだ、こんな時に。いま向こうの部屋に戻ったら、恐ろしい殺人鬼に殺されちゃうよ。でも、そんなことしなくてもこのままじゃみんな終わりだよ。こうなったのもみんな本物のサンタが来ないからいけないんだ。このまま、向こうの部屋に隠れてる人から順に殺されていくんだ。それで最後にボクも殺されてこのコーナーもこのホームページも終わりになっちゃうんだよ。そうなったら、書きかけの話とか作りかけの曲とか解決しないままじゃないか。こうなったらここで、いろんな話の結末言っちゃおうかな。いや、ダメだ。それは出来ない。ここは前向きに考えてボクだけ奇跡的に生き残るということで考えていこう。まあ、他のメンバーがいなくなったら、ちょっとやりづらくなるけど、それはそれでいいや。問題はこういう場合、恐怖の殺人鬼は生き残ったボクを狙ってまた現れるはずなんだ。ホラーっていうのはそうやって続編が作られるわけだから。って、ボクはこの期に及んでいったい何を考えているんだ？」

一人で喋っていたLittle Mustaphaですが、ふと我に返ってマイクロ・ムスタファのほうを見ました。マイクロ・ムスタファは静かに微笑んだだけでした。今にも恐怖の殺人鬼がやってくるという時になぜかマイクロ・ムスタファは落ち着いています。Little Mustaphaはこのマイクロ・ムスタファの様子を見て思わず彼の腕にしがみつきたいと思ったのですが、それはちょっとやめておきました。

　Little Mustaphaはまた黙って、恐怖の殺人鬼が隣の部屋にいる他のメンバーを片づけてからこの部屋にやってくるのを待つしかありませんでした。他のメンバーがどこに隠れているのか知りませんが、臆病なDr.ムスタファとニヒル・ムスタファはきっと押入に隠れたのだろうと考えました。それから、ミドル・ムスタファは反射神経が鈍いからモタモタとタンスの影にでも隠れたのだろう。ということは最初はミドル・ムスタファが殺人鬼の餌食でしょうか？

　Little Mustaphaはおそらく最初に聞こえて来るであろうミドル・ムスタファの悲鳴をただ待つしかありませんでした。しばらくの間、ゾッとするような静寂が辺りを包んでいました。その中で恐怖の殺人鬼がゆっくりと隣の部屋に近づいてくる足音が聞こえた気がしました。このあと、最初に見つかったミドル・ムスタファが恐怖におののいて悲鳴をあげるに違いありません。Little Mustaphaは両手で耳をふさぎたい気分でしたが、そんなことは無駄なことに思えてしませんでした。どう考えてもこれで終わり。そんな気がしたのです。

　するとその時、意外な音が聞こえてきました。隣の部屋からミドル・ムスタファの「ハハハッ」という笑い声が聞こえてきたのです。これはどうしたことでしょうか。それから、今度は押入の障子をもの凄い勢いで開ける音が聞こえました。そして一瞬、間を開けてから、今度はDr.ムスタファとニヒル・ムスタファがゲラゲラ笑う声が聞こえてきました。「あまりの恐怖に頭がおかしくなったに違いない」Little Mustaphaは隣の部屋で笑声がしても少しも安心できませんでした。もしかするとこれは恐怖の殺人鬼がLittle Mustaphaに聞かせている彼だけにしか聞こえない笑い声なのかも知れません。Little Mustaphaは黙って狭い部屋で身を縮めていました。

　今度はLittle Mustaphaの隠れている部屋のドアが開けられました。そこには大きな男の姿がありました。闇に目が慣れたといっても、Little Mustaphaのいる場所からその殺人鬼の顔までは見えませんでしたが、彼がサンタのような帽子を被っていることは解りました。

　恐怖の殺人鬼はゆっくりとLittle Mustaphaのほうへ近づいてきました。近づいて来るにつれて、その殺人鬼の顔は窓から入ってくる月明かりに照らされて次第に明らかになってきました。そして、殺人鬼はLittle Mustaphaの前に立ち止まるとその顔をLittle Mustaphaの前に近づけてきました。Little Mustaphaはその顔をよく見ることが出来ました。それはこれまでに見たこともないような恐ろしい顔だと想像していたのですが、Little Mustaphaはその顔を見ると思わず吹き出しました。やっぱり、さっき聞こえてきた他のメンバーの笑い声は本物だったようです。

　恐怖の殺人鬼は彼らの反応にかなり困っているようでした。

「なぜだ？なぜお前らは笑うのだ？このオレを見て怖くないと言うのか？」

「そりゃそうだよ」

Little Mustaphaが笑いながら答えます。

「何でサンタがピエロなんだよ？サンタだけでも十分に面白い恰好なのに、更にピエロのメイクって言うのはちょっと反則だよ。しかも困った顔が更に面白い」

彼の言うとおり、サンタの恰好をした殺人鬼はピエロのメイクをしていました。ブラックホールのメンバーは時々こういうミスマッチをたまらなく面白いと思ってしまうようです。彼らを恐怖のどん底に突き落とすためにやって来たのに、そこまで言われると恐怖の殺人鬼も黙ってはいられません。人を笑わせるキャラクターが大量殺人をするというギャップを怖がらせるというのが殺人鬼のねらいだったのですが、彼らには通用しなかったようです。そこで彼は、目を血走らせて唇を裏返らせると尖った歯をむき出しにしました。それは誰彼かまわずに吠え立てて噛み付こうとするたちの悪い番犬のような形相でした。

「ならば、これでもまだ怖くないと言うのか？」

そう言うと恐怖の殺人鬼は拳を振り上げると、Little Mustaphaの横にいたマイクロ・ムスタファにその拳を振り下ろしました。その拳はマイクロ・ムスタファの胸を突き抜けて体の中にめり込んでいました。Little Mustaphaは驚いて声もあげられずその様子を見ていました。

「さあ、どうだ。これでも笑えるというのか？さあ、笑って見ろ」

そう言いながら恐怖の殺人鬼はマイクロ・ムスタファの体にめり込んだままの腕を持ち上げてマイクロ・ムスタファごとLittle Mustaphaの目の前にかざしました。やっぱりこれは恐怖の殺人鬼だったのか？再び絶望的な気分になったLittle Mustaphaが思っていると意外なことがおきました。

　恐怖の殺人鬼の腕の先にぶら下がっているマイクロ・ムスタファが突然声をあげて笑い出したのです。

「なぜだ？これのどこが可笑しいというのだ？」

恐怖の殺人鬼はさすがに動揺を隠し切れません。彼の腕がマイクロ・ムスタファの胸にめり込んで、もうマイクロ・ムスタファは息絶えていると思ったのにマイクロ・ムスタファは笑っているのです。マイクロ・ムスタファは笑いながら言いました。

「恐怖の殺人鬼君。今回はキミの負けだよ。おとなしく家に帰るがいい」

マイクロ・ムスタファがそう言うと彼の胸にめり込んでいた殺人鬼の腕が次第にマイクロ・ムスタファの体の中に引き込まれていきました。始めはゆっくりだったその動きが次第に速くなって、見る間に殺人鬼の体はマイクロ・ムスタファの体の中に吸い込まれていきました。

　Little Mustaphaと隣の部屋からこの様子を見ていた他のメンバーは何が起きているのか解らず、ぽかんと口を開けたままこの様子を見守っていました。すると次の瞬間マイクロ・ムスタファの体が光に包まれました。これまで暗い部屋の中にいたLittle Mustapha達はこの光に思わず目を閉じました。そして次に目を開けた時、それまでマイクロ・ムスタファのいた場所には、彼らが見たことのない老人がいました。老人は光の中で満足そうな笑みを浮かべています。

「なんなんだよ、これは？」

Little Mustaphaが思わずつぶやきました。光の中の老人をよく見ると背中には羽が生えていました。老人は腰に布を巻いている以外ほとんど裸で、羽を使って中に浮いているようでした。一応、腰に布を巻いてややこしい部分は隠しているつもりでも、浮かんでいるためにLittle Mustapha達にはその辺は丸見え。気になって仕方がない。驚いているLittle Mustapha達を見てその老人は大きな声で笑いました。

「オーホッホッ。キミ達には意外かも知れないがね。わしが本物のサンタなのだよ。本物のサンタというのは羽の生えた老人なのだよ」

老人に、丸見えだということを注意しようとしていたLittle Mustaphaだがその一言を聞くと急に本来の目的を思い出したようだ。

「あなたが本物のサンタさんですか？それじゃあ、ボクに・・・えーっと」

とっさに欲しいものを考えたが、欲しいものがありすぎてすぐに出てこない。

「プレステ、じゃなくってプレステ・ツー、じゃないや。ピーのほう、というか楽器もいろいろ欲しいんだけど・・・」

何を言っているのか解りませんが、彼らの前に浮かんでいるサンタさんはそんなことは気にしていないようです。

「オーッホッホ。オモチャをプレゼントするのはオモチャメーカーが考えたサンタじゃよ。わしは今年、キミ達に特別なプレゼントをしたつもりなんじゃが、それがなんだか気付かなかったかのう。まあ、いい。いつかキミ達にも解る時が来るじゃろう。オーホッホッ」

そう言うとサンタ老人は天井をすり抜けて天空へと昇っていった。そんなことより、サンタ老人、丸見えだよ。ややこしいところが。

　Little Mustapha達はなんだか納得しきれないような感じでサンタ老人を見送りました。

「これで解決なんですか？」

ミドル・ムスタファが聞くと他のメンバーが同時に答えました。

「多分ね・・・」

		
			その時、モオルダアとスケアリーは・・・
		

		　Little Mustaphaの家のすぐ近くにやって来た二人は、家のドアが壊されているのを見つけて急いで家の前まで走ってきた。

「手遅れだったのかしら」

スケアリーが銃を取り出してからモオルダアに言った。モオルダアも彼のモデルガンを取り出して答えた。（どうしてスケアリーが本物の銃を持っていてモオルダアがモデルガンなのかは'the Peke Files'本編を読んでくれたまえ）

「さあ。彼らがどこかに避難してくれていればいいんだけど」

二人がゆっくりと家に近づくと、彼らの頭上がパッと明るくなった。二人が驚いて上を見上げると、Little Mustaphaの家の上空に老人が浮かんでいた。

「モオルダア。何ですのあれは。あの方は隠しているつもりでしょうけど、ここからでは丸見えですわ」

モオルダアがその老人を見ながら答えた。

「ああ、そうだねえ。見事な横チン。いや、下チンだな」

そう言っている間に光に包まれた老人は空高く舞い上がってそのうちに見えなくなってしまった。辺りには夜の静寂が戻ってきたようだった。二人は黙って銃とモデルガンをしまった。

「あれはいったい何なんですの？」

スケアリーが聞いた。モオルダアもなんだか良く解らなかったが、何か言わないといけない感じだ。

「あれはきっと本物のサンタかも知れないね。でも夜空に発行物体が現れてそれが瞬く間に消えてしまう時には、大抵ボクらの捜査は謎のまま終わるんだよ。あとはファンが勝手に想像するしかないんだよね」

「ファンって、いったい何のことですの？あたくし達のファンなんて今のところ一人もいませんのよ」

「ああ、そうなの？でも、まあいいじゃん。真実はどこにもないってことだよ」

		
			明け方
		

		　マイクロ・ムスタファの部屋ではもう何も動いていません。静寂が辺りを支配しているようです。この静けさの中では、何者かの立てる寝息が良く聞こえてきます。先程まで悪魔が座っていた机ではマイクロ・ムスタファが顔を伏せて眠っていました。机に向かって何かをしているうちに疲れ切って眠ってしまったかのようです。

　部屋は閉め切ってあったのですが、どこからか風が吹き込んできました。ゆっくりと静寂の中を進むその風は、マイクロ・ムスタファの髪に当たって幽かに彼の髪を揺らしました。

　マイクロ・ムスタファはゆっくりと目を開けると、時計に目をやりました。

「あれ、もう朝になってる。私はLittle Mustaphaの部屋に行く予定だったのに。今回は私が主役になるはずでしたが、いったい私は何をしていたんだ？」

マイクロ・ムスタファはまだ半分眠っているような目をこすりながら考えていました。

「確か、昨日私は新作を書くためにここに座ったんだ。それは確か、昼過ぎだったと思うのだが。それから私はどうなったのだろう？」

マイクロ・ムスタファは机の上にある原稿用紙を調べてみました。そこには「主役の季節」とタイトルだけ書かれていました。マイクロ・ムスタファはしばらく考え込んでいました。

「私はこのタイトルだけを考えると、疲れ切って眠ってしまったのか？それにしてもこの疲れ方は尋常じゃないな。きっとこれは次の作品の良いネタになるかも知れない。次は『疲労の季節』というのを書こう。それよりも、今の私にはもっと睡眠が必要なようだ。Little Mustaphaには起きてから連絡することにしよう。それにしても彼らはサンタには会えたのだろうか？まあ、今回は主役になるはずの私がいなかったのだから無理だったのだろう。もし私ぬきで彼らがサンタに会えるとしたら、その恐ろしさは何かとてつもない（未完）」

布団に潜り込んだマイクロ・ムスタファはここまで考えるとまた眠りについたようでした。

		
			その頃Little Mustaphaの部屋では。
		

		 
　昨晩の出来事のためにブラックホールのメンバーは誰一人眠りにつくことが出来なかっ・・・、と思ったら、一同床に寝ころんでいびきをかきながら眠っています。どうやらあの事件の後、Little Mustaphaの提案で酒盛りが始まったらしく、結局いつものぐたぐた飲み会になってしまったようです。そこでは性懲りもなくどうすればサンタにプレゼントをもらえるのかが話し合われたとか、合われなかったとか。かなりの量を飲んだ彼らですから、目を覚ました時には昨晩の出来事が事実なのか夢の中の出来事なのか解らなくなっているでしょう。

　そんな中、玄関で誰かが戸を叩く音15が聞こえてきます。

「ごめんくださいまし！あたくしですのよ。ごめんくださいまし！あたくし、プリンセスなのよ〜」

Little Mustaphaはこのドアを叩く音に一瞬目を開けたが、目を覚ましたのは肉体だけで頭はいつまでも寝たままのようでした。彼は一度寝返りをうつと、またすぐに眠ってしまいました。

「ちょいと、みなさん。いらっしゃるんでしょ。昨夜、急に仕事が入ってしまって遅れましたけど、今年はみなさんの所にちゃんとやってきましたのよ。ちょいと！ごめんくださいまし！あたくしプリンセスなのよ〜」

中からは何の反応もない。

「もう、せっかくやって来たのに。失礼しちゃいますわ。こんなことならこんな薄汚い家には来ないでセレブの集まるパーティーに行けば良かったわ。もう来年は来てあげませんからね。プン！」

玄関の前にいた女性は怒って帰ってしまいました。それにしてもこの、プリンセスというのは・・・。まあ、それはどうでもいいか。16

		
			15:書いてる時には気付きませんでしたが、この戸は恐怖の殺人鬼によって壊されてたんですよね。長い文を書く時はこういうところに注意が行かなくなってしまいがちです。

			
			
				16このプリンセス・ブラックホールの登場シーンについて、ファンの間ではスケアリーとプリンセス・ブラックホールが同一人物なのではないか？という噂が流れた。…ところで、ファンっているのか？

			
		
			エフ・ビー・エルに提出されたモオルダアとスケアリーの報告書より
		

		　恐怖の殺人鬼の消息は依然つかめないままだが、クリスマスイブの夜以降に犯行は行われなかったようだ。だいたい、あんな恐怖の殺人鬼が出てくるなんて話はペケファイルではあり得ないのだが、まあ今回は特別出演ということでその辺は気にしても仕方がない。でもボクの優秀な捜査官の第六感がボクに伝えるところによれば、犯人はきっと来年も現れる。そんな気がしてならない。（Written by モオルダア）



　まったく、気が滅入ってしまいますわ。あたくしがわざわざクリスマスパーティーをキャンセルまでして捜査をしたというのに、犯人の行方が解らないままなんていうのは許せませんわ。それから、あのサンタの国のような所っていうのは何なんですの？あんなことを書くから話の意味が解らなくなってしまうんですのよ。それに、今回は人が殺されすぎだと思いません？これじゃあ、また更に作者の人格が疑われるに違いありませんわ。あたくしは、作者様がそんなことばかり書いてこのサイトが削除されても知りませんからね。

　あと、ペケファイルの本編が全然更新されなくなってしまいましたわね。きっと作者はあの話の続きを考えていないに決まっていますわ。もっと真面目にやってくださらないといけませんわ。

　あたくしは来年のクリスマスに殺人鬼が現れたとしても、もう捜査にはいかないつもりですから。クリスマスにはセレブの集まるパーティーに出席しないといけないんですから。（Written by スケアリー）



　報告書を読んでいたスキヤナー副長官は大きくため息をついた。

「どうして、今回はオールスターでお送りします17って書いてあったのに私が登場しなかったんだ？」

スキヤナーが前の壁のほうをむいたままつぶやいた。その疑問に後ろで答えるものがいた。

「そうだよねえ。私も不思議に思ってるんだよ。この私でさえ登場しなかったんだから」

声のするほうを見るとそこには、男が座っていて絶え間なく手に持ったウィスキーのボトルをラッパ飲みしていた。二人の目が合うとこのウィスキー男は不気味な微笑みを浮かべてから静かに立ち上がると、そのままドアを開けてどこかへ行ってしまった。

			
				17そう書かれていたのはホームページの更新情報のコーナー。そんなところに文句をつけられても困ってしまいます。
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